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（午前 10時30分 開議）

○ 議長 幸地猛

皆さんおはようございます。これより本日

の会議を開きます。

本日の議事日程は予めお手元に配布したと

おりであります。

日程第１ 会議録署名議員の指名

○ 議長 幸地猛

日程第１、会議録署名議員の指名を行いま

す。

本日の会議録署名議員は、会議規則第120

条の規定によって、３番平良弘光議員、４番

崎村正明議員を指名します。

日程第２ 会期の決定

○ 議長 幸地猛

日程第２、会期の決定を議題とします。

お諮りします。

本臨時会の会期は、本日２月５日の１日間

としたいと思います。

ご異議ありませんか。

（多数の「異議なし」の声あり）

○ 議長 幸地猛

異議なしと認めます。従って、会期は本日

の１日間に決定しました。

日程第３ 平成30度久米島町一般会計補正

予算（第７号）について

○ 議長 幸地猛

日程第３、議案第１号、平成30年度久米島

町一般会計補正予算（第７号）についてを議

題とします。本案について提案理由の説明を

求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

おはようございます。それでは議案第１号、

平成30年度久米島町一般会計予算の補正予算

（第７号）の概要についてご説明申し上げま

す。

予算書の１枚目をお開きください。平成30

年度久米島町の一般会計予算の補正予算（第

７号）は、歳入歳出それぞれ1億5千253万5千

円を追加し、総額を77億1千501万1千円と定

まるものであります。

それでは歳入歳出の主な内容についてご説

明申し上げます。

歳入につきましては、５ページをお開き下

さい。13款、国庫支出金において空調設置事

業に充当する国庫補助金ブロック塀・冷房設

備対応臨時交付金4千361万2千円を追加計上

しております。

また、18款の繰入金において、仲里庁舎管

理事業に充当する繰入金、庁舎等新改築基金

繰入金と2千300万円を追加計上しておりま

す。

続いて歳出についてご説明申し上げます。

６ページをお開きください。２款、総務費で

は仲里庁舎管理事業において、当初見込んで

いた修繕箇所の老朽化が著しく追加工事が必

要となったため仲里庁舎屋根外壁改修追加工

事にかかる工事請負費を2千304千円を追加計

上しております。

次に８ページをお開きください。８款、土

木費では１目の道路維持管理においては比嘉

２号線整備にかかる物件補償が増額なること

から道路用地購入事業において88万2千円の

減、また、それに伴って２目の道路新設改良

費の比嘉２号線整備事業において17節の公有
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財産購入費で203万5千円の減。22節の補償補

填及び賠償金で291万7千円の組み替え計上を

しております。

次に９ページになりますが、10款、教育費

ではこれまで懸案事項でありました小中学校

への空調設置予定が、国の補正予算によって

ブロック塀・冷房設備耐用臨時交付金が増設

されたことにより当初計画していた時期を前

倒しして事業を実施することになり小学校６

校、中学校２校分の空調設置費として1億3千

10万円を追加計上しております。

最後に14款、予備費では59万3千円を減額

しております。以上が平成30年度久米島町一

般会計補正予算（第７号）の主な概要となっ

ております。

平成31年２月５日提出

久米島町長 大田治雄

ご審議よろしくお願いいたします。

（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

９ページの空調設備事業、これについてな

んですが業者から話しを聞くと、電気関係で

学校に新たに何か空調設備に必要な機材を設

置しないといけないという話を聞いておりま

す。その分まで入っているのかどうか。

○ 議長 幸地猛

濱元尚哉教育課長。

○ 教育課長 濱元尚哉

ただいまの赤嶺議員の質問にお答えしま

す。今、学校の電気設備で今の施設が建築し

てから30年以上経過してますので、当時の電

気利用の容量で設備がなされていますので、

今回空調を入れる際には電気の容量の増設の

工事が必要となっています。質問の本予算に

その工事が含まれているのかということです

が、この工事費も、この予算の中に見込んで

おります。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

同じく９ページなんですが、前倒しで発注

するということでタイムスケジュール、供用

開始までのタイムスケジュールわかりました

らお願いします。

○ 議長 幸地猛

濱元尚哉教育課長。

○ 教育課長 濱元尚哉

ただいま玉城議員の質問にお答えします。

設置までのスケジュールなんですが、この交

付金の申請を１月４日に行いまして交付決定

が２月１日付けで来ております。この後この

予算が通過いたしますと３月中頃までに実施

設計の発注を行いまして、これから工期が３

カ月ほどみております。６月末に実施設計の

を完了しましてスケジュールを７月下旬にク

ーラーの設置工事を発注する予定でありま

す。工期４カ月をみていまして、全ての学校

に設置完了するのは11月末頃になるかという

ことで今みております。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

６月頃から沖縄は暑くなりますが、今年も

暑い中で何校かは授業をするというかたちで

すね。要するに全体の学校、夏までには間に
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合わないというかたちになるわけですよね、

関係上。

○ 議長 幸地猛

濱元尚哉教育課長。

○ 教育課長 濱元尚哉

当初、できればせっかく設置するので２学

期意頃からは間に合わすようにできないかと

いうことで準備をしておりましたが、設置台

数が多いことが予想されています。それと全

国的な空調設備になりますので品薄で調達に

期間を要するだろうということで、諸々の見

積りの準備はしているんですが、業者からの

情報等を聞くと実施設計にもちょっと時間を

要して、設置まで時間を要するということな

ので非常に申し訳ないところですが、実際に

稼働するのは今年じゃなくて、次、年開けの

シーズンになろうかとみております。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

予算の関係上、今年はぎりぎりというかた

ちですので、ぜひこれ期待されていますので

各学校子どもたちからも、早めに設置できる

ように取り組んでいただきたいと思います。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

６ページの庁舎の改修工事なんですが、2

千300万かなり大きい金額ですが、今の時期

に大きい金額が出てくるというのはどういう

ことなのか、既にその前からわかっていたん

じゃないのかということと、細かい内容、ど

ういう工事内容なのか、総額についての。

あと１件ですが、８ページ道路改良費の補

償、比嘉２号線の整備事業なんですが、補償

賠償金の291万7千円の細かい内容を教えてく

ださい。

○ 議長 幸地猛

大城学総務課長。

○ 総務課長 大城学

ただいまの盛本議員の質問にお答えしま

す。主な増の内容につきましては、屋上防水

等とトップライトになるんですが、屋上防水

については当初、アスファルト防水が敷かれ

ていてこれを撤去した後にしか、ひび割れ箇

所が確認できなかったということもあって、

それに伴う増になっています。屋上防水につ

いては約300ｍの亀裂があって、それにとも

なって約600万の増になっています。あとは

トップライトなんですが議場にも排煙タイプ

が５カ所、ホールに排煙タイプが４カ所と固

定タイプが８カ所、計17カ所あるんですが、

それの調査を内部から足場を組んで調査をし

た結果、これをトップライトを支える基礎部

分が相当腐食しているということで全部取り

替えという判断になっています。それに伴っ

て約1千500万円の増となっています。また主

な要因としてはこの分と、あとは外壁のひび

割れ箇所の増に伴って200万円の増が発生し

ています。この時期になったものは全体、足

場を組んで調査した結果を待って、今回の補

正の時期となっております。

○ 議長 幸地猛

新里剛建設課長。

○ 建設課長 新里剛

ただいまの盛本議員のご質問にお答えいた

します。補償金の内容ということなんですが、

比嘉２号線の起点にかかるリゾートホテルが

ございますが、こちらの方の擁壁に石張りを

されております。その擁壁とその背後に植栽
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されている花木、そういったものの補償とい

うことで今回計上しております。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

庁舎建設に関してはだいたいわかりまし

た。道路に関してですが、道路面も含めてな

のかね、道路面は既に壊されているんじゃな

いですか。壊されていて植栽がまだ残ってい

るのかな。基本に道路面も含めての補償なの

か、ちょっと伺いたい。

○ 議長 幸地猛

休憩します。（午前10時47分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午前10時48分）

新里剛建設課長。

○ 建設課長 新里剛

道路に関する擁壁の部分なんですが、こち

らの方は現況の予算内で対応をしておりま

す。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

順を追って、まず、この空調設備について

は新聞等で騒がれていましたね。国も緊急事

態だということで予算を組んで、今回の補正

ということになっているわけですが、国はこ

んだけ動いているのに県の補助金が出ていな

いような気がする。これで見ると。県は出さ

ないのかね。しかもそうなるとそのあおりを

くらってのことなのかわからんが比率が補助

金よりも町債の方が約倍になってしまってい

るようなかたちになりますね。これちょっと

問題だと思うんですよ。このへんの詳しい説

明ですね。県は出さないといっているのかと

いうことですね。仮に県が補正で組んで、そ

の後町債が減るということになるんで、その

補正を決めていないのか、気持ちはあるけど

決めていないのかどうか、回答してください。

それと、このブロック塀ということなんです

が、ブロック塀とそれから冷房施設と一緒に

説明科目で出ているんですが、このブロック

塀ってなんですか。壊れた所なのか、あるい

は耐震構造になっていないところを新たにや

るのかね。工事が全然別だと思うんですよ。

学校周囲のブロックなら、これちょっとまと

め方がおかしんじゃないかと思うんだけどそ

の説明ですね。

それと先ほどの赤嶺議員ですか、同僚議員、

誰だったかな、使えるのが11月だと、皆さん

のやる気の問題になってくるんですよ。こん

だけ同僚議員がずっと議会でも取り上げてき

てやっと国の予算がついて今年できますと、

11月に完成ということであれば、まず使えな

い可能性がでてきますね。使えないというか、

使わない。これを夏場の暑い時期に使わすた

めには業者を別々にしてもいんじゃないです

か。Ａ業者さん３軒、Ｂ業者さん何軒で発注

これも方法あると思うんですよ。小学校６校

で中学校で２校、８校だから、そのへんちょ

っと資料足りないなと思う。

もうひとつ心配なのは仮に完成します11月

に、でも冷房使いませんと今年は、３月末で

決算になります。会計入ります。作ったは作

った、一回も使われていなかったら大きな問

題になりますね。こんな心配があるんですよ。

今これから間に合うんじゃないかと思うんで

すよ。分離発注したら間に合うんじゃないで

すか。ということですね。まずそのへんから

ちょっと回答もらいましょうか。
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○ 議長 幸地猛

濱元尚哉教育課長。

○ 教育課長 濱元尚哉

ただいまの喜久里議員の質問にお答えしま

す。まず県の補助金はないのかということな

んですが、今のところは県の補助金という話

はございません。ただ交付金の中で今回臨時

の交付金ということで、国の補助は３分の１

ということになってまして、残りの３分の２

について起債ということで、この予算にも計

上してあるとおり町債の借入になっていま

す。この特例交付金ということで、この借入

した金額の償還金にあたる６割をまた交付税

措置しますという特例がついているのが、こ

の交付金の特徴ですね。

通常でいきますと、今回は町負担金の100

％借入できますよという特例と、そのうちの

元利償還金の60％は交付税で反映させますよ

というところが今回の特例交付金で、通常で

いきますと町負担額も75％しか借り入れられ

ないということで、そのへん元利償還金も30

％のバックということでありまして、この交

付金の内容がそういったかたちになっていま

すので、今のところは県が補助金を出すとい

うことは今のところございません。

それと交付金の名称なんですが、ブロック

塀という名前が付いていますが、大阪でブロ

ック塀の倒壊があったと思うんですが、その

辺り国は、地震とか、そういったそのときの

課題を克服しようということで、今回、教育

関係のところの臨時特例交付金ということで

まとめて、この交付金の創設になっていると

いうことになっております。

それと11月設置するということで、もう少

し発注の方法とか検討できないかということ

なんですが、その辺りにつきましては、これ

から実施設計を入れて空調の発注の際には分

割発注ができるのか、できるだけ工期を短縮

できる方法がないのかということも含めて県

の担当課の意見も聞きながら発注に向けては

準備を進めていきたいと考えております。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

町長か教育長に聞きます。県の補助金の問

題です。国がやると言っているのにどうして

県は我々は出しませんよとなっているのか

ね、調整したのかしていないのか、いわゆる

町長で言えば町村会、各離島全部欲しいわけ

ですからクーラーは学校、離島町村長会あた

りで、この問題あがらなかったのか上がった

けども県と交渉したけどだめだったのか、そ

のへんちょっと確認したいと思います。どな

たかで回答してください。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

お答えしますが、今担当から説明あったと

おり、国の交付金事業として財源の予算措置

されていますので、あえて県の区分はないと

思います。それに他の自治体も同じ扱いで処

理されるものと思っています。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

もう一回、ブロック塀は壊れたブロック塀

ではなくて耐震構造について調査した結果

で、交付金と一緒にということなんですが、

ブロック塀そのものの工事は今回ないわけ

ね、という解釈でいいんだな。
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○ 議長 幸地猛

濱元尚哉教育課長。

○ 教育課長 濱元尚哉

本交付金はブロック塀も含んでいるという

認識です。本町にその工事があるかというか

ということに関しましては、本町では、この

交付金の中にブロック塀の工事はエントリー

していないという状況です。

○ 議長 幸地猛

喜久里猛議員の本件に関する質疑は既に３

回になりましたが会議規則第55条但し書きの

規定によって特に発言を許します。

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

庁舎の件なんですが、先ほどから質問でま

しただいたいわかったんですが、ただ心配な

のは新庁舎基金からの繰入が何回か出てきま

したこれまでも、実際にじゃあもういくら残

っているかという話になってくるんですよ。

果たして新庁舎できるかどうか疑問になって

くるわけですね。心配になってくるわけです

そうなると、このへんどうでしょう。新庁舎

はいずれ造りますよという気持ちがあるのか

執行部は。ほぼ何年を目処にするのか、その

へんをお聞きしたいと思います。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

喜久里猛議員の質問にお答えします。ご承

知のとおり合併するときに合併協議会の中で

合併後10年以内に新庁舎を造りましょうとい

うことで、たぶん明記されていると思います。

但し前町長また私にも変わって、この庁舎が

まだまだ使えるんじゃないかとう判断の元で

今回、予算措置をして修理しております。ご

承知のとおり、今このようにリニューアルす

ればあと10年ぐらいは使えるんじゃないかと

思っています。それを緊急性があるというこ

とにはならんとは思うし、それぞれまたいろ

んな角度から財政状況も見ながら新しい庁舎

においては建設委員会を再度立ち上げて議論

しながら町民が納得するようなかたちで造る

べきものと思っておりますので、使える間は

この庁舎を使って分庁方式でやった方が財源

の節約にもなりますし正しいかということの

判断であります。

○ 議長 幸地猛

他に質疑はありませんか。

〇 議長 幸地猛

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

〇 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから、議案第１号、平成30年度久米島

町一般会計補正予算（第７号）についてを採

決します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は起立願います。

（全員起立）

○ 議長 幸地猛

全員起立です。従って、議案第１号、平成

30年度久米島町一般会計補正予算（第７号）

については原案のとおり可決されました

日程第４ 閉会中の議員派遣について

○ 議長 幸地猛

日程第４、閉会中の議員派遣についてをお

諮りします。本件に付いてはお手元に配布し

たとおり閉会中の議員派遣をしたいと思いま
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す

これにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○ 議長 幸地猛

異議なしと認めます。よって、閉会中の議

員派遣については決定されました。

○ 議長 幸地猛

以上で本臨時会に付託されました事件は全

て終了しました。

これで平成31年第１回久米島町議会臨時会

を閉会します。

お疲れ様でした。

（閉会 午前10時59分）



- 10 -

地方自治法第123条第２項の規定により署名する。

久 米 島 町 議 会 議 長 幸 地 猛

署名議員（議席番号３番） 平 良 弘 光

署名議員（議席番号４番） 崎 村 正 明



- 11 -



平成31年（２０１９年）

第２回久米島町議会臨時会

１日目

２月18日



- 11 -

平成31年第２回久米島町議会臨時会

会 議 録 第 １ 号

招 集 年 月 日 平成31年２月18日 （月曜日）

招 集 の 場 所 久 米 島 町 議 会 議 事 堂

開 閉 会 日 時 開 会 ２月18日 午前10時30分 議長 幸 地 猛

及 び 宣 言 閉 会 ２月18日 午前11時07分 議長 幸 地 猛

応 招 議 員 議席番号 氏 名 議席番号 氏 名

出 席 議 員 １番 喜久村 等 ８番 喜久里 猛

２番 盛 本 實 ９番 棚 原 哲 也

３番 平 良 弘 光 10番 玉 城 安 雄

出 席 14名 ４番 崎 村 正 明 11番 安 村 達 明

欠 席 ０名 ５番 吉 永 浩 12番 翁 長 学

６番 赤 嶺 秀 德 13番 饒平名 智 弘

７番 仲 村 昌 慧 14番 幸 地 猛

（不 応 招） 番

欠 席 議 員

会議途中退席議員 番 番

開 議 後 出 席 議 員 番 番

公 務 欠 席 議 員 番 番

番 番

会 議 録 署 名 議 員 ５番 吉 永 浩 ６番 赤 嶺 秀 德

職務のため会議に 職 名 氏 名 職 名 氏 名

出席した者 事務局長 平 良 朝 春 書 記 東恩納 弘 美

地方自治法第１２１条により説明のため議場に出席した者の職氏名

職 名 氏 名 職 名 氏 名

町 長 大 田 治 雄 教 育 課 長

副 町 長 桃 原 秀 雄 環 境 保 全 課 長

教 育 長 建 設 課 長

産 業 振 興 課 長
総 務 課 長 大 城 学

農業委員会事務局長

企 画 財 政 課 長 喜友村 薫 商 工 観 光 課 長

プロジェクト推進課長 上 下 水 道 課 長

町 民 課 長 消 防 長

税 務 課 長 空港管理事務所長

福 祉 課 長 博 物 館 長

会 計 管 理 者 給食センター所長



- 12 -

平成31年 第２回久米島町議会臨時会

議事日程 〔第１号〕
平成31年２月18日（月）
午前10時30分 開 会

日程 議 案 番 号 件 名 頁

第１ 会議録署名議員の指名（久米島町議会会議規則第120条） 13p

第２ 会期の決定 13p

第３ 議案第２号 決議内容の一部変更について 13p

閉会 18p



- 13 -

（午前 10時30分 開議）

○ 議長 幸地猛

皆さんおはようございます。これより本日

の会議を開きます。

本日の議事日程は予めお手元に配布したと

おりであります。

日程第１ 会議録署名議員の指名

○ 議長 幸地猛

日程第１、会議録署名議員の指名を行いま

す。

本日の会議録署名議員は、会議規則第120

条の規定によって、５番吉永浩議員、６番赤

嶺秀德議員を指名します。

日程第２ 会期の決定

○ 議長 幸地猛

日程第２、会期の決定を議題とします。

お諮りします。

本臨時会の会期は、本日２月18日の１日間

としたいと思います。

ご異議ありませんか。

（多数の「異議なし」の声あり）

○ 議長 幸地猛

異議なしと認めます。従って、会期は本日

の１日間に決定しました。

日程第３ 議決内容の一部変更について

○ 議長 幸地猛

日程第３、議案第２号、議決内容の一部変

更についてを議題とします。本案について提

案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

おはようございます。それでは議案第２号、

議決内容の一部変更について、平成30年第６

回久米島町議会臨時会で議案第40号をもって

久米島町仲里庁舎屋根外壁改修工事請負契約

にかかる議決内容の一部を次のように変更す

る。

記

契約金額中「5千567万4千円」を「7千867

万8千円」に変更する。

平成31年２月18日提出

久米島町長 大田治雄

提案理由でありますが、久米島町仲里庁舎

屋根外壁改修工事について屋根外壁等の修繕

補修箇所の終了上に伴い契約金額を変更する

ものである。

これがこの議案を提出する理由でありま

す。

尚後ろの方に工事改定契約書の案の写し、

そして変更の箇所の平面図を添付しておりま

す。ご審議の程をよろしくお願いいたします。

（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

私の方からまず図面を開いてもらいたいん

ですが、私あまり細かすぎてね、ちょっと読

みにくいんだけど目をこらしてみたら葬祭場

の一番上の方が鳩小屋でいいのかな、図面の

方の右の一番上の方、読み違いなのかな、設

備鳩小屋と書いてあるような気がするんだけ

ど、目の強い方大丈夫ですか、鳩ですか。

図面の丸イ、上の方です。

葬祭場のじゃないから１、２、３、４この
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図面あるでしょう。一番上。

○ 議長 幸地猛

休憩します。（午前10時34分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午前10時35分）

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

続けます。この設備鳩小屋というのは鳩を

飼うんじゃなくて小屋の名称だという解釈だ

とは思うんですが、この設備そのものが、も

し仮に動物の鳩でなければ、改修が必要だと

いう解釈でいいんですか。それと出来たら説

明図面ですので、役場の保管としてはいいと

思います。我々には拡大図面を持って来てく

れたら、こういうことも起こらんなと見やす

いなと思いますので、できたらそれも拡大し

てお願いしたいなと次からね。

それとこの色塗りのことが全部追加という

かたちなんですよね、これ。追加対象部分と

書いて、これ何だろう、これこんだけ沢山の

議運の中で議長も意見を言っていたんです

が、いわゆる設計コンサルの、そのままの状

態できているんじゃないかと、役場の職員が

これ確認したかね。ちょっと疑問なんですよ。

5千500万余りの工事の内に2千300万も追加す

るとちょっと異常ですよね。そのへんのとこ

ろ説明お願いしたいです。

○ 議長 幸地猛

大城学総務課長。

○ 総務課長 大城学

ただいまのご質問にお答えします。図面添

付している部分で色塗りされた部分が屋上の

追加部分となっています。９とか10とか11、

議会の屋上の部分も含んでいるんですが、そ

の分に関しては当初建築後に一部手直しした

部分で当初使えるんじゃないかという判断で

当初には組んでいませんでした。ただ当初部

分の旧白塗りの部分の防水シートを剥がして

確認したところ、非常に亀裂が非常に多かっ

たということがあって、これも追加部分も剥

離があるだろうという想定で剥がしてみたと

ころ、その部分にも剥離があったので追加の

対象としています。

改定分の金額の増については、当初予期し

なかった分ですね。屋上部分に関しては、防

水シート全部剥がさないと、ひび割れ箇所が

当初計上できなかったということで、その分

の追加で、あとはトップライトについても当

初そのまま使えるという想定でやったんです

が、調査したところ取り替えが必要になった

ということで今回の増額分となっています。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

私が当初この件に関して質問したときに総

務課長は目視で5千万という計上しています

ので減る可能性ありますという答弁でしたよ

ね。実際に実施工事になると可能性がありま

すと逆に増えちゃっているね。今の答弁の中

で防水シートを剥がしたら出てきたというん

ですが、当然これは当初の調査の中に入って

いるわけでしょ。工事する以上は、このへん

はやらなかったのか、あるいは指示したんだ

けども当初の設計はコンサルに出したか出さ

ないか私把握していないんですが、出したん

だけどやらなかったのか、ちょっとあまりに

もこの金額にしてはルーズなやり方ではない

かという気がするんですよ。そのへんどうで

しょう。

○ 議長 幸地猛
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大城学総務課長。

○ 総務課長 大城学

当初金額については圧縮できるように努力

するという答弁をした記憶があります。それ

に向けて取り組んではいたんですが、特に屋

上については、防水シートが張られた状態で

の当初設計となっています。これを剥がして

確認すると施工までの間雨漏りが生じてくる

可能性がありますので、これについては工事

で一旦剥がしたあとにしか調査ができないと

いうこともあって、今回の増となっています。

○ 議長 幸地猛

他に質疑ありませんか。

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

最初の見積では、これだけの金額は出せな

かったという意味ですかね。外壁の工事、こ

れ後から追加されていますね。前回の臨時議

会でも追加がありましたよね。今回また追加、

これというのは見積の時に予想できなかった

かどうか、工事についてですね。そのへんお

願いします。

○ 議長 幸地猛

大城学総務課長。

○ 総務課長 大城学

契約については当初やって今回が始めての

改定となっています。契約に関してはですね。

先ほどの質問で当初予期しないものが発見さ

れて今回の増となっているんですが、どうし

ても当初では見積ことが出来なかった部分が

あって今回の改定となっています。

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

今回の改修は外壁の雨漏りもひどいという

ようなことでやっていますよね。当初からた

だ外壁の塗装だけを想定しての工事ではない

と思うんですよ。雨漏りがひどいということ

でということは屋根にも問題があるというこ

とだと思うんですね。そういうことを知りな

がら後々追加すればいいやというふうな安易

な考えじゃないかなと思うんですが、そのへ

んいかがなものでしょうか。

○ 議長 幸地猛

大城学総務課長。

○ 総務課長 大城学

ただいまの質問にお答えします。屋上につ

ういては先ほど説明したように、一旦工事で

剥がしてみないと亀裂箇所が確認できないと

いうことがあって、今回の改定になっている

んですが、どうしても当初から外壁と屋根も

含んでの想定ではあったんですが、屋根に関

しては防水シートを剥がしてみないと確認で

きない箇所があって今回の補正となっていま

す。

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

屋上の防水シートを剥がさないとわからな

いというふうなことは、これは工事入る前か

らわかっていたのか、入って後からわかって

いたのか。もし入る前からわかっているんで

あれば剥がさないとわからないということが

わかっているのであれば、議会にもそのよう

に前もって伝えて置くべきじゃなかったでし

ょうか。

○ 議長 幸地猛

大城学総務課長。

○ 総務課長 大城学

当初から屋根の改修を予定していて、亀裂
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があるという想定はしていませんでした。外

壁みても屋上に関してはですね、今回剥がし

てみて亀裂があるのがわかったという状況で

す。

○ 議長 幸地猛

赤嶺議員の本件に関する質疑は既に３回に

なりましたが、会議規則第55条但し書きの規

定によって特に発言を許します。

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

そういう状況だったらおかしいじゃないで

すか。改修前から雨漏りやっているからこれ

改修しましょうということでしょう。防水を

剥がさないとわからないということはちょっ

とおかしいんじゃないかなと思いますが、要

するに雨漏りがするから改修する。そういう

話で私は理解しているんですが、まずそれは

計画に入っていなかったと、防水シートを剥

がさないとわからないと亀裂が入っているか

どうかは、剥がしてみてわかったと、今の課

長の説明によるとちょっとおかしいなと感じ

るんですが、いかがでしょうか。

○ 議長 幸地猛

大城学総務課長。

○ 総務課長 大城学

ただいまの質問にお答えします。改修前か

ら雨漏りがあって何処か不備があるというの

は確認しているんですが、それが屋根のもの

なのか防水シートを取り替えすれば止まるん

じゃないかという想定もありました。今回の

ように亀裂が、そんなに入っているという想

定はなくて、今総務課としては、それで対応

しています。

○ 議長 幸地猛

休憩します。（午前10時46分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午前10時46分）

他に質疑ありませんか。

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

質問します。今町長が言ったみたいに、こ

ういった追加の問題が出て計画の補正がある

場合は写真を貼付するなり、わかりやすくす

れば亀裂が入っていると言っているんです

が、実際出されているのは、ただの図面だけ

なので、改修はやることはわかるんですよ。

わかるんですけれどもそれを大きくすること

はできるんですが、ただこれだけ大きいもん

ですから、現状がわかる資料は添付してもら

わないとこういうことがでて、実際見たらこ

れだけ大きな物があるからやらないといけな

いということになると思いますので、そこは

ひとつ要望するんですが。僕が質問したいの

は、2千300万増の予算なんですが、僕の記憶

ではこれ基金を取り崩してやっていましたよ

ね、庁舎改修の基金、今回の予算もその基金

から切り崩してやるのか、もしそうだった場

合に新庁舎を造るために積み立てている基金

ですので、その新庁舎を造るということに対

して、それだけ額が増加なるというこれは7

千800万、約8千万なりますから大きな金だと、

その新庁舎を新しく造る時の予算として必要

な額をこれだけ切り崩すんですから、そうい

ったところの計画には支障がないのかという

ところをどのように考えられているのか、お

伺いします。

○ 議長 幸地猛

喜友村薫企画財政課長。

○ 企画財政課長 喜友村薫

ただいまの吉永議員の質問にお答えしま
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す。予算につきましては８号補正、臨時議会

の時に計上させていただいて基金を取り崩さ

せていただいて、もう既に予算を確保されて

おります。今回はあくまで改定契約工事に向

けた改定契約という位置づけでございます。

２点目の今後の庁舎に向けての基金これだ

け取り崩していく中でどう考えているかとい

うところなんですが、庁舎等というところで

明記付けられておりまして、庁舎は勿論のこ

と、ある程度幅を持たせた基金公共施設で必

要な所もそれでも使えるよというところもご

ざいますので、そのへんも踏まえて、今後は

後何年後か10年後ぐらいまではやはり、これ

だけのお金を投資して整備するわけですか

ら、それなりに持たせながら基金積み立てっ

ていって計画的に庁舎の整備については検討

を進めていきたいと考えております。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

以前１年前か２年前に公共の施設計画、更

新がよくあるので公共施設の更新にかかる計

画書というのを議会議員にも配られています

よね。その計画書どおりの中身に一応この改

修工事の中に入っていますか。考え方として。

あの中にはいろんな更新、橋もそうですし、

公共の施設もそうですけど、更新にかかるこ

れからの考え方がありますよね、そこに照ら

し合わせてこういったお金の使い方は一応さ

れているかどうか、その考えをお伺いします。

○ 議長 幸地猛

大城学総務課長。

○ 総務課長 大城学

公共施設管理計画関係の件だと思うんです

が、その中に庁舎等も入っていて、この計画

については、個別の工事をいくらかけてやる

とかという計画ではなく、長く持たすために

どういった方法がやるべきものがあるのかど

うかという計画ですね。今回の庁舎だと長寿

命化を図るために改修をしましょうという方

針をみた計画となっています。

○ 議長 幸地猛

他に質疑ありませんか。

（「休憩お願いします」の声あり）

○ 議長 幸地猛

休憩します。（午前10時51分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午前10時54分）

他に質疑ありませんか。

これで質疑を終わります。

（「休憩お願いします」の声あり）

○ 議長 幸地猛

休憩します。（午前10時54分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午前11時06分）

他に質疑はありませんか。

○ 議長 幸地猛

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論ありませんか。

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから議案第２号、議決内容の一部変更

についてを採決します。

本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は起立願います。

（全員起立）

○ 議長 幸地猛

全員起立です。従って、議案第２号、議決

内容の一部変更については原案のとおり可決
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されました。

○ 議長 幸地猛

以上で本臨時議会に付議されました事件は

全て終了しました。

これで平成31年第２回久米島町議会臨時会

を閉会します。

お疲れ様でした。

（閉会 午前11時07分）
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（午前 10時00分 開議）

○ 議長 幸地猛

おはようございます。３月定例会の開会に

先立ち一言ご挨拶申し上げます。

本定例会は町長の施政方針をはじめ平成31

年度の当初予算を審議する重要な議会であり

ます。

執行部におかれましては、議会運営及び議

案審議が円滑に行われますよう議案等の説明

にあたっては関係資料等を十分準備して臨ん

でいただきたいと思います。

各議員におかれましては、本会議において

十分審議を尽くされ適正妥当な決議に達せら

れますようお願い申し上げまして開会のあい

さつといたします。

ただいまから平成31年第３回久米島町議会

定例会を開会します。

本日の議事日程は予めお手元に配布したと

おりであります。

日程第１ 会議録署名議員の指名

○ 議長 幸地猛

日程第１、会議録署名議員の指名を行いま

す。

本日の会議録署名議員は、会議規則第120

条の規定によって、議席７番仲村昌慧議員、

議席８番喜久里猛議員を指名します。

日程第２ 会期の決定

○ 議長 幸地猛

日程第２、会期の決定を議題とします。

お諮りします。

本定例会の会期は、本日３月11日から３月

27日までの17日間としたいと思います。

ご異議ありませんか。

（多数の「異議なし」の声あり）

○ 議長 幸地猛

異議なしと認めます。従って、会期は本日

３月11日から３月27日までの17日間に決定し

ました。

なお、会期中の会議予定につきましては、

お手元に配布した会期日程のとおりご了承願

います。

日程第３ 議長諸般の報告

○ 議長 幸地猛

日程第３、次に議長諸般の報告を行います。

平成30年12月定例会以降、私が出席しまし

た会議等の内容をお手元に配布してありま

す。朗読は省略いたします。

例月現金出納検査報告については、地方自

治法第235条の２第３項の規定により、平成3

0年11月分、12月分及び平成31年１月分の例

月現金出納検査の結果報告が提出されており

ます。議会事務局に配置し、閲覧できるよう

にしてあります。

次に、町長から平成30年定例会後の町政一

般報告がありましたので、配布してあります。

朗読は省略いたします。

以上で、諸般の報告を終わります。

日程第４ 町長施政方針

○ 議長 幸地猛

日程第４、平成31年度町長の施政方針を行

います。

大田治雄町長。

（大田治雄町長登壇）

○ 町長 大田治雄

おはようございます。それでは、平成31年

度施政方針を申し上げます。
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はじめに

平成31年３月定例議会において、平成31年

度予算案、諸議案の提案に当たり、町政運営

の基本姿勢・主要施策を申し上げ、議員各位

及び町民の皆様方のご理解とご協力を賜りた

いと存じます。

さて、今年の４月をもって平成の元号が終

わります。平成はバブルとともに始まり、経

済はその後、長いデフレに突入し、失われた

20年、就職氷河期の到来、未曽有の自然災害、

少子高齢化と様々な課題に直面してまいりま

したが、経済は徐々に回復をみせ、近年では

若年層の就職率は過去最高水準となりまし

た。

その効果が地方に及んでいるかと言えば、

その実感は薄く、地方の経済環境は依然、厳

しい状況にあります。国は喫緊の課題であり

ます少子高齢化に立ち向かうため、この秋か

ら幼児教育無償化をスタートさせ、未来を担

う子供たちに大胆に投資し、子どもから現役

世代、お年寄りまで、全ての世代が安心でき

るよう、社会保障制度を、全世代型へ転換し、

女性も男性も、若者も高齢者も、障害や難病

のある方も、誰もがその能力を存分に発揮で

きる「一億総活躍社会」を本格的にスタート

します。

沖縄県内の経済状況におきましては、３年

後に復帰50周年という大きな節目を迎えま

す。この間、沖縄振興の取り組みにより、社

会資本の整備が進展し、観光リゾート産業や

情報通信関連産業等が大きく成長するなど、

自立型経済の構築にさまざまな成果がでてき

ており、平成29年度の入域観光客数において

は５年連続で過去最高を更新し、同年の年間

失業率は3.9％、有効求人倍率は年度平均で1.

13倍となり、いずれも改善し、雇用情勢が好

転するなど、県経済は好調に推移しています。

しかしながら、１人当たりの県民所得、子

どもの貧困率、求人と就職のミスマッチ、若

年層の離職率、人手不足などの課題もあり、

こうした課題に対応した施策を力強く推進し

ていくとともに、好調な経済を更なる発展に

つなげるべく、沖縄21世紀ビジョン基本計画

に基づき、自然環境の保全や教育、福祉、医

療等の各分野の施策展開を通して、沖縄らし

い優しい社会を構築するため、アジアのダイ

ナミズムを取り組むことなどにより、経済全

体を活性化させ、持続的に発展する好循環社

会を創り上げています。

このような状況下、本町においては「第２

次久米島町総合計画」を基軸とし、国や県の

関連部局と連携を密にしながら、海洋深層水

などの自然資源を活用したまちづくり施策

「久米島モデル」実現に向けて引き続き取り

組んでまいります。

本施策については国際社会が共通の目標と

して掲げる「持続可能な開発目標エス・ディ

ー.ジーズ(SDGs)」にも合致しており、国内

外からの注目も高く産業視察観光にも大きく

貢献していることから産・学・官で構成する

「国際海洋資源・エネルギー利活用推進コン

ソーシアム」において受け入れ態勢を強化し

てまいります。

また、昨年、町民が主体的に活動をおこな

っている「ドリー部チャレンジ」が日本全国

の地方自治体や市民の優れた活動を表彰する

第13回マニフェスト大賞に2千余りの応募が

ある中、ノミネートの1つに選ばれ、特別審

査員賞を受賞しましたことは、本町にとりま

しても大きな励みとなりました。
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今後は、同活動が町全体に波及できるよう

な支援策を講じるとともに、協働でのまちづ

くりを推進してまいります。

以上の基本的な方針に基づき、平成31年度

に実施する施策についてその骨子を申し上げ

させていただきます。

１．農林水産業の活性化

(１)農業の振興

農業については、農業従事者の高齢化に伴

い、さとうきび等で担い手不足の問題など経

営が大変厳しい状況にあります。現状を打開

するためには、国の農業政策である沖縄県次

世代人材投資事業(青年就農給付金事業)の活

用により、担い手育成を積極的に進めてまい

ります。

また、農地中間管理事業により、担い手に

農地集積を進めていくと同時に栽培技術や経

営能力の向上など、関係機関との連携強化を

図りながら課題解決に取組んでまいります。

さらに、地域で生産された農産物を加工し、

付加価値を付けて販売する６次産業化に積極

的に取り組み地域の活性化に努めてまいりま

す。

次に個別施策について申し上げてまいりま

す。

さとうきびの振興については、「さとうき

び農業機械等リース支援事業」によりハーベ

スター及び株出管理作業機械を導入し、刈り

取りから肥培管理の機械化を推進します。

さらに「さとうきび優良種苗安定確保事業」

により、優良種苗の確保及び農家への普及を

図ります。また、町単独事業により、さとう

きび振興協議会の支援、干ばつ・濯水対策事

業、さとうきび共済掛金助成事業、さとうき

び病害虫総合防除対策事業等によりさとうき

びの振興を図ってまいります。

甘しょについては、平成27年3月に沖縄県

知事から拠点産地の認定を受けたことによ

り、生産拡大につながり、平成29年度には生

産量が県内一位となりました。また、加工施

設の稼働により、甘しょの更なる生産振興を

図るとともに「甘しょ優良種苗普及事業」に

より優良種苗を確保し、農家への普及と生産

拡大を図ります。さらに、イモゾウムシの早

期根絶を目指して薬剤の助成を引き続き行っ

てまいります。

花卉の振興については、沖縄県花井園芸農

業協同組合と連携し、「産地パワーアップ事

業・災害に強い栽培施設事業等」の導入によ

り生産振興を図ってまいります。

また、かぼちゃの生産出荷が伸びてきてお

り、今後沖縄県の拠点産地認定に向け、生産

者と一緒に取り組んでおりますので、久米島

町かぼちゃ産地協議会を中心に「産地パワー

アップ事業」の導入により生産振興を図って

まいります。

畜産については、全国的に肉用牛取引価格

の上昇が続き、生産意欲が高まっています。

前年度に引き続き沖縄県の「畜産担い手育成

事業」により畜舎、草地等の整備を行い、ま

た「優良雌牛導入事業」により母牛の増頭及

び品質向上に取り組んでまいります。

町単独事業としては「繁殖雌牛共済掛金助

成事業」「優良雌牛自家保留支援事業」など

により、引き続きＪＡ及び生産者と一体とな

って畜産振興に取り組んでまいります。

今年度より全ての農産物を対象に「収入保険

制度」が始まります。収入保険制度は、品目

の枠にとらわれず、自然災害による収量減少

だけでなく、価格低下なども含めた収入減少
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を補償する仕組みです。町としても、関係機

関と連携して周知に取り組んでまいります。

(２)水産業の振興

漁業については、農業と並ぶ島の基幹産業

であり、次の施策により漁業振興に取り組ん

でまいります。

水産業は、第二次久米島町総合計画基本構

想に基づき、連携する産業づくり及び、多面

的な漁業の振興を推進してまいります。また、

「浮漁礁整備事業」により、中層浮漁礁の整

備や水産加工処理施設及び海業支援施設にお

いて、マグロやモズク、車エビを中心とした

水産物の加工品を生産、販売することで、水

産業の振興発展、漁業従事者の経営安定と所

得向上を図ります。さらに、観光産業と連携

を強化し、相乗効果を創出していくことで、

久米島町の水産業の活性化を図ってまいりま

す。

２．商工・観光産業の活性化

(１)商工業の振興

本町の商工業は、町内各企業・事業所のた

ゆまぬご尽力のもと、製造業を中心に年々着

実な成長が感じられます。

その一方で、人材確保や人手不足といった

経営を支える課題に直面しており、雇用環境

の改善が急務と捉えております。久米島商工

会等経済５団体と連携を図りながら、産業魅

力化事業や創業支援事業等による雇用確保支

援や雇用環境改善に取り組んでまいります。

また、久米島特産品販路開拓事業により、

商工業の経営安定に必要不可欠な販路拡大・

開拓支援に引き続き取り組んでまいります。

久米島紬の振興については、久米島紬事業

協同組合と連携しながら、久米島紬の伝統的

な技法を継承する後継者の育成をはじめ、国

指定重要無形文化財のブランドの維持を図り

つつ、販路拡大、販売促進などの支援を行い

ます。

久米島紬事業協同組合が本年創立50周年を

迎えられます。

組合において「周年記念事業」を計画され

ておりますが、町として施設の整備や素材確

保の取り組みについて支援してまいります。

(２)観光産業の振興

観光産業の振興については、久米島町観光

振興基本計画に基づく計画的な取り組みを展

開してまいりましたが、目標である観光入込

客数12万人達成は厳しい状況であります。

観光振興基本計画が平成30年度で最終年度と

なることから、新たに平成31年度からの５年

計画となる「第2次観光振興基本計画」を観

光協会及び関係機関と連携し、協働で策定し

ております。

平成31年度においては、新たな観光振興の

指針となる「第２次観光振興基本計画」に基

づく施策の展開をはじめ、観光振興の担い手

である観光協会の組織活動への支援、久米島

観光の知名度、認知度不足の解消を図るため

のプロモーションの実施、チャーター便等の

路線拡充に繋がる誘致継続に取り組んでまい

ります。

スポーツイベントにおいては、30回記念大

会を終えた久米島マラソン大会を、より充実

した魅力ある大会へと発展させる企画・運営

に取り組みます。

また、プロ・アマ野球等のキャンプ・合宿

の継続及び誘致についても、関係団体と連携

を図りながら取り組むとともに、コース増設

によりスケールが拡充したパークゴルフにつ

いても、観光ボトム期を中心とした観光誘客
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ツール、本町におけるスポーツコンベンショ

ンの中核としての活用に取り組んでまいりま

す。

本年11月には、本町出身で琉球古武術の研

究と伝承に尽力された平信賢氏の功労を称え

「平信賢師顕彰琉球古武術保存振興会創立80

周年記念国際セミナー2019」が琉球古武術保

存振興会主催によりホタルドームを主会場に

開催されます。国内外から多くの空手愛好家

が来島しますので、大会を盛り上げるため誘

致・運営を支援してまいります。

(３)交通の確保

離島を結ぶ航路は、住民や交流人口にとって

重要な交通手段であり、物流、観光及び産業

活動に欠くことのできない大きな役割を果た

しています。

特に、航空路線は利用度の高い交通手段で

あり、定期路線の維持・確保及びジェット便

の増便等、輸送体制の拡充、利便性の向上に

ついて、引き続き要請してまいります。

「フェリーニューくめしま」の老朽化に伴

い、航路事業者が新造船を導入し、本年７月

から就航予定となっておりますが、航路事業

者による造船は用船料が多額となることから

航路経営が圧迫され、航路の安定的な維持・

確保に影響を及ぼすことからも新造船の買取

支援に取り組みます。さらに町民の利便性向

上及び交流人口の拡大のため高速船の導入に

ついても継続要請してまいります。

町営バスは、町民の通学・通勤・買物・通

院など重要な生活交通路線であるとともに島

を訪れる観光客などにとっても欠かせない交

通手段として重要な役割を担っております。

そのような中、利用者から運行形態に関す

る要望が寄せられていることも踏まえ、利用

実態の分析等に取り組みながら、安全かつ定

時運行に努めます。

さらに、70歳以上の高齢者の町民を対象に

運賃無料化を継続し外出支援に取り組んでま

いります。

３．教育・文化の充実

(１)学校教育の充実

学校教育に求められるのは、変動の激しい

21世紀を力強く、逞しく生き抜く「生きる力」

を全ての子ども達に育むことにあります。「生

きる力」を育むとは、「知・徳・体」調和の

とれた子どもの育成だと考えます。その中で

も教育委員会では、本町の教育の大きな課題

である『学力の向上』を基軸として、子ども

達一人一人に確かな学力を身に付けるような

取り組みを推進します。

学力向上の取り組みとして小学校では、昨

年度全国学力学習状況調査の総合正答率で、

ほぼ全国並を維持することができました。そ

の結果を継続できるような取り組みを行って

まいります。中学校では、総合正答率で県平

均を超え、全国平均に迫る結果を得ました。

今年度も県平均以上を目標とし全国平均との

差をさらに縮められるよう取り組んでまいり

ます。

これらの目標を実現するためにも、全小中

学校で、教師の授業力の向上のための研修会

の実施、課題と改善策を共有し各校が特色あ

る取り組みができるよう支援します。また、

基礎学力向上学習支援員を、小学校３名、中

学校に４名、合計７名配置し、基礎的な学力

の定着を図ってまいります。加えて中学校で

は学習習慣の定着と学習への興味関心を高め

ることを図るために放課後自主学習の場「し

まのまなびや」を開設し、生徒の意識改善に
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取り組んでまいります。さらに、中学校に配

布した国語、数学、社会科、理科、英語５教

科のデジタル教科書及びタブレットなどのIC

T機器を積極的かつ効果的に活用することな

どで学習意欲及び学力の向上を図ります。併

せて、学習用情報機器の更新を計画的に実施

し、引き続き学力向上に資するICT利用環境

の整備を進めてまいります。

教育活動の中では、人、自然、伝統文化な

ど、地域の豊かな教育資源を活用することに

より、久米島の良さを知り、ふるさとに誇り

を持てるような子ども達の育成に努めてまい

ります。

学校施設の整備については、耐震基準に満

たないと思われる学校施設の耐震診断を早急

に行い、結果を踏まえ耐震補強工事を実施し、

安全な教育環境の充実に努めてまいります。

幼稚園においては、仲里幼稚園と清水幼稚

園の２園に各２クラス３名の幼稚園教諭体制

で保育面や安全面のさらなる充実を図りま

す。また、預かり保育については、仲里幼稚

園、清水幼稚園において、これまで通り安全

で充実した保育に努めてまいります。

(２)生涯学習の振興

生涯学習の充実を図るため、ヤングフェス

ティバルや新春書道展、また各種講座・体験

活動事業等を展開し、幼児から高齢者に至る

まで町民が生き生きと学習活動ができるよう

支援してまいります。

また、念願である図書館建設については、

いよいよ建築工事に着手します。平時は「町

民の学び」の拠点である図書館や地域交流施

設として、災害時は避難施設として、町民の

皆さんの期待に応えられる施設整備に努めて

まいります。併せて、昨年度より始まった「久

米島町電子図書館」実証事業を引き続き実施

し、図書館施設と合わせて生涯学習や読書環

境の整備に努めてまいります。

さらに、交流事業として、新潟県十日町市

とのなかさと交流、佐賀市との中学生交流、

海外ホームステイ事業を継続実施し、児童・

生徒の視野を広めるとともに将来の久米島を

担う人材育成に取り組んでまいります。

社会体育については、町民の健康・体力増

進を図るため、久米島町体育協会などの関係

団体と連携を図りながら町民運動会や水泳教

室などの各種体育行事を実施します。また、

久米島中体連行事としても実施されている伝

統的競技である沖縄角力の保存、継承を図る

ため沖縄角力協会久米島支部と連携を図りま

す。

(３)文化の振興

文化振興については、町民が文化活動に親し

めるよう文化協会と連携を図りながら、関連

行事の活性化を促し文化活動の充実発展に努

めてまいります。

文化財については、災害により一部崩落し

た具志川城跡壁の積み直しを最優先として、

指定文化財の整備、修復を計画的に行い、学

習教材や観光資源としての保存活用を図りま

す。また、久米島博物館では耐用年数の経過

している設備の省エネ化を図りつつ、来館者

のためのより良い観賞環境の整備に取り組ん

でまいります。その他、企画展、講座、各種

教室等の開催により歴史・文化に関する情報

の発信にも努めてまいります。

ホタル館については、希少種等の保護調査

や児童生徒への環境学習の場、観光客に対す

る自然学習体験施設としての効果的な利活用

を図ります。
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また、今年４月には「全国ホタル研究会久

米島大会」が開催される事から、クメジマボ

タルを、自然との共生、環境保全、あるいは

観光誘客の軸として活かすべく、久米島の自

然や環境を全国にアピールしたいと考えてお

ります。

(４)学校給食

学校給食は、バランスの取れた豊かな食事

を通して、児童生徒の健康増進、体位の向上

及び正しい食習慣を図ること、共に食事する

ことで相互間の心のふれあい、好ましい人間

関係の育成の場として、社会性を養うことな

どをねらいとして、教育活動の一環として取

り組んでいるところです。引き続き、学校給

食の目的、目標、役割が周知できるよう積極

的に食育に取り組んでいくとともに「安全・

安心・美味しい給食」の提供に努めてまいり

ます。

また、地産地消の拡大に向けて関係機関と

連携を図りながら、地元産の食材を学校給食

に活用できるよう取り組んでまいります。

老朽化している学校給食センターについて

は、安全性の高い学校給食を提供できるよう、

最新の衛生管理基準に適合した施設整備とす

るため、移転建て替え事業を推進してまいり

ます。

(５)久米島高校魅力化

久米島高校の魅力化事業の一つとして、島

外からの留学生を受け入れていますが、久米

島町地域支援交流学習センター「通称じんぶ

ん館」には現在26名が入寮しており、３月に

７名が卒業し、今年度は10名を受け入れる予

定です。離島留学生と地元の生徒及び地域と

の交流を通じて、お互いに刺激し合う環境が

整い、相乗効果によって国立大学、有名私立

大学への進学決定者も増えております。

また、今年度も姉妹提携を結んでいるハワ

イ州にありますコナワエナ高校との交流事業

を継続実施し、グローバルな人材育成に取り

組んでまいります。

町営塾である「久米島学習センター」では、

生徒一人一人の目標や進路実現のためのきめ

細やかな学習指導と社会人基礎力を身に着け

るためゼミ形式の学習を取り入れておりま

す。ここに通う生徒一人一人がじんぶん(知

恵)と知識を身につけ、世の中に羽ばたいて

いけるよう今後もサポートしてまいります。

４．福祉の充実

町民福祉については、保健・医療・福祉サ

ービスの連携による地域福祉の充実を図り、

すべての町民が安心して健やかに暮らせる福

祉のまちづくりに積極的に取り組むとともに

食料品や生活必需品など買い物に困っている

地域で実施している「移動販売車」による

買い物支援についても引き続き取り組んでま

いります。

また、出産や難病等の治療で沖縄本島の医

療機関に通院する場合の経済的負担軽減対策

の一環として、安く長期滞在のできる宿泊施

設の整備を継続要請してまいります。

(１)母子保健・児童福祉

子ども・子育て支援事業計画に基づき、引

き続き「安心して子育てができる島の実現」

のために、子ども・子育て支援施策を推進し

てまいります。

保育園については、定員受皿の確保や待機

児童解消を図るためには保育士確保が急務で

ありますが、その確保は難しい状況にありま

す。この状況を解消するため、人材育成を行

うことを促す仕組みが必要であり、保育士の
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安定的な確保・定着のために環境整備に努め

ます。さらに学童クラブ開所に向けて民間団

体と連携して取り組んでまいります。

子育て支援として、ファミリーサポートセ

ンターについても平成30年7月に開設し、今

後更なる充実を図ってまいります。

新たに子育て支援策として、出産祝品贈呈

事業をおこない、子育て費用負担の軽減に努

めてまいります。

また、子育て支援の充実を図るため、旧仲

里改善センター跡に幼児から小学生が気軽に

安心して遊べる公園整備に取り組んでまいり

ます。

さらに、今年４月より公立久米島病院にお

いて「子ども療育外来」が新たに開設されま

す。同外来では、注意喚起欠陥・多動性障害

などの発達に特性があると思われる子を早い

段階で、専門医や言語聴覚士、作業療法士な

どの専門職に診てもらうことにより、社会生

活上の困難さが解消されることから療養費の

一部を助成してまいります。

子育て家庭の養育力及び地域での子育て支

援機能の低下など、子どもの育ちや子育てを

めぐる社会的、経済的な環境変化があります。

そこで、子どもの環境動向把握の観点から子

育て世帯の経済状況、生活状況、子どもへの

影響、支援ニーズ等について調査・分析を行

います。

児童の虐待の対応として関係機関の取り組み

についで情報交換を行い、児童虐待に関する

現状や町の取り組みについても情報共有に努

めてまいります。また、専門性の強化を図る

ため、児童福祉司任用研修をはじめ各種研修

会の受講にも努めてまいります。

(２)健康づくり

喫煙や多量飲酒、栄養の偏った食事や運動

不足等の生活習慣の乱れは、体を徐々に蝕ん

でいきます。差し迫った危機を乗り越えるた

めにも、まずは健康状態を知ること、特定健

診の受診勧奨及び生活習慣病の重症化予防に

向けた取り組みをより一層強化し、受診率50

％を目標に早い段階から周知活動に努めてま

いります。

子ども健診の実施及び事後経過観察を学校

と連携して支援し、健診異常率の改善を図っ

てまいります。

町民の健康づくりの取り組みとして実施し

ている健康増進施設「SMAP」(スマップ)を中

心に、運動習慣の定着を図るため、町内の事

業所と連携し内容を充実させ、利用者を増や

すよう取り組み、子どもから高齢者まで町民

全世代の健康づくりを支援してまいります。

また、本町では糖尿病が深刻な健康課題と

なっている状況であり、琉球大学、医療機

関、IT事業者、通信事業者等で構成する久米

島デジタルヘルスコンソーシアムによって

久米島特有の糖尿病を誘発する因子の解明に

より、糖尿病解決の有効策を見出し、糖尿病

による早世に歯止めをかけることを目的とし

た健康増進事業を実施してまいります。

(３)高齢者福祉

本町でも高齢化率の伸びと共に独居高齢者

や夫婦のみの高齢者世帯が増加傾向にありま

す。また認知症高齢者も増加してきており、

今後も増加が見込まれます。多様化する高齢

者のニーズに応えるため、国の基本指針に基

づき、地域包括ケアシステムの構築を図りな

がら認知症対策及び在宅医療・介護連携推進

事業及び成年後見制度推進事業に取り組んで

まいります。
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(４)障害者福祉

地域における障害のある人の社会参加の機

会の確保や、自立した生活が送れるような共

生社会の実現が求められています。引き続き

「障害者基幹相談支援センター」「就労継続

支援(Ｂ型)」「グループホーム」の各事業所

と連携を図り、障害者の自立支援に取り組ん

でまいります。また、当事者・保護者の高齢

化に伴い、現存の障害福祉サービスだけでは

支援が満足に行き届かないという問題も抱え

ております。障害関係事業所だけでなく「社

会福祉協議会」「介護事業所」等の関係機関

と連携して、これまで以上に地域で支え合い、

切れ目のないサービス提供体制の充実を図っ

てまいります。

(５)生活困窮者等対策

生活困窮者等や地域の要援護者を早期に把

握し、自立・就労に向けた様々な支援サービ

スを社会福祉協議会と連携し、総合的・一体

的に提供してまいります。

５．環境保全と地域美化

久米島の豊かな自然環境の保全に努めると

ともに、快適で潤いのある生活環境の整備を

推進してまいります。

(１)ゴミ対策

ゴミのない島づくりのためには住民の意識

改革が最も必要ですので、ごみの分け方、出

し方に対する住民意識の啓発やリサイクルシ

ステムの構築を積極的に取り組み、ゴミ分別

を徹底的に行うよう指導強化します。また、

ポイ捨てや不法投棄は依然として見受けら

れ、特に廃棄家電の投棄が目立っ状況にあり

ます。不法投棄に関しましては、引き続き不

法投棄監視員を配置し監視するとともに役

場、区長会、警察が連携した対応に努めてま

いります。

漂着ゴミは、ボランティアによる除去活動

を推進するとともに、沖縄県海岸漂着物等地

域対策推進事業を活用し漂着物を回収、調査、

環境教育活動に向けて取り組んでまいりま

す。

ゴミ処理施設については、既存の焼却施設

が耐用年数を迎えることから施設の更新に向

けて整備計画に取り組んでまいります。

(２)環境美化・赤土流出対策

住みよい環境づくりのため、地域住民・ボ

ランティア団体に草花の苗を提供し花づくり

に取り組みやすい環境を構築し緑化推進の意

識向上を図ります。町道や公園、観光施設等

については、継続して除草や草花を植えで快

適な生活環境づくりに取り組んでまいりま

す。

また、赤土流出については、農地からの流

出が依然として続いている状況にありますの

で、久米島赤土流出防止対策協議会で行って

いる、防止板の設置・グリーンベルトの植え

付け・緑肥の播種・心土破砕等による対策及

び営農指導による農家の意識改革に取り組む

とともに南部保健所など関係機関と連携・協

力しながら引き続き監視体制及び防止対策の

指導強化に努めてまいります。

６．生活基盤の整備

町民の生活・福祉の向上及び産業振興の基

盤となる町道、農道、漁港の整備を継続する

とともに、複合型・防災地域交流拠点施設、

兼城港旅客ターミナルなど公共施設の整備を

進めてまいります。さらに、沖縄県が実施す

る県道、港湾、河川等の整備についても積極

的な取り組みを求めてまいります。また、安

心して使える水を確保・供給するとともに環
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境に配慮した上下水道整備を推進してまいり

ます。

(１)町道整備

比嘉２号線道路改良工事の継続をはじめ、

儀間１号線における危険個所の改良工事を実

施してまいります。さらに、宇江城城跡線、

大原ビーチ線や道路橋点検において早期措置

段階の判定を受けた島尻橋、真謝１号橋など、

実施設計を行ってまいります。

道路の維持管理については、老朽化や損傷

度に応じて、効率的に補修・改修を行ってま

いります。

(２)農業基盤整備

水質保全対策事業の耕土流出防止型事業を

継続するとともに、新たに清水第１地区の事

業採択を受け、実施設計を進めてまいります。

また、農業基盤整備促進事業による農道及び

排水路の生産基盤整備についても継続実施し

てまいります。

農業水利施設保全合理化事業においては、

農業水利施設の管理上の不便、コスト負担を

抱えている地下埋設型の減圧弁について、地

上型への改良を実施し、施設の維持管理にお

ける負担軽減や水管理の省力化・安全性の向

上を図ります。

農業基盤整備促進事業や水質保全対策事業

及びかんがい排水事業など整備を必要とする

地区については、新規事業採択に向け取り組

んでまいります。さらに、県営の水質保全対

策事業による圃場の勾配修正や排水路、沈砂

池など事業の推進を図り、農地からの赤土流

出を防止することで海岸の環境保全に繋げま

す。

(３)漁港の整備

漁港整備については、水産物供給基盤機能

保全事業を継続し、老朽化が進む防波堤の改

修工事により漁業従事者の安全確保と就労環

境の改善を図るため、長期計画に基づき適切

な維持管理に努めてまいります。

また、平成30年度に策定した儀間・鳥島漁

港の海岸施設の護岸、離岸堤、突堤の長寿命

化計画に基づく背後施設の安全確保を図るた

め、適切な維持管理に努めてまいります。

(４)上下水道事業

水道事業については、上水道整備基本計画

及び各施設整備を進めながら、久米島町水道

事業認可変更や管路・配水池の更新に向けて

の事業評価に取り組んでまいります。下水道

事業については、関田地区の下水道整備を図

るとともに接続率向上に取り組んでまいりま

す。また、上下水道使用料徴収率の向上に向

けて引き続き収納強化に努めてまいります。

(５)安心した生活環境の推進、公営霊園の新

設

火葬から告別式までの一連の葬儀を執り行

うことが出来る火葬場と葬斎場を併設した施

設が整備されました。今後も、施設の適正な

管理運営に取り組み更なる安心した生活環境

の提供に努めてまいります。

また、久米島町霊園整備基本計画に基づき、

多様なニーズや利用しやすくかつ質の高い施

設整備に配慮した、町営霊園整備永代供養型

納骨堂の建設をすることにより墓地の確保、

景観の配慮ができるものと考えておりますの

で、事業実施に取り組んでまいります。

７．情報通信基盤利活用の推進

情報通信技術の進歩により離島の地理的特

性・課題の一つである情報活用環境は改善さ

れつつあります。インターネットを介した子

どもたちの遠隔授業、働き方改革につなが
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るコワーキングスペースの活用、ICT活用に

よる電子図書館の利用などを引き続き推進し

てまいります。

８．再生可能エネルギーの普及・啓発

沖縄県が実施する海洋温度差発電の実用化

に向けての環境づくりに注力するとともに、

海洋深層水などの海洋資源利活用により環境

負荷の低い産業育成に努めてまいります。ま

た、化石燃料を大量消費する自動車について

も再生可能エネルギーを動力源とするＥＶ車

(電気自動車)の導入推進など同様な取り組み

を行う自治体と連携して推進してまいりま

す。

９．消防・防災

各種災害への予防及び被害の軽減に努め、

町民の生命・身体・財産を守るため日々の訓

練を積み重ね消防力の充実・強化に取り組ん

でまいります。

また、久米島町地域防災計画及び職員初動

マニュアルに明記された組織体制を踏まえ

て、災害対策上の役割分担と災害対策本部業

務分掌を明確にし、初動対応の流れをより実

効性のあるものとします。

(１)消防体制強化

複雑多様化する災害に対応するため消防学

校等への消防職員、団員の研修訓練を実施す

るとともに、今後東日本大震災を上回る被害

が想定される南海トラフ地震等、大規模災害

に備え、緊急消防援助隊の訓練や各種訓練に

参加し、久米島町における大規模災害発生時

の受援、応援体制を確立してまいります。

(２)救急業務

救急業務については、救命率の向上、傷病

者の負担軽減など質の高い救急医療を住民に

提供するため、計画的に病院実習や追加講習

を実施し、救急隊員の技術向上に取り組んで

まいります。

また、応急手当の普及活動においても、過

去に住民によるＡＥＤを活用しての応急処置

を施した救命効果事例がありました。本年度

も引き続き、町民及び事業所などへ応急手当

普及啓発を推進してまいります。

(３)火災予防

住宅火災による死傷者等を未然に防ぐ目的

で、設置指導を行っている住宅用火災警報器

の設置率の向上及び適切な維持管理を推進し

てまいります。

また、ホテル、民宿等の防火対象物が安心

安全に利用できるよう立入査察を強化し、違

反是正の強化を図ります。

(４)地域防災

地域の防災力を高めるために、消防団や自

主防災組織及び女性消防クラブの育成強化を

図り「自分たちの地域は自分たちで守る」こ

とを基本に、社会環境の変化に即した消防防

災体制の充実強化を図りながら災害に強い町

づくりに取り組んでまいります。

(５)防災体制の強化

近年、日本各地で甚大な被害をもたらす自

然災害が続いています。本町においても昨年

は、4個の台風接近、大雨による災害に見舞

われるなど、これまで以上に自然災害への対

策を充実していかなければならないと考えて

おります。

災害に強いまちづくりを目指して、防災行

政無線のデジタル化、防災情報システムの構

築など災害情報の収集・発信体制の充実を図

るほか、災害対応の資機材の備蓄や避難施設

の機能強化、関係機関と連携し災害時に備え

た物資等の供給体制の強化に取り組んでまい



- 34 -

ります。

また、町防災訓練の充実を図ると共に、関

係機関の相互連携や広域応援体制の強化を図

ります。

よって、平成31年度予算案の総額は、次の

とおりであります。

一般会計 8,478,622 千円

国民健康保険特別会計 949,011 千円

後期高齢者医療特別会計 77,258 千円

下水道事業特別会計 268,143 千円

水道事業会計 286,457 千円

合 計 10,059,491 千円

以上、平成31年度の町政運営にあたり、私

の所信について申し上げてまいりました。

「人口減少」に歯止めをかけるという大き

な課題と向き合いながら、そこに暮らす「す

べての世代が生き生きと暮らせる島」「町民

が安心して暮らし続けられる島」を目標にし、

町民一人一人が「夢つむぐ島」の実現に向け、

ともに知恵を出し合い協力し合いながら行う

協働のまちづくりに取り組んでまいりますの

で、町民の皆様と議員各位のご理解とご協力

をお願い申し上げまして、私の施政方針とい

たします。

平成31年3月11日

久米島町長 大田治雄

ご清聴ありがとうございました。

（大田治雄町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで町長の施政方針を終わります。

休憩します｡（午前10時59分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午前11時11分）

休憩前に引き続き会議を開きます。

町長から訂正があるそうです。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

先ほど施政方針で申し上げました予算の合

計額は訂正がありますのでよろしくお願いし

たいと思います。100億1千947万2千円と申し

上げましたが、正式には100億5千949万1千円

であります。皆さんに配布された資料の数字

があたっております。よろしくお願いします。

日程第５ 平成30年度久米島町一般会計補

正予算（第８号）

○ 議長 幸地猛

議案第３号、平成30年度久米島町一般会計

予算（第８号）についてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

おはようございます。それでは議案第３号、

平成30年度久米島町一般会計予算の補正予算

（第８号）の概要についてご説明申し上げま

す。予算書の1枚目をお開き下さい。

平成30年度久米島町の一般会計予算の補正

予算（第８号）は、歳入歳出にそれぞれ1億3

千27万7千円を減じ、総額を75億8千473万4千

円と定めるものであります。

それでは、歳入歳出の主な内容についてご

説明いたします。

歳入につきましては、予算書の７ページを

お開き下さい。

まず、１款町税では全体では91万1千円の

増額となっております。
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主な要因としまして、１項の町民税におい

て個人・法人それぞれ収納見込額が増額とな

り町民税全体で1千613万6千円の増額となっ

ております。一方４項の町たばこ税において

は1千400万3千円の減となっております。

続いて、10ページの13款国庫支出金では全

体で5千37万9千円の減額となっております。

主な要因として、１項２目の民生費国庫負

担金において、児童手当交付金で扶助費の減

額により国庫負担金が2千461万9千円の減、

また５目の災害復旧事業費において査定に伴

って国庫補助金が2千480万円の減額となって

おります。

続いて11ページの15款県支出金では、全体

で7千141万2千円の減額となっております。

主な要因としましては、２項１目の総務費県

補助金において沖縄振興特別推進交付金事業

の変更等により交付金及び県支援金合わせて

1千278万6千円の減。また４目の農林水産費

県補助金において青年就農給付金事業の給付

対象者の減に伴って充当する補助金が1千279

万7千円の減。

次のページになりますが、水産物供給基盤

機能保全事業補助金が2千621万7千円の減額

となっております。

続いて12ページの17款寄付金では、ふるさ

と寄付金で1千76万3千円の増となり、前年度

より大きく上回っております。

続まして、18款繰入金では全体で607万3

千円の増額となっております。 要因として、

ふるさと寄附金推進事業の事業費の変更に伴

って充当する繰入金が607万3千円の増額とな

っております。

続いて、20款諸収入では全体で712万5千円

の増額となっております。 主な要因として

は、農林水産業費の雑人でさとうきび振興協

議会から起債事業返還金として1千106万円の

増額となっております。

次14ページの21款町債では全体で4千560万

円の減額となっております。

主な要因としましては、総務債においてソ

フト事業及び工事費等の入札残の減額に伴っ

て950万円の減。

そして公共事業等債において、起債計画の

未採択により1千10万円の減額となっており

ますo

続きまして、歳出の主な要因について説明

いたします。

本補正予算においては、共済費負担金及び

退職負担金の増減があり、また人件費を総額

で2千661万5千円の減額を行っております。

また事業費の確定や執行状況確認により不

用額についても調整をしております。

まず２款16ページからになりますが総務費

では総額で2千467万2千円の減額となってお

ります。

主な要因は、20ページの企画財政費のふる

さと寄附金推進事業において寄付の増加等に

より委託金が増額となったことから事業費全

体で1千678万9千円の増、また27ページの沖

縄振興特別推進交付金の複合型防災そして地

域交流拠点施設整備事業において、実施設計

及び用地造成工事費減により事業費全体で83

9万9千円の減額となっております。

次に３款、これは36ページからになります。

民生費では総額で1千769万円の減額となって

おります。

主な要因は、37ページの障害者福祉費の障

害者総合支援給付事業で事業費の確定により

返還金として818万7千円の増額、また41ペー
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ジのこれは１目の児童福祉総務費の児童手当

交付金事務において、こちらも支出見込の減

額に伴って扶助費を1千271万3千円の減額と

なっております。

続いて６款、これは48ページからになりま

す。農林水産業費では総額で3千908万1千円

の減額となっております。

主なものとしまして、50ページの農業振興

費のさとうきび振興事業において、さとうき

び振興協議会への平成27年度、平成28年度分

の清算金として701万7千円を計上しておりま

す。次に、52ページの畜産業費の畜産基盤再

編総合整備事業において畜産担い手育成総合

整備に係る負担金を2千461万3千円の増。次5

8ページになりますが、漁港建設費の水産物

供給基盤機能保全事業で工事費で2千91 2万7

千円の減額となっております。

続いて7款は60ページからになります。商

工費では63万8千円の増額となっております。

主なものとしまして「プレミアム付商品券

事務事業」として138万5千円を増額しており

消費税率の引き上げに伴う低所得者子育て世

帯の消費に与える影響を緩和するためプレミ

アム付き商品券を国が全額補助するものであ

ります。

続いて８款は63ページからになります。土

木費では総額で1千14万9千円の減額となって

おります。主なものとしましては２目の道路

新設改良事業において工事費減に伴って419

万7千の減。また67ページの兼城港旅客ター

ミナル整備事業において実施設計の入札残に

伴って152万4千円の減額となっております。

続いて９款は69ページからになりますが、

消防費では総額で206万5千円の減額となって

おります。

主な要因としましては、空港消防管理事業

において101万5千円の減額となっておりま

す。

続いて10款は72ページからになりますが教

育費では総額でl千588万8千円の減額となっ

ております。

主なものとしまして、74ページの学校関連

情報機器管理事業において機器レンタル料等

に伴って314万6千円の減、また84ページの具

志川城跡保存修理事業において工事費減に伴

って229万6千円の減額となっております。

続いて、11款91ページの災害復旧費では総

額で2千106万3千円の減額となっております。

内容としましては、飛行場城跡線の災害査

定が行われ補助災害として認められなかった

箇所があり2千106万3千円の減額。

続いて92ページの12款の公債費では8千110

万円の減額となっております。

これは、横領事件に係る2千67万円の繰上

償還のうち、元金で740万円の増、加算金で2

07万円の追加計上となっております。

最後に14款予備費では854万4千円の減額と

なっております。

以上が平成30年度久米島町一般会計補正予

算（第８号）の概要となっております。

平成31年３月11日提出

久米島町長 大田治雄

ご審議の程、よろしくお願いします。

（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

おはようございます。一般会計補正予算書
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の中で質問をいくつかさせてもらいます。

まず17ページの義援金の歳出の減がありま

す。これ前に補正か何か確か組んだもののは

ずでハワイに対しての義援金だと思います

が、そのときにどういった根拠で何処までの

範囲でどういった金額で、この義援金を送る

のかというところでちょっと質問したのがあ

ったので覚えていますが、それが30万歳出が

減になっているというところが何故なのかと

いうのをひとつお聞きしたいのと。

あとは歳入に上げられていますふるさと納

税の部分かなり増えてはいますが、どういっ

た返礼品の時が伸びていて、どういった要因

があるのかというところですね。

あとは37ページの民生員でマイナス80万円

の減があります。民生員は確か久米島町は人

員がかなり足りていなくていないと思います

がマイナス80万というところが、これは12月

確か議会でもたぶん減はできたかもしれない

なとちょっとありまして、その点のところが

何で80万も今の時点でというところなのかと

いうところですね。

あとは55ページの青年就農給付金が1千270

万減になっていますが、これは年に２回ぐら

いに分けて収納者に対して振り込まれるはず

なんですけど、年間150万という決まった額

になっているはずなので、これだけの額が今

回３月補正で落とされるというのは、この受

けている方々に何かあったのかなと、思わざ

るを得ないので、その点説明お願いしたいと

思います。

○ 議長 幸地猛

中村幸雄プロジェクト推進課長。

○ プロジェクト推進課長 中村幸雄

ただいまの吉永議員の災害義援金の質問に

回答します。30万円の減については当初60万

円計上していたかと思うんですが、寄付先を

ハワイ州政府とあとハワイ郡政府、両方に30

万円ずつということで寄付を予定していまし

た。調整する中で州政府の方ではハワイ島に

直接その義援金を送ってほしいということで

州政府としては、今回の義援金はお断りする

というか、手続き上１カ所にしてほしいとい

うことでハワイ郡政府のみにしております。

そのための30万円の減になります。

○ 議長 幸地猛

喜友村薫企画財政課長。

○ 企画財政課長 喜友村薫

ただいま吉永議員からふるさと納税の増額

要因と寄付、返礼品が１番目何が人気がある

かというお問い合わせなんですが、一番人気

があるのはマンゴとクルマエビが一番の返礼

品の人気があります。ただ久米島町では180

種類の返礼品の商品を作っておりますので、

人気上位はマンゴとクルマエビなんですが、

種類としては180種類の返礼品の準備をして

おります。

○ 議長 幸地猛

仲地紀男福祉課長。

○ 福祉課長 仲地紀男

ただいま吉永議員から民生員の補助金につ

いてのご質問についてお答えいたします。民

生員の研修の中で30年度に全国大会が沖縄で

開かれるということで、民生員全員で研修に

参加する予定でありました。

今回この補助金の中で一番要因としまして

はそういった研修会等に参加する予定でした

が天候によって参加できなかったということ

があります。12月でできたんじゃないかとい

うことではありますが、社協の民生員の担当
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と調整しながら、今回この補助金を減額する

ということであります。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

青年就農給付金についてご説明申し上げま

す。産業振興課としましては、当初予算で25

名の新規就農給付金を予定しておりました

が、最終的な実績としまして、22名の実績と

いうことで、その３名分の実績がなかったと

いうことで減額しております。単身の場合15

0万の給付金、年間あります。そして夫婦で2

25万の給付金がありまして、そして単身の方

々が半年受けるのであれば75万、夫婦であり

ますと112万5千円ありますが、結果的に当初

予定していた25名から22名に実績で落ちたと

うことで減額となっております。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

27ページの補助事業で沖縄振興特別交付金

事業、これ一括交付金と思うんですが、これ

約1千万円近く減になっているんですが、せ

っかくの100％補助と事業をなぜ執行せずに

返すのか、特に観光誘客新事業とあるんです

が、観光に関して聞く度に久米島は知名度が

ない、足らないという話をよく聞くんですが、

こういう事業で広報事業も入ってて、特にハ

ワイアンとかウォーキングの事業に関しての

交付金に対しても、これが未執行の部分があ

ってそれ返還するということで、言っている

こととやっていることが若干違うんじゃない

かと思うんですが、そのへんの説明と明繰り

が事業額で10億ぐらいあって繰越が57、53％

が繰越ということは、かなりどうかなという

部分があるんですね。その中でも100％繰越

が３件と100％近い繰越する事業が１個ある

んですが、この事業そのものは全く手つかず

の状態で流すのか、それとも契約的な何かあ

ってその繰越しているのか、そのへんの説明

をお願いします。

○ 議長 幸地猛

當間直也商工観光課長。

○ 商工観光課長 當間直也

ただいまの盛本議員のご質問にお答えしま

す。26ページの39、久米島観光誘客支援事業

の減額につきましてですが、まず１つ目で観

光広報推進業務委託ちょっとご質問ありまし

たが、こちらは地域おこし協力隊観光の方で

も１人配置しておりました。そちらの協力隊

の活動費の方を観光協会に業務委託しており

ますが、当初３月までの任期ではありました

が、本人の申し出によりまして２月いっぱい

ということで退任されることになりました。

そのことに伴いまして業務が１カ月分ではあ

るんですが、減ったというところで委託費を

減額しております。タイミング的にもちょっ

と交付金で事業計画の変更とか非常にできな

いような時期でもありましたので、減額とし

ております。

あと下の負担金補助金につきましては、ハ

ワイアンフェスティバルが今回台風で中止に

なりました。それに伴いまして町の補助金に

ついても、その段階で執行されている分を負

担することになりまして12月で町の一般財源

に振り替えまして、交付金としては減額、対

象外ということで落としていることになりま

す。

あと、のんびりウォークにつきましても開

催後、実績がある程度、清算されておりまし
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たのでその分を減額としております。

○ 議長 幸地猛

大城学総務課長。

○ 総務課長 大城学

繰越免許費の件の100％繰越のものについ

ての回答については、各事業担当で回答した

いと思います。まず総務課の調整要覧発行事

業の534万6千円の繰越については、契約をし

て繰越と契約内容が検査して納分された後に

支払いをするということになっていますの

で、全て繰越して対応するということとなっ

ています。

（「休憩お願いします」の声あり）

○ 議長 幸地猛

休憩します。（午前11時32分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午前11時32分）

當間直也商工観光課長。

○ 商工観光課長 當間直也

プレミアム商品券につきましては、先ほど

町長の施政方針でもありましたが、消費税が

今年10月に10％に引き上げされることに対し

ての景気、あるいは低所得者向けの緩和措置

ということで実施されることになりました

が、国の方での事業の組み立てですとか予算

化というのが、年末に取りかかりがございま

して、町向けの説明会についても２月の中旬、

国から県への説明が２月の上旬で市町村には

２月の中旬というところでした。ただ予算に

つきましては国の方針として臨時給付福祉給

付金というものをペースに各市町村の事務費

というのが平成30年度分、あるいは31年度分

ということで目安額が示されました。その目

安額について30年度の補正については市町村

で執行した分を国の補助の対象とするという

ところで予算化したところなんですが、ただ

これから補助金の交付申請ですとか、あるい

は予算の補正を行って実際執行が年度内でで

きるかというと非常に見通し厳しかったので

繰越としては全額にしておりますが、予算が

可決された後、今年度で執行できる分につい

てはまた執行に努めていきたいと思います。

○ 議長 幸地猛

新里剛建設課長。

○ 建設課長 新里剛

それでは建設課の方の兼城港旅客ターミナ

ル整備事業についてのご説明申し上げます。

こちらの方は設計委託費となっておりまし

て、今般、県の施設それから町の施設、同時

に発注するということであります。作業を進

めてまいりました。ただ兼城港が沖縄県のま

ちづくりミュージアムということで景観の重

点地区に入っております。町においても重点

地区として指定しているわけなんですが、そ

の重点地区、それから県の町なみミュージア

ムの中で景観アドバイス会議、これは県が主

催して実施するわけなんですが、そのアドバ

イス会議の中で施設の配置、それから外観、

それから色合いと景観に配慮をする内容とし

ていろんな提言がなされております。その提

言によって設計の調整変更等もございまし

た。その中でどうしても県の設計と密接に絡

む中で町の方が県の設計を固まらないとそこ

に付帯してついて行く流れになるんですが、

それが県の方がまだ確定、固まっていないと

いうことで、そのことによって繰越しという

かたちになっております。

それからもう１点、土木施設災害復旧事業

については、ご承知のとおり10月に飛行場城

址線の被災した箇所なんですが、こちらにつ
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きましては、12月国交省の査定がございまし

た。その査定で当初町としても災害復旧の設

計をしながら受けたわけなんですが、そこが

町の方では強化するアスファルトからコンク

リート舗装に機能強化するということでやっ

たんですが、それが現況普及ということで、

そのへんの流れの中でも時間を要しておりま

す。それからその査定を受けて実際に交付決

定通知が２月28日久米町の方に届いていま

す。それから入札の準備するにしても３月で

は厳しいということでの繰越しとなっており

ます。

○ 議長 幸地猛

濱元尚哉教育課長。

○ 教育課長 濱元尚哉

それでは教育費の方の明許繰越について説

明いたします。ご承知のように空調設置事業

でありまして、２月の初旬に交付決定がきた

ところなんですが、臨時議会で予算審議いた

だいているところです。工期が非常に気にな

るところですが、年度内に発注を目指して準

備はしていたんですが、繰越の手続と時期的

なものを含めて今100％繰越ということでさ

せていただいております。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

たぶん似たような回答にはなると思うんで

すが、58ページを基礎にして質問したいと思

います。浮魚礁が430万円減になりまして更

に水産物供給基盤保全が2千900万減になりま

す。これを見ますと下の方の収入の方の県支

出金の減と当然水産物の減ということなんで

すが、予算の流れについて今ちょっとおさら

いしながら説明を求めたいと思います。まず

予算を年度予算に載せるためには11月頃でヒ

アリング終わりますね。それで決定に基づい

て県との調整でじゃあ県の予算載せましょう

と、それを受けて町も載せますね。しかしこ

れから見ますとどうして県の予算というのは

ほぼ満額ずっと今までずっと通ってきている

んですよ、載せた場合には、県の予算に。し

かし県の予算が減になりますという説明にな

っています。ちょっと理解できないんですね、

というのは我々地元の町が出来ないから県の

予算を減額したのか。県が予算を載せずに支

出金としてないものですから町もできません

ということなのか、このへん産業課振興課長

予算の流れというものの流れというものをも

う少し詳しく説明しながら回答してくださ

い。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

当初予算で予算を計上しまして、浮魚礁に

つきましては、今回13番、14番の２基の新設

ということで予算を計上しました。そして委

託を６月28日に執行しまして、委託設計がで

きあがりまして、その後に工事、浮魚礁の工

事の入札をかけて、その入札残が出ましたの

で、その分、県負担分につきましても減額に

なりますので、その分を減額補正していると

いう流れになっております。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

この浮魚礁なんですが、これは我々、普通

浮魚礁というのは浮きというのは浮きのこと

を言っているんですよね、これですよね。

これの400万の減、入札残というのはちょ
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っと理解できない。あれ１基300万か400万で

しょう。１基まるまるがなくなるんじゃない

のこれ。それも伺ってされに下の方も2千900

万、入札残が出るのこれ、ちょっと違うんじ

ゃないかと思う。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

浮魚礁と、また建設課の事業がありますの

で、浮魚礁につきましては２基で3千952万8

千円の落札ということで７社が入札しまして

の落札ということで２基分約このぐらいかか

るということになっております。

○ 議長 幸地猛

新里剛建設課長。

○ 建設課長 新里剛

ただいまの喜久里議員のご質問にお答えい

たします。水産物供給基盤機能保全事業につ

いてなんですが、こちらの方は儀間漁港の機

能保全対策に伴う工事請負費となっておりま

す。当初今年度、平成30年度におきまして儀

間漁港の継続事業ではあったんですが、第２

防波堤パークゴルフ場側になりますが、こち

らの方とその向かいにある第１防波堤の機能

保全ということで予定しておりました。第２

防波堤については、予定通り執行したわけな

んですが、第１防波堤について、その事業入

る前に県との工法協議、それから対策工法を

含めて調整することになっております。この

第１防波堤につきましては、前年度劣化調査

行って当初の計画では全面的に補修するとい

うことで工法協議を行っておりますが、県の

方からですね、その全面的なものではなくて

その劣化調査の中に劣化が進んでいる所、そ

れからまだ十分いけるんじゃないかと構造的

には大丈夫じゃないかという箇所があって、

これ全体的にやるべきかどうかということで

協議してまいりましたが、県の方としても一

括でやるべきなのか、それから部分的にやる

べきなのか、ということがまだ事例がないと

いうことで、その判断がいただけなかったと

ころでございます。その間そのまま予算の全

額ということは厳しいというところもありま

して、そこで31年度、次年度予定しておりま

した用地護岸の保全対策にその工事費の予定

していた第１の予算から、そこの用地護岸の

対策工事に振り分けて執行しましょうという

ことで県との協議が、そういうふうに整えま

して執行しているところでございます。そう

いういったことで当初の第１護岸でみていま

した工事請負費から用地護岸への対策工事を

差し引いた額が、今回の減額措置となってい

る状況でございます。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

浮魚礁については新年度にも載ってきます

ので、そのときもうちょっと詳しく聞きたい

と思います。今の水産物なんですが、結論と

してヒアリング未調整ということですか。こ

れは今の話の説明を受けますと。工法につい

てどうのこうのなんで、そのへん煮詰れてい

ないもんだから県も出せませんということで

すね。その解釈でいんですか。

○ 議長 幸地猛

新里剛建設課長。

○ 建設課長 新里剛

当初、予算申請する際には事業計画を出し

てこういう工法でいきますということでそれ

に伴う工事費予算事業費がどれだけ必要です
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ということで内示をいただきます。ただその

後、実際に着手する前に県との最終的な、部

分が新年度工事始まる前に工法協議が必要と

なってくるもんですから、その調整不足とい

うよりは、その事業の流れとして、その工法

の確定は県もしっかり確認して、その執行が

始まるという流れとなっておりますので、一

般的な今お話のありました調整不足というこ

とではなく、その事業の流れ上、そうなって

いくというふうになっております。

○ 議長 幸地猛

７番仲村昌慧議員。

○ ７番 仲村昌慧議員

92ページお願いします。この公債費の元金

とそれから繰り上げ償還の加算金について全

協でも説明がありましたが、この補正は本来

元職員が弁済すべきであるものを町が立て替

えするということですか。この前の説明の中

では、その予算ですか。

○ 議長 幸地猛

喜友村薫企画財政課長。

○ 企画財政課長 喜友村薫

ただいま仲村議員のご質問にお答えしま

す。昨年の３月議会で承認されました久米島

町の損害賠償額の4千421万5千198円の中に利

息は含まれています。但し元金については、

本来借りて、きび協に渡っているんですが、

借りた額が過大だったり、事業が未実施なも

のを借り入れて、きび協の通帳に入れたりさ

れている額ということで、この３月に議決さ

せていただきました4千400の中に含まれてい

る額になります。

○ 議長 幸地猛

７番仲村昌慧議員。

○ ７番 仲村昌慧議員

この間の全協の説明の中で、今回一般会計

より立て替えする601万3千209円の説明はど

のような説明があったのか、この間説明しま

したよね、今回の補正で建て替えしますとい

うことしていましたよね。そこの説明をちょ

っとしていただきたいなと思いますが。

○ 議長 幸地猛

喜友村薫企画財政課長。

○ 企画財政課長 喜友村薫

ただいまのご質問にお答えします。繰り上

げ償還額につきましては、先ほど仲村議員か

らもご紹介がありましたとおり元金が1千800

万で加算金が2千70万で、事業で借入して事

業も執行もしていないで、現金がそのまま残

って繰り越された額の金額が44万6千700円ご

ざいまして、本人が弁済した額が314万9千70

9円が本人が物品を販売して直接町に返済し

ている額で、あと、きび協に渡って過重等だ

ったり未実施だったものをきび協から返して

貰うお金が1千160万562円ございます。差引

その繰り上げ償還をするために立替しないと

いけない金額が601万3千209円というかたち

になります。この部分については一時町が立

て替えをして起債の繰り上げ償還に充てる金

額となります。

○ 議長 幸地猛

７番仲村昌慧議員。

○ ７番 仲村昌慧議員

私はこれまで元職員が弁済すべきものを町

が一般会計から補填とか立て替えするすべき

ではないという考え方を持っております。こ

の職員は返済することについて、どのように

述べているのか、返済計画はあるのかどうか

お聞きします。

○ 議長 幸地猛
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大城学総務課長。

○ 総務課長 大城学

ただいまのご質問にお答えします。本人と

直接の、今交渉は出来ない状況なんですが、

刑事裁判、民事裁判において本人は返してい

くという意志は示してはいます。町としまし

ても民事も終わってますので、今後は財産の

差し押さえをやって強制執行で回収するとい

う段取りになるんですが、今扱っているもの

の処分等は進めて収入は入っています。あと

は差し押さえをやって来週にでも差し押さえ

の手続を得るんですが、その差し押さえで回

収して、あとは本人が社会復帰して、あとに

ついては給与の差し押さえとかをして継続的

に回収に向けて取り組んでいく考えでありま

す。

○ 議長 幸地猛

他に質疑はありませんか。

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

27ページ、航空運賃コスト負担軽減事業の

300万円の軽減となっておるんですが、その

中で負担金補助及び交付金300万円で、28ペ

ージ見ると県支出金で264万円、この中で特

別交付金が240万円、沖縄振興特別推進交付

金支援金が24万円となっておるんですが、こ

の交付金と支援金合わせても246万円となる

んですが、この300万円というのはどういう

内訳ですか、説明願いますか。

○ 議長 幸地猛

當間直也商工観光課長。

○ 商工観光課長 當間直也

ただいまのご質問にお答えいたします。航

空運賃のコスト負担軽減事業につきましては

交流人口、島民以外の方のチケットの購入の

負担軽減ということで実施しておりますが、

一括交付金を活用しておりまして、事業費と

しまして300万今回減額しますが、その300万

にかかる財源となる交付金の額がマイナス26

4万ということになっております。約９割近

くの財源を一括交付金として使っていますの

で、減額分にかかる支出金の減額ということ

になります。

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

これ減額はわかるんですが、264万と300万

の違い、あと残りはどうなっているの。

○ 議長 幸地猛

當間直也商工観光課長。

○ 商工観光課長 當間直也

差額につきましては町の負担というか町の

一般財源になります。こちらすみません科目

が重複していてわかりづらいかも知れないん

ですが、負担金補助金ということで町の歳出

も予算化しております。この事業につきまし

ては利用者に係った分を町の方から負担金と

いうかたちで航空会社さんにお支払いしてい

る歳出科目になります。なので300万が町の

歳出といところで、この歳出にかかる特定財

源、活用されている財源が264万ということ

になります。差額分につきましては町の単費

ということで負担分になります。

○ 議長 幸地猛

他に質疑はありませんか。

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

資料の31ページお願いします。31ページで

結婚披露宴の助成事業なんですが、100万円

減額されております。これ当初予算のそのま
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ま全額減額されていると思いますが、町内で

結婚式が１件も行われていないということで

しょうか。それと沖縄本島、島外での結婚披

露宴上げた件数をそれがわかれば説明お願い

します。

○ 議長 幸地猛

吉永千枝美町民課長。

○ 町民課長 吉永千枝美

ただいまの棚原議員の質問にお答えしま

す。この100万の減額は当初予算の減額では

なくて当初予算から以前に100万を落として、

最終的には今50万の残額を残してはあるんで

すが、１件分はあるだろうという想定で今残

してはあるんですが、本日現在30年度に関し

ては１件も助成金の申請はございません。今

現在、婚姻届を島内住民の方で婚姻届を出し

ている件数が30年度に関しては32名いらっし

ゃるんですが、この中で久米島で披露宴を上

げた実績はありません。島外に関してはちょ

っと把握している状況にはないんですが、９

月以降アンケート調査をしておりまして、５

件のアンケート回収はしているんですが、助

成に関しては知っているんですが、やはり利

用に関してはいろいろ島外から招待するのに

は金額がかかりすぎるとか、アンケートの中

身がちょっと見えてきている状況にありま

す。

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

この結婚披露宴の件なんですが、これ島外

に出ていくのを改善するために改善センター

多額の費用をかけて改修もしたと思うんです

よね。お互い沖縄本島での披露宴に招待を受

けた場合には沖縄本島の披露宴に出ると１人

だいたい4、5万ぐらい費用もかかると思いま

すので、これをなるべくこの助成金の金額の

改善とか、いろいろ島内で披露宴をやっても

らうような対策を打たないと、過去何年かず

っと沖縄本島での披露宴がどんどん増えて島

内でやる人はなかなか出てこないと思うんで

すよ。そこらへんの改善をぜひやっていただ

きたいと思います。これ町長の方で考え方あ

りましたら答弁をお願いしたいんですが、そ

れとあと１件ですね。

48ページの農業振興事業、この中で工事請

負費205万1千円計上されております。これは

海洋深層水冷熱利用野菜栽培実証事業の工事

請負費ということで計上されておりますが、

海洋深層水を使っての野菜の実証実験につい

ては、だいぶ前からスタート時から県の指導

員が配置されて実証実験についてはもう終え

ているんじゃないかと思うんですよ。それで

この施設をまた数年前から民間に委託して使

わせて今栽培された野菜もＡコープとか沖縄

本島への出荷もやっているということなんで

すが、これ町が負担して必要な施設の工事や

る必要があるのかなとちょっと疑問に思うん

ですが、これは民間が借りて実際今栽培やっ

ていますので、これに必要な工事については

民間がやるべきではないかと思うんですが、

これについてどういう工事が含まれているの

か説明をお願いします。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

ただいまの棚原議員の結婚祝い金の件なん

ですが、担当課長から今ありましたとおり婚

姻届はだいぶおりますが、島での披露宴がな

かったということであります。私も本島での
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披露宴に招待を受けて行きましたが、これも

それぞれの考え方があって今課長からあった

とおり島外からの案内するのに非常に負担が

かかりすぎると、逆に言えば我々としては逆

の立場なんですが、それが島内でできるよう

なかたちで施設の改善もやったつもりです

が、どうもやっぱりそれぞれの考え方があり

まして、これ強制にするわけにもいかんし、

条件としては非常に恵まれているかなと思う

んですが、いろんな準備の段階の問題等が本

人たちの言い分ではありまして、そのへんが

上手くコーディネートできるような業者とか

がおれば、もう少し緩和して島でも多くでき

るかと思います。そのへんまたいろいろと検

討していきたいと思います。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

棚原議員の質問にお答えします。海洋深層

水冷熱施設の約300坪の中の温度が夏場にな

りますと約45度から50度まで上昇するという

ことで下の土の部分は深層水の冷熱を使って

ある程度冷やしてホウレン草とか葉物も夏場

作れるんですが、そのハウス内の温度が暑す

ぎるということでどうしてもその温度を下げ

るためには施設用のファンを入れないといけ

ないということで、当初１基予算計上してど

うなのかということを検証もしまして、１基

でも相当変わるということですので、今回３

基、各100坪に１つずつあと２基入れたら別

のホウレン草以外イチゴとか他のトマトとか

いろんなものが作れるんではないかというこ

とで、今回２基増設するということで予算を

計上しております。

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

じゃあこれはハウスの増棟とかではなくて

中のファンの設置ということでよろしいです

ね。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

施設内の増棟ということじゃなくて、町が

ファンを２基追加で設置するという予算にな

っております。

○ 議長 幸地猛

他に質疑はありませんか。

○ 議長 幸地猛

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 幸地猛

まず最初に本案に反対者の発言を許しま

す。

７番仲村昌慧議員。

○ ７番仲村昌慧議員

本案に反対の立場で討論します。平成30年

度久米町の一般会計補正予算（第８号）は元

職員の横領事件にかかる予算が計上されてい

ます。私は平成29年のさとうきび振興協議会

の補助金返還にかかる負担金の補正予算につ

ても反対をしてきました。これは返済の目処

が立っていない状況の中で、この一般会計か

らこういったものを取り扱うことについて

は、町民にこれ負担がかかってくるんじゃな

いかという危惧をされますので、これまでの

考えどおり本案に反対します。

○ 議長 幸地猛

次に賛成者の発言を許します。
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これで討論を終わります。

これから議案第３号、平成30年度久米島町

一般会計補正予算（第８号）についてを採決

します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（多数起立）

○ 議長 幸地猛

起立多数です。従って、議案第３号、平成

30年度久米島町一般会計補正予算（第８号）

については原案のとおり可決されました。

休憩します。（午前12時06分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午後１時30分）

休憩前に引き続き会議を開きます。

日程第６ 平成30年度久米島国民健康保険

特別会計補正予算(第４号)につ

いて

○ 議長 幸地猛

議案第４号、平成30年度久米島町国民健康

保険特別会計補正予算(第４号)についてを議

題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

議案第４号、平成30年度久米島町国民健康

保険特別会計補正予算(第４号)の概要につい

てご説明申し上げます。予算書の１枚目をお

開き下さい。

平成30年度久米島町の国民健康保険特別会

計補正予算第４号は、歳入歳出の予算額それ

ぞれ1千52万8千円を減額し、歳入歳出の総額

を10億4千375万1千円と定めるものでありま

す。

それでは歳入、歳出の主な概要についてご

説明申し上げます。

歳入につきましては、５ページをお開き下

さい。まず、７款１項３目保険給付費等交付

金(普通交付金)において563万8千円を減額補

正するものであります。

また、12款１項１目の一般会計繰入金では

保険基盤安定繰入金(保険者支援分・保険料

軽減分)の実績確定により489万円を減額補正

するものであります。

続いて、歳出の主な要因についてご説明申

し上げます。６ページをお開き下さい。1款

総務費１目一般管理費で３節、４節の職員手

当等、９節の旅費、13節の委託費の合計で47

万3千円の減額、また、２項１目の賦課徴収

費においてもこれは実績見込みにより14万円

の減額となっております。

続きまして、８ページの２款１項２目の退

職被保険者等療養給付費及び４目の退職被保

険者等療養費で、見込額より合計で1千10万

円の減額となっております。また、２款２項

２目の退職者被保険者等の高額療養費では、

これも見込額より28万1千円の増額となって

おります。

次に、10ページの６款１項１目の保健衛生

普及費では、見込額より15万6千円の減額と

なっております。また、６款２項１目におい

ては、見込額より6万円の増額となっており

ます。

以上が平成30年度久米島町国民健康保険特

別会計補正予算（第４号）の概要となります。

平成31年３月11日提出

久米島町長 大田治雄

ご審議のほどよろしくお願いいたします。
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（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

これは数字ではありません。議運でもちょ

っと執行部に尋ねたんですが、これは期別に

したら８期まであるんですか、年間。それと

その８期ということになると普通、我々、一

般町民の解釈では２カ月に１回、６期まで１

年そうなりますね。３カ月なら４期ですね。

この間、自分のを払いに行ったら８期まであ

りますからということで、あれ、８期といっ

たって、月の半端なるけどなと思って、これ

何期まであるか。１年で何期まであるかとい

うことと、仮にそれがあるとすれば、例えば

私が聞いている７、８期まであるんでしたら、

これは町民の何十パーセントの人が、これを

理解しているはずでしょうと役場は理解して

いるのか、そのへん聞きたいと思います。私

が知らないのか、町民全体が知らないのか、

そのへんを聞きたいんですよ。

○ 議長 幸地猛

仲地紀男福祉課長。

○ 福祉課長 仲地紀男

ただいまの喜久里議員の国保の期別、何期

かといういうご質問にお答えいたします。国

保の納期は８期になっております。一応これ

まで、この期を10期ぐらいにできないかとか

いろいろ議会でもありましたが、現行今８期

でやっております。この町民がどのぐらいの

率でそれがわかるかというのは今調べること

はないんですが、これまで一応８期というこ

とでやってきておりますので、大半の方はそ

れでわかっているんじゃないかというふうに

考えています。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

この８期ということなんですが、８期とい

うのは要するに365日を割るわけですね、８

期で。そこらへんのところがちょっとまだ頭

に入ってこないんですよ。重複するところも

あるのかね。年度ごとにやったらそうなる。

年度ごとにやると当然これは２カ月に１回な

ら６期で年度ごとであれば、年度を超えてい

わゆるそれがプラスされて何期なのか、その

へんもうちょっと詳しく説明してください。

○ 議長 幸地猛

仲地紀男福祉課長。

○ 福祉課長 仲地紀男

国保の保険の確定するのが７月ですから８

月から３月までの８期で、この１年分を８期

で納めるということです。

○ 議長 幸地猛

休憩します。（午後１時37分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午後１時39分）

仲地紀男福祉課長。

○ 福祉課長 仲地紀男

７月に本算定で１年分の保険料が確定しま

す。それを８月から３月までの８期で納めて

いただくということになっております。

○ 議長 幸地猛

他に質疑はありませんか。

○ 議長 幸地猛

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。
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討論はありませんか。

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから議案第４号、平成30年度久米島町

国民健康保険特別会計補正予算(第４号)につ

いてを採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（全員起立）

○ 議長 幸地猛

全員起立です。従って、議案第４号、平成

30年度久米島町国民健康保険特別会計補正予

算(第４号)については原案のとおり可決され

ました。

日程第７ 平成30年度久米島町後期高齢者

医療特別会計補正予算(第３号)

概要

○ 議長 幸地猛

議案第５号、平成30年度久米島町後期高齢

者医療特別会計補正予算（第３号）について

を議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

議案第５号、平成30年度久米島町後期高齢

者医療特別会計補正予算（第３号）の概要に

ついてご説明申し上げます。予算書の1板目

をお開き下さい。

平成30年度久米島町の後期高齢者医療特別

会計補正予算（第３号）は、歳入歳出予算の

予算額それぞれ232万1千円を減額し、歳入歳

出の総額を7千257万6千円と定めるものであ

ります。

それでは歳入、歳出の主な内容についてご

説明申し上げます。 歳入につきましては、

予算書の５ページをお開き下さい。３款１項

２目の保険基盤安定繰入金において、後期高

齢者広域連合からの実績において決定され、

232万1千円の減額となっております。

続いて、歳出につきましては、６ページに

なりますが、２款１項１目の後期高齢者医療

広域連合納付金において、当初見込額より基

盤安定負担金の減などで、232万1千円の減額

となっております。

以上が平成30年度久米島町後期高齢者医療

特別会計補正予算（第３号）の概要となって

おります。

平成31年３月11日提出

久米島町長 大田治雄

ご審議のほどよろしくお願いいたします。

（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

○ 議長 幸地猛

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから議案第５号、平成30年度久米島町

後期高齢者医療特別会計補正予算(第３号)に

ついてを採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（全員起立）

○ 議長 幸地猛

全員起立です。従って、議案第５号、平成
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30年度久米島町後期高齢者医療特別会計補正

予算(第３号)については原案のとおり可決さ

れました。

日程第８ 平成30年度久米島町下水道事業

特別会計補正予算（第３号）に

ついて

○ 議長 幸地猛

議案第６号、平成30年度久米島町下水道事

業特別会計補正予算（第３号）についてを議

題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

議案第６号、平成30年度久米島町下水道事

業特別会計補正予算（第３号）の概要につい

て、ご説明申し上げます。

予算書の1ページをお開き下さい。平成30

年度久米島町の下水道事業特別会計補正予算

（第３号）は、歳入歳出それぞれ187万3千円

を減額し、歳入歳出の総額を2億8千875万7千

円と定めるものであります。

それでは、歳入、歳出の主な内容について

ご説明申し上げます。

歳入につきましては、６ページをお開き下

さい。４款１項１目の一般会計繰入金で187

万3千円の減額となっております。

歳出としましては、７ページと８ページに

なりますが、１目の下水道事業費で組替によ

り11節電気使用料へ34万円の組替増額、そし

てまた、14節の土木積算システムリース料を

25万4千円の組替減。15節の工事請負費では

清水浄化センター屋根改修工事費を203万2千

円の増額、また沖縄振興公共投資交付金事業

の下水道工事現場技術業務委託料で28万円の

減額とそして公共下水道の事業計画変更の書

作成業務委託料368万円の減額となっており

ます。

以上が、平成30年度久米島町下水道事業特

別会計補正予算第３号の概要となっておりま

す。

平成31年３月11日提出

久米島町長 大田治雄

ご審議のほど、よろしくお願いいたします。

（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

○ 議長 幸地猛

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから議案第６号、平成30年度久米島町

下水道事業特別会計補正予算(第３号)につい

てを採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（全員起立）

○ 議長 幸地猛

全員起立です。従って、議案第６号、平成

30年度久米島町下水道事業特別会計補正予算

(第３号)については原案のとおり可決されま

した。

日程第９ 平成31年度久米島町一般会計予

算について

○ 議長 幸地猛
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議案第７号、平成31年度久米島町一般会計

予算についてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

議案第７号、平成31年度久米島町一般会計

予算の概要についてご説明申し上げます。

予算書の１枚目をお開き下さい。

平成31年度久米島町の一般会計予算は、歳

入歳出の総額を84億7千862万2千円と定め、

前年度と比較しますと16億7千534万9千円の

増、増減率は約24.6％の増となりました。

平成31年度の本町の財政状況は、歳入面で

は、自主財源の柱である町税が年々増額して

いるものの収入総額に占める割合が依然とし

て低い状況にあり、地方交付税や国庫・県支

出金等の特定財源に大きく依存した構造であ

ります。一方、歳出面では義務的経費である

人件費、公債費及び扶助費の割合が高く弾力

性に乏しい財政構造となっています。今後も

高齢化の進展に伴う社会保障費の自然増や公

債費が高い水準で推移していくことが予想さ

れ、依然として厳しい状況が続いていくこと

が予想されます。

このような中、国は、平成31年度の地方財

政については、「経済・財政再生計画」を踏

まえ、引き続き地方に歳出の重点化・効率化

に取り組むことを求めるとともに、地方の安

定的な財政運営に必要となる一般財源の総額

について、前年度を0.6兆円上回る額を確保

しており、地方税が増収となる中で地方交付

税総額が前年度0.2兆円を上回る額を確保し

臨時財政対策債を抑制することとしておりま

す。

また、平成31年10月から消費税・地方消費

税率の引き上げに伴い、地方財政計画におい

て「子ども子育て支援臨時交付金」や「軽自

動車環境性能割交付金」の創設など交付する

こととしており今後も地方が自主的主体的な

地方創世に取り組めるよう支援するものとさ

れております。

本町においても「第２次久米島町総合計画」

をはじめてとして、「久米島町まち・ひと・

しごと創生総合戦略」、「久米島町公共施設

等総合管理計画」を基に、総合計画基本構想

に掲げられた将来像の実現に向け積極的に諸

施策の展開を図りつつ、教育・福祉・医療分

野など町民の生活に必要不可欠な行政サービ

スの維持と町民福祉の向上に取り組めるよう

予算を編成しました。また、限りある財源を

効率的かつ重点的に配分するため、「第２次

久米島町実施計画」に沿って、社会経済情勢

の変化、各施策・各事業の進捗状況や効果を

検証し、必要に応じた見直しや改善を図りな

がら予算の配分を行っております。なお、当

初予算は概算額を計上しており、国、県の動

向や社会情勢を注視しながら、必要に応じて、

補正予算で対応していきたいと考えておりま

す。

それでは、まずは、歳入予算についてご説

明いたします。予算書の６ページをお開き下

さい。

歳入総額が増額となった主な要因としまし

ては、国庫支出金が対前年度比2億8千190万

円増額の8億7千654万6千円、また地方交付税

が対前年度比3千万円増額の31億3千万円。ま

た、県支出金が6億9千837万2千円増額の20億

2千506万1千円、繰入金では2億1千220万8千

円増額の3億4千144万1千円、町債では4億700



- 51 -

万円増の8億360万円の計上となっておりま

す。また、消費税率の改正で10月から「環境

割性能交付金」が新設されることに伴って、

７款の「自動車取得税交付金」の次に新たに

８款「環境性能割交付金」として追加され、

９款の「地方特別交付金」から22款の「町債」

まで昨年度と比べて款が繰り下がることとな

っております。

続いて主な歳入項目について款項目順にご

説明申し上げます。

予算書の８ページからになりますが。１款

「町税」では対前年度比24万1千円増の6億5

千949万7千円を計上しております。町民税、

固定資産税、軽自動車税の収納見込額がそれ

ぞれ増額、また町たばこ税では対前年度比77

8万3千円の減となっております。

続いて、６款「地方消費税交付金」は内示

額により対前年度比153万円増の1億3千593万

3千円を計上しております。

続いて、７款の「自動車取得税交付金」が

税制改正により平成31年９月末で廃止される

ため502万4千円の減、代わりに導入される８

款の環境性能割交付金は先ほど述べました

が、消費税率の改正で10月から新設されるこ

とに伴い357万6千円の増となっております。

続いて、本町の歳入の基盤であります10款

11ページになりますが「地方交付税」につき

ましては3千万円増の31億3千万円を計上して

おります。内訳は普通交付税・特別交付税合

計で前年度比3千万円増となり普通交付税が2

7億5千万円、特別交付税が3億8千万円となっ

ております。地方交付税が同額となった要因

としましては、普通交付税において平成31年

度の地方交付税の総額として0.2兆円の増額

となっておりますが、県からの交付税算定資

料等を基に計算した結果の９割を見込んで同

額計上となっております。特別交付税におき

ましては、フェリー購入等の特殊事情を考慮

して増額計上をしております。

続いて、15ページの14款「国庫支出金」で

は対前年度比2億8千190万円増額の8億7千654

万6千円を計上しております。主な要因とし

ましては、「沖縄離島活性化推進事業」に充

当する補助金で対前年度比1億1千783万7千円

の増額となっております。また、「特定防衛

施設周辺整備交付金」も儀間１号線整備事業

に充当するため、前年度とほぼ同額を計上し

ております。また民生費国庫負担金において

「法人保育園支援事業」に充当する負担金で

対前年度比4千145万1千円の増額。また土木

費の国庫補助金において「宇江城城跡線整備

事業」に充当する防衛施設周辺安定施設整備

事業費で対前年度比474万5千円の増額となっ

ております。教育費の国庫補助金において、

「博物館機能強化事業」として7千184万3千

円の増額をしております。

続いて、18ページの16款「県支出金」につ

いては対前年度比6億9千837万2千円増の20億

2千506万1千円を計上。主な要因としては総

務費県補金において沖縄振興推進特別交付金

が対前年度比7億3千964万9千円増の10億3千6

22万8千円。そして水産費県補助金において

「農業次世代人材投資事業」の補助金が対前

年度比これは1千467万2千円の減、「浮魚礁

の漁場整備事業」の補助金が2千833万3千円

の増額、「水産物の供給基盤機能機能保全事

業」に充当する補助金が対前年度比で1億4

千490万円の減の7千200万円、「農業基盤促

進整備事業」に充当する補助金が対前年度比

8千122万5千円減の5千130万円、土木費県補
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助金においては「農業水利施設保全合理化事

業」の補助金が対前年度比7千200万円の増、

また「比嘉２号線整備事業」に充当する公共

投資交付金が対前年度比3千787万4千円の増

額となっております。

次に、22ページの18款「寄付金」は対前年

度比3千万円増の6千215万円となっておりま

す。主な要因としましては、「久米島町ふる

さと寄附金」の平成30年度実績等を踏まえて

前年度比3千万円増の6千万円を計上しており

ます。

次に19款の「繰入金」につきましては対前

年度比2億1千220万8千円増の3億4千144万1千

円を計上しています。主な要因としましては、

船舶購入町負担金分に充当するため「地域振

興基金」から1億5千62万円を繰入、「ふるさ

と納税基金」からふるさと寄付金推進事業費

及び返礼に係る経費に充当するため8千905万

7千円を繰入することとなっております。

続いて23ページから26ページになりますが

21款の「諸収入」は対前年度比1千850万8千

円増の1億9千210万4千円を計上しておりま

す。

最後に、22款「町債」は対前年度比4億700

万円増の8億360万円を計上しております。主

な内容としましては総務債が1億8千400万円、

農林水産債が2千260万円、土木債が1億6千92

0万円、教育債が7千180万円、臨時財政対策

億が1億円を計上しております。事業別の主

な内訳としては過疎対策事業債ソフト事業分

として1億2千300万円、そして「複合型防災

・生涯学習機能施設整備事業」に1億9千280

万円、「風の帰る森プロジェクト推進事業」

に2千940万円、「兼城港旅客ターミナル整備

事業」に1億3千650万円、「博物館機能強化

事業」に7千180万円を計上しております。

以上が主な歳入予算の概要となっておりま

す。平成31年度も引き続き徹底した歳出削減

に取り組みつつ、町税や使用料等にかかる未

収金について、収納対策会議の開催や債権

管理マニュアル等に基づき、徴収対策を強化

し、自主財源確保に努めてまいりたいと思い

ます。

続きまして、歳出予算についてご説明申し

あげます。予算書28ページからになります。

まず、1款の「議会費」については対前年

度比38万1千円減の8千364万6千円となってお

ります。

続いて２款の「総務費」30ページからにな

りますが、総務費は対前年度比11億8千444万

9千円増の28億1千573万円となっております。

主な要因としましては、42ページの２款１項

４目の企画財政費の「ふるさと寄附金推進事

業」において、平成29年度寄付金の実績を踏

まえ事業費全体で前年度比5千175万8千円増

の9千928万円、また58ページからの２款１項

11目沖縄振興特別推進交付金では全体で対前

年度比9億2千585万5千円の増の12億9千738万

5千円となっております。主なものとしまし

は64ページの「複合型防災・生涯学習機能施

設整備事業」の工事管理業務委託そして図書

システム導入業務委託費、そして建築・電気

・機械設備工事費そして備品購入費を計上し

ており事業費が9億6千448万6千円となってお

ります。また67ページの２款１項15目沖縄離

島活性化推進事業では、「久米島町健康増進

事業」で遺伝子解析及びシステム構築等の業

務委託料で1億6千365万6千円となっておりま

す。

続いて３款の84ページからになりますが
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「民生費」では、全体で対前年度比6千342万

9千円増の14億8千868万5千円の計上となって

おります。主な要因としましては86ページの

３款１項１目の社会福祉総務費の「国民健康

保険特別会計繰出金」では対前年度比172万2

千円増の1億3千467万9千円を計上しておりま

す。また94ページの３款１項３目の障害者福

祉費の「自立支援給付事業」では1億9千559

万円、また96ページの３款１項４目の老人福

祉費の「介護保険事業」では対前年度比1千2

29万7千円減の1億4千681万5千円、また103ペ

ージの「老人医療事業」には後期高齢者医療

広域連合への負担金として1億33万8千円、そ

して後期高齢者医療特別会計繰出金として3

千218万4千円、また105ページの３款２項１

目児童福祉総務費の「児童手当交付金事務」

では1億3千863万5千円を計上しております。

108ページの３款２項２目の保育所運営費の

「公立保育所運営事業」では5千528万7千円、

「法人保育園支援事業」には2億8千279万7千

円を計上しております。

次に４款112ページからになりますが「衛

生費」は、対前年度比5千368万7千円増の3億

9千821万2千円を計上しております。主なも

のとして４款１項１目保健衛生総務費の「沖

縄県離島医療組合負担金」では6千158万8千

円を計上しております。

また121ページの４款１項４目母子衛生費

の「こども医療費助成事業では」では現物給

付の対応に伴って事業費全体で973万6千円、

また127ページの４款２項２目の環境衛生施

設費の「クリーンセンター運営事業」では運

転管理に係る業務委託を行うことにより対前

年度比3千116万6千円増の1億124万2千円、「リ

サイクルセンター運営事業」で、これは業務

委託にともなって対前年度比443万2千円の増

の1千557万1千円を計上しております。また

「火葬場葬祭場運営事業」では管理運営に係

る経費としまして、対前年度比407万6千円増

の1千18万8千円を計上しております。

続いて６款、これは131ページからになり

ますが、「農林水産費」では対前年度比1億1

千50万4千円減の8億7千382万3千円を計上し

ております。主な内容は、これは144ページ

の６款１項５目の農地費の「農業基盤整備促

進事業」では事業全体で対前年度比8千590万

円減の5千420万円。次の145ページの「水質

保全対策事業」、これは耕土流出防止型では

対前年度比4千451万6千円増の1億5千455万円

を計上しております。続いて149ページの６

款１項７目の「構造改善事業」の「青年就農

給付金事業」から、これは、名目変更ですね、

「農業次世代人材投資事業」に事業名が変更

となり、2千515万円を計上しております。ま

た156ページの６款３項２目水産振興費の「浮

魚礁整備事業」では継続事業として平成31年

度は工事費を計上しており事業費全体で対前

年度比3千400万増の8千万円、そして159ペー

ジの６款３項３目漁協建設費の「水産物供給

基盤機能保全事業」では事業全体で対前年度

比1億6千101万円減の8千20万円を計上してお

ります。

次に７款160ページからになりますが、「商

工費」は対前年度比1億6千198万9千円増の3

億1千770万円を計上しております。主な内容

としましては162ページの７款１項２目商工

費の「離島航路運行安定化支援事業」では、

船舶購入町負担金として1億5千62万円を計上

しております。また164ページの７款１項３

目の観光費の「バーデハウス久米島管理運営
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事業」で指定管理等に係る経費として1千550

万円を計上。次に167ページの観光振興体制

強化事業では1千288万8千円を計上し、前年

度に引き続き地域おこし協力隊を活用して観

光協会の体制強化を図ります。７款１項５目

の路線バス運営費の「路線バス運営事業」で

は必要な経費2千413万4千円を計上しており

ます。また170ページの７款１項10目のプロ

野球対応事業ではプロ野球キャンプ受け入れ

に対応するため経費として1千123万円を計上

しております。

続いて８款173ページからになりますが、

「土木費」では対前年度比2億1千548万4千円

増の6億8千716万1千円を計上しております。

主な内容としましては、これは177ページの

８款２項２目道路新設改良費の比嘉２号線の

「道路整備事業」では事業費全体で7千329万

3千円、そして宇江城城跡線の整備事業では

測量調査等にかかる経費として2千358万2千

円、そしてこれは９条交付金を活用した「儀

間１号線道路整備事業」では工事費として6

千110万円を計上しております。また８款３

項１目の下水道事業費では下水道事業特別会

計繰出金として1億6千447万5千円を計上して

おります。また182ページの８款５項１目の

港湾管理費の「兼城港旅客ターミナル整備事

業」では施工管理業務委託料及び工事として

1億4千230万円を計上しております。

続いて、９款これは186ページからになり

ますが、「消防費」では、対前年度比1千183

万9千円増の2億8千74万7千円を計上しており

ます。主な内容は、９款１項１目消防総務費

に「沖縄県消防通信指令センター運営事業」

に係る経費として766万3千円、９款１項２目

常備消防費では「火災・救急救助体制強化事

業」に781万9千円を計上しております。

次に10款これは195ページからになります

が「教育費」は対前年度比1億7千212万8千円

増の8億879万7千円の計上となっております。

主な内容は、200ページの10款１項２目の事

務局費の「前村幸秀人材育成事業」では979

万6千円を計上し、高校生のハワイ短期留学

や大学授業料補助を行います。また、「久米

島町・佐賀市中学生交流事業」、「なかさと

交流事業」、「海外ホームステイ派遣事業」

では今後、ふるさと納税基金及び対米請求権

地域振興助成金を活用し、事業の継続を図っ

てまいります。「中学校学習支援員配置事業」

では地域おこし協力隊を活用し支援に係る経

費は1千599万6千円を計上しております。ま

た213ページの２項の小学校費では「小学校

施設管理事業」に1千997万円計上し、小学校

の校舎耐震度調査を実施するとともに、各小

学校の施設修繕を行います。また215ページ

からの３項の中学校費では各中学校の年間の

管理運営費として4千95万4千円。また222ペ

ージの４項の幼稚園費では幼稚園の運営費と

して5千187万3千円を計上しております。続

いて230ページの10款５項２目の文化財保護

費の「具志川城跡保存修理事業」では2千479

万4千円、また236ページの５項４目の博物館

費の「全国ホタル研究大会事業」では全国大

会が久米島にて開催されるため196万9千円の

増、また237ページの「博物館機能強化事業」

ではＣＯ2対策に係る照明設備及び空調設置

工事費等で1億4千368万8千円の計上となって

おります。10款６項２目学校給食センター費

の「学校給食センター管理運営事業」では7

千665万3千円を計上しております。

次に12款これは249ページの「公債費」に
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つきましては対前年度比8千49万9千円減の7

億850万1千円を計上しております。元利金の

内訳としまして元金償還分6億6千万円そして

利子として4千850万1千円を計上しておりま

す。

最後に14款「予備費」として対前年度比37

2万8千円増の1千562万円を計上し、本予算編

成時に予見できない各種災害等の対応経費と

して計上しております。

以上が平成31年度久米島町一般会計予算概

要となっております。

平成31年３月11日提出

久米島町長 大田治雄

ご審議のほどよろしくお願いします。

（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります。

本案については後日予定されております予

算審査特別委員会において細部にわたって質

疑ができますので、この場においては大綱的

な質疑に務めていただくようお願いいたしま

す。

これから質疑を行います。

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

今議長が言ったように特別委員会があるん

で詳しいことは、そこで聞きたいんですが、

１つだけ確認しておきます。162ページ新造

船の説明で離島住民等交通コスト負担軽減事

業ということでありますが、これは1億5千万

ですか、これは新造船の意味だと思うんです

が、まず取り敢えず新造船の意味かどうか答

えていただいてから質問したいと思います。

新造船の負担分。

○ 議長 幸地猛

當間直也商工観光課長。

○ 商工観光課長 當間直也

ただいまの喜久里猛議員のご質問について

お答えします。162ページ13の離島航路運行

安定化支援事業の方が新造船の買取支援にな

ります。

○ ８番 喜久里猛議員

新造船ね。

○ 商工観光課長 當間直也

はい、そうです。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

当然町としては船は必要なんですし、この

数字も別に問題ないんですよ。ただひとつ特

別委員会に副町長、町長が出ませんので、こ

こで確認しておきます。フェリー琉球の新造

の時に当初、久米商船さんは制度を知らずに

自費で注文しました。その後注文している途

中で、この事業があるということで知りまし

て、たぶん私の記憶では前町長それから副町

長の大田町長が調整して何とか載せようと事

業に、載せた経緯があるはずなんですよ。そ

のときに、実は商船さん、この事業、琉球に

該当させたら、その分の額と言ったらおかし

いけれども、その分については町民の運搬賃

それから貨物の運搬賃について軽減しましょ

うねという約束がされたはずです。これはち

ょっと確認しておきたい。現在それが実行さ

れているかどうかちょっと疑問なんですよ。

そのへんのところどうですか。記憶ございま

すか。これ町長に聞きたい。たぶん町長だと

思います、あのときは。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。
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○ 町長 大田治雄

喜久里議員の質問にお答えしますが、まず

当初県の方で方針が１航路１隻ということで

ローテーションとして組まれておりました。

それが２隻目においては、これまで県国に要

請事項としてずっとやっておりましたが、今

回の調整の段階で２隻目についても認めると

いうことになりました。それは当初非常にハ

ードルが高いんじゃないかということであり

ましたが、その後の経過については担当課長

が久米商船の方とも調整を受けておりますの

で、その内容等については報告されておりま

す。

○ 議長 幸地猛

當間直也商工観光課長。

○ 商工観光課長 當間直也

ただいまのご質問につきましてですが、今。

前回の買取支援の運賃の低減回答等が行われ

ているかというのは資料持ち合わせておりま

せんので、資料の方、後ほど確認させていた

だいてからお答えさせていただきたいと思い

ます。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

私の質問の仕方悪かったですかね。フェリ

ー琉球の導入において補助金を出しましょう

となったときにおいて、その補助金に本来そ

のままいけばできなかったんですよ。前町長

それから副町長が一生懸命努力して補助金、

県も同意してやったんですよ。そのときの会

議の中でなんですよ、じゃあその分につきま

しては町民に負担を軽減しましょうというこ

とを話し合ったかどうかを聞きたいんです

よ。記憶になければそれはしょうがないです。

それは、たぶん記録はされていませんよこれ。

であれば今回の新造船についても当然その件

については若干の問題になりますので、これ

は。ということを聞きたいんです。あったか

どうか。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

ただいまの喜久里議員が質問している件に

ついては、私としては細かい記憶はありませ

ん。今後については先ほど申し上げたとおり

担当課長が交渉等については、この間も会社

の方を訪ねて行っておりますので、後ほど細

かいのは報告させていただます。

○ 議長 幸地猛

他に質疑はありませんか。

○ 議長 幸地猛

これで質疑を終わります。

日程第10 平成31年度久米島町国民健康保

険特別会計補正予算について

○ 議長 幸地猛

議案第８号、平成31年度久米島町国民健康

保険特別会計補正予算についてを議題としま

す。

本案について提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

議案第８号、平成31年度久米島町国民健康

保険特別会計予算概要についてご説明申し上

げます。予算書の１枚目をお開き下さい。

平成31年度久米島町の国民健康保険特別会

計予算は、歳入歳出の総額を歳入歳出それぞ

れ9億4千901万1千円と定めるものでありま
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す。

歳入歳出ともに前年度比と比較すると391

万5千円の増額で、若干の増額となっており

ます。

それでは、歳入、歳出の主な概要につきま

してご説明申し上げます。

予算書の５ページをお開き下さい。歳入に

つきましては、１款国民健康保険税につきま

しては、対前年度760万8千円(4.8％)の増で、

直近の調定額を基に算出しており、新年度の

７月本算定後に補正等で調整をしてまいりま

す。

次に６ページをお開き下さい。

７款の県支出金では、歳出の国保連に支払

う療養給付費等が全額県から交付される仕組

みになっております。

次、12款繰入金におきましては、前年度比

較しますと、170万2千円(1.2％)の増額とな

っております。

平成30年度からの引き続き制度改革で、負

担金、交付金、補助金などが廃項、廃目とな

っております。

続きまして、歳出につきましては、12ペー

ジをお開き下さい。

２款１項の療養諸費におきましては、県か

らの決定通知などで、実績に応じた給付費が

全額交付されるため、対前年度8千12万5千円

(13.1％)の減額を見込んでおります、続きま

して14ページになりますが２項の高額療養費

では、対前年度7千875万円の増額を見込んで

おります。

次に17ページをお開き下さい。

３款の事業費納付金では、県から納付金額

を算定し決定した額を、徴収した保険税や基

盤安定負担金等を財源として県へ納付する仕

組みとなり、これ昨年度から実施しておりま

す、対前年度比較すると610万5千円(2.26％)

の増額になっております。

次に22ページをお開き下さい。

６款保険事業費につきましては、主に40歳

未満の国保加入者の健診受診の増加見込み、

及び特定保健指導に係る専門職の配置により

対前年度266万8千円(41.5％)の増額となって

おります。

以上が平成31年度久米島町国民健康保険特

別会計予算の主な概要となっております。

平成31年３月11日提出

久米島町長 大田治雄

ご審議のほどよろしくお願いいたします。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります。

本案についても後日予定されております予

算審査特別委員会において、細部にわたって

質疑ができますので、この場においては大綱

的な質疑に努めていただくようお願いいたし

ます。

これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

○ 議長 幸地猛

質疑なしと認めます。

日程第11 平成31年度久米島町後期高齢者

医療特別会計予算概要

○ 議長 幸地猛

議案第９号、平成31年度久米島町後期高齢

者医療特別会計予算概要についてを議題とし

ます。本案について提案理由の説明を求めま

す。

桃原秀雄副町長。
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（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

議案第９号、平成31年度久米島町後期高齢

者医療特別会計予算概要についてご説明申し

上げます。予算書の1枚目をお開き下さい。

平成31年度久米島町後期高齢者医療特別会

計予算は、歳入歳出予算の総額をそれぞれ7

千725万8千円と定めるものであります。

それでは、歳入歳出の主な概要についてご

説明申し上げます。

予算書の５ページをお開き下さい。１款後

期高齢者医療保険料におきましては、後期高

齢者広域連合からの通知を基に特別徴収(年

金より天引納付)、普通徴収(口座振替・納付

書払い)として、4千482万1千円対前年度755

万円の増額を見込んでおります。

また、３款の繰入金では、１目の事務費等

繰入金として278万円、2目の保険基盤安定繰

入金として保険料の軽減を受けた被保険者分

を県４分の３の2千205万2千円、町が４分の

１の735万1千円支援するもので、特定財源分

の一般会計の県、これ国も含めますが負担

金として収入後に、町負担分を含め2千940万

4千円、これは対前年度340万2千円の減を後

期高齢者医療広域連合へ繰り出す予算となっ

ております。

次に８ページをお開き下さい。

歳出におきましては、後期高齢者医療広域

連合会にて平成31年度後期高齢者医療保険料

決定後において町で徴収し、広域連合会へ納

付する。また、保険基盤安定として国、県分

及び町負担分を合算した繰入金を後期高齢者

医療広域連合負担金として予算計上しており

ます。

以上が平成31年度久米島町後期高齢者医療

特別会計予算概要であります。

平成31年３月11日提出

久米島町長 大田治雄

ご審議のほどよろしくお願いいたします。

（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります。

本案についても後日予定されております予

算審査特別委員会において、細部にわたって

質疑ができますので、この場においては大綱

的な質疑に努めていただくようお願いいたし

ます。

これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

○ 議長 幸地猛

質疑なしと認めます。

日程第12 平成31年度久米島町水道事業会

計予算概要

○ 議長 幸地猛

議案第10号、平成31年度久米島町水道事業

会計予算についてを議題とします。本案につ

いて提案理由の説明を求めます。

大田治雄町長。

（大田治雄町長登壇）

○ 町長 大田治雄

議案第10号、平成31年度久米島町水道事業

会計予算の概要をご説明申し上げます。

予算書の１ページをお開き下さい。

第２条給水戸数3,891戸、年間給水量958,9

36トンを予定しております。

第３条収益的収入及び支出の第１款収入の

水道事業収益は2億4千933万円を予定し、第

１項営業収益は前年度の実績をもとに積算

し、2億1千281万8千円で主に給水収益となっ
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ております。第２項営業外収益は3千651万1

千円で主に固定資産取得に要した国庫補助金

等を地方公営企業会計制度見直しに伴い収益

化した収入となっております。

第１款支出の水道事業費用は2億3千249万7

千円を予定し、第１項営業費用では主に修繕

費、動力費、薬品費、材料費、委託料、人件

費等となっております。第２項の営業外費用

は主に支払利息と消費税となっております。

第４条の資本的収入及び支出では、当年度

は、資本的収入においては0円、資本的支出

は5千396万円を予定し、主に、水道施設改修

費用、企業債償還金となっております。収入

額が支出額に不足する額5千396万円は過年度

分損益勘定留保資金と消費税資本的収支調整

額をもって補填する予定であります。今年度

も「安全な水を安定的に供給する」ことを最

大の責務とし、業務を行ってまいります。

平成31年３月11日提出

久米島町長 大田治雄

ご審議よろしくお願いいたします。

（大田治雄町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります。

本案についても後日予定されております予

算審査特別委員会において、細部にわたって

質疑ができますので、この場においては大綱

的な質疑に努めていただくようお願いいたし

ます。

これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

○ 議長 幸地猛

質疑なしと認めます。

日程第13 平成31年度久米島町下水道事業

特別会計予算について

○ 議長 幸地猛

議案第11号、平成31年度久米島町下水道事

業特別会計予算についてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

議案第11号、平成31年度久米島町下水道事

業特別会計予算の概要についてご説明申し上

げます。

予算書の1ページをお開き下さい。

平成31年度久米島町の下水道事業特別会計

の予算総額は、歳入歳出それぞれ2億6千814

万3千円と定め、対前年度437万2千円の減額

予算となりました。

それでは歳入歳出の主な概要についてご説

明申し上げます。

歳入につきましては、予算書の６ページを

お開き下さい。

１款使用料及び手数料の１目下水道使用料

におきましては、3千308万3千円で、内訳と

しましては下水道事業の現年度分が3千79万2

千円、そして農業集落排水事業現年度分が12

7万2千円、滞納分の101万9千円を過年度分と

して計上しております。

また、平成31年度下水道建設費7千730万円

の補助額を３款の県支出金に4千638万円を計

上しております。

次に４款繰入金は、1億6千447万5千円。

５款の繰越金は、費目存置として1千円。

そして７款の町債は、2千420万円をそれぞ

れ計上しています。

以上が歳入の主な内容となっております。

続きまして、歳出予算の内容についてご説
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明申し上げます。８ページをお開き下さい。

歳出につきましては、１款１項１目下水道

事業費で1億3千365万1千円を計上しておりま

す。また、12ページになりますが５目の農業

集落排水事業費では160万2千円を計上。

２款の公債費で1億3千239万円を計上して

おります。

平成31年度は、沖縄振興公共投資交付金事

業として、銭田地区の管渠工事及び公共下水

道事業計画の変更業務及び下水道施設の中長

期施設管理事業計画の作成業務委託を予定し

ております。

以上が平成31年度久米島町下水道事業特別

会計予算の概要となっております。

平成31年３月11日提出

久米島町長 大田治雄

ご審議のほどよろしくお願いいたします。

（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります。

本案についても後日予定されております予

算審査特別委員会において、細部にわたって

質疑ができますので、この場においては大綱

的な質疑に努めていただくようお願いいたし

ます。

これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

○ 議長 幸地猛

質疑なしと認めます。

お諮りします。

ただいま議題となっております議案第７

号、平成31年度久米島町一般会計予算につい

て。

議案第８号、平成31年度久米島町国民健康

保険特別会計予算について。

議案第９号、平成31年度久米島町後期高齢

者医療特別会計予算について。

議案第10号、平成31年度久米島町水道事業

会計予算について。

議案第11号、平成31年度久米島町下水道事

業特別会計予算については、議長を除く13名

の委員で構成する予算審査特別委員会を設置

し、これに付託して審査することとしたいと

思います。

ご異議はありませんか。

（多数の「異議なし」の声あり）

○ 議長 幸地猛

異議なしと認めます。従って、本案につい

ては、議長を除く13名の委員で構成する予算

審査特別委員会に付託して審査することに決

定しました。

○ 議長 幸地猛

お諮りします。

ただいま設置されました予算審査特別委員

会の委員の選任については、久米島町議会委

員会条例第６条第２項の規定により議長を除

く議席１番喜久村等議員から議席13番饒平名

智弘議員までの13名を指名したいと思いまま

す。

これにご異議はありませんか。

（多数の「異議なし」の声あり）

○ 議長 幸地猛

異議なしと認めます。従って、ただいま指

名いたしました議長を除く議席１番喜久村等

議員から議席13番饒平名智弘議員までの13名

を予算審査特別委員会の委員に選任すること

に決定しました。

お諮りします。

14日から15日までの日程で行われる予算審

査特別委員会委員長に、総務文教民生委員長
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の安村達明委員、副委員長に総務文教委員長

の仲村昌慧委員を選出したいと思います。

ご異議はありませんか。

（多数の「異議なし」の声あり）

○ 議長 幸地猛

異議なしと認めます。従って、予算審査特

別委員会委員長に安村達明委員、副委員長仲

村昌慧委員を選出することに決定しましま

た。

○ 議長 幸地猛

休憩します。（午後２時31分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午後２時41分）

休憩前に引き続き会議を開きます。

日程第14 久米島町火災予防条例の一部を

改正する条例について

○ 議長 幸地猛

議案第12号、久米島町火災予防条例の一部

を改正する条例についてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

議案第12号、久米島町火災予防条例の一部

を改正する条例。

上記議案を提出する。

平成31年３月11日提出

久米島町長 大田治雄

久米島町火災予防条例の一部改正する条例

の一部を次のように改正する。

大枠の中の左が改正前、右が改正後となっ

ております。大枠の中で下線の引かれている

ところが今回の改正内容となっております。

次ページの方を開いてください。

附則としまして、この条例は交布の日から

施行する。

但し、第16条の規定は不正競争防止法等の

一条の部を改正する法律の施行の日から第47

条の２の規定は平成32年４月１日から施行す

る。

提案理由でありますが、不正競争防止法等

の部を改正する法律の交布及び消防法違反対

象物に係る公表制度の実施に伴い久米島町火

災予防条例の一部を改正する必要がある。

これがこの条例案を提出する理由でありま

す。

ご審議のほどよろしくお願いいたします。

（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります

これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

○ 議長 幸地猛

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから議案第12号、久米島町火災予防条

例の一部を改正する条例についてを採決しま

す。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（全員起立）

○ 議長 幸地猛

全員起立です。従って、議案第12号、久米

島町火災予防条例の一部を改正する条例につ

いては原案のとおり可決されました。
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日程第15 沖縄県消防通信指令施設運営協

議会規約の変更について

○ 議長 幸地猛

議案第13号、沖縄県消防通信指令施設運営

協議会規約の変更についてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

議案第13号、沖縄県消防通信指令施設運営

協議会規約の変更について。

地方自治法第252条の６の規定により平成3

1年４月１日をもって沖縄県消防通信指令施

設運営協議会を設ける特定地方公共団体の名

所変更に伴う同協議会規約を別紙のとおり変

更することについて協議を求める。

平成31年３月11日提出

久米島町長 大田治雄

提案理由でありますが、沖縄県消防通信指

令施設運営協議会を設ける特別地方公共団体

の名所変更に伴う同協議会規約を別紙のとお

り変更することについて協議したいので地方

自治法第252条の６項の規定により議会の議

決を求めるものである。

これがこの議案を提出する理由でありま

す。

尚、次ページの方新旧対照表を添付してお

ります。沖縄県消防通信指令施設運営協議会

規約の一部を次のように変更する。

第３条中の「島尻消防清掃組合」を「島尻

消防組合」に改める。第５条中の「島尻消防

清掃組合管理者」を「島尻消防組合管理者」

に改める。

附則としまして、この規約は平成31年４月

１日から施行する。

但し、第３条及び第５条の改正規定は平成

30年４月１日から適用する。

ご審議のほどよろしくお願いいたします。

（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります

これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

○ 議長 幸地猛

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから議案第13号、沖縄県消防通信指令

施設運営協議会規約の変更についてを採決し

ます。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（全員起立）

○ 議長 幸地猛

全員起立です。従って、議案第13号、沖縄

県消防通信指令施設運営協議会規約の変更に

ついては原案のとおり可決されました。

日程第16 前村幸秀人材育成基金条例の一

部を改正する条例について

○ 議長 幸地猛

議案第14号、前村幸秀人材育成基金条例の

一部を改正する条例についてを議題としま

す。

本案について提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄
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議案第14号、前村幸秀人材育成基金条例の

一部を改正する条例

上記議案を提出する。

平成31年３月11日提出

久米島町長 大田治雄

前村幸秀人材育成基金条例の一部を改正す

る条例

前村幸秀人材育成基金条例の一部を次のよ

うに改正する。

大枠の中の左が改正前、右が改正後となっ

ております。第６条の「5千万円」を「1億5

千万円」に改めるものであります。

附則としまして、この条例は平成31年４月

１日から施行する。

提案理由でありますが、意欲能力のある学

生を前村幸秀人材育成基金で支援することに

より安心して学べる修学の機会の確保が図ら

れ将来の久米島の担い手となる人材育成に繋

げていく、そのため引き続き事業を継続して

いく必要があり、基金の処分額を改正する必

要がある。

これがこの条例案を提出する理由でありま

す。

ご審議のほどよろしくお願いいたします。

（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります

これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

○ 議長 幸地猛

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから議案第14号、前村幸秀人材育成基

金条例の一部を改正する条例についてを採決

します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（全員起立）

○ 議長 幸地猛

全員起立です。従って、議案第14号、前村

幸秀人材育成基金条例の一部を改正する条例

については原案のとおり可決されました。

日程第17 久米島町ふるさと寄附金積立基

金条例の一部を改正する条例に

ついて

○ 議長 幸地猛

議案第15号、久米島町ふるさと寄附金積立

基金条例の一部を改正する条例についてを議

題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

議案第15号、久米島町ふるさと寄附金積立

基金条例の一部を改正する条例

上記議案を提出する。

平成31年３月11日提出

久米島町長 大田治雄

久米島町ふるさと寄附金積立基金条例の一

部を次のように改正する。

大枠の中の左が改正前、右が改正後となっ

ております。

大枠の中で下線の引かれている部分が今回

の改正内容となっております。

ページを開いてください。

附則としまして、この条例は公布の日から



- 64 -

施行する。

提案理由でありますが、ふるさと寄附金積

立基金をより効果が高く柔軟に活用するた

め、久米島町ふるさと寄附金積立基金条例を

改正するものとする。

これがこの条例案を提出する理由でありま

す。

ご審議のほどよろしくお願いいたします。

（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

町長の考えを聞きたいなと思いまして、こ

れは基金なんですが、今新聞やテレビで騒が

れています返礼金の大きさが非常に問題にな

っています。幸い確か新聞でも町長は言った

かな、久米島町は２割いくらかで止めますと

いうような発言をしたように思うんですが、

町長、改めてやはりこれは寄付金としてやる

わけだから、改めて返礼金を競争してまで多

くする必要ないと思うんですよ。だいたい私

の記憶が正しければ２割前後の返礼金でやっ

ていきたいかどうか。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

ただいまの質疑にお答えしますが、うちの

町としては最大で３割を今予定しています。

ただ実績としまして返礼をしなかった場合と

やって見た場合にかなりの額が増えてきてい

ます。その効果が逆に言えばあるかと思いま

す。また返礼もそれぞれ地元に金が落ちるよ

うなかたちになりますので、決して無駄には

ならないと思っております。

○ 議長 幸地猛

他に質疑はありませんか。

○ 議長 幸地猛

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから議案第15号、久米島町ふるさと寄

附金積立基金条例の一部を改正する条例につ

いてを採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（全員起立）

○ 議長 幸地猛

全員起立です。従って、議案第15号、久米

島町ふるさと寄附金積立基金条例の一部を改

正する条例については原案のとおり可決され

ました。

日程第18 久米島町国民健康保険税条例の

一部を改正する条例について

○ 議長 幸地猛

議案第16号、久米島町国民健康保険税条例

の一部を改正する条例についてを議題としま

す。

本案について提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

議案第16号、久米島町国民健康保険税条例

の一部を改正する条例。
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上記議案を提出する。

平成31年３月11日提出

久米島町長 大田治雄

久米島町国民健康保険税条例の一部を改正

する条例。

久米島町国民健康保険税条例の一部を次の

ように改正する。

大枠の中で左が改正前、右が改正後となっ

ております。

大枠の中で下線の引かれている部分が今回

の改正内容となっております。

後ろの方になりますが、附則としまして、

第１項施行期日、この条例は平成31年４月

１日から施行する。

第２項経過措置、この条例による改正後の

久米島町国民健康保険税条例の規定は平成31

年度以降の年度分の保険税について適用し、

平成30年度分までの保険税については、なお

従前の例による。

提案理由でありますが、国民健康保険法施

行令の一部を改正する政令が平成31年１月25

日に公布されたことに伴い、久米島町国民健

康保険税条例の一部を改正する必要がある。

これがこの条例案を提出する理由でありま

す。

ご審議のほどよろしくお願いいたします。

（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります

これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

○ 議長 幸地猛

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから議案第16号、久米島町国民健康保

険条例の一部を改正する条例についてを採決

します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（全員起立）

○ 議長 幸地猛

全員起立です。従って、議案第16号、久米

島町国民健康保険条例の一部を改正する条例

については原案のとおり可決されました。

以上で本日の議事日程は全て終了しまし

た。

本日はこれにて散会します。

お疲れ様でした。

（散会 午後２時55分）
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地方自治法第123条第２項の規定により署名する。
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（午前 10時00分 開議）

○ 議長 幸地猛

おはようございます。これより本日の会議

を開きます。本日１名の方から議会傍聴の申

し出がありましたので許可しました。

本日の議事日程は予めお手元に配布したと

おりであります。

日程第１ 会議録署名議員の指名

○ 議長 幸地猛

日程第１、会議録署名議員の指名を行いま

す。

本日の会議録署名議員は、会議規則第120

条の規定によって、９番棚原哲也議員、10番

玉城安雄議員を指名します。

日程第２ 一般質問

○ 議長 幸地猛

日程第２、ただいまから一般質問を行いま

す。一般質問の時間は会議規則第56条第１項

の規定によって、これまでどおり30分以内と

します。なお質問は質問席から総括質問の後、

一問一答方式で行います。それでは順次発言

を許します。

５番吉永浩議員。

（吉永浩議員登壇）

○ ５番 吉永浩議員

おはようございます。通告に従いまして質

問いたします。まず１点目、町民との協働の

まちづくり態勢について、町が一丸となって

町づくりを行う態勢は整ってきたか。態勢づ

くりのため町民との対話意見交換の場はもっ

たか、町長へ伺います。

②町長自身が政治家として発信していく考

えはないか。定期的にＦＭくめじまを利用し

て町民へ想いや、協働のための具体的内容を

伝えていくことはできないか。

③以前、郷友会と町がもっと連携して町づ

くりを行っていくための意見交換会を行った

と思う。平成30年度、久米島郷友会とはどの

ような連携ができたか。平成31年度はどのよ

うな連携を行って行く考えか。

２項目、介護保険サービスの基盤整備の課

題について、町内で居宅支援を行うケアマネ

不足の課題があるが、把握しているか。高齢

者や家族が安心して島で暮らせる態勢を作る

ためには、対策をとる必要があると思うが見

解を伺いたい。

３項目、31年度施政方針について。

①農業の振興についての農地集積を進めて

いるとあるが、目標は数値化しているか。集

積推進のための具体的手法を伺いたい。

②商工・7観光産業について、平成30年度

は観光入域客数12万人の達成は厳しいとあ

る。これまでの取り組みの評価は行ったか。

航路運賃や輸送費コストの低減について、新

造船の買い取り支援と同時に運賃低減を交渉

していくと先の３月議会で答弁していたが、

今後どのように進めて行く考えか伺いたい。

③教育・文化の充実について、久米島の良

さを知り、ふるさとに誇りを持てる教育を行

うとある。また、将来の久米島を担う人材育

成に取り組むとある。これまでも行っている

はずであるが効果はあったのか。評価等はど

のように行っていく考えか伺いたい。

④福祉の充実について、子どもの貧困対策

で調査を行うとあるが、具体的な方法は。平

成31年度行うのは調査だけなのか伺いたい。

⑤生活基盤の整備について、霊園整備の進

捗状況を伺う。
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４項目目、堆肥工場における堆肥の品質向

上について、堆肥工場の品質をどのように評

価しているか。農業の振興に資するため、堆

肥の品質工場のための基準を設けるなどの方

策はあるのか。

５項目目、高校生のバス通学の運賃につい

て、沖縄県では高校生のバス通学費補助が始

まっている。久米島町も対象とのことだが、

現状を伺う。以上よろしくお願いいたします。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

（大田治雄町長登壇）

○ 大田治雄町長

おはようございます。それでは５番吉永浩

議員の質問にお答えいたします。まず１点目

めの町民との共同の町づくり態勢について、

①番としまして、施政方針でも申し上げて

おりますが、全国的にも活動が評価されてお

ります「ドリ－部チャレンジ」との協働での

各種取り組みによって、徐々にではございま

すが態勢は整ってきているものと考えており

ます。さらに取り組みを広げていくためには

町民との対話・意見交換は必要であると考え

ておりますが、30年度では実現できませんで

した。

新年度では、ぜひ、意見交換の場を設け、

町民との対話実現に向けて調整を進めてまい

ります。

②現在ＦＭくめじまを活用した私自身での

発信は、新年の挨拶を行っております。町民

への発信については各種会合や集会等を通し

て行っておりますが、ラジオへの出演依頼が

あれば出演できるよう検討してまいります。

③郷友会との意見交換会を年１回開催して

おります。故郷を想い島の外から見た貴重な

意見があり、反映できるように取り組んでお

ります。郷友会との主な連携については、沖

縄本島で開催される観光・物産と芸能フェア

で共催団体として協力して頂くと共に、芸能

フェアでは出演して頂く等、連携をとり開催

しております。また、総会やイベント等にも

参加し意見交換を行っており、今後も引き続

き連携を図ってまいります。

次の２点目の介護保険サービスの基盤整備

の課題について、島内のケアマネジャーは、

各居宅介護支援事業所、地域包括支援センタ

ー共に慢性的に不足しております。

対策として、沖縄県介護保険広域連合と調

整して、専門職の渡航費に要する経費を補助

する「離島等支援事業」を実施しております。

現時点では、島外の１事業所が来島して業

務にあたっており、今後、南部周辺離島での

実績のある事業所を中心に情報収集を行い、

拡充を図ってまいります。

次に、平成31年度施政方針について、③に

ついては教育長より答弁させます。

まず①農業の振興について。平成26年度よ

り久米島町が農地中間管理機構の重点市町村

に指定されておりますが、目標の数値化はし

ておりません。手法としましては、農業委員

及び農地利用最適化推進委員を中心に農地の

出し手の掘り起こし、受け手の把握等を行い、

事業の推進を行っております。

②平成25年度に策定した「第１次久米島町

観光振興基本計画」が本年度最終年度となる

ことから、「第２次久米島町観光振興基本計

画」の策定に取り組んでおります。その策定

作業において、第１次計画での施策の実施状

況等の振り返り・検証・評価を行っておりま

す。航路運賃・輸送費コストの低減につきま
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しては、町単独での意見交換や要請、要望を

主に行ってきましたが、国・県・町や商工会、

観光協会で構成される会議が毎年開催されて

おり、今後はそのような会議において議題と

して盛り込み、低減に取り組んでまいります。

④平成30年度において、小学校１年生から

中学校３年生の全生徒（小中学校生で兄弟が

いる場合は一人を選定して）の保護者への調

査を行い、調査結果については、今月末まで

には冊子として、議員の皆様にもお配りいた

します。調査項目は、沖縄県の調査票を参考

に実施し、調査結果には沖縄県の調査との比

較もありますので、調査結果・分析を基に平

成31年度以降の取組を関係課と協議してまい

ります。

⑤平成30年度に久米島町霊園整備基本計画

を策定し、平成31年度には納骨堂及び取り付

け道路の実施設計委託の執行をします。また、

平成32度において納骨堂及び取り付け道路の

建築工事を実施する計画となっております。

続きまして堆肥工場における堆肥の品質向

上について。久米島堆肥の品質につきまして

は、まだまだ改良すべき点があると指摘を受

けております。品質向上のための基準につき

ましては、町独自で基準を設けることは考え

ておりません。今後、品質向上に向けた、機

械の導入や機械の更新・畜産農家の協力等も

必要となります。

続きまして、高校生のバス通学の運賃につ

いて、高校生を対象としたバス通学費補助に

ついては、「ひとり親家庭高校生等通学サポ

ート実証事業」として、平成30年10月１日よ

り県が実施しております。「児童扶養手当ま

たは母子及び父子家庭等医療費助成受給世帯

の高校生」が対象となりますが、本町では対

象者が34世帯43名、うち１世帯１名が利用し

ております。

（大田治雄町長降壇）

○ 議長 幸地猛

吉野剛教育長。

（吉野剛教育長登壇）

○ 教育長 吉野剛

吉永浩議員のご質問、平成31年度施政方針

について、③についてお答えいたします。

教育委員会では「島に誇りを心に夢を持て

る幼児児童生徒の育成」をめざし、地域の教

育資源を活用した授業を積極的に推進してお

ります。これは、地域の「人、自然、施設」

を、授業に積極的に活用するもので、町内の

全ての小・中学校において、学習内容に関連

させて実施しております。このような、地域

と関連した授業を通して、子どもたちは改め

て地域に関心を持ち、また地域の良さに気づ

き、ふるさと久米島に誇りを持ってくれるも

のと期待をしております。

評価につきましては、特に実施してはおり

ませんが、小学６年生と、中学３年生が毎年

実施している「全国学力学習状況調査」のア

ンケートには、「地域行事への参加や地域の

ことについて調べたり興味関心があるか」等

の質問があります。本町の児童生徒は全国・

県と比較しても、地域行事へ参加している児

童生徒の割合や地域に対する興味関心等があ

る割合が高いという結果が出ていますので、

これまでの取り組みについては、一定の効果

がでていると考えています。

（吉野剛教育長降壇）

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員
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再質問をしていきたいと思います。まず協

働の町づくりについてお伺いします。以前町

民との意見交換の場を持ってみてはという提

案をさせていただきました。そのとき町長は

学校区ごとにできるだけ時間を作ってやりた

いという答弁があったというのを記憶してい

ますが、30年度は必要であるとは考えるが30

年度は実施できなかったという答弁でした。

これは必要であるという考えはもちろん町長

は持っていますので、それはそれとしてやっ

ぱりできなかった理由というのが大事だと思

います。努力はしたのかどうか、出来なかっ

た理由というのを町長はどう考えているのか

お伺いします。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

私としては、そういう機会を設けたいとい

う思いはありましたが、スケジュールとそし

て一番弁解にはなりますが、昨年度の横領事

件等において、これはまた各校区事に、それ

ぞれの説明会等も持ちました。そのときの参

加状況については、そんなに多く集まったわ

けではありませんが、その中でもいろんな行

政に対しての要望等もありましたので、そう

いうものを参考にして、今後、新たな思いに

ついてもまた来年度、また新年度比較しなが

らやっていきたいと考えています。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

去年そういった問題もあったというところ

で、確かにそういう部分はあっただろうとは

思いますが、施政方針の中ですべての世代が

生き生きと暮らしていく島、安心して暮らし

続けられる島を目指すというふうに町長は掲

げています。そういった状況になっているか

どうかというのは、やはり答弁にあるような

ドリームチャレンジとか企業の事業者のリー

ダーの人たちからだけではなくて、その他、

大多数の町民の意見、声を聞くことが私は大

事だと思っています。そういったところで次

年度はできるだけそういう機会をつくるとい

うことなんですが、必ず実施すると町長から

お話聞かないと、この話は進まないので、町

長、その調整、今年度スケジュール等は自分

でつくっていくものだと思っていますので、

そのへん、町長、どのように考えるか、お伺

いします。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

先ほど答えたとおり、極力持つ方向で日程

を調整していきたいと思います。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

実施していただけるように期待してます。

これは町民に島の課題を自分事として考えて

もらえる機会というのは町長と町民が直接意

見交換をする場を持ったり、それに関するい

ろんな情報交換の場を持つということが大事

だと思っていますので、それは最大限努力し

てほしいなというふうに思っています。

ＦＭラジオに出てもらえないかということ

なんですが、これはこの答弁を見ると、おそ

らく調べているのかもしれませんが、読谷村

の村長が毎月ＦＭよみたんに出ていますね、

これご存じですか。

○ 議長 幸地猛
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大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

それは確認しておりません。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

石嶺村長、読谷村の村長に直接聞いてみた

んです。どんなことをいったい毎月話してい

るんですかと。本当に政策提言に関すること

を村民に訴えたり、村が推進するスポーツコ

ンベンションの話をしたり、村のイベントに

関して町民に広く呼びかけをしていったり、

あるいは村長がやっているレタスを作ってい

るそんな成長をしている、そういったところ

から話をしていると。ＦＭよみたんさんにも

聞いてみたら、やっぱり村民からの影響、反

響は大きいと、見える政治というところでも

のすごく村民がそこに参加する。こういうこ

とをやるというのを、その首長が直接語ると

いうのは大きなそこに住む者にとっては意味

があると僕は思っています。だから依頼があ

ればと答弁ではしていますが、この依頼があ

ればという受動的な感じではなくて、自発的

に積極的にＦＭに出て毎月とは言いません

よ。議会が終わり終了後の月には出て、どう

だったのかとか、そういったものを語りなが

ら町民に町長の頭の中のビジョン、久米島の

未来というのを語りかけるというのは僕は必

要だと思います。依頼があればというのを誰

の依頼かというところがわからないんです

が、そのへんのところちょっと確認します。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

お答えします。くめじまＦＭについては、

いろんな方々がそれぞえの番組を持っていま

すよね。そういう場面を利用して依頼があれ

ばということであります。あえて私が固定的

に毎月というのは、いろんなスケジュール等

の関係もあって、なかなか厳しいかなと思い

で、今できるのは年に１回の収録でやってお

りますが、それは極力そういうことがあれば、

例えば吉永議員の番組があります。また他の

同僚議員の番組もあります。そういうもの等

に出演等の依頼があれば積極的に参加したい

と考えてます。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

そういったところの場面ももちろん活用し

てほしいです。そもそも役場は10時台と５時

台に番組持っていますよね。職員は町の町づ

くりに関していろんな町民に役立つ情報を流

したりしています。その中で町長が出ると、

行政のトップが出るというのは全然問題はな

いですよね。ですから毎月と言わずとも議会

終了後に、ぜひ町長には依頼があったかとか

そういうことではなくて自発的に出ていただ

きたい。むしろそれで誰かの依頼がないとだ

めというのであれば、そのへんのところはま

た方法はあると思いますけど、少なくともそ

ういう町民が求めている部分がありますの

で、町長が何を考えてどういうところで悩ん

でいるのか、あるいはどういうことを目指し

ているのかというのは、やはりそれを共有す

ることが協働に繋がると思いますので、ぜひ

そこは依頼があればというところも含めて、

やってほしいなと。これは要望します。

次、郷友会とのことなんですが、30年度や

ったという話だったんですが、30年度に関連
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するのでちょっと質問しますが、30年度の郷

友会との意見交換会というのは29年度に行わ

れた久米島町役場の仲里庁舎２階で久米島町

と郷友会連合会で意見交換会行ったと思いま

す。その中で、そのときは総務課長、違いま

したが、その中で郷友会からの町に対しての

要望とあるいは議会も含めて郷友会に対して

の要望というのを出しているはずです。その

上に立って30年度が行われたと思っていま

す。その29年度の意見交換会の場がどういう

ふうに30年度にいかされたのか、まずそこか

らお伺いします。

○ 議長 幸地猛

大城学総務課長。

○ 総務課長 大城学

ただいまのご質問にお答えします。平成29

年度の郷友会との意見交換については久米島

仲里庁舎の方で行っています。いろんな要望

とか郷友会からの要望とか町からの要望とか

ではなくて意見交換というかたちで、各種事

業の進捗状況とか具体的に言うと郷友会から

は総合計画の進捗状況とか、風の帰る森プロ

ジェクトの進捗状況とか、そういうものの進

捗状況を確認しながら郷友会がどういうかた

ちで関わった方がいいのか、そういった関わ

りができるのかとかという意見交換をしてお

ります。要望等については大田昌秀先生の１

年忌がありましたので、それに向けての取り

組みの確認等は行っております。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

今の29年度のことですよね、議会から例え

ば僕ではないんですが、議会から空き家の件

に関して郷友会がもっと協力できるじゃない

のかと、そのへんのところの要望とかあった

と思います。こういったこちら久米島町側か

らの要望というのがどう進んでいるか、その

点のところ30年度確認しているのかどうか、

あとは30年度どういったことが意見交換され

たのかを含めてお伺いします。

○ 議長 幸地猛

大城学総務課長。

○ 総務課長 大城学

30年度においては、那覇の方でやったんで

すが、そのときには台風の影響で管理職が２

名参加して、町長、議長も含めて参加してお

ります。その中で、関してはいろんな意見が

出て特に31年度紬組合が50周年迎えるという

ことで久米島紬の販路拡大について郷友会が

協力できる部分がないかということの話し合

いも持たれてます。それをピーアールする際

に郷友会としては総会とかいろんな会合のと

きに紬のネクタイとか紬を１点着用して参加

しようということでピーアールに協力しても

らっているところであります。

あとについては琉球古武術の80周年記念国

際セミナーがありますので、その運営方法と

か、特に会長が空手愛好家でありますので、

空手に精通してますので、そこらへんは久米

島出身の空手をやっている方に協力してもら

ってセミナーで平信賢氏の継承ができるよう

に取り組みをするということで調整をやって

ます。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

郷友会からの要望は繁栄させていく方向で

努力をしていくということなんですが、今１

つ質問に答えていないところがあって久米島
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町から郷友会に出した要望というのの進捗も

確認していく必要があると思います。当然、

郷友会から、外から見た久米島の意見を反映

させていくことをやっていっているとは、お

そらく努力はしていくという答弁ではありま

すので、であれば久米島からの要望を郷友会

に出したその要望というのが、しっかりされ

ているか、そのへんのところの部分というの

はちょっと答えていないんですが、もう一度

答えてもらっていいですか。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

お答えしますが、私からの要望としてはふ

るさと納税を積極的に協力していただきたい

のと空き家対策、先ほどありました納骨堂が

できれば、そこに今古民家にある仏壇を町が

預かるとか、またお墓の無縁仏になりそうな

のは、そういう納骨堂に納めてほしいとか、

そういうことの協力依頼はやっております。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

これが双方の繁栄させるということは、先

ほどからも言って項目でも一つあげています

が、島が一丸となるというのは、そこに住ん

でいる人だけではなく、やっぱり出身者も一

緒に一丸になるという意味だと、私は理解し

ておりますので、意見交換会をお話したとお

り毎年やっていく、その中で出す要望、また

こちらから受ける要望というのは、しっかり

と繁栄して郷友会もずっと巻き込んでほしい

なというふうに思います。町長が今要望して

いるということなんですが、そういったもの

もどうさえているかというのは、継続的にや

っぱり確認はしていってほしい。これは要望

としてあげておきます。

次の質問にいきます。介護保険サービスに

基盤整備について皆さんの手元にお配りした

１枚表裏の資料があります。これをご覧いた

だきながら説明してほしいんですが、このケ

アマネ不足というのは久米島町に限らず他で

も勿論、離島町村あるいは市町村でも発生し

ていることで、ケアマネというのは簡単に言

えば介護保険サービスが必要な方をサービス

に繋いで生活をさせていく調整役と理解して

いいと思いますが、このケアマネは単純にそ

れだけの役割ではなくて施政方針の中でも地

域包括ケアシステム構築という文言を使って

いますが、この地域包括ケアシステムの構築

に重要なのは、地域包括支援センターとケア

マネというふうに位置づけられています。で

すから久米島町はどちらも人手不足があると

だから地域包括ケアシステムを構築していこ

うという話はするんですけど、どうしていく

のというところで少し僕は疑問がやっぱり出

てくる。これがまず１つ。ケアマネ不足に今

回はちょっと絞っているんですが、もちろん

答弁にあるように各離島で実績のある沖縄本

島の事業所さん、ケアマネさんをお呼びして

対応するというのは、やっていただきたい。

ただこれは一時しのぎにしかならないという

のは、これは課長もご存じだと思います。調

整役が月に１回久米島に来てサービスを繋い

であげて帰るその間、誰が調整するのといっ

たら地域包括支援センター、本来は地域包括

支援センターは、そういう役割はないが業務

負担が増える専門職はなかなか集まらないと

いう状況の中で、これは一次しのぎにしかな

らなりというところが、まず根底に一つあり
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ます。じゃあ何がやれるのかということなん

ですが、いくつかあると思います。専門職の

確保とか、そういったものは提案してきまし

たが、制度面でいうと、今この１枚紙の①と

書いてあるところに沖縄県介護保険広域連合

離島等支援事業要項とありますね。これが沖

縄本島からサービスをケアマネさんを送って

もらう時に必要な渡航費にかかる補助に関す

る部分です。裏の方を見てもらったらわかる

んですが、その元の財源というのは沖縄県島

しょ型福祉サービス総合支援事業というもの

になっています。この事業から渡航費に関す

るものを引っ張ってきて沖縄広域連合はやっ

ているんですね。

今回、僕が町長に提案させていただきたい

沖縄県広域連合でも議会でも提案しました。

やりたいのは、これ沖縄県島しょ型福祉サー

ビス支援事業の中に対象事業というのがあっ

て勿論離島支援なんですが、対象事業という

のが２つあります。一つは渡航費に関するも

の、これは久米島町対象ですよね、他の離島

も対象です。もう一つは対象経費の中の（１）

の介護サービス提供確保に要する経費という

のがあるんです。これは簡単にいうと離島で

は運営しきれない黒字にならない事業に関し

て、それでも島には必要なので、その事業を

運営していって赤字が出た分を県が補填しま

すよという、簡単に言えばそういう事業です。

その事業の交付目的ではなくて、対象経費の

第４条を見てほしいんですが、これ何故か久

米島町においては第２号に定める渡航に要す

る経費のみを対象とするとなっています。他

の離島と違って久米島町はこれ外されてされ

ているんですね。担当に確認したら人口規模

だったんじゃないかなと、ちょっとあやふや

でした。そのとき何で久米島町が外されたの

かというのは明確には答えられていませんで

したが、久米島町の人口規模だけではなくて

高齢化率とか、久米島町の現状を見る限りで

やはり判断してもらわないといけないという

ところがあると思いますので、県に対して町

長から要望をしてもらいたいんです。県が今

やっている島しょ型福祉サービス総合支援事

業の中で、まず久米島町においては第２の渡

航費だけというのは外してもらわないとずっ

と沖縄本島から送ってもらうだけで本当にサ

ービス調整が随時できない、お金も沖縄本島

に流れていく、地域包括ケアシステム構築に

も影響が出てくる。そういった面ではこちら

の方で事業所を確保してやってもらわないと

困るということで、その１の久米島町という

ところを外してもらえないかという要望。

もう一つはこの１というのはケアマネ事

業、居宅支援事業という言い方をするんです

が、ケアマネさんの事業は対象外なんですよ。

ところがケアマネの事業は収益事業にはなら

ない。だから積極的に島でやろうとしないん

です。ですから２つ要望で、１つはこの久米

島町という対象外のものを外してもらう要望

をしてほしい。

もう一つはこの１で対象外になっている居

宅支援事業というケアマネの事業というのを

対象にしてほしい、こうすることで島で町民

がまた自分の足で事業が歩きやすくなる。そ

ういう環境を整えるのが行政の役割だと思っ

てますので、その点を今回要望。広域連合と

同じように町長にもやりたいんです。町長は

どう考えますか。

○ 議長 幸地猛

仲地紀男福祉課長。
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○ 福祉課長 仲地紀男

ただいまの吉永議員の質問にお答えいたし

ます。離島島しょ支援事業に関しましては、

答弁にありますように１事業所が２月、３月

で行います。今後、あと１事業所が３名派遣

して18介護認定者の分をやるというような情

報は得ております。離島島しょ支援事業につ

きましては、そういった拡充ができてくると

いうふうには思っております。また地域包括

支援センターに対して人材不足であるという

ことは、ここ何年か包括支援センターにケア

マネージャーがいなくて、看護師、保健師等

で支援のプランを立てているというのが現状

であります。そういったことで居宅事業所が

運営していくためには、こういった議員がお

っしゃったように沖縄県島しょ型の福祉サー

ビス総合支援事業の中で久米島町が対象にな

っていないというのがあります。今回、県の

方から１月に、この島しょ型福祉サービス総

合事業の実施に係る離島市町村における居宅

介護サービスの事業所の経営状況、ニーズ調

査というのがありました。その中で居宅事業

所が経営状況と意見等の回答をしておりま

す。その中に町として、この制度の改善につ

いて要望があればというのがありましたの

で、現在、対象になっていない介護サービス

の提供基盤整備を対象としてほしいと要望し

ております。もしそれが県の方も検討すると

いうふうにありますが、それがなければ議員

がおっしゃったように居宅介護の方の対象で

元々でないもので、対象地区として外されて

いるこの久米島町を対象地区としてほしいと

いうことを県に要望していきたいと思ってお

ります。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

ケアマネ確保の部分の話なんですが、２年

後ですか、各居宅支援にケアマネさんには事

業所のところに必ず主任ケアマネを付けなさ

いとか、その縛りがもっともっと強くなって、

このケアマネさんの確保、そしてその運営す

ら難しくなってくるという現状があります。

これは皆さんご存じだとは思いますが、１月

に県が調査したというのもわかります。その

調査した結果、今回は久米島町は対象にやっ

ぱりしませんよと言われるのが一番困るわけ

で、今検討している段階で町長から要望をす

るというのが、やっぱり一番いいのかなと思

います。ですから結果待たないで要望書は提

出していただきたい。これはどうですか、町

長。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

具体的なものについては、私もレクチャー

聞いておりませんので、必要に応じて今おっ

しゃるようなことがあれば県に積極的に要請

してまいりたいと思っています。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

次の質問にいきます。施政方針で質問いた

します。まず町長に伺いたいたいんですが、

人口減少という大きな課題を抱える久米島町

にとってというところが最後の方にあります

ね。当然その施政方針で述べている政策とい

うのは人口減少を歯止めをかける、そういっ

たものに繋がっていくという考えの中で施政

方針を出していると思いますが、その点お伺
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いしましょうね。

○ 議長 幸地猛

喜友村薫企画財政課長。

○ 企画財政課長 喜友村薫

ただいまの吉永議員のご質問にお答えしま

す。人口減少が今歯止めがきかないというの

が久米島町の大きな課題になっておりますの

で、施政方針の中では勿論その部分を大きく

捉えて作成させていただいております。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

人口減少に歯止めをかける。これは町長が

２期目当選したときにもインタビューでも答

えた言葉です。今回の施政方針にも勿論あり

ますが、今島の減少を見ると人口減少に歯止

めかかっているかというと必ずしもそうでは

ないような現状があると思います。その点町

長はどう認識しているのか伺います。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

お答えしますが、まずは私はいつも言って

いるんですが、島の将来を考えた場合、自分

の家庭からまずは、将来自分の家庭はどう作

っていくかというのをしっかり各々が考えて

やっていってほしいと思います。前にも述べ

ましたが以前でしたら農家の息子は誰かが残

って親の後を継ぐというようなことでやって

おりましたが、最近ではそういうことも薄れ

てきました。そして学校においても経済のゆ

とりが出れば出るほど、より良い都市地区の

学校に行きたいというのも、これ誰しもそれ

思いあります。今回の中学校の卒業式参加し

てみましたが、両方で20名以上が那覇の高校

出ますね。そしてその子と一緒に親も出て行

くケースもあるかと思います。そういうもの

も含めて何が現在問題なのか、そのへんしっ

かり議会も行政も含めて分析をしながら将来

の久米島がどうあるべきかというのを、もう

少し掘り下げて自分の家庭をどうあるべきか

というのを含めて、検討する余地があるんじ

ゃないかと思っております。各々それぞれが

一生懸命頑張って自分の将来づくりをやって

いると思うんですが、それをお互いのそれぞ

れが確認しながらやっていく必要があると私

は思っております。そのへんをぜひいろんな

情報交換をしながらやっていきたいと思って

います。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

まさにそういう町長の思いというのを発信

してほしいなというのが正直な今聞いた感想

です。その中で総合計画では8,500名の人口

を目指すという一つの考え方があります。一

方で人口減少に歯止めがかかっていないとい

う考え方がある。つまり町長にお伺いしたい

のは今時点でも8,500名の人口を目指す方向

で施策として進めていくのか、それとも人口

減少を認めて緩やかに島の人口減というのを

島の路線というのを目指しているのか、その

へんのところはっきり町長から伺いしたいで

すね。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

先ほどからあります人口減少問題、これは

島の産業においても雇用主体が人が集まらん

というのも現実あります。そういうものも含
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めて将来的には国が進めている外国人労働者

の受け入れとかも久米島においてもそういう

企業の皆さんはやりたいというのも出てきて

おります。それも含めて、そして先ほど申し

上げていました古民家の有効利用、これを移

住定住をコンセルジュがいろいろと仕掛けを

やっておりますので、そういう移住において

も積極的に受け入れをしたいという思いでや

っていきたいと思っています。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

先ほど総合計画どおり進めていくという考

え方でいいですかね。それを踏まえた上で確

認していきます。まず農地の集積について今

は目標を数値化していないという話なんです

が、農業振興に僕はセットでいつも考えたり

するんですが、機械化というのは順調に進ん

でいる。もう一つは以前話しした農地の管理、

町有地の管理、それとプラス農地集積だと私

は思っています。それを順調かどうかという

のを確認していくためには、やはり数値の評

価というのが必要だと思うんですが、その数

値目標を数値化していないという部分であれ

ば評価というのはどうやってやっていくの

か、評価がないと次のアクションに繋がらな

い。これは行政の中でのＰＤＣＡサイクルに

考えた場合そうなると思います。その点お伺

いします。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

数値化していないというのは、この事業が

平成26年度から始まりました。当初は久米島

町の１カ年の目標は15haということで設定は

されておりましたが、28年度から主に事業に

なっておりました臨時職員もいなくなりまし

て、職員１人で他の事業も掛け持ちでやって

いる関係上、県とも調整して臨時職員も貼り

付けできない状況では、県が定めた年間15ha

の集積は大変厳しい状況ですので、そのへん

職員も配置できる状況になりましたら、それ

も取り組んでまりますが、今の職員態勢にお

いては年間の目標の15haはできないというこ

とで県にも了解をもらって、今のとこを集積

を進めているところでございます。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

県に了解をもらっている。これは久米島の

現状、職員がいないというところからきてい

るのだとすれば、町長この農業振興について

機械化だけではなくて、農地集積とか町有地

の管理とか、そういったものを計画に進めて

いくということが、もし職員がいればできる

んであれば、そこは町長やっていくべきでは

ないかなと配置してやっていかないといけな

いんじゃないかなと思いますが、その目標の

数値化、評価ができるかたち、確実に進めて

いけるかたちにするためにも、その数値化と

合わせて、そのへんの考え方伺います。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

農地の集約については、これまで各地域で

の説明会等もやってきております。特に農地

中間管理機構を通しての契約等においても県

の方からも担当が来て地域でそれぞれの進め

方等もやってきております。そういうのも含

めて先程来申し上げますが、もう少し農家の
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皆さんもしっかり将来計画ビジョンを入れて

やるべきだと思っております。お互い地域を

見渡してもあと５、６年では専業農家がほと

んど高齢化して減ってきます。その時点では

直ぐどうするということも大変だと思います

し、いまからそういうものを、また新たな法

律の保障制度等も新規に出ておりますので、

そのへんも描きながらやる必要があると思っ

ています。とにかく農業においては、これま

でのサトウキビにおいて手刈りの時代から機

械化になってきます。今回はおそらく50％以

上いくと思いますが、それは一つの高齢化に

伴うものもありまして、農家のそれぞれ後継

者がいないという実情が出てきますので、こ

れからしっかり先を見据えて考えていく必要

があると思っております。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

１つだけ、その事業を進めるためには人が

足りないと、人がいればもし課長がいうよう

にそういうかたちで配置してもらえば進める

ことができるというのであれば、町長その農

地集積、町営地の管理、それを含めた上で職

員を増するという考えはあるのかどうか、こ

れはお伺いします。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

ちょっと内部での情報がなくて、今の件に

関しては新年度において、補正予算等で対応

するとか、方法がありますので、内部でもう

少し協議させてください。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

観光に関する質問をしたいと思います。ま

ず第１次久米島町観光振興計画、平成26年か

ら0年度まで１回終わって新しい第２次観光

振興計画が議会にも説明させていただきまし

た。１次を、まず振り替えっての総括お伺い

します。

○ 議長 幸地猛

當間直也商工観光課長。

○ 商工観光課 當間直也

ただいまのご質問にお答えいたします。１

次の振り返りについてなんですが、答弁でも

ありますが、第２次の基本計画の策定の中で

検討委員会そしてワーキンググループという

のを組織しています。

構成につきましては１次と同様ではあるん

ですが、ただその中に住民の方ということで

コンシェルジュ協力隊の方、そういった方々

も入っていただきながら振り返り評価を行い

ました。

評価の仕方についてなんですが、１次計画

で10の方向性と38の施策を持って、この５年

間取り組んでまいりました。その施策は実施

されたかどうかというのをワーキンググルー

プ、あるいは検討委員会、そして町内の経済

５団体はじめ事業所のヒアリングを行いまし

て、とりまとめを行いました。

その結果としましては38の施策の内27の施

策を実施できたというふうに評価しておりま

す。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

第２次観光振興基本計画の中で、久米島Ｄ

ＭＯという考え方を受けました。これはいろ
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んな１次から振り返りから上がってきた２次

に向けての考え方と思いますが、簡単に久米

島ＤＭＯを説明求めます。

○ 議長 幸地猛

當間直也商工観光課長。

○ 商工観光課 當間直也

ただいまのご質問にお答えいたします。Ｄ

ＭＯの考え方につきましては、先日、議員の

皆さまにもご説明の時間をいただいてさせて

頂きましたが、国としてその観光を国際競争

で勝てるような産業に育てていこうという国

の方針から発しているものではございます。

本町におきましても地域経済をハンドリング

する総合的にハンドリングしつつ経済として

しかりと稼ぐ力ですとか、そういった組織を

目指して今設立を目指しているところになり

ますが、本町には経済５団体と呼ばれる団体

さんがございまして地域経済を担っておりま

す。ただそれぞれの団体さんのやはり日々の

お時間の中で、それぞれの産業１次、２次産

業、３次産業を含めて、そういったものを効

果的にあるいはまた最大に発揮するといいと

ことで、やはりそこを牽引するようなとりま

とめいただくような組織も必要じゃないかと

いうところがあるんですが、なかなか今はそ

れぞれの団体さんがやっていただく中では、

そこまでなかなかお時間も確保できないとい

うところで、町のＤＭＯにつきましては、経

済５団体を網羅というか、しっかり連携を取

ったかたちで地域経営をハンドリングする。

いろいろ情報収集を分析したりですとか、あ

るいはしっかりした経済５団体の連携を密に

取れるような組織として、今設立を目指して

いるところになります。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

第２次観光振興基本計画の中の考え方とし

て僕はとても良いなと思ったのは、商売して

いる人も、訪れる人も、そこに生活をしてい

る人も満足する観光を目指すという考え方を

お伺いしました。今までの商売と訪れる人で

成立するのではなくて、生活する人もそこに

は今までなかったチャンスが生まれるという

考え方にも繋がると思いますが、チャンスを

町民が本当にチャンスとして見えるかたち仕

組みにするというのを、してほしいというの

が僕の考え方なんですが、その点はどのよう

に作っていくのか、お伺いします。

○ 議長 幸地猛

當間直也商工観光課長。

○ 商工観光課 當間直也

ただいまのご質問にお答えいたします。吉

永議員からお話がありましたが、今回１次を

振り返って、今後２次計画を推進していくに

あたっての取り組んでいくべき課題というと

ころの一つに、今議員からもあったように島

の豊かさに繋がる観光ということで、産業を

活性化、あるいは生産力を上げるというとこ

ろの目的としまして島の町民の暮らし、生活

福祉の向上というのが最大の目的になってく

るところでありますが、今回振興計画の中で

は取り組みにおいて島民の観光への関わる促

進ということで、島民の方もそういった観光

産業あるいは島の観光振興に関わっていただ

くような取り組みにできないかと考えており

ます。ちょっと具体的な施策を最終的にはま

とめているんですが、実施計画段階がこれか

らになっていきます。その実施計画の中でじ

ゃあ町民に参加いただくような事業としてど
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ういうものができるかというのをしっかり整

理していきたいと思います。次年度はまたそ

ういった実施計画の策定ですとか、実際策定

した実施計画について、島民の方々にも呼び

かけとか周知する機会をつくっていきたいと

思っています。

あとは１次の振り返り、あるいは２次の策

定の段階で観光産業と生産に関する消費額と

いう指標にはなるんですが、そういったもの

をとりまとめておりますので、観光産業が本

町の産業として非常に魅力があるですとか、

あるいは非常に島の自然を活用した核的な産

業になるというのも合わせて発信できればと

思っています。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

ぜひ、単純に町民をボランティアでお願い

するのではなくて、チャンスというところを

しっかりと見えるかたちにして、多くの町民

に関わる観光を目指してほしいなというふう

に思います。

次の質問にいきます。輸送費コスト低減に

関してです。前回の議会で町長はフェリーの

更新ができれば運賃、生活コスト、物流のコ

スト低減に交渉していくというお話を答弁を

していたと思います。それは前提として、こ

れまでフェリー更新のために行政、町長がど

んな努力をしてきたのか、まずそこをお伺い

します。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

ただいまの質問にお答えしますが、航路運

賃そして輸送費コストの低減については、内

々２隻目の買取支援ができた時点で実施でき

るようにお願いしたいということ等は、以前

にやっております。正式にはまたこれからそ

ういう７月の就航になりますが、買取支援の

完了した時点で関係機関協議して前向きにこ

れは要請をしていきたいと考えております。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

今の答弁確認なんですが、前向に要請をし

ていきたいというのは町長が前向きにそうい

った要請をしていくのか、それとも久米商船

側が前向きに受けているのか、これはっきり

しておきたいんですが。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

それは今どういう考えなのか、これまたい

ろんな、県との補助の関わり等もありますの

でこれはまた担当課と県の方にも事前協議し

て確認しながら進めていきたいと思います。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

行政がずっと２隻目も通常は１航路１補助

ですか。なんですが、２隻目も補助が出たと

いう話を聞いて僕は行政がとても努力してき

たんだなと思います。これを聞いた町民たち

は当然久米島町の総合計画にあるように自分

ごととして捉えるんであれば、町民も事業所

も企業も当然久米島町の課題は自分のことと

して考えないといけない。そうであれば行政

はそれだけ努力したんだから同じようにウィ

ンウィンの関係で事業所側も考えてもらうの

当たり前だと町民、一町民また議員、一議員
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としても思いますよ。町長このへんどう考え

ますか。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

我々側からすると当たり前ということであ

りますが、会社の経営状況これも踏まえて村

単独でやっている例えば渡嘉敷とか座間味と

かいろいろありますが、その皆さんにおいて

はその補助かかった分は黒字になった分を基

金として次の船を入れるときの蓄えとしてや

っていくのが普通だと聞いております。久米

商船においてもそういうかたちをもっていく

のか、そして補助貰った分で今直ぐ低減に還

元できるか、そのへんは今後の協議によるも

のと思っております。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

そういった部分補助に関しても、以前、沖

縄県の補助に関して一括交付金を活用してや

っている離島はありますよと話はしたと思い

ますが、久米島町のいろんな課題に関連して

農林水産に関しても観光商工に関してもある

いは、町民の生活の質そのものに関しても物

流コストというのは大きく関係してくるとい

うことが、ひとつこれは町長わかると思いま

すが、その中で、昨日の質問の中で、担当課

長が説明しますという話とかやったりしまし

たが、町長が直接交渉をした方がいいものと

課長がやった方がいいのと、これあると思い

ます。この問題に関しては、僕は、町長自身

が直接やっぱりやり取りして交渉していくべ

きものだと思います。これをやることで達成

されたら、町民またそれぞれ自分で動きやす

くなります。そういう環境を整えるのが町長

前から行政の役割という話をしています。こ

れ解決するのは町長自身がやはり動いていく

べきだと思っています。その点、町長どうで

すか。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

これを早い時期に経済団体５団体も含めて

議長を始め一緒になって要請したいと考えて

おります。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

交渉していくということなんですが、７月

の更新を向かえて、できれば更新を向かえて

後というのはやはり交渉は遅いのかなと思っ

たりします。ですから関係団体集めて交渉し

ていくということなんですが、本来は７月ま

でにそういったものは、ある程度進めていか

ないといけないという交渉の方法としてある

と思いますが、町長はその点どう考えますか。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

先ほども申し上げましたが、関係課に事前

協議を県との関わりもいろいろあります。そ

のへんも含めていろんな調査をしながらやっ

ていきたいと考えていきたいと思います。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

ぜひ、その担当課長には動いてもらいなが

ら大事な交渉のときには、町長自身も出て行

ってほしい、これを要望します。
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次ふるさと教育に関してあと少ししかない

んですが、簡単に聞きます。教育委員会のふ

るさと教育というのはゴールは何ですか。

○ 議長 幸地猛

吉野剛教育長。

○ 教育長 吉野剛

教育委員会の合い言葉で「島に誇りを心に

夢を」ということがございます。これはあく

までも究極な目標というふうに考えておりま

すが、そういった心情を育てるということが、

私たちのゴールだというふうに思っておりま

す。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

それでは教育委員会のふるさと教育のゴー

ルは、そこの部分だと、その一定の効果が出

ているという答弁でしたが、町長、久米島町

のふるさと教育の、その後のゴールというか、

結果というか目指すものというのは何ですか

ね。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

先ほども申し上げましたが、私の思いとし

ては子たちが将来とにかく全てが島に残りな

さいということではなく、それぞれの考え、

夢を実現させるために、この基礎義務教育そ

して久米島高校を出るんでしたら、それなり

の実力を付けて将来しいて言えば世界に羽ば

たいてもらえるような人材を育てたいという

思いは常日頃から思っています。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

もし政策というのが、この現状の課題を解

決するために設置された目標とか目的ありま

すね。それとそれを実現するための手段との

組み合わせというんであれば、このふるさと

教育というのが最後にある大きな人口減少と

いうのに僕は繋がっていくべきだと思ってい

ます。先進地でもふるさと教育をＵターン施

策に上げているところもあります。これ前に

お話したと思いますが、その点に関して町長

に少しお伺いしたいんですが、高校生ふるさ

と教育がどうなっているのか、またそれをど

う考えるのか、その点お伺いします。これで

は小中についてしか載っていないんですが、

高校生のふるさと教育、この点についてどう

考えるのかお伺いします。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

今現在、高校生の父兄でもないんですが、

今見る限りでは、この島留学制度を取ってか

らは、かなり久米島高校の雰囲気が変わって

きたものと思っています。今回においてもい

い大学に進んでいるのもけっこうおりまし

て、しっかり地元と学校現場との連携が上手

く行ってきているんじゃないかと思っており

ます。以前でしたらそのへんが非常に窮する

時期もありましたので、今回やっているよう

なかたちで、いろんな情報交換をしながら、

今いうような目標が達成できるように、我々

としても頑張っていきたいと思っています。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

小中でふるさと教育を施政方針にも載っけ

る中で、町長が今高校生の親でなくても、町
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長として久米島町の子どもたちに対するふる

さと教育、全員じゃなくても島に戻ってきて

ってほしい。そういった人材を育てたいとい

うところでは、そういったところで広がって

はきているかはしれませんが、一環したふる

さと教育という考え方、これは島で仕組みと

してできているかどうか、できないのであれ

ば今後そういったものも考えているのかをお

伺いします。

○ 議長 幸地猛

喜友村薫企画財政課長。

○ 企画財政課長 喜友村薫

ただいま吉永議員のご質問にお答えいたし

ます。ただいま久米島高校の中で総合学習の

一環で１年から久米島町の課題というものに

取り組んでおります。それを３年間続けまし

て３年生になると、それを全校生徒の前で発

表する場が設けられております。そこで久米

島町の課題は何なのか。ふるさととしての久

米島のこれからの展望はどうなっていくのか

というのを、生徒たちが各々が考えて答えを

出して、それを発表する場があります。総合

学習の中で未来ふるさと久米島というところ

の意識付けはできているというふうに考えて

おります。

○ 議長 幸地猛

吉野剛教育長。

○ 教育長 吉野剛

今高校の学習のことがありましたが、その

前の小学校、中学校でも同じように繋がる学

習を実はしております。１例をあげますと久

米島小学校の例をあげますと、小学校の３年

生で地域の環境調べと久米島自慢、４年生で

地域の伝統行事と福祉、５年生で久米島自然

博士になろう、６年生で地域の歴史これはど

の小学校でもそういったテーマで総合学習を

年間70時間取ってやっています。中学校にお

きましても両中学校は同じテーマでやってい

ます。１年生は久米島の良さを知り久米島の

ことを考える。２年生が久米島への理解を深

め他府県との違いを知る。３年生でこれから

の久米島について考える。という共通のテー

マで年間70時間授業をとおして、島のことに

ついて学んでいますが、それが先ほど高校で

も地域プロジェクトありますが、それに繋が

っているのではないか、今一貫しているので

はないかというふうに思っています。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

ぜひそれが人口減に繋がっているのか、子

どもたちが大人になって帰ってきたいという

子どもたちが増えているのか、遠くに離れて

行っても島に貢献したいという子どもたちが

増えているのか、そういった意識調査という

のは簡単でもいいのでやっていった方が、今

やっているふるさと教育は本当にもっと充実

させるべきなのかとか、そのへんに繋がって

いくと思います。その点は提案をさせていた

だきたいと思います。

時間はないんですが、堆肥工場に関してお

伺いします。改良すべき点があると指摘され

ている。どんな指摘か農家からどういった指

摘が上がってきているかお伺いします。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

農家からの指摘事項としましては、久米島

の堆肥を使った場合、根腐れを起こすという

指摘を受けております。その原因としまして
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は窒素成分が高いので根腐れがおきるのでは

ないかということで指摘は受けております。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

農家は堆肥工場ができて、ある一定の恩恵

は受けたとは思います。町もそれで税収が増

えていくと思いますが、やはり農家というの

はもっと収入を上げたいというところで、い

ろんな勉強もするわけですよね。その勉強会

をしている中で、今ある土づくりを勉強する。

その中に堆肥というのがどういう役割があっ

て、窒素とかリンとかカリとか比重がどうと

か炭素率がどうとか、そういった知識がでて

くると堆肥を選び出すんですよね。工場が久

米島町から130円、140円で買える堆肥ではな

くて300円、400円をする堆肥を選んで買うよ

うになっています。時間もないんであまり説

明できませんが、伸び率で堆肥のこれＪＡの

購買から資料を貰ってきました。伸び率は久

米島堆肥に関しては２倍とかなんですが、そ

れ以外から入ってきた堆肥が３倍以上伸びて

いる。これは１つは農家が選び出したんです

ね知識をもって、でそのニーズに答えるには

やっぱり一定の基準は必要と思います。

○ 議長 幸地猛

もう時間になりました。

○ ５番 吉永浩議員

ありがとうございました。

（吉永浩議員降壇）

○ 議長 幸地猛

これで５番吉永浩議員の一般質問を終わり

ます。

休憩します。（午前11時08分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午前11時15分）

休憩前に引き続き会議を開きます。

次に２番盛本實議員。

（盛本實議員登壇）

○ ２番 盛本實議員

それでは通告に従い質問したいと思いま

す。まず、平成31年度施政方針の中から３点

ほど質問をいたします。

まず１点目「久米島モデル」の進捗状況に

ついて。数年前から海洋深層水など自然資源

を活用したまちづくり政策「久米島モデル」

実現に向けて取り組んで行くとの方針を打ち

出しているが、我々町民にとっては現在に至

っても事業の実態が把握できないのが実状で

ある。同事業における現在の進捗状況と今後

の取組計画について伺う。

２点目、観光振興について。平成31年度よ

り「第２次観光振興基本計画」の指針に基づ

く施策がスタートしますが、「第１次観光振

興計画」を振り返りその結果をどのように評

価しているのか。また、新基本計画で重点的

に取り組もうとしている事業の具体的な内容

について伺う。

次に、観光振興の担い手である観光協会の

組織活動への支援をすると謳っているがその

支援方法について伺う。

３点目、久米島高校の定数確保について。

久米島高校の魅力化事業の一環である離島留

学生受け入れ制度や地域支援交流学習センタ

ー設置等々については、一定の効果は出てい

るが、しかしながら未だに定数確保について

は危機的な状況にあります。今後、久米島高

校の維持存続に向けて行政としてどの様な関

わり方をしていくのか伺う。

○ 議長 幸地猛
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大田治雄町長。

（大田治雄町長登壇）

○ 町長 大田治雄

２番盛本實議員の３つの質問にお答えいた

します。まずは１つ目、「久米島モデル」実

現に向けては、事業規模の大きさから国及び

県の支援が不可欠となっております。このよ

うな状況で国（内閣府）は当該モデル事業に

関連して可能性調査を実施して沖縄経済への

高い波及効果だけでなく国際的にも先導的な

モデルになると判断しております。沖縄県に

対しても要請を続けており事業規模、内容、

財源負担など県関連部局の事務方と調整を行

っているところであります。今後は沖縄県の

取り組みを見極めながら町の対応を構築して

いきたいと考えております。

２点目、「第１次久米島町観光振興基本計

画」については、10の方向性と38の施策を掲

げ、観光振興に取組んでまいりました。結果

につきましては、38施策のうち約７割の27施

策を実施しております。施策実施の成果とし

て、平成25年度との比較で観光入域客数が約

２万人増加したと評価しております。「第２

次久米島町観光振興基本計画」については、

最終のとりまとめ作業を行っているところで

すが、基本方針として３つの重点項目を掲げ

ております。主な事業の具体的な内容としま

しては、「観光人材の育成・確保」「島の資

源を活用した通年型観光プログラムの充実」

「インバウンド対応の強化」等となっており

ます。観光協会組織活動への支援については、

観光振興計画をはじめ、町の施策に基づき観

光協会において実施する事業を中心に国や県

の補助事業等も活用しながら支援を行ってま

いりました。今後も同様の支援を行いながら、

しっかり意見交換・連携を図り支援していき

たいと考えております。

３つ目の現在、久米島高校魅力化支援員を

町に配置しており、高校側とのパイプ役とし

て、定期的に高校魅力化会議を校長、教頭、

久米島高校の魅力化と発展を考える会、議長、

ＰＴＡ会長、行政間で開催しております。今

後は、さらに踏み込んだビジョンを策定する

とともに、高校側へも高校魅力化支援員を配

置できないか検討してまいります。

（大田治雄町長降壇）

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

それでは再質問に移らせていただきます。

まず１点目ですが、久米島モデルの進捗状況

でございますが、この件に関しては過去何度

か質問をいたしました。今回、同様、町長は

国県の支援が必要だと、国も沖縄経済の波及

効果だけではなく国際的にも先導的なモデル

になると位置づけていると現状としても沖縄

県に対して要請を行っているというところで

ございますが、過去そういう回答だけで、ど

ういう変化がこの数年間であったのか、その

へん回答いただきたいと思います。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

これまで議長はじめ各種団体も含めて、各

大臣等の要請等も行ってきました。しかしな

がら、今どっちかというと国の方はいろんな

かたちで積極的に進めていこうというニュア

ンスはありますが、県の方が事業主体が今定

まらないという状況等にあって、特に県にお

いては商工労働部、農林水産部含めて関係課
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が複数にまたがっているということ等もあっ

て、本来、県は海洋深層水研究所はあくまで

も研究の目的で実施したものという認識の元

で、我々はこれから産業化しようという考え

であります。そのへんの考え方の違い等もあ

って、要するに事業をするにしても事業主体

となるものが定まらない。それが一つのこれ

まで進んでいない状況であります。

私としては新年度からは前にも皆さんに協

力願いしました政策参与を置いて４月からち

ゃんとしたかたちで国県とのパイプ役もする

かたちで進めていきたいと思っております。

そして先週の７日に副知事と協議してきまし

た。県議も含めてお願いしましたが、県とし

ても我々の町側のマスタープランをたたき台

を作ってやれば、県も積極的に協力していく

というある程度の確約をもらっておりますの

で、新年度は、私はこの１カ年が一番の山場

だと思っておりますので、集中的に機構の一

部の見直しもしながらやっていくという考え

であります。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

この事業の導入については、事業費が約20

0億とか、そういう大規模な事業に展開して

いくと、その中においては、どうしても県国

の協力が必要だという部分はある程度認識は

しています。かなりハードルが高いだろうな

ということだと思ったんですが、ただ国の先

ほどの答弁にあるように沖縄県経済をリーデ

ィングしていく産業になるだろうという中

で、なぜ国と県のギャップが生じているのか

ね、この調査報告によりますと、久米島の経

済が年間約80億で効果が1,500名以上という

数字、報告書の見たらそうあるんですね。そ

のへんこれだけの効果がある事業を、なぜ県

はほっておくとか、現状の流れとして農業部

門に関しては、もう来年撤退するということ

言われている。この久米島モデルの農業部分

のウエイトというのはかなりあるんですね。

そういう流れの中で、県は農業部門の研究を

撤退しようと、これ非常におかしい事態にな

ってきていると思うんですが、そのへんはち

ゃんと把握しているんですか、町長。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

先ほども申し上げましたが県の考え方とし

ては、特に農林水産部の内部での話としては、

農業研究においては、もう研究成果が上がっ

たと水産においても成果が上がってきている

ということ等を言っております。これは本音

がどうなのか財源的な問題なのか、今、県は

行革の中で農林部門の職員を50名削減、方針

だしております。それも他の部署には増やし

て農林を減らすこれが現実であります。これ

が果たして本当に地方離島振興のために、そ

れが繋がるかどうか、そのへんをしっかり私

は県議の皆さんにもお願いして一般質問もさ

せておりますが、ちゃんとしたかたちが見え

ません。それを我々の地元として、もう一回

真剣に地域ぐるみで、この要請をしていきた

いと思っております。極力早めに知事も離島

視察をお願いしたいということを口頭で私お

願いしていますが、まだこの実現ができてお

りません。しっかりこの間副知事にも早く現

場を調査しながらやってほしいという要望も

しました。それを議員それぞれの皆さんから

も何らかのかたちで、この取り組みをもう少
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し強化してほしいという要望を声を上げてい

ただきたいと思っています。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

この深層水は合併以前からずっと取り組ん

できて、町民に夢を与えると魔法の水だとま

で言われてきて、これこそまさに久米島を救

う新規産業ではないかということで、かなり

ポテンシャルが高いと言われがら、もう数年

間、全く動きがない。ただ要請だけする。町

独自で、例えば調査をして、そういうことが

できなかったかどうかということと去年か一

昨年、調査費付いたということがあったんで

すが、この調査費が付いて何かやったんでし

ょうか。

○ 議長 幸地猛

中村幸雄プロジェクト推進課長。

○ プロジェクト推進課長 中村幸雄

ただいまの質問にお答えします。調査費が

付いたということを元国会議員の方が公の場

で述べたことがあるんですが、事実確認をす

ると、付きそうだという状況の中で、付いた

というような間違った情報が流れたようで

す。実際調査費がつくと本事業の実施という

ところまで結びつくんですが、町長から説明

があったとおり、県の所管する部署が決まら

ないということで要請が続いている状況にな

っております。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

これまでの調査の中で本当に久米島を救う

新規産業が出て来ると、現状でもいろんなア

イテムが出てきて、化粧品とか必ずそれなり

の雇用効果が出ているということがございま

すので、ぜひこれは深層水は何がなんでもや

らないと、現状の産業はなかなか伸び悩みが

ございますので、それをやることによって今

町が抱えている人口減少とか、今、久米島高

校存続の問題あとででるんですが、そのへん

関連してきますので、これ本気にやった方が

いいです。これ本当にもう新年度含めてしっ

かりと態勢を立て、これ長々とやったらもう

いつまでも、やっぱり夢というのは実現して

始めて夢なんです。実現できなかったら夢で

はないんだよ。ただのじゃれ事なんで、それ

をしかり考えて、この深層水だけは、ぜひ成

功させていただきたいと思います。これにつ

いてはこれで終わります。

続きまして、観光振興についてでございま

すが、町長、第１次観光振興計画、結果とし

て２万人増になってから概ねいいだろうとい

う評価が出ているんですが、確かに、この５

年間で２万人伸びたというのはすごいことだ

と思います。この問題なのはまず１年目、計

画が9万2千人で計画していて、結果として9

万2千超しています。27年度で9万9千を計画

していて10万人超しています。３年目は、28

年ですが、10万5千人の計画で11万超してい

ます。平成30年度までに12万手に届く予定だ

った。ところが後半失速しているんですね。

30年、29年、前年度割れ、おそらく30年も前

年度割れになってくると思います。この推移

からすると短絡的に５年間で２万人増になっ

たんで、よしという結果なのかね。後半にな

って失速してくると、来年以降に繋がる要所

はなのかというのが言われているんですね。

確かに、今回、第２次観光振興基本計画は素

晴らしいのができてます。それに繋がるよう
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なものが本来であればきちんと評価してやら

ないといけないんですが、単純に５年間２万

人増えたからいいだろうと、それはちょっと

どうなんだろうかとあるんですが、それはあ

くまでそういうふうに考えているか、町長、

お答えください。

○ 議長 幸地猛

當間直也商工観光課長。

○ 商工観光課長 當間直也

ただいまのご質問にお答えいたします。議

員からお話がありました２万人ということ

で、町としては今回の評価をとりまとめたと

ころではございます。ただ２万人増加したの

も１次の観光振興計画に基づくものだろうと

いうところでの評価になっております。ただ

議員からお話があるように、この５年間、数

値目標として掲げたものを順調に達成できて

いないというのも現実でございます。そうい

ったものも含めて、今、第２次観光振興計画

を策定しておりますが、単に施策を振り返り

に止まらず、議員のご質問にもありました１

次の中では計画を実施を立てまして、実施主

体となる団体というんですか、行政が行うも

の、あるいは観光協会さんとか商工会さんが

行うものというかたちで取り組みを行ってき

ましたが、そういった取り組み５年間の反省

も今回２次の中では行っておりまして、２次

の中でも、そういった推進主体というのは決

めているんですが、ただ実施していく中で、

今の観光振興基本計画の検討委員会ですと

か、あるいはワーキンググループというのを

策定して第２次の作成したんですが、次年度

以降はそういった検討委員会はワーキングを

観光振興委員会ですとか、あるいは観光振興

の計画推進ワーキングというふうに継続して

動かしながら、着実に年次年次の効果ですと

か、成果も振り返りながら事業を展開してい

って、１次で達成できなかったものについて

も目指していきたいというふうに考えており

ます。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

資料を見てみますと、平成29年に計画、前

年度終わらしている。その中で全県見てみる

と地域別に見てみると、全ての地域伸びてい

る。沖縄県はじめ宮古、石垣あと座間味とか

近隣離島も含めて久米島だけが落ち込んでい

る。その原因はなんだったのか、30年度もお

そらく今の予想では落ちるということを言わ

れなんですね。それを含めて検証したと言っ

ているんですが、どういう検証をしたのか、

それをちょっと。

○ 議長 幸地猛

當間直也商工観光課長。

○ 商工観光課長 當間直也

検証につきましては、先ほど吉永議員から

ご質問をした際にもお話し、検証の取り組み

を行っている状況です。ワーキンググループ

検討委員会、あるいは観光関係の事業所を中

心にヒアリングを行ってというところで実施

された施策について評価を行いました。議員

からご質問ありましたが、やはり振り返り等

々行っていく中で、本町では長年課題になっ

ています島外からの交通で航空便ですとか、

航路も含めてになります。あるいは島内の２

次交通対策、やはり観光客を安定的に伸ばし

ていく中でやっぱり団体旅行者という対象が

おりますが、教育旅行はじめ、今、一番課題

だと感じているというか、やはり安定的に誘
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客を伸ばしていく、他の順調に伸びている航

路については、そういったところもしっかり

安定的に確保、あるいは構築されているのか

なと感じております。

本町では、そういった島外からの交通ある

いは２次交通を含めた島へ誘客してくる手段

というのが、やっぱり重要な課題だと考えて

いて、そちらも引き続き取り組んでいきたい

と考えております。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

やっぱり次のステップを踏むためには過去

をしっかりと検証しなくちゃいけないという

ようなことがございますので、しっかりと第

１次はどうだったのかとか、観光振興計画作

ったからこれよしではないんですね。これを

どうやって生かしていくかということが一番

大事だと思いますので、そのへんはしっかり

やっていただきたいんですが、今回一つのテ

ーマであるチーム久米島でやりますと、オー

ル久米島でやりますということの中で、各項

目事に役割を決めたんですね、経済団体を中

心にやっていく、これを中心に進めていくと

いうことなんですが、これは１次についても、

役割分担やったんです。やったんですがしっ

かり連携できなかったという部分があるんで

すね。それがおそらく後半の失速に繋がった

のかなというのもあるんですが、今回進めて

いる中で、それぞれ役割を決めたんですが、

これ役割を誰がリーディングしていくのか。

それが見えて来ない部分がある。その分野に

関してはどこどこが担当しますよということ

であったりＪＡさんだったり商工会であった

りと役割はあるんだが、この担当は誰が引っ

張っていくかというのはできていない部分

と、この５年間ロードマップができたのがあ

るんですね、そのへんはどのようにやるのか、

オール久米島、チーム久米島としてやってい

くんであれば、どういうふうなかたちの中で

町としては進めていくかというのがちょっと

見えてこないんで、そのへんはどう考えてい

るのか伺います。

○ 議長 幸地猛

當間直也商工観光課長。

○ 商工観光課長 當間直也

ただいまのご質問にお答えいたします。施

策ごとの推進主体というのを２次でも設けて

おります。この中で１点、１次の課題からち

ょっと改善というか、２次の方で少し見直し

をかけましたのが、以前１次計画の中では、

その事業主体あるいは推進主体というところ

で団体は複数設けて取り組んできましたが、

その中でやっぱり実施できなかったもの、あ

るいは一部しか実施できなかったものという

評価をするとこで、やっぱりどこがじゃあそ

こを担うかという議論、今、議員からあった

んですが、なかなかできなかったという課題

がありました。２次観光振興計画の中では推

進主体をできる限り１つというふうに絞り込

んで、先ほど申し上げました推進委員会です

とか振興ワーキンググループ等で定期的な会

議を持って実施できていない施策の推進団体

を特定できるわけですから、どういった課題

の元に、今、足踏みしているんだとか、取り

組みが遅れているんだという課題を随時見つ

けながら進めていけたらいいのかなというふ

うに考えています。

その団体の担い手というところになります

が、先ほど申し上げましたように振興計画の
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策定委員会、こちらは検討委員会が置き換え

という今予定をしていますので、そちらには

経済５団体の会長さんが就任いただく予定に

なります。振興ワーキンググループには事務

局長はじめ、青年部の方々ですとか、コアな

皆さんが入っていただく予定になります。基

本的にはその方々を中心に各団体の取り組み

を行っていただきたいなというふうに考えて

おりますが、先ほどのご質問の中でもお話が

少しでましたが、ＤＭＯという地域経済の経

営をハンドリングする。あるいは計画性をも

ったりとか、あとは情報収集をしたデータに

基づく産業の振興を図ろうというところで、

こちらが性格的には観光が核になるような経

営になるかと考えています。ですので観光振

興計画の取り組みにつきましても、そういっ

たＤＭＯをしっかり設立をして、そこの働き

ももって取り組んでいきたいと考えていま

す。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

今回の目標値である入域観光客13万人を目

指すんであれば、先ほどのその答弁にあった

ようにＤＭＯを中心に、しっかり横の連携、

ＤＭＯについてもやっぱり誰かが引っ張って

いかなくちゃいけない。商工会か観光課なの

かよくわからないんですが、そのへんやっぱ

り中心になる組織をしっかりさせることによ

って実現できるわけですから、それをしっか

りと行政から指導していってもらうようにお

願いいたします。

次に観光協会の支援なんですが、観光収入、

今いくら出ていっていますか。新しい計画で

いいんですが。

○ 議長 幸地猛

當間直也商工観光課長。

○ 商工観光課長 當間直也

こちらは観光振興計画の策定で取りまとめ

たものになりますが、平成29年度について試

算をしたところ久米島町としてになります

が、72億8千万ということで約73億というこ

とになっています。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

現状で観光収入は72億、将来は13万を想定

したときに約93億ぐらいとみている観光収入

として、それは久米島産業、去年の産業祭り

の資料から見てみますとサトウキビがだいた

い11億、野菜が約2億ぐらい、花きが農協も

花き組合も含めてなんですが3億6千万円ぐら

いで、肉用牛でも8億ちょっとで水産業の合

計でも約25億か26億ぐらいなんです。それか

らすると観光収入というのはとんでもない数

字になる。いかに勧業産業を伸ばしていくか

を考えたときに観光協会の態勢が自主財源が

少ないもんですから、それの自主財源で雇用

しているのは事務局長だけだと思いますね。

あとの皆さんは、ほとんど事業の雇用、そう

するとこの事業というのが来年あるか再来年

あるかわからない状況の中、彼らはその不安

を抱えながら、一生懸命その観光産業に携わ

っているわけですね。その答弁の中ではいろ

んな支援をしていくということなんですが、

それを考えたときに、収入、久米島経済にお

ける効果というのはかなりあると思うんです

が、具体的に現状どおりやるのか、まだまだ

観光協会に対しての支援をもうちょっと力を

入れていくのか、そのへんどういうふうに考
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えていくのか、町としてどうなんでしょうか。

○ 議長 幸地猛

當間直也商工観光課長。

○ 商工観光課長 當間直也

ただいまのご質問にお答えいたします。今

議員からお話がありましたが、今、観光協会

さんにお勤めの方々が９名いらっしゃいまし

て内訳になりますが、お１人が協会さんの自

主財源というかたちで配置されております。

残りの８名につきましてですが、２人は県か

らの受託事業、離島活性化事業というのがあ

るんですが、そちらの方で配置で３名は町の

受託事業ということで、町の方でも観光振興

ということで観光対策推進事業という事業設

けて、そちらの方で委託を行いまして３名配

置しております。残りの３名が町の一括交付

金を活用して空港案内所の２人を含めなんで

すが配置している状況になります。こういっ

た配置の要因というか、内容につきましてで

すが、町の方の補助金としましても運営に係

る人件費というのは補助としては対象外と申

しますか、各事業所さん、あるいは団体さん

の方で、やはり担っていただくべき費用とい

うところで、事業を実施するかたちで配置を

行っているところであります。

観光協会さんの財源の確保については、こ

こ数年、課題があるというところもございま

したので、平成26年から一括交付金を町が活

用して体験交流型観光商品開発促進事業とい

うのを実施してきました。内容的には島の資

源を有効的に活用した、あるいは人材を活用

した再現プログラムあるいは教育旅行の受け

入れという内容になりますが、この事業につ

いては島の資源を最大限発揮しようという狙

いと、もう一つは自主財源がなかなか確保し

づらい観光協会さんの収益事業というのを構

築できないかという狙いもございました。そ

の中で平成26年から当初３年計画で収益化に

向けて目標立てしたわけなんですが、なかな

か３年間では成果が厳しくて、その後29年、

30年というかたちで延長するような流れにな

りまして、実施してきました。今ご質問があ

る部分につきましても、今年度終了の事業を

次年度も継続できないかという話の中で、ち

ょっと活用している財源とかも含めて、お話

した中ででたことでもあるかと思うんです

が、その中で実際この５年間、平成29年度ま

での決算になるんですが、平成27年度以降は

先ほど申し上げた事業を中心に、あとは観光

協会さんのご努力もございまして収益が230

万から350万程度、毎年この３年間決算とし

ては捻出されおります。後は平成29年度、昨

年度につきましては収益事業でお１人雇用確

保もした上で320万ほど収益が出ております。

ですので、そういった運営の中で出ている観

光協会さんの予算もしっかり精査していただ

きながら人材確保をしていただけないかなと

思っています。

この件については実は、今年度、入ってか

らも観光協会さんとは年度始めに会議を持っ

たり、あるいは夏場に会長、副会長とお話を

させていただいたり、予算編成前に次年度の

予算に向けての意見交換会を行ったりという

ことで数回、会を持ちました。その中で会長、

副会長からも今のご質問が出てきておりまし

たが、先ほどお話したような町の今補助金の

対象という定義もお話をしながら、ただ議員

からもお話がありましたが、非常に本町の基

幹産業担う団体というところで人員配置も含

めて、中長期的な計画をご提出できないかと
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いうお願いを２、３度程しましたが、今そう

いった計画の方も提案させていただけていな

い状況なので、実際、今、人手が足りないの

か、あるいは配置してどういったかたちで観

光協会さんとして組織をしていくかというの

を含めて見た上でしか検討できないというの

が現状になっております。

ですので今後の支援ということで町長の答

弁でもありましたが、これまでの支援も当然

継続するんですが、今、盛本議員からご指摘

があった点もしっかり念頭に入れて支援はし

ていきたいと思います。支援については協会

と引き続き意見交換ですとか、しっかり連携

して行っていきたいと思います。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

私が質問したいのは、今、不安雇用をちゃ

んと安定した雇用ができないかどうか、本当

に事業で予算編成の段階で云々の話やってい

るんですが、そうじゃないようなかたちの中

でね、究極を支えている底辺な方々なのでし

っかり財政の問題もあるでしょうが、そのへ

んも考慮しながら今後観光振興に町としては

協力していただきたいと思います。これに関

してはこれで終わります。

続きまして３点目の久米島高校の定数確保

なんですが、町長の答弁では、今後、久米島

高校の魅力化と発展を考える会の協力、強化

を図りながら、新たなビジョンを策定し、さ

らに久米島高校への魅力を図ると。高校側に

も魅力化支援員の配置を考慮しているという

ことなんですが、久米島高校の魅力化発展を

考える会は約30名ぐらいいますかね。全島を

網羅したかたちの中で、そういう会はあるん

ですね。その中で、この魅力化の活動に関し

てはかなり浸透してきています。島内でもそ

うなんですが、県外も含めて、その結果、離

島留学生に受験者数がかなり増えて当初平成

26年度から始まったと思うんですが、平成26

年が５名で平成27年が10名、28年がちょっと

おちるんですが７名、29年が13名、30年が10

名で今年が18名と、それがそういうところで

視察する学校も増えてきている。オープンス

クールが29年が23名だったんですが、平成30

年も41組と、それからすると魅力化に関して

はかなり効果が出ている。かなり効果は出て

いるんですが、私が聞いているのは園芸科の

廃科に端を発して久米島町をあげて廃科を阻

止しようという中で離島留学の制度を入れた

し、公営塾とか里親制度もこういうことでや

っているんですが、現在、中学生これ推移を

見てみると、去年の５月の小学生の数なんで

すが、小学１年が77名、小学２年が82名、３

年が84名ずっといくと中学３年まで、この10

年間ぐらい数字を見てみますとほとんど60名

か70名ぐらい、その中で島外に出ていくのが

約７割ぐらいは島外へ出て行く、これもしょ

うがない部分がある、過去ずっと２割か３割

の範囲で出て行く。それからすると絶対数が

足りない、町内では。今回もそうなんですが、

寮が10名しか空かないんで10名しか入れられ

ないという状況なんですが、今年の受験者数、

平成31年度の普通科が、これ連携で20名、園

芸科が４名なんですね。先だって一般入試終

わったんですが、まだ結果は出ないんですが、

普通科エントリーしたのが19名で園芸が12

名、合計で普通科が39名なんです。これまる

まる入学させても40名足らない。そうすると

１学級しかならない。これは最低25名ぐらい
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３クラス確保するとしても25名ぐらい想定し

たときに、どうしても20名ぐらいは島外から

当面は入れないといけない部分がある。それ

を今学校とか地域とか保護者ではかなり難し

い問題なんだ。それも含めて行政として手を

打つべきじゃないかと思う。魅力化は魅力化

でかなり浸透していって効果出ている。これ

非常に良いことだと思うんですが、この魅力

化をアピールしながら、じゃあ実際受け入れ

はどうなるかというと、これは相反している

ようなかたちの中できているので、これです

ね町長、何とかしてでも、これ当面は離島留

学で繋いでいって、先ほど言ったように深層

水あたりでどんどん人口を多くして絶対数を

久米島町内で久米高を存続させるぐらいの絶

対数を確保しなくちゃいけないと思うんです

が、そのへんに関しては、どういうふうに考

えているのかお伺いします。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

先ほどの答弁でも申し上げましたが、今回

の卒業式行ってみましたら、島外の高校を希

望するのが両方で20名余りいると、それはそ

れなりの目標を持っていくのは私はよろしい

かと思います。しっかりその子たちが目標を

持って、それをちゃんと達成できるようなこ

とであれば非常にいいことだとは思っていま

すが、ただ島外に出て、他の良い高校に入っ

たからそれで満足してしまって、例えばスポ

ーツで行く子たちも、その何百名もいる部員

の中でレギュラーを取れるのは本当に並大抵

のことじゃできないと思っております。その

へんをしっかりわきまえて、特に保護者はそ

ういうものも想定しながらやる必要があると

思います。

ただ、さっきも申し上げたとおり町営塾が

開設されて、今回、島の子たちもいい大学に

６、７名入っております。それが本島に行っ

て塾に通うとなると10万以上のおそらく仕送

りしないと間に合わないと思っております。

それも含めて本当に久米島高校で何が足りな

いかというのを、もう少し関係機関も一緒に

なって、分析しながら将来の久米島高校のあ

り方というのは、みんなで知恵を出し合って

やる必要があると思っております。

○ 議長 幸地猛

休憩します。（午前11時57分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午後１時30分）

午前に引き続き会議を開きます。

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

先ほども申し上げたんですが、平成31年度

の受験状況で、２日も39名、もしかすると今

回は一般入試を100％合格という前提の話な

んですね。それで39名。二次募集はどういう

かたちになるか分からないんですが、そうい

う状況の中で、私が質問したいのは、留学生

をあと10名ぐらい増やせば当面10年ぐらいは

３クラスぐらいで維持できるんじゃないか

と。増やすためにどうするかということ。寮

を増やすのか、どこか民宿を借り上げするの

かとか、いろんな方法あると思うんですが、

これは財政が伴うのでいろいろ議論しなくち

ゃいけないと思うんですが、久米島高校が２

クラスなり、もしかすると廃校という現状に

なるのか。

今、沖縄県の高等学校編成整備計画が現行

で、平成20年から33年まで10年間の計画で動
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いているんですが、平成33年というと、おそ

らくあと再来年ぐらいで、そのへん整備計画

の案をつくる可能性がある。そういう中で久

米島高校が２クラスぐらいしかできませんよ

という中で、まだ廃科、廃科どころか、もう

廃校という言葉が出る可能性がある。これ喫

緊の問題なんですね。そのためにもいろんな

情報を得ながら対策を立てなくちゃいけない

と思うんですが、久米島高校が廃校になった

ときのシミュレーションかなんかやったこと

ありますか。

例えば、子ども達が60名、70名ぐらいいる

んですが、そうすると最高学府である高校が

なくなる。そうすると島外に出さなくちゃい

けないということになるんですね。そうなっ

たときにその家庭の負担とか、経済的負担と

か精神的負担がかなりあると思うんですが、

そのへん考えると当面はやっぱり久米島高校

というのは存続していかなくちゃいけないと

いう現状があるんですが、行政として、先ほ

ども言ったんですが、寮を増やすとか、民宿

を借り上げしながらでも離島留学を受け入れ

る考えはないかどうか、そのへんちょっとお

聞きします。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

お答えします。今、民宿の借り上げとかと

いう話ですが、その件については今のところ

は考えておりません。ただ、寮の増設に向け

ては、いま内部でいろんな角度から検討して

みなさいということで指示をしております。

この間、宮腰大臣がお見えになったときも、

この寮の現状を報告しましたら、いろいろと

また支援していくということも言っておりま

すので、内部で検討して、その必要性があれ

ば次のステップとして増設に向けて動きたい

と思います。

○ 議長 幸地猛

休憩します。（午後１時33分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午後１時33分）

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

本当に久米島高校の問題は、これは一部の

問題じゃなくて、久米島町全体の問題です。

これがなくなると、高校が廃校になると人口

減少、本当に歯止めきかなくなりますよ。ず

っと人口減少の歯止めをということをずっと

言ってきているんですけど、やっぱり何か目

的があって、久米島高校を存続するためにそ

の人口減少を止めましょうとかね。そういう

逆発想でいかないと、人口を増やしてなんと

かやりましょうじゃなくて、こういう危機感

に直面しているから人口を増やさないといけ

ないのかなという部分とかですね、そういう

部分で人口減少を止めていかないと、これも

一つの久米島高校の問題は人口減少に歯止め

をかけるような一つの要因なので、これしっ

かりですね、町長、行政も含めてね、今、確

かに久米島高校の魅力化と発展を考える会で

は一生懸命やっているんですよ。魅力化は結

構浸透していますので、あと受け入れをどう

するか。そのへん含めて、町長含めて行政の

皆さんで考えていただきたいということで質

問を終わります。

（２番盛本實議員降壇）

○ 議長 幸地猛

これで２番盛本實議員の一般質問を終わり

ます。
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次に、８番喜久里猛議員。

（８番喜久里猛議員登壇）

○ ８番 喜久里猛議員

８番喜久里です。通告書に従って質問した

いんですが、その前に私の質問の一番最初、

質問事項の中で「平成31年度施政方針につい

て」となっていますが、私の原稿は「施政方

針から」なんですよ。文章の流れとして要旨

のところで「ついて」になりますので、これ

は「から」です。訂正して下さい。

それでは、質問に入ります。まず、平成31

年度施政方針からなんですが、まず、１．農

林水産業の活性化。(１)収入保険制度とは、

どのような保険か、補助はあるか。くわしく

説明して欲しい。

２．商工、観光産業の活性化。(３)になり

ます、７月１日就航予定フェリーの船名とト

ン数は、又、高速船の導入に継続要請とある

が、導入の意思決定はしたのかということで

す。

３．教育・文化の充実。(５)久米島高校魅

力化。じんぶん館は29人でいっぱいだが新し

い寮の計画等はどうなっているか。新年度予

算等に調査費の計上はあるかという質問でご

ざいます。

４．福祉の充実。安く長期滞在のできる宿

泊施設の整備とあるが、公立久米島病院の産

婦人科再開は断念したのかということの質問

です。

５番はありません。

６．生活基盤の整備。(５)安心した生活環

境の推進・公営霊園の新設の中で駐車場の拡

張がないが拡張するのかという疑問と、景観

の配慮とは現施設の周囲のことをいっている

のかという質問でございます。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

（大田治雄町長登壇）

○ 町長 大田治雄

８番喜久里猛議員の質問にお答えいたしま

す。まず、農林水産業の活性化の中で、１－

(１)収入保険制度について。収入保険制度は、

品目の枠にとらわれず、自然災害による収量

減少だけでなく、価格低下なども含めた収入

減少を補填する仕組みであります。

又、仕組みとしては、①としまして、青色

申告を行っている農業者（個人・法人）が対

象であります。②農業者が自ら生産した農作

物の販売収入全体が対象であります。③保険

期間の収入が基準収入の９割を下回った場合

に、下回った額の９割を上限として補填され

ます。④農業者は、保険料・積立金を支払っ

て加入します。基準収入が、１千万円の農業

者が補償限度９割（保険８割＋積立１割）で

あります。支払い率９割を選択した場合の試

算では。補助後の保険料は、7万2千円、国庫

50％補助（掛捨て）であります。積立金は、

22万5千円、国庫75％補助（掛捨てではない）。

合計29万7千円となります。

次ページをお開き下さい。また、サトウキ

ビにつきましては、平成31年度に限り保険料

を久米島製糖が助成します。

２－(３)事業者に確認しましたところ、新

造船については船名が「フェリー海邦」、総

トン数は1,200ｔとの回答であります。

高速船については、高速船導入支援につい

ては沖縄県から非常に困難との回答を得てい

ますが、27年度の町民及び旅行業者等を対象

にした調査で利用者ニーズのあることが報告

されております。支援制度適用に向けて引き
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続き要望を行っているところであります。導

入の意思決定までは至っておりませんが、支

援制度適用の見通しが立てば財源確保及び収

支計算が可能となることから、運航事業者と

の協議を重ねて導入判断を行いたいと考えて

おります。

続きまして、３－(５)来年度におきまして、

じんぶん館はほぼ満室になりまる。３名は里

親制度での入学予定で調整を進めておりま

す。じんぶん館の年間運営費は約３千万円の

一般財源を投入している事から寮費の改定も

視野にいれている状況であります。さらに過

疎地域間において留学生の募集が全国的に広

がりをみせていることから、今後の動向を踏

まえ増設について検討してまいりますので、

新年度への調査費等は計上しておりません

４番、平成20年４月以降公立久米島病院で

出産ができない状況となっています。産婦人

科の医師の確保が全国的にも困難であること

から、大変厳しいのが現状ですあるが、公立

久米島病院の産婦人科の再開については、関

係機関と連携し環境整備に努めてまいりま

す。

続きまして、６－（５）平成31年度には納

骨堂と取り付け道路の実施設計を執行し平成

32年度に建築工事を執行いたします。その後

に駐車場等の整備を計画しております。霊園

周辺には緑化による景観形成に努めます。ま

た、散在化する個人墓地が、土地利用計画や

景観を阻害していることから、町営霊園の整

備をし、霊園への移転誘導を図ることによっ

て、個人墓地の散在化抑制と整理、景観への

配慮が図られると考えております。

（大田治雄町長降壇）

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

それでは再質問させて下さい。まず、１番

目の回答１－（１）なんですが、この中に青

色申告を行っている個人・法人とあります

が、青色申告をしていなければ、この制度に

は該当しないかということですね。

それと、農業収入の基準としてあるんです

が、その農業収入基準は常にあるのかどうか、

データは。

それと、積立金とは何を指して言っている

のか。これがちょっとよく分からない。

また、掛け捨てとあるんですが、今までの

キビ共済については掛け捨てから積み立てに

なったはずなんですが、これが一部は掛け捨

てになり、一部は積み立てということになる

ので、これはちょっとどうかなと。農家にと

ってのメリットがあるのかなということがち

ょっと疑問になります。

それから、サトウキビだけは31年度久米島

製糖さんが補助するということで非常にあり

がたいんですが、農作物共済としての位置づ

けであれば、この畑に対してサトウキビだけ

の対象になるわけですね、これは。そうなる

と、他の作物との兼ね合いが、そのへんちょ

っと疑問なんですよ。そのへんからまず答え

て下さい。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

ただいまの喜久里議員の質問にお答えしま

す。収入保険制度はまだ走り出して30年度か

ら加入推進を行っておりますが、保険の掛け

捨てと積み立てがありまして、基本的に対象

者は青色申告が対象となっております。加入
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する場合は一旦、青色申告に加入しまして、

サトウキビにおきましては現行のサトウキビ

共済を１カ年間加入してもらえば青色申告に

加入できるということで聞いております。

続きまして、積み立てと保険の掛け捨てが

ございますが、積み立ては掛け捨てではなく

そのまま毎年その額を積み立てていけるとい

うふうに説明を受けております。

他の例えばキビと野菜とか、他の作物、キ

ビと甘しょとか他の作物すべてが対象となり

ますので、全ての作物の所得収入に応じて対

象となりますので、これが青色申告で直近、

例えば３カ年分の申告を提示して、それを平

均して基準額を出していきますので、最低３

年分の青色申告の資料が必要だということで

伺っております。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

私の質問で詳しくて説明してくれと言った

もの、詳しく説明しすぎてよけい分からなく

なっちゃったんだよ、これ。改めてまた担当

に詳しく聞こうと思っているんですが、ただ

１つ、これ全て面積調査も必要、それからさ

っき言ったデータも必要となると、行政側の

方で担当１人置いてもらえるんですか。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

行政では担当職員の張り付けはございませ

ん。農業共済から職員が１人産業振興課内に

事務所を構えて常駐しておりますので、彼の

方が電話があったら農家の方に赴いてとか、

我々の農事懇談会とか、いろんな場所で保険

の制度についての説明は行っております。

今後、法人が６月決算とか迎えますので、

法人向けには４月、５月に集中的にまた説明

を行うということで報告を受けております。

○ 議長 幸地猛

喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

今、共済担当がやりますと、共済の職員で

すよね。申し訳ないですけど、共済の職員は

たぶん常勤だと思うんですけど、私はあまり

見たことがない正直言って。本当につかまる

かと非常に疑問なんですよ。これぶっちゃけ

た話が、前回の担当はほとんどいませんでし

たよね、今回は知りませんけど。そういうこ

とですので、これは町長ぜひ気をつけていた

だいて、農家がいつでも会えるような態勢に

して、いつでも勉強できるような態勢にもっ

ていってほしいなと思います。これお願いし

たいと思います。１番目のこの質問はこれで

終わります。

次の質問ですが、２番目の(３)新造船フェ

リーでの関連にあるんですが、私の質問がち

ょっと不足でした。もし把握しているんでし

たら答えて下さい。フェリーは海邦というこ

とと、それから1,200ｔということでしたが、

これは新年度予算のどこかに出てくると思う

んだが購入価格を教えて下さい。まずそれか

ら。

○ 議長 幸地猛

當間直也商工観光課長。

○ 商工観光課長 當間直也

当初予算に計上しておりますのは予定額に

なりますが1億5千62万円ということで今計上

しております。

失礼しました。すみません。町の支援額を

申し上げてしまいました。買取価格につきま
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しては、22億1千500万円ということになって

おります。こちらが今７月１日の買取予定と

いうことでの費用になります。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

びっくりしましたね。前のフェリー琉球は

14億じゃなかったかな。５年、６年でこんな

に高くなるの。同じ1,200ｔですよ、しかも。

これはもうしょうがない、向こうが言うわけ

ですから。

この中から今度は高速船へ移るわけです

が、実は高速船、この施政方針の中から受け

ますと、決まったのかなということだったん

ですが、この中から見ますと、これはまだ決

まっていないと。ただ、協議を重ね導入判断

を行いたいということが回答されておりま

す。

実は、この質問書を出した後にテレビを皆

さん見たと思うんですが、佐渡新潟の高速船

は何かとぶつかって、たぶんクジラだろうと

いうことなんですが、あれが新聞に出てきま

して、佐渡と新潟は80㎞ですか。この間を時

速70㎞、65分で着くと。恐ろしいスピードで

すよね。たぶんこれは浮いた、テレビの画面

を見たこれは双胴ですね、２つ。そうなると

今まで我々が叫んでいる１時間とか２時間と

いう話じゃないんですよね。これだけ短縮で

きるんでしたら、これはぜひ導入してほしい

と思うんですけど、当然ジェットですからま

たこれも購入単価が心配になってきます。購

入単価知っていますか、課長。あの船の購入

だいたいいくらするか。

○ 議長 幸地猛

中村幸雄プロジェクト推進課長。

○ プロジェクト推進課長 中村幸雄

高速船の導入価格については、いろいろ調

査をしている中では、昨日ニュースに出てい

たジェットフォイルはものすごく高くて、40

億から50億円というぐらいの価格で聞いてお

りますが、今調査をしている船については双

胴船、カタマランタイプ、中古の船を見てい

るんですが、価格的にはまだ提示等がなくて、

そこは今どれぐらいの価格になるのか照会中

です。回答待ちというところです。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

50億円しますか、だいたいね新潟佐渡のや

つは。今、香港がどこかの島と橋ができて高

速船が空いていると。これをまず試験的に持

ってきたらどうかという話もありましたよ

ね。あの船が実は私、どの程度の大きさか分

からないんですよ。あれがもし試験的に借り

られるんであれば、１回実験してもいいなと

思うのと、町長、それから中村課長あたり行

ってきてもいいんじゃないですか、見てきて

いいんじゃないですか、そのへんどうでしょ

う。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

ただいまの質問にお答えしますが、実は１

月14日に香港マカオ間に、この高速船が走っ

ておりますが現場を見てきました、乗ってき

ました。乗れるのが400名、久米島の今の航

空便全部の席数ぐらい乗れます。時速が70㎞、

だいたい３ｍの波でも走れると。久米島那覇

間でしたら１時間30分でこれるということを

言っていました。我々が乗ったときも非常に
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快適で、波も少々ありましたが本当に揺れる

ということがなく、今言うように香港・マカ

オ間が橋が架かって、今14隻ほど保有してい

るらしいですが、これが将来的には減らして

いくと。橋が全て一般車両が通るようになれ

ば当然稼働率も下がるし、処分するというこ

とになります。それを今なんとか補助メニュ

ーに載せて運行ができるかどうか、実は今週、

また代議士、先生方と調整することになって

おります。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

町長が行ってきたというのは情報がなくて

今聞いたんですが、予想以上の規模の大きな

船ですね。400人も乗れて時速70㎞、間違い

ないですか。であれば１時間ちょっとで行き

ますよね、久米島。非常にいい話なんですけ

れど、ただ問題はこの船がいくらでとれるか。

仮に、古い船ですから古い船を買った場合に

補助事業にのせられるか、そういう問題もあ

るんですが、これは町長ぜひ頑張って、ぜひ

就航できるような体制にもっていけば、観光

どうのこうのいって観光客12万人とか言って

いますけれど、全然伸び悩んでいる観光も見

えてきますよ。ということです頑張って下さ

い。

次、３－５なんですが、回答書の中のじん

ぶん館は回答を見ますと、この中で私あまり

気に入らないんですよ、回答が。下から５行

目あたりから、更に過疎地域間において留学

生の募集が全国的に広がりをみせていること

から、今後の動向を踏まえて増設について検

討してまいりますので、新年度への調査費等

は計上しておりません。という回答なんです。

今の久米島こんな余裕ないですよ。他地域に

絶対負けちゃならないんですよ久米島は。事

情が違うんです、離島です。もう人口の増が

大幅に見込めない以上、子ども達の留学を入

れて、その家族共々を久米島の町民として扱

うような方法にもっていかないと、久米島は

本当に崩壊集落になりますよ。集落じゃない

けど崩壊島になりますよ。

それで、調査費を計上していないというん

だが、そうじゃなくて、さっき言った民間も

あるし民宿もあるし、でもなくてもそういう

調査をして、建物を造ったらどうなるか、こ

れ町長ね、仮にこれ失敗しても町長を責める

人いないと思いますよ。建物は造ったけど留

学生いませんでした、これでも私はいいと思

っている。これぐらい切羽詰まっているんで

す久米島は。

現に、我々は島前高校を参考にしてやって

きました。今、久米島が注目されていますよ

ね、久米島を参考にするということで久米島

に見に来ます。見に来ますんですが、見るの

はいいんですが、見に来た方々に負けたら駄

目ですよね、絶対。そのためには何をすべき

かなんですよ。それを今こんな躊躇なこと言

っては駄目なんです。調査して建物をまず造

ろうよ。設備を造っといて呼ぼうよ。そうい

うかたちじゃないと。

現に、今回の高校の入学希望者、興味ある

方が30人近くいましたよね、留学。そのうち

の10人しか取れないでしょう。なんですかこ

れは。結局寮がないんでしょう。里親も４人

ぐらいはやってくれました、ありがたいこと

です。里親は非常に難しいから、やっぱり寮

を造るしかないんですよ。

私は町長が就任して時期、高校の視聴覚室
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で県からの説明会がありました。その説明会

の中で、要するに園芸科廃科についての説明

会でした。言いました県の職員に、あなた何

歳ですかと。確か57か58と言いましたよ。あ

なたが退職して２年間。今、大田治雄町長が、

とにかく久米島高校をなんとかするんだとい

うことを一生懸命プランを立ててやっている

のに、町長の行動の腰を折るなと。そしたら

向こうは怒ってましたよ。腰を折るつもりは

ありませんと。ならば５年待てと。見ろと結

果、現に今どうですか、結果出てるじゃない

ですか。これをそのままの状態で我々がそれ

に満足すると、また他の地域にやられますよ。

だから町長、これだけは本当政治生命かけて

ほしい。どんなに町民が何を言おうと、受け

入れる施設は造っておいて、呼びましょうよ。

その方向でいったら可能性は出てきます。ど

うですか、そのへん可能性ありますか。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

先ほども申し上げましたが、今、内部の方

でこの部屋を増やすかどうかについては指示

しておりますので、早い時期に内部検討をし

て次にステップに進めていきたいと思ってお

ります。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

教育長、今町長が答弁しましたね、教育長

はどうですか。久米島の高校廃科とか、廃校

にしちゃいかんでしょう。であれば教育長と

しての覚悟が必要だと思うんですよ。今言う

じんぶん館の寮は満室になりました。もうこ

れ以上受けられませんで終わっては駄目なん

です。教育長としての考えを聞かせて下さい。

○ 議長 幸地猛

吉野剛教育長。

○ 教育長 吉野剛

まず、今年度島外の高校を希望する生徒が

例年以上に多かったです。それは先ほど盛本

議員の中からもありましたが、絶対数も少な

い上にそれだけ出ていくということなんです

が、私たちができることは何かといいますと、

生徒が高校を希望することに関してはそれは

本人、そして家族の意見というのは絶対に尊

重しないといけないということです。じゃあ

何ができるかと言ったときには、私たちがで

きることというのは、子ども達が、また親が

希望する高校を決める前に、久米島高校がい

かに素晴らしい高校であるか、魅力は何か、

良さは何かということをできる限り早い時期

に、これは周知させる必要があるのかなとい

ったところで今取り組んでいるわけなんです

が。

その１つとしまして、一昨年から、まず久

米島高校はこういう学校ですよ、こういう良

さがありますよといったようなお知らせ文

を、小学生が中学校に入ったすぐ４月の初め

に久米島高校の良さ、取り組み等についてや

りました。それでもまだ足りないということ

で、今年度は、つまり良さが前村基金である

とか、ハワイの留学であるとか、学習センタ

ーであるとか、また今年からできた奨学制度

の給付型奨学金といったようなものですね、

それをとにかく周知していこうということ

で、今度はＡ３判で表裏でやって、裏の方に

はその基金についての項目、また条件対象等

についてやりました。そういったことを知ら

せた上で、情報をいっぱい与えた上で希望校
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を決めてほしいなということでやっていま

す。

また、今年度この３月には小学校から中学

校に入る前に入学説明会がありますけれど、

この説明会の中でも時間をとって、今度は小

学生にその中身を、そしてその親に伝えてい

こうという予定でおります。

教育委員会としては、そういったことをで

きるだけ生徒、そして保護者に情報を与えて

いくために何をすべきかといったようなこと

をこれからまた考えていきたいなというふう

に考えております。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

久米島高校の留学生につきましては、高校

の子ども達につきましては、これは放ってお

けない問題ですのでお互い頑張っていってほ

しいなと思います。

先ほどの質問の中から実は町長も発言して

いました。盛本議員も発言していました。実

は私もこの間の西中の卒業式に参加させても

らって本当にショック受けました。卒業生は

35人です。久米島高校は16人です。残り全部

島外です。これはいかんだろう。

本当に私は、今、執行部の皆さんの家族構

成は知りませんが、那覇に出ている子がいる

んだったらごめんなさいね、耳の痛い話にな

ります、同僚議員も、耳の痛い話になると思

うんだけれど、本当に島外に出る必要がある

のかということなんですよ。ただ子どもが行

きたいから、はい行かすよ行かすよと。本当

に申し訳ないです、誰かうーんと言う人もい

るかも分からないが、収入の高い方々はだい

たい行かしますよ。だけども、この久米島を

支えているのは誰ですかと。一般町民、いわ

ゆる農業であり漁業であり、そういう一般の

低収入の方々が久米島を支えているんです

よ。その久米島に住んでいて久米島から給料

をもらって自分の子ども那覇に行かす。私に

言わせたらそんな馬鹿な話はない。ちゃんと

ここで勉強する気持があれば勉強できます。

仮に、先ほど答弁ありますね、進学率高く

なってますよ。私が身元請け人になっている

子が今２年で今度３年になります。この間会

いまして、おまえ進級できたかと、もちろん

ですよと。じゃあどこ行くと言ったら、琉球

大学行きますと。こういう子ども達が久米島

に来るんであれば、久米島の子ども達も成長

します。そういうことがあるので、久米島の

子ども達の問題だけは、お互いに本当に久米

島ンチュとしての気持でやってほしいなと。

もしその中に本島に行っている子がいたら失

礼、ごめんなさいね。だけど私は我慢できな

い。これずっと抑えてたけども。久米島その

ものが潰れるわけだから。ということで頑張

って下さい。これは以上です。

次、大きい４の福祉の充実ということなん

ですが、再質問に入るわけですが、これは久

米島公立は施政方針を見たらなんとなく産婦

人科はもう諦めたというような気がしたので

質問したわけですが、幸い回答ではそうでは

なくて、関係機関と連携し環境整備に努めて

まいりますということなんですが、環境整備、

産婦人科の再開、開室について具体的にパッ

と言えばいいのに、環境整備とはどういうこ

とかなと思うんだよね。医師確保に努めます

と言ってほしいんです私の回答は。そのへん

どうですか。

○ 議長 幸地猛
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大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

お答えしますが、この件に関しては非常に

ハードルが高い話でありまして、まずは産科

をもつ場合、そこで出産させるとなるとドク

ターが２名必要ということであります。24時

間体制で組むと要するに４名必要になってき

ます。そういうことの基準からすると今の久

米島公立病院の７名のドクターが全て産婦人

科の資格があるわけでもないし、現状として

は非常に厳しいということであります。

ただ、これ先生方の言い分では絶対そうし

なさいということはないみたいです。なんで

すが、いろんな事故とかあった場合のいろん

な責任問題等があって、それは非常に今の基

準からすると久米島公立病院で扱うのは厳し

いということの回答でありました。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

私の友達の娘さんも実は子どもさんが身ご

もって那覇で長い間入院して、体調がちょっ

とおかしいということでやってたんですけ

ど、これ私たぶん前にも言いましたよ。いく

ら金もらったって久米島で生みたい。この精

神的な苦痛、やっぱり大変なんですね。自分

はちょっと分からないんだけれど、女性の方

にとっては特に自分の地元にいたら妹や兄弟

もいるし父母もいるし、那覇にいたら入院し

てたら滅多に会えない。しかも面会謝絶され

るし。なんとかしてちょうだいと声がありま

したので、ぜひ産婦人科については頑張って

下さい。難しいのは分かります。２人体制、

それから24時間。久米島でひきあわないとい

うのも分かります。これはしかし、お互い努

力すべきなんです。ちゃんとした公立病院と

して、本来は元々久米島に県立病院をつくろ

うとしたのが出発なんですよね、県立病院で

した最初は、構想は。大田昌秀先生が知事に

なって、どう頑張っても県立は無理だと。で

あればということで公立にしました。その時

の実は目的は産婦人科なんですよ。お母さん

方が島でということで、出産間近になって船

も乗れない、飛行機も乗れない、これじゃあ

大変だから県立つくって産婦人科置きましょ

うですから、原点に戻って頑張ってほしいな

と思います。

次いきます。６の(５)、斎場のことですね。

これは質問書は出したんですが、実はこの間

現場視察へ行って課長から詳しく説明され

て、割りとやってくれているなということで

ありましたんですが、若干再質問させて下さ

い。

この中で、納骨堂が出てきますね、造りま

すね。現在、町が造った、あるいは県が造っ

た納骨堂何カ所ありますか。

○ 議長 幸地猛

吉田政也環境保全課長。

○ 環境保全課長 吉田政也

こちらで把握しているのは１カ所で、無縁

仏を納めるかたちで造られたのが１カ所。場

所は旧火葬場の後ろ側でありまして、そこに

は３体無縁仏がございます。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

旧火葬場、儀間の上ですよね。久米島は他

市町村に先駆けて土地改良を進めてきまし

た。どうしても無縁仏が出ます。カンジンに

１個ありますね。実はカンジンも立派なんで
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すが、４人ほど遺骨の主がいるんです。その

他が入っています。それと、今の自動車整備

工場、向こうにも納骨堂があります。納骨堂

というよりも場所がありますコンクリで造っ

てもう入れません。前に置いてありました、

見たことありますか、両方見たことあります

か。それだけ答えて下さい。

○ 議長 幸地猛

吉田政也環境保全課長。

○ 環境保全課長 吉田政也

カンジンダムの方にあるのは何回か掃除も

やりましたので分かります。先ほどおっしゃ

った納骨堂造られていっぱいしているという

お話は最近聞きまして、その部分もどうする

んだという話も最近聞きました。ただ、現場

は見たことは正直ございません。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

カンジンの納骨堂は、あれはやはり主もい

るということで４体は、４人の方々の主もい

るということで掃除もしますし、そっちは掃

除しやすいけれど、実はトウカバルの自動車

整備工場の前のは、あれは入れてそのままな

んです。誰も供養もしてくれない。お願いし

たいのは、新しい納骨堂ができます。これも

全部回収して一緒に納めていただいて、ちゃ

んと供養してあげてほしいなということで

す。これ検討して下さい。

それと、これ実は私最初から課長に言って

いますよね。この葬祭場素晴らしいのができ

て、葬式するのはいいんだが、確か使い始め

て３回目ぐらいだったと思う。同級生の友達

に言われまして、私これなんとかしろと、実

は私も気に入ってないんですよ。何よと言っ

たら、この段差よって、こけるよって。あの

時はこけなかったんですよ、ところが後で何

人かこけたらしいです。それで課長はこれは

ちゃんとしますよと。ちゃんとしますよだけ

ど、これは移動ではなくてできたら固定して

ほしいなと。会計もいろいろあるだろうけれ

どこれは知恵でごまかして下さい、そのへん

は。それ一つお願いしたい。

それともう一つ、垂れ幕、正面の。あれど

う見たっておかしいんですよ。課長は私に言

われて直そうと思ったんだけど、たぶん直ら

なかったんだはず。何かで結んでいますね。

よく見て下さいあれ、皆さん気づいています

か。正面を見て下さい、左に傾いているんで

すよ上。ということは元々寸法が短くて左側

に引っ張られているか縮んじゃったかなんで

す。ここはいわゆる葬式の場においては気持

が目の前の写真だけにいっちゃうんだが、実

はその会場そのものも形というのは、私から

言わせると立派にしてほしいなと。立派な葬

祭場ができたわけだから斎場が、これは明ら

かに設計ミスか、工事ミスなんですよね。ど

うなんですか、これ。直せなかったんでしょ

う。

○ 議長 幸地猛

吉田政也環境保全課長。

○ 環境保全課長 吉田政也

この件については、実際メーカーさんが県

外で、請負側の会社は久米島内にあるんです

が、その部分について久米島にいる方が直せ

ないということで、県外から来るのを今待っ

ている状況でございまして、その点について

は今後直していきます。先ほどの段差につい

てもこれは会計検査の件もございますから、

早急に仮設でも造っていこうという申し合わ
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せは課内でもやっております。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

直してくれるんですよね、直して下さい。

本当にみっともないですよ、せっかくきれい

に造っているのにね、片腹だけ黒で片腹だけ

白で真っ直ぐになって、それは県外というん

だけどなんでかな、これぐらい県内で直せな

いわけ、ちょっと分からないな。いずれにせ

よ直しますよね近いうち。１カ月２カ月、今

年度内とみていいですか、３月いっぱい。よ

ろしくお願いしたいと思います。

町長、この納骨堂なんですが、これ本当に

私びっくりするぐらいの早い時間で予算もら

って造って立派にできています。みんな助か

っています。ただ、問題は後ろ側が寒いんだ

よな。これもさっき課長に聞いたら、これも

植栽しますよということなんですが、木が伸

びるまでは防風ネットか何かで覆ってくれた

ら、年寄りの方々も行きますので葬式の場合

は、非常に助かります、どうでしょう。

○ 議長 幸地猛

吉田政也環境保全課長。

○ 環境保全課長 吉田政也

その件についても課内では担当にも指示し

まして、果たして風がどの方向から実際来る

のかと検討してみようということで、山手側

上側を囲えばあうのか、またもうちょっと脇

風というんですかねそこからくるのかという

このへんの出所も探してから対策しますの

で、おっしゃるとおり木が生えるまで待てな

いという状況ですので対応していきたいと思

います。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

これで終わるわけですが、今日の質問につ

いて私は非常に良かったかなと。高速船もこ

ういう状態で進んでいるし、斎場についても

いろいろ考えて改善していこうと考えていま

すので、問題はやっぱり、じんぶん館、子ど

も達の高校の寮。これだけは、他市町村もや

ってるから見据えてということは言わない

で、久米島は久米島の気持で走って下さいと

にかく突っ走って下さい。他所見る必要ない

ですよ。久米島はそういう状態におかれてい

ますので、そのへん再度お願いして終わりた

いと思います。ありがとうございます。

（８番喜久里猛議員降壇）

○ 議長 幸地猛

これで８番喜久里猛議員の一般質問を終わ

ります。

休憩します。（午後２時15分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午後２時24分）

休憩前に引き続き会議を開きます。

次に、４番崎村政明議員。

（４番崎村正明議員登壇）

○ ４番 崎村正明議員

始める前にちょっと訂正がありますので、

すみません。

○ 議長 幸地猛

休憩します。（午後２時24分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午後２時25分）

４番崎村正明議員。

○ ４番 崎村正明議員

議席番号４番崎村政明です。私から２点質

問いたします。
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最初に１点目、サトウキビ振興についてで

あります。ハーベスタも導入し機械化が進ん

でいる現状ではあるが、農家からはハーベス

タ受託料金が高く利用できないという声がか

なり多く聞こえます。

本町は、年々高齢化が進み、サトウキビの

生産が厳しい状況にも関わらず、他の地域と

比較するとハーベスタ収穫率が低く料金も割

高である。ハーベスタ業者に言わせると、土

地が狭く立地条件も効率も悪いため、割高に

なっているということのようである。私が思

うには、ハーベスタ業者だけに料金を安くさ

せるのは厳しいものがあると思う。

今後、機械化推進の流れは変わらないと思

うため、行政が中心となり久米島製糖、ＪＡ

久米島と３者で協議しハーベスタ受託料金を

助成する必要があると思う。三者で助成する

ことでハーベスタ業者に対しても低減交渉が

できると思います。そして、単収の良いキビ

の収穫も増え農家、ハーベスタ業者の所得増

につながると思います。

本町としてハーベスタ受託料金を助成する

考えはあるか町長の見解を伺いたい。

次に２点目、小中学校の教室の冷房設備に

ついて。去った平成31年２月５日の臨時議会

において緊急性を必要とする補正予算で可決

され、クーラー設置が予算化されました。工

期については、11月までに設置完了とのこと

ですが早めに工事発注し、島内の業者に分割

発注する等して、猛暑で勉強する子ども達の

ため早めに全てを設置する考えはあると思う

が、教育長の見解を伺いたい。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

（大田治雄町長登壇）

○ 町長 大田治雄

それでは、４番崎村正明議員のサトウキビ

振興についての質問にお答えいたします。ハ

ーベスタの請負料金の助成につきましては、

行政・久米島製糖・ＪＡ久米島支店の三者で

協議したことはございません。行政としまし

ては、現在機械化による収穫率を上げるため、

ハーベスタの導入に取り組んでおり、請負料

金の見直しや助成につきましては、今後の課

題となっております。

また、個別に助成ができるか確認したとこ

ろ、久米島製糖は、行政とＪＡ久米島支店の

状況によるとのことであります。ＪＡ久米島

支店は助成はできないとの回答でした。この

ような状況から、現在のところ三者での助成

は厳しいものと思われます。

（大田治雄町長降壇）

○ 議長 幸地猛

吉野剛教育長。

（吉野剛教育長登壇）

○ 教育長 吉野剛

崎村正明議員のご質問にお答えいたしま

す。空調設備設置工事を発注する前に、実施

設計を発注しその中で、クーラー及び室外機

の設置場所、電気容量などの調査を行い、そ

の設計を基に空調設備設置工事を発注する流

れとなっています。

そこで、早期に、子ども達が快適な教室環

境で授業が受けられるように、空調設備設置

工事を発注する際には、できるだけ分割発注

を行うことで工期を早められるよう進めてま

いります。

（吉野剛教育長降壇）

○ 議長 幸地猛

４番崎村正明議員。
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○ ４番 崎村正明議員

ハーベスタ受託料金の質問は過去にも他の

議員から質問された経緯があります。これは

重要な質問だと私は思っております。それで

は、順を追って答弁内容から３点再質問させ

ていただきます。

１点目のサトウキビ振興についてでありま

すが、ハーベスタ受託料金の助成について、

行政、久米島製糖、ＪＡ久米島支店の三者で

協議したことはないとのことですが、今後、

協議する考えはないか答弁を求めます。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

サトウキビ振興につきましては、町としま

してはサトウキビ振興協議会の中でいろいろ

な補助事業等も行っておりますので、今後Ｊ

Ａ、久米糖さんも含めてこの協議会の中でそ

のへんもまた議題として提案して協議ができ

ればと考えております。

新年度４月からはこの事務局がまた久米島

製糖工場に移りますので、そのへんの申し送

りもして協議していきたいと思います。

○ 議長 幸地猛

４番崎村正明議員。

○ ４番 崎村正明議員

今の答弁でしたら、答弁内容からしますと

あまりいい答えではないんですが、今の発言

で安心しましたけれど、いつ頃、聞き漏らし

たかもしれませんが、いつ頃その協議を予定

しているのか。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

私も個人的に毎年ハーベスタのオペレータ

ーの方々には何名かこういうふうに請負料金

安くすることもできますか、ということで確

認もいろいろしているところではございます

が、４月に事務局を移管しますので、できる

だけ早い時期に総会開催を予定しております

ので、その時の議題として提案したいと思い

ます。

○ 議長 幸地猛

４番崎村正明議員。

○ ４番 崎村正明議員

２点目の、現在、機械化による収穫率を上

げるためにハーベスタ導入に取り組んでいる

ようですが、いま現在、何台稼動し、ハーベ

スタ導入を何台予定しているか。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

今期ハーベスタ稼動しているのは29台でご

ざいます。そして、去った国の補正予算にお

きまして、また今年度２台導入しますので、

来期は31台が稼動するということになりま

す。

○ 議長 幸地猛

４番崎村正明議員。

○ ４番 崎村正明議員

予定している２台の稼動する場所、地域は

どことどこでありますか。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

今期採択された地域は、山城地域と謝名堂

・泊地域になっております。

○ 議長 幸地猛

４番崎村正明議員。

○ ４番 崎村正明議員
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３点目、個別に助成ができるかどうか確認

したところ、久米島製糖は行政とＪＡ久米島

支店の状況による。ＪＡ久米島支店は助成は

できないとの回答でした。現在のところ三者

での助成は厳しいということですが、私が思

うには、久米糖と行政二者だけでも、できる

という理解をしているんですけど、そのへん

もう一度詳しく説明して下さい。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

ＪＡが助成できないというのは、久米島に

やれば、全県ＪＡやらないといけないという

ことでできないという感じだと思いますが、

我々もハーベスタの受託料金の助成というの

は今まで何名かの議員さんからも質問ありま

したが、なかなかそこまでの予算確保はたい

へん厳しい状況ですので、そのへんもまた今

後できるかどうか財政とも相談しながらでき

るかどうかというのを、また今後考えていき

たいと思います。

○ 議長 幸地猛

４番崎村正明議員。

○ ４番 崎村正明議員

答弁内容を見た限りでは、その件に関して

後ろ向きな回答な感じではあったんですが、

今の前向きな回答で若干安心はいたしまし

た。万が一、久米糖と行政が一体となって二

者でも受託料金を助成できるような雰囲気づ

くりでやるのか、協議し、また更に組合も立

ち上げたと思うので、その組合とも相談しな

がらお互いに助成できるように頑張ってほし

いと思います。

次に、ここからは関連する質問６点いたし

ます。まず、１点目でありますが、本町のハ

ーベスタ料金の１ｔ当りの料金はいくらか。

この試算根拠、試算設定、その積算方法を説

明求めます。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

本町のきびの受託料トン当り6千円となっ

ております。根拠としては、今手元にある資

料の中では、平成14年にＪＡ合併を機に久米

島町、そしてサトウキビ振興協議会、ＪＡ久

米島、そして久米島開発組合、法人等で協議

した結果トン6千円に決定したと資料には残

っております。

○ 議長 幸地猛

４番崎村正明議員。

○ ４番 崎村正明議員

トン当たり6千円、これは内税、外税です

か。ないですか。

次、２点目、他の市町村のハーベスタ料金

体系と、他市町村の収穫率、そして助成して

いるところ、ハーベスタ料金とハーベスタ受

託料金を助成しているところはあるかどう

か、答弁を求めます。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

県内のハーベスタの請負料金、平均が5千3

33円、これは県内51市町村の平均がそうなっ

ております。

そして、県内のハーベスタの収穫率なんで

すが、29-30年期で申しますと、ゆがふ製糖

が55.1、ＪＡ伊是名が71.1、久米島製糖が39.

8、大東糖業が100％、北大東製糖が99.9、沖

縄製糖が83.8、宮古製糖が85.5、宮古製糖伊

良部が78.7、石垣島製糖が81.1、県内の平均
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が82.5％でありまして、そして今期久米島町

の平均が申し込みでいきますと58％のサトウ

キビハーベスタの申し込みありますが、今後

残り３月の末に向けて、さらに増えるんでは

ないかということで、今期は担当課としまし

ては60％は超えるんではないかと考えており

ます。前期の39.8から大幅に収穫率はよくな

ると思います。

県内の市町村で助成しているというご質問

では、現在も行っている可能性があるのは南

風原町でトン当たり500円ではないかと考え

ております。平成28年度までは恩納村がトン

当たり700円、金武町がトン当たり1千円、多

良間村がトン当たり1千円、うるま市が10a当

たり3千300円。平成24年度までは宮古島市が

トン当たり500円の助成を行っておりました。

○ 議長 幸地猛

４番崎村正明議員。

○ ４番 崎村正明議員

次に、３点目に移りますが、本町の現在の

私で調べたんですが、稼働率が44.9％、課長

がおっしゃる見込みで60％ですか、約ですね、

あるんですが、地域ごとの収穫率というんで

すか、そこをちょっと、どのようにやってい

るか答弁を求めます。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

各地域ごとの収穫率というのも久米島製糖

さんから資料としてはいただけますが、儀間、

東から仲村渠までの全字の収穫率がございま

すので、これはまた後で資料として提供する

ということで、平均が39.8です。収穫率50％

超えているところから、まだ20％台とか低い

ところもありますので、今後機械化によりま

してハーベスタの収穫率を向上して、農家の

皆さんの収穫の不安を取りのぞけるように頑

張っていきたいと思います。

○ 議長 幸地猛

４番崎村正明議員。

○ ４番 崎村正明議員

今課長の答弁から、私も少しばかりの資料

は持っているんですが、前期今期の実績から

見ても、字嘉手苅地区はかなり全体と比較し

てハーベスタ収穫率が低いようなんですよ。

行政としてどのように分析をしているか答弁

を求めます。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

久米島校区の農事懇談会でも嘉手苅地区の

ハーベスタの件については出ます。行政とし

ても地域の方々に法人を立ち上げて申し込み

すれば事業申請に向けて一緒にやっていきま

すよということで回答もしておりますし、で

きたらハーベスタが入りやすいような、畝幅

にすることもまたお願いもしております。そ

のへん含めてまたその地区にある建築業者に

もオペレーターもいるのであればハーベス

タ、嘉手苅地域で導入も打診してお願いして

いることもあります。

○ 議長 幸地猛

４番崎村正明議員。

○ ４番 崎村正明議員

数字的には、例えば私から言わせれば、そ

れに因果関係があるかないか分からないんで

すが、ハーベスタ導入を申し込みする人がい

なかったかどうか答弁お願いします。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。
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○ 産業振興課長 佐久田等

１名の方が導入に向けて部落でも話し合い

なんかもったという情報はありましたが、正

式に法人を立ち上げて産業振興課に申請の相

談に来たことはございませんでした。

○ 議長 幸地猛

４番崎村正明議員。

○ ４番 崎村正明議員

次に、４点目、本町のハーベスタの補助率

の割合と、あと申し込み方法、選定方法を答

弁求めます。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

ハーベスタの導入におきましては、まずは

申し込みする方々が法人を農業生産法人等を

立ち上げてもらいます。その後に我々が聞き

取り調査してちゃんと受託面積の20ha以上あ

るかとか、そのへんも一緒になって作り上げ

ていきます。そして、今期あれば今期２台導

入する方々であれば１月で国の総合事務局に

提出して、内示が３月８日にきます。そして

申請が３月18日まで申請書を送ります。その

後にリース会社３社見積もりもらいまして、

10月から消費税10％上がりますので、私たち

としては９月いっぱいまでに入札をかけてリ

ースの業者を決定していきます。あくまでも

サトウキビ農業機械等リース支援事業となっ

ておりますので、買い取りではなくリース事

業となっておりますので、リース会社との入

札契約になります。

ハーベスタも久米島町で３つのメーカーさ

んの機械が動いておりますが、各単価等も違

います。それで国庫補助で60％の補助がござ

います。そして導入事業者が20％プラス消費

税、そして今回でありますと県が11％、町が

９％助成しております。

○ 議長 幸地猛

４番崎村正明議員。

○ ４番 崎村正明議員

すみません、聞き漏らしたんですが、ハー

ベスタの全体の料金ですね。今、財源内訳も

述べてもらったんですが、本人が２割負担で

それ以外の８割は補助ということで理解して

よろしいですか。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

現在一番多くハーベスタ稼動しているのが

マツモトというメーカーでございまして、約

3千131万5千円ぐらいの値段になります。

○ 議長 幸地猛

４番崎村正明議員。

○ ４番 崎村正明議員

５点目、久米島町農業機械利用組合の設立

目的、組織構成の説明を求めます。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

久米島町農業機械利用組合が平成30年６月

15日に設立されました。組合設立の目的とし

ましては５点ございます。１点目に、現在他

地区と比べて遅れている久米島の農業収穫率

の向上を図る。２点目、機械収穫率の向上に

より農家の収穫への不安をなくし増産を図

る。３点目、ハーベスタ収穫を効率よく行う

ための受託の一括管理。４点目、組合の設置

による関係機関の連携強化を図り増産につな

げる。５点目、今後ハーベスタの台数が増え

た場合の対策、受託料、補助事業等の調整等。
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以上５点が設立の目的となっております。

○ 議長 幸地猛

４番崎村正明議員。

○ ４番 崎村正明議員

今課長から５点ほど設立目的の説明があっ

たんですが、これに今の説明文から言わせる

と、目的が受託料の調整を設置する目的に上

げているというふうに理解しているんです

が、受託料金の調整は協議したことがあるか。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

現在、この組合を設立しまして、31年度以

降まだ会議もっていない状況ですので、今後

これもこの中での協議もあるのか、今後また

関係機関と調整をしていきたいと考えており

ます。

○ 議長 幸地猛

４番崎村正明議員。

○ ４番 崎村正明議員

６点目、最後になりました。サトウキビ生

産はかなり厳しい状況にあり、増産するには

目標トン数を掲げ、面積価格で単収を上げる

ことをやっていかなければ結果が出ないと思

うんですよ。今後の取り組みがあるかどうか

説明を求めます。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

久米島町サトウキビ振興協議会を中心に年

１回、農林水産省、沖縄県、そしてサトウキ

ビ振興協議会の中に役場、ＪＡ、久米糖含ま

れて、その中で毎年１回増産プロジェクトと

いう会議をもっております。その中で生産量、

収穫面積等、ハーベスタの収穫率とか、その

へんの協議も行っておりまして、これから平

成31年度でしたら収穫面積を1,033haとかで

すね収穫率を53.1％にもっていこうとか、そ

ういう農林水産省も含めた増産プロジェクト

の中でサトウキビの増産を図ろうということ

で会議をもって進行しております。

○ 議長 幸地猛

４番崎村正明議員。

○ ４番 崎村正明議員

今後は、面積拡大し単収を上げ、農家の生

産意欲を高め増産に取り組むような態勢にも

っていってほしいと思います。

次に進みます。同じ質問の類いになるんで

すが、次に、サトウキビ産業が久米島に潤す

経済効果について少しばかり述べたいと思い

ます。

現在、久米島製糖が創業を開始し約60年、

サトウキビ農家で今まで久米島の経済を支え

てきたと私は思っております。過去には12万

以上あった生産量が、サトウキビが今では収

穫が落ち込みサトウキビの生産量はかなり厳

しい状況にあり、今期30年31年期は３月４日

時点で約52,000ｔ見込まれております。しか

し、サトウキビの経済効果を出す試算方式に

よると、仮に今期生産量52,000ｔとし、トン

当たり２万円に仮定し、4.3倍すると久米島

の経済効果が算出されるそうです。約これが

44億円余り経済効果となっております。

直接的な波及効果や間接的な波及効果でサ

トウキビ農家が過去も現在も未来も久米島の

経済を支えているのは過言ではないと思いま

す。終わりなんですが、執行部を代表して副

町長、コメントをすみませんがお願いします。

○ 議長 幸地猛

桃原秀雄副町長。
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○ 副町長 桃原秀雄

ただいまの崎村議員の質問に答えいたしま

す。確かに久米島の農業の基幹作物であるサ

トウキビは今日まで久米島の経済を支えたの

はおっしゃるとおりだと思います。また、先

ほどもお話がありましたが、昭和57年58年期

から平成４年５年期までは約10万ｔから12万

ｔを推移して反収も約７ｔから８ｔあったと

記憶しております。しかし、近年はサトウキ

ビを中心に肉用牛とか甘蔗、野菜とかも生産

され、経済が複合化され、これだけが要因だ

とは言えないんですが、近年は４万ｔから６

万ｔに推移されているのも確かだと思いま

す。

先ほど議員からもおっしゃったとおりサト

ウキビがもたらす経済効果は大きいと思いま

すので、これからも行政、関係団体、先ほど

産業振興課長がおっしゃった増産プロジェク

トも含めていろいろ検討して増産に向けて頑

張りたいと思います。

○ 議長 幸地猛

４番崎村正明議員。

○ ４番 崎村正明議員

前向きな答弁ありがとうございます。

最後に、町長に質問したいと思います。執

行部の中ではサトウキビについては一番ベテ

ランだと私は思っております。農家の方々も

非常に期待していると思うんですよ。やはり

ハーベスタ受託料金の助成に関しては、行政

が中心となってやるべきだと思いますが、町

長はどのように考えているか、答弁を求めま

す。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

お答えしますが、今制度としましては、こ

のハーベスタの料金の補助も含めてなんです

が、今現にやっているのが農業共済の補助、

そして農薬補助、肥料の補助といろんなメニ

ューを事業にのっけて今やっているのも現実

でありますので、財政状況を見極めながら今

のハーベスタ料金、他の産地においても500

円から700円という実績もありますので、そ

のへんも参考にしながら前向きに検討してい

きたいと思っております。

○ 議長 幸地猛

４番崎村正明議員。

○ ４番 崎村正明議員

前向きな答弁お疲れさまです。

最後にですが、私はこのハーベスタ受託料

金が助成できるまで今後継続して一般質問で

課題を取り上げていきたいと思います。この

件につきましては終わります。

次に、２点目の小中学校教室の冷房設備に

ついて再質問させていただきます。クーラー

設置の一般質問、過去には３人の議員からも

一般質問があり、特に赤嶺秀德議員からは３

回ほどしつこく一般質問した経緯がありま

す。たいへん重要なことだと思っております。

さらに、子ども議会においても一般質問があ

りました。教育長、再度、子ども議会の一般

質問を紹介したいと思います。

議員の質問事項です。小中学校のクーラー

設置を。教育課長の答弁事項、小中学校へク

ーラー設置に向けて取り組む。

議員の質問内容です。小中学校へのクーラ

ー設置について質問します。今年は猛暑日が

続き、授業に集中できない生徒が多くいます。

生徒からクーラーを付けてほしいなどと、ク

ーラーの設置を求める声が多く伺えます。今
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後も地球温暖化のためさらに気温の上昇が考

えられます。暑すぎて授業に集中できず学力

低下につながる可能性もあります。来年の夏

までに小中学校にクーラーを設置するという

ニュースをよく耳にします。繰り返します。

夏までに小中学校にクーラーを設置するとい

うニュースをよく耳にしますが、久米島では

クーラー設置について、どのように考えてい

ますか。

教育課長の答弁内容、議員の指摘とおり夏

の暑さの厳しい時期はやはり児童生徒も集中

力を欠き授業に身が入らないことが多いので

考えております。特に中学生は体も大きく、

また学級の人数も多いため、より暑苦しく感

じ集中が維持できず、学力向上にも支障があ

るとの考えでおります。そこで教育委員会は、

今後全ての児童生徒が冷房施設の整った教室

での授業を行えるよう国補助事業を活用し、

全小中学校の普通教室へのクーラー設置に向

けて取り組んでおります。

この答弁内容がちょっと整合性が欠けてい

るかなと私は思っているんですが。例えば、

理解力が不足しているのか、子ども議員さん

の言いたいことは、夏までに小中学校のクー

ラーが設置できないかだと私は理解しました

が、そう思うのは私でしょうか。教育長、質

問内容を再度聞いたコメントをいただきたい

んですが。

○ 議長 幸地猛

吉野剛教育長。

○ 教育長 吉野剛

子ども議会の中で、そのような質問がござ

いました。できるだけ早くクーラーのある教

室で授業をしたいというようなことだとは思

います。それに向けて私たちも一日も早いク

ーラーの設置をやっていきたいというふうに

答弁したつもりでございます。

○ 議長 幸地猛

４番崎村正明議員。

○ ４番 崎村正明議員

次に進みたいと思います。冒頭に述べたと

おり、去った平成31年２月５日の臨時議会に

おいて、緊急性を必要とする補正予算で可決

された空調設備工事が予算化されましたが、

具体的な進捗状況の説明をお願いします。

○ 議長 幸地猛

濱元尚哉教育課長。

○ 教育課長 濱元尚哉

４番崎村議員の質問にお答えします。空調

設置の進捗状況ということですが、昨日の補

正予算の議案でもございましたが、繰り越し

承認の手続きを行っているところです。承認

が下りるのが22日以降ということになってい

ますので、それ以降契約にできる限りこぎ着

けられるように委託の発注の準備をしている

ところでございます。

○ 議長 幸地猛

４番崎村正明議員。

○ ４番 崎村正明議員

今の答弁ちょっと理解に苦しむんですが、

私がお伺いしたいことは、いつまでの、進捗

状況ですからあくまでも日程工程表はまだだ

とは思うんですが、目的としていつまでに冷

房を設置する予定にしているかですね。

○ 議長 幸地猛

濱元尚哉教育課長。

○ 教育課長 濱元尚哉

ただいまの質問にお答えします。いつまで

に設置するかということですが、先の臨時議

会のときにも申しましたが、委託の期間、実
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際の空調設置の期間いずれも３ヵ月、あるい

は４ヵ月かかることを今のところ想定してい

ますので、先の答弁のとおり今のところ11月

末に完了の予定です。ですが、そういった発

注の方法を検討しまして、それよりもできる

限り早めに設置が完了できるように努力して

いくということで進めております。

○ 議長 幸地猛

４番崎村正明議員。

○ ４番 崎村正明議員

11月ということで、全体的な日程を定めて、

それが努力次第では夏前にできるということ

で理解しづらいですね。

次の件を質問いたします。分割発注とある

んですが、分割はどのような方法というんで

すか。例えば予算計上で予算化されたのが1

億3千万円でしたか、うろ覚えで悪いんです

が、それぐらい台数ですね。要するに私が言

いたいことは、この分割というのは何台、何

台、業者分割なのか、業者選定法というか、

そのへんちょっとご説明下さい。

○ 議長 幸地猛

濱元尚哉教育課長。

○ 教育課長 濱元尚哉

ただいまの質問にお答えします。分割の方

法なんですが、今、台数はまだこれから調査

で出てくるんですが、今、約50の教室に設置

する予定です。今考えているのは学校ごとに、

どこどこの学校と区切って発注できないかと

いうふうに考えております。

○ 議長 幸地猛

４番崎村正明議員。

○ ４番 崎村正明議員

選定業者、要するに島内の業者なのか、島

外の業者なのか、答弁を求めます。

○ 議長 幸地猛

濱元尚哉教育課長。

○ 教育課長 濱元尚哉

ただいまの質問にお答えします。この件に

関しまして、発注業者ですが、通常行ってい

るとおり本町に登録されている業者の中から

指名を考えております。

○ 議長 幸地猛

４番崎村正明議員。

○ ４番 崎村正明議員

要するに島内から業者を選定するというこ

とで理解してよろしいですか。それともその

業者が、電気というのは特殊な業界で免許だ

とか、あらゆる本来の電気の免許を持ってい

る業者は何社あるか、答弁求めます。

○ 議長 幸地猛

濱元尚哉教育課長。

○ 教育課長 濱元尚哉

ただいまの質問にお答えします。資格を持

った業者が何社いるかという質問なんです

が、申し訳ございません、今のところ把握し

ておりませんので、後ほど確認してお伝えし

たいと思います。

○ 議長 幸地猛

４番崎村正明議員。

○ ４番 崎村正明議員

最後に、教育行政の最大の課題というのは、

本来、教育長、学力向上だと私は認識してお

りますが、それに伴って我々お互いはいかに

教育環境を充実させるかということなんで

す。１日も早く設置できるように強く要望し

て私の一般質問を終了いたします。

（４番崎村正明議員降壇）

○ 議長 幸地猛

これで４番崎村正明議員の一般質問を終わ
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ります。

以上で本日の日程は終了しました。

本日はこれにて散会します。

お疲れさまでした。

（散会 午後３時05分）
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（午前 10時00分 開議）

○ 議長 幸地猛

おはようございます。これより本日の会議

を開きます。本日の議事日程はお手元に配布

したとおりであります。

前日に引き続き一般質問を行います。

日程第１ 会議録署名議員の指名

○ 議長 幸地猛

日程第１、会議録署名議員の指名を行いま

す。本日の会議録署名議員は会議規則第120

条の規定によって、11番安村達明議員、12番

翁長学議員を指名します。

日程第２ 一般質問

○ 議長 幸地猛

日程第２、ただいまから一般質問を行いま

す。

それでは、順次発言を許します。

７番仲村昌慧議員の発言を許します。

（７番仲村昌慧議員登壇）

○ ７番 仲村昌慧議員

７番仲村昌慧です。通告書に従いまして質

問させていただきます。

女性の登用について。世界経済フォーラム

が年末に発表した「男女格差報告」で、日本

は149カ国中110位であります。その要因とし

て、管理職の女性比率が低いことと、女性議

員や閣僚が少ないことが上げられています。

本町の管理職の女性比率と県内市町村の平均

比率を伺いします。また、管理職の女性登用

について町長の見解を伺います。

女性議会について。女性議会を開催し、女

性が政治に参加することによって、女性の視

点での意見を聞くことができ、女性議員の誕

生に繋がることが期待できます。女性議会に

ついては町婦人会も前向きであります。女性

議会を開催できないか町長の見解を伺いま

す。

次に、大田昌秀先生の顕彰事業について。

平成29年９月議会で「大田昌秀先生の顕彰事

業をやるにあたっては全県的な組織にして広

くやっていこうという提案があった。大田昌

秀先生の顕彰事業を立ち上げる前に、まずは

大田昌秀先生の顕彰事業の方向性等を検討し

た上で準備委員会を立ち上げましょう。」と

答弁してますが、事業の方向性は検討されて

いるか、準備委員会の立ち上げは、事業の進

捗状況を伺います。

久米島マラソンについて。昨年の久米島マ

ラソン大会でアンケートを行っていますが、

アンケートの結果とマラソン大会の見直しが

あるか、伺います。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

（大田治雄町長登壇）

○ 町長 大田治雄

おはようございます。それでは、７番仲村

昌慧議員の４つ質問にお答えいたします。

まず一つ目の女性登用について。現在、本

町の管理職の女性登用率は4.8％、県内市町

村の平均は12.7％となっております。

管理職の女性登用については、職員の女性

割合が現在26％となっていることから、今後

は増えてくると考えています。そのためには、

さまざまな分野への人事配置や女性職員が能

力を発揮できる機会を創出し、女性登用の割

合を高めていきたいと考えております。

２つ目の、女性議会について。女性の意見
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を町政に反映させるためにも、女性が政治に

参画することは大事だと考えています。

平成31年度において「久米島町男女共同参

画推進条例」と条例に基く基本計画の策定を

予定しております。

基本計画策定では、審議会を設置し女性登

用について効果的な取り組みを調査研究する

予定ですので、女性議会の開催については審

議会で検討していきたいと考えております。

３つ目の大田昌秀先生の顕彰事業につい

て。故大田昌秀氏の顕彰事業につきましては、

全県的な組織にする必要があるとの関係者の

共通認識のもと、期成会準備委員会を設置し

進めることで調整を進めてきましたが、事業

内容の方向性について関係者の合意形成に時

間がかかり未だ設置に至っておりません。

今年６月に３回忌を迎えるに当たり、「大

田昌秀さんを語るシンポジウム」が来る６月

22日に予定されておりますので、その実行委

員会やシンポジウム等を通して合意形成を図

ってまいりたいと考えています。

４つ目の久米島マラソンについて。アンケ

ートについては、開催時期や種目等に関する

質問も含め、実施しました。結果としまして

は、約８割の方が、現行の開催内容を希望し

ております。大会の見直しについては、30回

の節目を終え、今後ますます充実した魅力あ

る大会へと発展させるための議論を行う機会

だと捉えています。アンケート結果も含め、

これまでの30回を振り返りながら成果と課題

等を整理し、実行委員会において検討・協議

を行ってまいりたいと考えております。

（大田治雄町長降壇）

○ 議長 幸地猛

休憩します｡（午前10時８分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午前10時８分）

７番仲村昌慧議員。

○ ７番 仲村昌慧議員

女性の登用について再質問します。

本町の管理職の女性登用率4.6％、県内市

町村の平均は12.2％の答弁でありました。平

成27年12月議会で私の質問に対しての答弁で

は、本町の女性登用率が11.1％、そして県内

市町村の6.1％を上回っておりました。とこ

ろが今回、本町は12.7から4.6と半減しまし

た。逆に県は、県内市町村は平均6.1から12.

7％に倍増しております。この女性登用率が

後退し、進まない理由はなんなのか、町長、

お聞きします。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

お答えします。久米島町においては、管理

職の数がそう多くはない。昨年までは２人い

た管理職が１人が退職されて率としては下が

っています。先ほども答弁しましたとおり、

今後においては、女性の割合も26％となって

おります。これから、班長クラスがあと２、

３年では管理職に時期的にも人材としてはい

るという思いで、見ておりますので、近々率

が県以上になる可能性も十分あると思ってい

ます。

○ 議長 幸地猛

７番仲村昌慧議員。

○ ７番 仲村昌慧議員

まず、本町の管理職、課長クラス、何名な

のかお聞きします。

○ 議長 幸地猛

大城学総務課長。
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○ 総務課長 大城学

ただいまのご質問にお答えします。平成30

年の４月１日時点での調査結果となります

が、管理職は21名となっています。

○ 議長 幸地猛

７番仲村昌慧議員。

○ ７番 仲村昌慧議員

21名に対して現在はお１人であるというこ

とで、私は大田町長になってから女性登用率

が非常に高くなっていた時期がありました。

非常に評価しておりましたが、昨年、女性の

管理職が退職し、そして５名の管理職が昇任

しましたが、女性の登用はありませんでした。

女性登用率が下がったことは非常に残念であ

ります。町長は職員の割合が26％になってい

ることから今後は増えると考えていると答弁

していますが、実は、27年の答弁に政府が第

四次男女共同参画基本計画を掲げている2020

年の目標は決して難しいものではないと考え

ているという答弁でした。来年までには20％

目標達成できるというような答弁をしており

ましたが、今回このようにして後退していま

す。20年の20％達成は極めて厳しい状況にな

っていると思いますが、町長、どう受け止め

ますか。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

先ほど申し上げましたが、このタイミング

というのがありますね、誰がでもどの課にで

もというわけにいきません。いろいろと職員

を昇任させる場合は個人的な調整もやります

が、女性の方がハード部門の担当部署とか非

常に厳しい状況にあります。限られた課の中

で、今後においては班長クラスが次期課長ク

ラスになれるのが、数名おりますので、来年

ですか、昭和34年生が、定年を迎えますので

そのときの管理職も４名ぐらい退職が出ま

す。その時点では登用する可能性は十分ある

と思っています。

○ 議長 幸地猛

７番仲村昌慧議員。

○ ７番 仲村昌慧議員

いまタイミングというんですけどね、昨年

非常にいいタイミングだったと思うんです

よ、５名の中で１人が退職されて、その中で

当然１人は女性から登用するものと思ってお

りましたが、いいタイミングだったと思うん

ですけど登用できなかった。女性の登用につ

いては人事権は町長にあります。町長の考え

方次第なんですね、町長は27年の私の質問に

対しての、登用の方針として、ずっと行政畑

にいたので、職員のこれまでの功績、それぞ

れの力量もある程度把握しているつもりであ

ると、そういうバランスもみながらやってい

きたいと町長は答弁しています。町長の任期

中に、ぜひ、この目標20％達成していただき

と思いますが、その可能性はあるのかお伺い

します。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

お答えします。これはそれぞれの課の状況

等踏まえて、そしてその課がどういう重要な

業務等があるか、いろんな精査しながら、個

人的に昇任を調整したとしても本人が断るケ

ースもあります。それは先ほど申し上げたと

おりタイミングと、そのバランスを検討しな

がら目標に向かって進めていきたいと思いま

す。
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○ 議長 幸地猛

７番仲村昌慧議員。

○ ７番 仲村昌慧議員

20％は少なくとも４名以上の女性の登用は

必要となってきます。町長のリーダーシップ

のもと積極的に女性の登用を進めていただき

たいと思います。

地方議会の女性が活躍する社会の実現とい

う特集があります。この中にこのようなこと

が述べられています。地域において女性が活

躍する場をつくることは女性がその地域に魅

力を感じ、住み続けることにつながる。地域

における女性の活躍推進は、人口減少に直面

する地域にとって、取り組まなければならな

い喫緊の課題であると、住民一人ひとりが女

性の活躍を応援する気運を醸成し、地域の実

情に応じた取り組みを推進することが求めら

れる。というふうに述べております。このよ

うにして女性を推進するいう立場から、次の

女性議会について質問させていただきます。

女性議会については、町長は女性の意見を

町政に反映させるためにも、女性の政治に参

加することは大事だと考えていると述べられ

ています。この基本計画を策定し、その中で

検討していくと、この基本計画は義務づけら

れているのかどうか、お聞きします。

○ 議長 幸地猛

大城学総務課長。

○ 総務課長 大城学

ただいまの質問にお答えします。条例につ

いては、平成32年度、2020年度までに策定を

要請されています。義務ではなく努力規定で

あります。その条例制定に向けて準備を進め

ている状況でありまして、新年度、31年度に

おいて、条例制定を目指しています。

○ 議長 幸地猛

７番仲村昌慧議員。

○ ７番 仲村昌慧議員

平成15年度の調査の中で、全国の町村の51.

3％が、この基本計画を策定しておりません

でした。その策定していない51.3％の実態で

すね、９割が目標設定をしておりません。こ

の女性参画を推進するに当たっては、ぜひ、

この目標設定をしていただきたいと思ってい

ます。その件についてお伺いします。

○ 議長 幸地猛

大城学総務課長。

○ 総務課長 大城学

条例制定の件に関しては、県内で、41市町

村の内、15市町村が策定済みであります。そ

の中で目標設定については国の男女共同参画

の基本計画の中で、市町村については女性登

用20％を目標にしなさいという成果目標が立

ててありますので、それを達成できるような

基本計画を策定する予定となっています。

課長相当職が20％、係長相当職が35％とい

う、国の方針のもと、それに向けて基本計画

を策定していく予定としています。

○ 議長 幸地猛

７番仲村昌慧議員。

○ ７番 仲村昌慧議員

これから基本計画を策定して、その中でこ

の女性議会について検討していくと、これい

つになるかわからないんですね。実は、９月

までにはこれを開催してほしいという願いな

んですよ。ということは今年の11月10日に久

米島町議会選挙が実施することが決まりまし

たよね、先進地事例を紹介させていただきま

す。北谷町が女性議会を2001年と2018年に２

回開催されています。2001年に開催されて、
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その中から参加者の中から女性議員が誕生し

ています。北谷町は５名います。定員19に対

して５名、県内でもっともパーセントが高い

比率になっております。このようにして女性

議会を開くことによって、女性の意見を聞け

る、それで女性が議員として立候補していく

可能性もある。それを期待して、ぜひ、今回

子ども議会やったように、執行部、議会、そ

して町婦人会と連携して実施できるようにで

きないか、町長の考え方をお聞きします。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

ちょっと余談になりますが、今朝のテレビ

を見ていますと、北海道のある町では、議員

がなり手がいないということが報じられてい

ました。そこで百人委員会というのを立ち上

げてそのメンバーが議員に立候補したり、い

ろいろと活性化に繋がっているようです。久

米島町においても、そういうような取り組み、

女性議会をやって、その中から議員になりた

いという方がでる可能性があります。これは

また担当部局とも調整しながら、いまおっし

ゃるようなかたちで進めていきたいと考えて

います。

○ 議長 幸地猛

７番仲村昌慧議員。

○ ７番 仲村昌慧議員

久米島町では合併して、平成15年の選挙以

来、女性が一人も誕生しておりません。いま、

県内の41市町村の中で、女性の議員がいない

実態、町村、市はみんないます。16町村が１

人もいません。その中で一度も女性議員が出

てないのが４自治体が女性が誕生しておりま

せん。それでぜひ、９月前には、取り組みを

していただきたいなと、去年、子ども議会開

催して非常によかったなと、いろんな意見を

聞けてよかったなと。昨日の同僚議員の質問

にもありましたが町民との対話、意見を聞く

ということも大事です。こういうかたちで、

いろんな意見を聞いていただきたいなと思っ

ています。

北谷町では女性議会２回、子ども議会４回、

青年議会も持っています。非常に先進地で活

発であちこちから注目されていますので、ぜ

ひ、この基本計画策定後に検討するんじゃな

くて、９月前には開催できるように一緒に、

取り組んでいただきたいと思っています。

今日の朝刊、大きな見出しで、女性の声、

政治の場に、という見出しがあって、少しコ

メントを紹介させていただきたい部分があり

ます。政治は本来、声を上げない弱者や訴え

方がわからない人のためにあるべきだ、誰も

が挑戦できる地域であってほしい。というよ

うなコメントが寄せられています。ぜひ、久

米島町にも女性議員が誕生するように、取り

組んでいきたいと思います。

それから女性活躍について、ちょっとの配

慮ですが、町長、副町長、今年の、これ副町

長に相談があったと思います。今年の新年会、

鏡割りに女性がいなかったですね、副町長に

町婦人会から何か要望ありましたよね、答弁、

願いたいと思います。

○ 議長 幸地猛

桃原秀雄副町長。

○ 副町長 桃原秀雄

ただいまの質問にお答えします。去った11

月くらいですかね、現婦人会長の方から相談

がありまして、以前までは新年会の方で婦人

会が参加して、いろいろあいさつとか、やっ
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ていたんだが、最近はなくなっているという

ことの相談がありまして、その経緯がわから

なくて前任者に聞きましたら、できたら新年

会に若者を出して、いろいろあいさつの場を

設けるということで、婦人会をやめて、成人

会、商工会の青年部にやったという経緯があ

りました。担当課と話したら婦人会からも、

そういう意見があって、新たに婦人会長もで

きたということで、やる気があるということ

で次年度から輪番制なのか、その場に婦人会

もやはり出席させて、この場を設けたいとい

うことで担当課とも調整しているところであ

ります。

○ 議長 幸地猛

７番仲村昌慧委員。

○ ７番 仲村昌慧委員

新年会の鏡割りにも婦人会の女性の代表と

しても、いろんな面で女性を表に出してくれ

るように、そういった細かい配慮も必要だと

思っていますので、その件について町長にも

話ありました？ 町長不在で副町長に話たと

いうことがありましたが、町長いかがお考え

でしょうか。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

直接は聞いておりませんが、いま副町長か

ら答弁があったとおり、若者の参加も推進す

るという意味で、若い皆さんをそのメンバー

に入れたということを聞いております。今後、

輪番制でやるかどうかは調整させたいと思い

ます。

○ 議長 幸地猛

７番仲村昌慧議員。

○ ７番 仲村昌慧議員

次に、大田昌秀先生の顕彰事業についてで

す。大田昌秀先生の顕彰事業については、ま

だ合意が得られてないということであります

か、どういうことで合意が得られてないのか、

その話し合いの内容についてお伺いします。

○ 議長 幸地猛

大城学総務課長。

○ 総務課長 大城学

ただいまのご質問にお答えします。大田昌

秀先生の顕彰事業については、昨年度の一年

忌の実行委員会があったんですが、その中で、

実行委員会のメンバーについては町長も入っ

ていて大田県政時分の副知事とか、部長、課

長と、新聞記者とか20名ほどの実行委員会で

組織をして１年忌のしのぶ会を開催したんで

すが、その中において顕彰事業を取り組んだ

らどうかということを、話し合ってきました。

その中で、先生の偉大さもあって意見が銅像

建設にするのか、資料館つくろうとか、いろ

んな意見があって、委員の意見の一致が見ら

れないということで期成会準備には至ってな

いという現状であります。

○ 議長 幸地猛

７番仲村昌慧議員。

○ ７番 仲村昌慧議員

昨年の一回忌に話し合った、その後の話し

合いはないですか。

○ 議長 幸地猛

大城学総務課長。

○ 総務課長 大城学

その中心となって動いてもらっているのが

郷友会の会長でありますが、郷友会の会長に

ついてもそのメンバーの意見の一致が見られ

ないと、なかなか進めるのは厳しいというこ

ともあって、６月22日に三回忌を向かえて、
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準備委員会を開催して、来月実行委員会を立

ち上げる予定にしているんですが、その準備

委員会の中でも、その件は話し合っていて、

郷友会会長の考えでは、このシンポジウムの

中で意見を出して、どういった内容ができる

のか、可能性があるのかを検討したいという

話はありました。

○ 議長 幸地猛

７番仲村昌慧議員。

○ ７番 仲村昌慧議員

大田昌秀先生の三回忌前には期成会を立ち

上げる方向性を示すということでの答弁であ

ったんですよ、もうあと３ヵ月ですよね、そ

して１年忌で話し合いはしたんだが、それ以

後は話し合いはされてないですね、これはこ

のままにしておくとあまり前進していかない

です。この事業。このシンポジウム、どのよ

うなかたちで行われるのか、時期、場所、ど

のようなかたち。

○ 議長 幸地猛

大城学総務課長。

○ 総務課長 大城学

三回忌記念のシンポジウムについては、６

月22日土曜日14時から県の男女共同参画セン

ターてぃるるの１階ホールで予定していま

す。内容としましては基調講演をやって、第

二部でパネルディスカッション等を予定して

います。準備委員会の役員の中には、前仲里

村長平良曽清さんが入って、そのシンポジウ

ムに向けて検討している段階です。

○ 議長 幸地猛

７番仲村昌慧議員。

○ ７番 仲村昌慧議員

これまで先生の銅像建設については、同僚

議員からもありましたし、私からも質問しま

した。この件については、以前の答弁の中で

仲原善忠先生の顕彰事業のことでの参考にで

きる部分がありますので、そういった面も含

めて島の人たち、そして郷友会の人たちが非

常に望んでいる顕彰碑も考えていただきたい

なと。町長はこの事業で中で一つとして進め

ていくと答弁であるんですがそれがなかなか

合意が得られなければ、また、そういった部

分でも考えていただきたいなと考えていただ

きたいなと考えています。町長、答弁お願い

します。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

ただいま総務課長からもありましたとお

り、来る６月22日にシンポジウムが予定され

ています。その前に実行委員会の招集の呼び

かけもありますので、その段階を踏んで、い

ま､議員からあったとおり、顕彰事業の一環

として、銅像の建立においてもやる前提で私

は臨んでいきたいと思います。

○ 議長 幸地猛

７番仲村昌慧議員。

○ ７番 仲村昌慧議員

次に久米島マラソンについてであります。

去年の久米島マラソン、30回の記念大会であ

りましたが、参加人数が思ったよりも少なか

ったです。前年度よりも少なくなっていまし

た徐々に少なくなっています。記念事業の注

目される大会だから参加人数が多くなって漏

れるかと思っていたら、予想に反して少なか

った。今年のアンケートの中で、３つのアン

ケートが主に問われています。まず、その時

期について、そして久米島マラソンの種目に

ついて、ふれあいパーティーについて、この
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３つについてでありますが、答弁の中では８

割方が現状のままでいいということであった

んですが、その内容については、時期につい

て見直してほしいとかあるのか、そして種目

について、パーティーについてのご意見を聞

かせほしいと思います。

○ 議長 幸地猛

當間直也商工観光課長。

○ 商工観光課長 當間直也

ただいまのご質問についてお答えいたしま

す。ご質問の中でもありましたが、マラソン

のアンケート、今回のアンケートについては

開催時期ですとか、あるいは種目、ふれあい

パーティーということで、ご質問を設定させ

ていただいて行いました。

開催時期につきましては、寄せられた声と

しましては、近年、温暖化が進むというとこ

ろで暑さに対して、開催時期をもう少し涼し

い時期にできないですかというお声もありま

したし、あとは冒頭で仲村議員からありまし

たが、参加者の伸び悩みの一つの要因と捉え

ています航空便ですとか、あるいは宿泊施設

の確保も踏まえて、もう少し取りやすい時期

にしてもらえないかというお声がございまし

た。コースについては、満足いただいている

ところもあるんですが、意見は割合とではご

ざいませんが、アンケートである意見を申し

上げますと、前回のような一周マラソンも復

活させてもいいんじゃないかというお声があ

ったりというところでございました。

ふれあいパーティー等については、内容に

ついてはご満足いただけているんですが、そ

の競技終了後、フルマラソンが最後に終了し

ますが、もう少し短いハーフですとか、10㎞、

５㎞に参加した方からは競技終了後から時間

があくので、そういった開催時間についても

う少し早めのスタートができないかといった

ご意見がありました。

○ 議長 幸地猛

７番仲村昌慧議員。

○ ７番 仲村昌慧議員

今年の施政方針で、30回大会の記念大会を

終え、久米島マラソンをより充実した魅力あ

る大会へと発展させる企画運営に取り組みま

すと。そして去年、30回記念大会に相応しい

大会の企画運営に努めますと。私、久米島マ

ラソン、企画運営素晴らしいと思っています。

これまでどおりの企画運営で非常にいいと思

います。しかし、それをやっているんだが、

参加人数が少なくなっていく、参加人数を増

やすそれにも全力を尽くしてほしいと思いま

す。せっかく、４年連続ランニング100選に

も選ばれた久米島マラソン、非常におもてな

しのいい久米島マラソンであります。受入可

能人数が２千名まで可能だと言っているんで

すが、この受入人数２千名可能というのは、

島外からの受け入れを２千名可能かどうか、

お聞きまします。

○ 議長 幸地猛

當間直也商工観光課長。

○ 商工観光課長 當間直也

ただいまのご質問にお答えいたします。２

千名という数字の確認、私の方では十分でき

ていないところもありまして、本町の宿泊施

設、毎年、県に提出する調査があるんですが、

そちらの方での客室数、宿泊施設について申

し上げますと、1,700弱のお部屋がある状況

にございます。今年は取り組みはできなかっ

たんですが、その他には公共施設を利用した

りとか、あとは観光協会さんの取り組みでも
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推進されてきて、民泊も今年度現在、44のご

家庭さんがございます。ただ、タイミングも

ございまして、すべての家庭でこの時期に受

け入れが可能かというところは、今後、調整

しながらになるんですが、そういったのも見

通して、２千の確保はできないかというふう

に考えております。

○ 議長 幸地猛

７番仲村昌慧議員。

○ ７番 仲村昌慧議員

いま、島外、県外、県内からの申込者、約

840、50名なんですよ、まだまだ、島外から

呼べるんじゃないかなと、そこにこの申し込

みを広告宣伝をする。別のところ、スポーツ

新聞に毎日広告出しているんですよ、そうい

うかたちで。久米島、他の大会は大体、募集

定員決めて打ち切りますというかたちで申し

込みさせているんですよ。その目標を設定し

て、例えば久米島２千名で打ち切りますと。

申込者が少なくてもいいから２千名で打ち切

りますというかたちで、どんどん宣伝してい

ただきたいなと思っています。

それから、記念の大会を終えて、本土から

来た選手が久米島マラソン、フルマラソンが

なくなるという話がありますけど、どうです

かと聞かれたことがあるんですよ。それにつ

いてはそのような話が出ているのかどうか、

お聞きします。

○ 議長 幸地猛

當間直也商工観光課長。

○ 商工観光課長 當間直也

ただいまのご質問についてお答えいたしま

す。 答弁でも申し上げてますが、30回とい

う節目を昨年終えました。その中で、先ほど

温暖化というところをご説明させていただき

ましたが、その影響で台風がここ数年、大会

に影響があるような状況が見られておりま

す。そういった中で、現在フルマラソンのコ

ースにつきましては海岸沿いも含んで、昨年

度は台風の被害をフルマラソンのコースが受

けるということもございまして、開催につい

て直前までやきもきというか、危惧していた

んですが、そういったところも含めてマラソ

ンのフルについては、新たにコースを、代替

の担保できるかというところも含めて考えて

いきたいと思っています。ただ、フルマラソ

ンを見直す、廃止というところの検討は持っ

ておりませんが、ただ、30回を終えて先ほど

仲村議員からもありましたが、参加者を今後

伸ばしていく、あるいはより発展的に活性化。

現在地域の要望として一周のときに、通過し

ていた地域、島の北側になりますが、そうい

った地域の方々からもコースに取り込めない

かというお話もございますので、全体的に、

これまでの30回を振り返りながら検討してい

きたいと考えております。フルマラソンを廃

止するというころは、寄せられたご意見も含

めてございません。

○ 議長 幸地猛

７番仲村昌慧議員。

○ ７番 仲村昌慧議員

参加者が、本土の参加者、県内の参加者、

徐々に減ってきています。その中で本土の参

加者はフルマラソンに参加するのが多いで

す。フルマラソンをなくすと本土の参加者が

減ってくると思いますので、それをぜひ続け

ていただきたいと思います。

今後は、久米島マラソン、少なくとも1,50

0名以上は参加させてほしいなと、盛り上げ

かなくなります。そういうことで、参加者を
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増やすことに力を入れてほしいと思います。

以上で私の一般質問を終わります。

（仲村昌慧議員降壇）

○ 議長 幸地猛

これで７番仲村昌慧議員の一般質問を終わ

ります。

次に、10番玉城安雄議員。

（10番玉城安雄議員登壇）

○ 10番 玉城安雄議員

私の方から通告書に従って、施政方針の中

から質問していきたいと思います。

まず最初に、農業の振興から。①農業従事

者の高齢化に伴い、担い手不足などで経営が

厳しい状況を打開するため青年就農給付金や

農地中間管理事業により担い手に農地集積を

進めて課題解決に取り組むとしているが、継

続事業である両事業の今年度までの実績を伺

います。

②サトウキビの振興については、毎年、増

産、増収に向け様々な施策をとっているが増

産に至っていない気がします。増産について

は機械化の推進が最も有効であり、今後の展

開について見解を伺います。

③畜産について、優良雌牛導入事業や自家

保留事業など助成があり、子牛の品質の向上

に寄与していると思いますが、母牛の増頭に

ついての現状を伺います。

④交通の確保から、高速船導入について引

き続き取り組むとしているが、どのような取

り組みをしているか、伺います。

⑤久米島高校魅力化について、離島留学生

との交流を通じて、お互い刺激しあい進学率

も向上し、更なる魅力化に向け取り組んでい

るところですが、逆に地元から島外高校に進

学する生徒も増えていると聞きます。久米島

高校存続を目的としたこの取り組みについて

今後の考え方を伺います。

⑥環境美化から、町道、観光施設、公園の

ほか、町の管轄外の県道の植栽、植樹桝の管

理についての見解を伺います。以上６点、よ

ろしくお願いします。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

（大田治雄町長登壇）

○ 町長 大田治雄

それでは、10番玉城安雄議員の質問にお答

えします。まず、農業振興の①青年就農給付

金及び農地集積について。青年就農給付金の

実績は、平成25年度から平成30年度まで31名

が給付を受けております。

農地集積につきましては、出し手が27名で

26.4ha。受け手が25名で24.2ha。2.2haを農

地中間管理機構が現在保有しております。

続きまして、②さとうきびの振興について。

現在町内でハーベスターが29台稼働しており

ます。２月に国の補正で新規に２台の導入内

示が来ております。今後も機械化による収穫

率向上に向けて、機械導入を推進していきま

す。

③畜産について。母牛の増頭は優良繁殖雌

牛導入事業と優良繁殖自家保留牛支援補助金

により、平成26年度の1,989頭から、順調に

増頭され、平成30年度は2,551頭の実績でご

ざいます。

④高速船導入について。高速船導入支援に

ついては沖縄県から非常に困難との回答を得

ております。平成27年度の町民及び旅行業者

等を対象にした調査で利用者ニーズのあるこ

とが報告されており、支援制度適用に向けて

引き続き要望を行っていきたいと考えていま
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す。支援制度適用の見通しが立てば財源確保

及び収支計算が可能となることから、運航事

業者との協議を重ねて導入判断を行いたいと

考えております。

⑤久米島高校魅力化について。久米島高校

からの国立大学、県外私立大学の進学率は向

上しているものの、本町中学生の島外進学も

年々増えていることから、中学生を対象にア

ンケ－トを実施しておりますので、分析結果

を踏まえ、今後の久米島高校存続に向けた施

策を検討してまいりたいと考えております。

⑥本町では、花いっぱいコンクールを実施

し、皆の目にふれる沿道、公的場所での花を

育成している個人及び団体を表彰することに

より環境美化の推進に努めたいと考えており

ます。また公園、観光施設については随時苗

の植え付けを行います。

県道の植樹桝の管理につきましては、本町

が沖縄県から県道維持管理業務として受託し

ております。年間の管理において、区間によ

って異なりますが、路面清掃及び草刈り作業

を３回行っております。その他、特別な対応

が必要な場合には、建設課と環境保全課にお

いて調整を図りながら作業を実施しておりま

す。町道の植樹桝についても状況に応じて清

掃を行っているところであります。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

それでは順を追って、再質問していきたい

と思います。先日の一般質問でも何点か重複

する質問もありますが、それとはまた別の観

点から質問していきたいと思いますので、よ

ろしくお願いします。

まず、１番目の青年就農寄付金事業につい

てなんですが、答弁では平成25年から30年ま

では31名が寄付を受けているとの実績報告が

あります。先だっての30年度の補正予算で1

千200万円減額もされていますが、その原因

はなんなのか。また、31年度予算で2千500万、

今年度新たな2千500万円計上されているんで

すが、その実績を踏まえての補助金の申請な

のか、もともと決まっていた県からの補助金

として決まっている金額なのか、答弁お願い

します。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

30年度の実績としまして、22名の方が給付

を受けたと、その中で３名の方が新規就農で

給付を受けております。当初の25名予定して

予算計上しましたが、実績として22名しかい

なかったと、31年度におきましても23名を予

定しておりますが、増えれば補正で追加で予

算計上して対応も随時可能ですので、そのへ

んまた我々も新規就農増に向けて産業まつり

でもそういうPRも必要じゃないかという、指

摘も受けてポスターの提示とかもやっており

ますので、やはりそのへんに向けて今後とも

新規就農の増に向けて取り組んでいきたいと

考えております。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

ぜひ、この実績を踏まえて、人数も設定し

て予算も確保しているわけですから、ぜひ、

いろいろ告知活動、一生懸命取り組んでより

多くの就農者が出るように頑張っていただき

たいと思います。

それと､就農金の支給金額と、その支給の
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方法、決定しますと金額は１人いくらなのか、

また、支給のあり方とか、期間は何年までと

かあるのか。それと今までの実績の中で、受

けている方がいますが、この皆さんの農業、

従事している農業の経営の現状はどうなって

いるか伺いたいと思います。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

１人で給付受ける場合は、年間150万円あ

ります。夫婦で受ける場合は225万円、半年

ですと１人の場合75万、夫婦ですと225万の

半分となります。給付の仕方につきましては、

担当と普及員も我々も含めて面接をして経営

の状況、簿記の状況も見て、ちゃんと営農し

ている現場にも行って、営農している状況も

確認して、年２回に分けて給付を行っており

ます。給付の方々の営農状況、繁殖牛から花

き、サトウキビ、ラッキョ、甘藷プラス馬鈴

薯、サトウキビ花き、繁殖牛プラス果樹とか、

いろいろあります。その中には現在また、こ

れまで25年から31名の方々受けておりました

が、面接等で営農状態が見受けられない方は

お二人の方が辞退を出して給付を止めている

方も実際おります。そういうのもありますの

で、今後また引き続き、給付が５ヵ年ありま

すので、さらにあと５ヵ年も農業しないと補

助金返還もありますので、そのへんも踏まえ

て新規就農される方々には、ちゃんと説明し

て給付受けなさいということで指導はしてい

ます。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

詳しい説明ありがとうございます。農業、

いろんな事業はじめるにも元手ほんとに必要

ですので、この給付金というのは、個人だっ

たら150万、夫婦だったら225万、これ５ヵ年

あるということで、いい施策だと思います。

ぜひ、しっかり給付決定するときは、当事者

に説明してしっかりと営農できるように指導

もよろしくお願いしたいと思います。

昨日の同僚議員の質問にもあったんです

が、この後継者育成、ほんとに人口減少問題、

第二総合計画の目玉であります人口減少問題

にも一番第一次産業の後継者の育成をしてこ

の島に定着してもらうというのも非常に大事

な施策でありますので、今後、しっかり取り

組んでいただきたいと思います。

次に、２番目の同じ中で農地集積の問題で

すが、農地集積についても平成26年度で本町

の農地中間管理機構の重点市町村に指定され

ているとありました。私の質問の答弁の中に

も出し手が27名で26.4haと、受け手が24名で

24.2ha、管理機構が2.2ha保有しているとい

う実績があるという報告ですが、推進につい

ても農業委員会が中心になり取り組んでいる

という話を聞いていますが、この農地を集積

して貸し出すことは、やっばり青年の就農に

も関連いたしまして、これまた高齢でリタイ

ヤする農地とか、荒蕪地の解消とか、後継者

の育成にもつながる施策でもあります。

それを踏まえて、昨年、那覇の方で郷友会

とも、課長、町長も参加したと思うんですが、

郷友会との意見交換の中で、農地集積の説明

をしたときに郷友会の方から興味を示されて

窓口の一本化とか、そういう質問があったと

聞いているんですが、その後郷友会との農地、

要するに地元から出ていって久米島で土地を

保有している方々がいますよね、そういう方
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々からも連絡とかありますか、そういうとこ

ろは。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

郷友会との意見交換の後に、郷友会の方か

ら直接そういう話を聞いたということで、県

の農業振興公社に直接お電話のあった方や、

また私のところに直接電話があって今後相談

していきたいので、久米島に来るときは相談

に乗ってくださいということで直接のご相談

もありますので、また、そういう場面も活用

しながら、この事業を推進していきたいと思

います。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

しっかり利用できる、集積できる土地とか

ありましたら、こういう感じで集めて利用で

きるところはほんとに利用していただきたい

と思います。昨日の同僚議員の質問の中にも

この県からの目標が15haということで、答弁

もあったんですが、これもなかなか達成でき

ないということなんですが、ずっと言われて

いる観光振興計画の中でも数値目標設定して

取り組んだお陰でちゃんと年次の目標達成で

きたということがありますので、しっかり数

値目標を立てて、県からの15haと言わなくて

も近づけるように、目標立ててしっかり取り

組んでいただきたいと思います。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

新年度におきましては臨時職員配置できる

目途も立っておりますので、また職員ととも

にそのへんしっかり目標に向けて取り組んで

いきたいと考えております。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

次の質問に移ります。次にサトウキビの振

興について、機械化の推進についてどのよう

に考えているか、今後の展開を伺いました。

サトウキビの増産、増収の最大の課題は機械

化の推進だと考えます。現在、29台が稼動し、

今年度はまた、新年度、22台の内示を受けて

いるという答弁でしたが、今期は稼働率も60

％を見込んでいるという答弁もありました。

より多くの収穫機械、管理機械の導入により、

増産につながることは必然であります。機械

化推進は今後も引き続き取り組んでもらいた

い。しかしながら、機械管理収穫に適したほ

場の整備や、また機械収穫に適した種苗の提

供や、一番大事なところは農業従事者の機械

化に向けて意識の改革です。固定観念を捨て

るというかたちの意識の改革も大事だと思う

んですが、このような機械化に向けた指導と

か、研修会も非常に重要なことだと考えてい

るんですが、これ開いたことありますか、も

し開いてなければ、今後どのような考え方を

持っているのか。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

まずは機械化につきましては、今期ハーベ

スタ補正で２台導入内示きました｡同時に株

出し管理としてトラクタープラス株出しの管

理機、中耕ローターとか、それも３台申請し

まして、２台の内示がきております。漏れた

部分につきましては４月からの新年度の募集
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に向けて再度提出するということで、職員に

指示もしております。

優良種苗につきましては、春植えと夏植え

用、県の東村にある農場から優良種苗を補助

事業で導入して球美開発に委託してもらって

おりますが、現在、担当課としてはできたら

仲里地区、このへんにもほ場を設けてこのへ

んの方々が利用できるように植え付けしてほ

しいということで要望も出しております。

機械士の講習会を去った10月11月の２回に

分けて、県の農業大学から講師を来てもらい

まして、講習会をやって、今回何名かの、９

名でしたかね、新規にに機械士の資格を取得

しております。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

機械化により人件費が削減されると自ずと

収益も上がることになり、機械化の概念から

も考えるべきことであるんですが、先ほど質

問したのは、機械士じゃなくて、生産者側の

機械化、要するにもう機械化したら金がかか

る、ハーベスタ頼んだら高いとか、こういう

概念ですね、こういうかたちの機械化するこ

とによって、コストの削減などで収益も上が

りますよという研修会、そういう研修会をし

たことがあるのか、なければ今後考えている

のかという質問です。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

これまでサトウキビ振興協議会におきまし

て、全茎の植え付けやビレットプランターつ

かった植え付け、そういう機械化による省力

化の講習等も行っております。また、ハーベ

スタのオペレーターからによりますとできる

だけハーベスタが入りやすいような、ほ場に

もしてほしいという要望もありますので、ま

たそのへん機械化することによって動力が省

力できるとか、そのへんもまた、引き続き夏

植推進大会等の中で、また含めて講習会等や

っていきたいと思っております。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

このことは最後に、昨日の同僚議員の中か

らも、受託料金の助成の提案等もありました

が、それ以外にも助成だけではなくて、それ

以外にもよるコスト削減ですね、人件費の削

減をすることによって収益も上がりますの

で、機械化導入することによって、収穫面積、

受託面積が多くなれば自ずと収穫料も下がっ

ていくと思いますので、少しでも平均の機械

化の収穫率に少しでも近づけるよう、生産者

や関係団体全体で取り組む必要があると考え

ます。このことについて町長の見解をお伺い

したいと思います。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

お答えします。支援策については担当課長

からあったとおり、これまでどおり、また新

たなものについては、新たに検討しながら進

めていきたいと思います。一番大事なのは、

農家がいかに利益率を上げるかということで

ありますので、そのへんもいろんな研修会を

とおして、意識改革も含めてやっていきたい

と思います。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。
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○ 10番 玉城安雄議員

ほんとにサトウキビ、久米島の経済の根幹

を担っている産業ですので、ぜひ、農家も安

心してできるような施策を今後ともお願いし

たいと思います。

続きまして畜産についていきたいと思いま

す。産業振興課続きますが、あと１点お願い

します。

優良雌導入事業、自家保留事業により、26

年度の1,989頭から2,551頭まで増頭している

ということですが、31年度予算によると、自

家保留事業で390万円、導入事業で約3千100

万円計上されていますが、これもすべて過去

の実績を踏まえての計上だと思うんですが、

自家保留事業と、導入事業、優良雌導入事業

の保留する比率がわかればお願いします。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

一括交付金により優良雌牛を導入は当初平

成26年度より始まりました。当初、30頭、平

成26年に30頭です。27年に68頭、28年に69頭、

29年に74頭、今回約80頭を予定しています。

３月の競りも含めてですね。しかし､自家保

留が26年に108、27年に95、28に69、29に61

と、優良繁殖雌牛の導入が増えた分、自家保

留が減っている、逆転現象が起こっておりま

すので、そのへん改良協会、改良組合、そし

てＪＡも含めて何か対策はないかということ

でいろいろ協議しておりますが、同僚議員の

方々から、１頭5万円を金額を引き上げるの

も一つの方法じゃないですかというご質問も

ありましたが、そういうことをして増えるん

であれば、そのへんも必要だと思っておりま

すが､今後また農家の皆さんとの意見交換で

アンケートなりを実施して、そのへんが可能

なのか、我々せっかく当初予算で予算計上し

たものを補正で減額しておりますので、担当

課としてもできるだけ、さらなる町長の目標

である３千頭に向けて取り組んでいきたいと

思います。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

いま説明がありましたが、優良雌牛導入に

反して自家保留が反比例して減っているとい

う答弁でしたが、１頭5万円の助成をあげる

のもいいことだとは思うんですが、逆にいま、

近年子牛の値段が高騰していますよね、それ

でこういう、年６回の競りの中でタイミング

が合わなくて母牛として能力のある牛も逆に

競りに上場して出している現状もあるのでは

ないかと思います。これ競りを見ていて感じ

たことなんですが、あると思います。そうい

うところも農家しっかり指導していただい

て、せっかく子牛の拠点産地として、久米島

認知されていますので、よりよい子牛を提供

するためにも、こういう農家の経営指導も非

常に大事なことだと思います。

それと、優良雌牛導入制度は一括交付金で

あと３年で終わりますよね、これが終わった

ときの今後のことも考えたときに、この自家

保留についてももっと積極的に推進していく

べきだと思うんですが、そこらへんお願いし

ます。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

ただいま玉城議員がご指摘のとおり、どう

してもそのへんも推進して残していかなけれ
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ば現在、年６回の競りにおいて、約２百数頭

の競りがあります。ぜひとも200頭維持しな

いと今後購買者も少なくなって、さらに勝負

する購買者が少なくなると単価も落ちてきま

すので、農家の皆さんにはぜひとも自家保留

も含めて母牛の増頭をお願いしておりますの

で、久米島の競りの市の平均単価を維持する

ためにも、このへんぜひとも農家の皆さんと

一緒に取り組んでいきたいと思います。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

この肉用牛、子牛の競りについては年６回

行われているわけですが、いまは約８億近く、

やがてサトウキビにも迫るぐらいの勢いで伸

びてきているわけですが、この拠点産地とし

ての認知度も高まってきています。それと年

６回行われているんですが、先ほど課長から

話もありました町長の政策として３千頭目標

という話がありましたが、この３千頭にする

ことによって、６回の競りがもしかしたら年

10回になるかもしれない、そこを目指して、

より多くのバイヤーが来ていただくためにも

この増頭、いろいろ導入事業なり、自家保留

事業なり、充実させて改良組合とも協力して、

ＪＡとも協力して、そこまで持っていくこと

が非常に大事なことだと思うんですが、その

ことについて町長、見解をお願いします。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

お答えします。私も政策の中で３千頭を目

標にしておりますので、それに近づけるよう

にあらゆる事業メニューを生かしながら、今

後については、農家の高齢化に伴ってやめる

農家もありますが、それをカバーできるよう

な若者を育成しながら、やっていきたいと考

えています。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

こういう高齢化でやめていく農家の話もあ

ったんですが、事業でいろいろ後継者も結構

出てきています。そこで多頭飼育でカバーで

きるようなかたちで取り組んでもらいたいと

思います。

○ 議長 幸地猛

佐久田等産業振興課長。

○ 産業振興課長 佐久田等

現在、引退した方々の牛舎を借りて、若者

がそこで就農している事例もありますので、

そのへん多頭飼育も含めて取り組んでまいり

たいと思います。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

産業振興についてはこれで終わります。

続きまして高速船導入について、高速船導

入については以前から議論されているわけな

んですが、21年に実施した調査では利用者ニ

ーズがあることは報告されています。導入に

ついては継続して取り組むとしているという

ことなんですが、以前、高速船導入について、

検討委員会に諮問されて、答申がなされてい

ると思うんですが、その内容、担当課お願い

します。

○ 議長 幸地猛

中村幸雄プロジェクト推進課長。

○ プロジェクト推進課長 中村幸雄

ただいまのご質問にお答えします。平成27
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年に久米島における高速船導入可能性調査

（ニーズ把握調査）ということで報告書が出

来上がっております。答申というところまで

はいかなくて、引き続き検討する余地がある

ということで、町長には報告をしております。

ニーズ調査の結果、需要があるということで、

アンケート回答者の90％の皆さんが、ぜひ、

導入してほしいという回答を得ていますの

で、今後も要請は継続していくということに

しております。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

答申はなされていないんですが、今後も継

続するということなんですが、今年度の予算、

31年度は4万9千円しか計上されていないです

よね。なぜ、でしょうか。

○ 議長 幸地猛

中村幸雄プロジェクト推進課長。

○ プロジェクト推進課長 中村幸雄

この予算については旅費ということでわず

か5万ということではあるんですが、これは

事業者、運航事業者、久米島の場合は久米商

船が候補に上げられるんですが､事業者との

調整２回ぐらいの旅費でとっているんです

が、それ以外の出張もありますので、那覇の

方で協議を重ねていく予定です。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

今後も引き続き取り組むにしては予算が少

ないのかなという感じで質問したんですが、

旅費ということで、しっかり協議を重ねてく

ださい。

それと昨日の同僚議員の答弁の中でも、町

長が海外に高速船の視察に行ったという話が

ありました。これも私は町長からでしたか話

は聞いたんですが、その中で昨日同行した代

議士の話もありましたが、ラジオ放送でＦＭ

の放送で、この代議士の先生が19年度に導入

するという趣旨の話があったと人づてに聞い

ていますが、同行した町長の見解としてはど

のように受けとめてますか。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

昨日も申し上げましたが、去った１月15日、

16日に香港からマカオ行きのルートで体験も

してきました｡昨日も申し上げたとおり、い

ま香港からマカオには14隻のこの高速船なん

ですが、ありますが、橋が供用開始されて、

稼働率が下がってくる見込みで船の売却が近

い将来あるということで、代議士が情報を得

て体験してこようということで行ってきまし

た。その関係のいろんな調整も近日中にやる

ということで日程調整を進めております。あ

とは県国との予算のやりとりについては引き

続き継続していきたいと思っております。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

19年導入するというのは、今後の展開次第

ということで理解していいですね。

この高速船については、町長、南部過疎地

域振興に関する要望書の中でも久米島町とし

て周辺離島をつなぐ高速船導入は非常に観光

客も伸び悩んでいるということで、入域数も

伸び悩んでいるということで、非常に大事な

ことだということで要請もしていますので、

実現すれば非常に素晴らしいことだと思いま
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すので、ぜひ、しっかり取り組んでいただき

たいと思います。

○ 議長 幸地猛

休憩します｡（午前11時15分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午前11時25分）

休憩前に引き続き会議を開きます。

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

引き続きまして久米島高校の魅力化につい

てを再質問していきます。高校の魅力化など

の取り組み、今後の方針については、昨日の

同僚議員の答弁である程度理解はしておりま

すが、再度伺いたいと思います。久米島高校

の魅力化事業については、園芸科の廃科問題

に端を発し、園芸科の存続のため､離島留学

制度を導入し、さらに町営塾を開設し、進学

率の向上や魅力化に努めてきて、認知されて

います。離島留学生も年々増え、辛うじて現

状を維持している状況であります。

今後の児童生徒の推移を見ても現状を維持

するには久米島高校の現状を維持するには､

離島留学制度に頼らなければならない状況で

あります。しかしながら先日の中学校の私は

球美中学校に参加したんですが、生徒の進路

を見てみますと約40名中３分の１以上、14名

が島外の高校に進学するという現実もありま

す。島外の進学については本人や家族の決定

であり、意思を尊重し、意見を言う立場では

ありませんが、なぜ、離島留学制度が導入さ

れたか、今一度考える時期にきているのでは

ないかということを感じました。《中間》一

貫教育校である久米島高校に進学せずに連携

入試もありますが、島外に出て行く現状、今

年度13名の留学生、留学生13名、それ以外に

も５名程度久米島高校に受験しているようで

すが、まさにいま考えてみますと、本末転倒

ですね、昨日も町長の見解を伺いましたが、

現状について、今後の方針を踏まえて、昨日

の見解をいただいたんですが、もう一度、町

長の見解を伺いたいと思います。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

昨日も同僚議員に答弁しましたが、去った

卒業式に資料を見ますと島外に出る子たちが

多いということを非常に厳しく思っておりま

すが、今日の高校の合格発表の資料も来てお

りますが、普通科で39名、園芸科で16名の発

表が出ておりますが、今後、来年以降は、お

そらく普通科においても２クラスの維持は厳

しくなる可能性が十分あります。クラスが一

つ減ることによって、教員が２、３名減る可

能性もあります。さらに非常に不利な条件に

陥りますので、昨日も申し上げましたが、行

く子たちはそれぞれの目標を持っていきます

ので、それを止めることはできません。しか

し、久米島高校をいかに魅力化するかをもっ

ともっといろんな角度から分析してやらない

と、ますます島外に出る子たちが増える可能

性があります。

ただ、言いたいのは、那覇の離島に高校が

ない子が利用しているむるぶし寮をこの間、

南部離島市町村長会の中で視察してきまし

た。非常に恥ずかしながら全くマナーのでき

ない子たちもいます。着替えをそのままシャ

ワールームに放り捨てて、洗濯しても洗濯機

から取らないで、次の人が洗濯機からとって、

畳間に全部放り投げている状況とか。靴、靴

下の整理整頓もできないような子たちがいま
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す。しっかり高校３年間というのは、親の管

理の下でしつけしないと、社会人になっても

同じことになってくると思います。そのへん

をしっかりいろんな角度から分析して、本島

の大きい高校行ったから、優秀な人材に育つ

という保障もありません、そのへんもわきま

えて、行くんだったら行く、しっかり目標も

ってやってもらえればいいかなと思っていま

す。決してそれを否定するわけには、いきま

せんが、現実として、そういうこともありま

すので、そのへんをしっかりわきまえてやっ

てもらいたいということです。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

町長の考えを伺いました。理由としては、

こうしていま久米島町が久米島高校、県立高

校でありながら廃科、存続問題ついて真剣に

考えて取り組んできていることが、わかって

いる人もいれば、現在理由として小中校生を

持つ親があまり離島留学制度というのを理解

してないのかなという感じもしたりします。

ぜひそこらへんは告知活動なり、しっかり取

り組んでやっていただきたいなと思います。

いまの現状が進んで久米島高校自体が分校、

もしくは廃校になった場合のデメリットも検

証して、意識の改革も非常に保護者、生徒、

島全体の意識の改革も非常に大事なことにな

ってくると思います。

久米島以外、久米島、宮古､八重山以外は

高校がなくて15の春ということで全国的にも

取り沙汰されて高校がないということで島が

廃れていくということもありますので、そこ

らへんも我々議会も含め皆さん一緒に取り組

んで行く必要があるのではないかなと思いま

す。これについての答弁では企画財政課から

の答弁でこのことについては、島外留学も年

々増えていることから、中学生を対象にアン

ケートを実施しております。分析結果を踏ま

え今後の久米島高校存続、または魅力化につ

いて対策を検討してまいります。ということ

なんですが、昨日の質問の中では、留学生を

増やして寮を増設してという話もございまし

たが、今一度、原点に戻り寮を増やすのもい

いことなんですが、絶対数の少ないなかから

少しでも島に残ってもらいたいという思いか

ら、この魅力化事業について、もうちょっと

みんなで考えていく必要があるのではないか

なと思います。

小学校の頃から、昨日、教育長同僚議員の

質問で小学校の頃から久米島高校の魅力を認

知してもらえるように、いろいろ久米島高校

の魅力だったりとか、特徴だったりとか、小

学校の卒業、中学校のときとか、学校の方で

そういう告知というか、そういうことで報告

をしているという話もありました。また、前

日の同僚議員のふるさと教育についての答弁

でも小中学校では久米島の魅力だったりと

か、島に誇りを持てるような教育を年70時間

以上取り組んでいるということで、また高校

については、総合学習の中で財政課の課長の

方からいろいろこういうかたちで、取り組ん

でいるという答弁もありましたが、この久米

島高校の魅力化事業については当初、立ち上

げのときは、多分、教育委員会の方で中心に

なってやっていたと思うんですが、この久米

島の教育の底上げというのを、いまいろいろ

小学校中学校の学力調査でも全国平均に近づ

いているという答弁もありました。この社会

教育や要するに生涯学習も、この教育は久米
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島の教育委員会が担ってきているわけなんで

すが、この全体的な考え方としてなんですが、

いま、高校の魅力化事業とか、企画財政課が

担っていますが、久米島の教育の現状の底上

げをする、全体を考えてみると、教育委員会

の方がいろいろ議論もしやすい、各学校と中

学校だったりとか、中学卒業する進路年第だ

ったり、高校との連携をとりやすいんじゃな

いかなと考えたりするんですが、これについ

て教育委員会として、そこでいろいろマンパ

ワーも必要ですよね、人間が足りなければど

うしようもないことですし、適材適所に職員

を配置することも非常に大事なことなんです

が、このことについて教育委員会の立場とし

て教育長の見解を伺いたいと思います。

○ 議長 幸地猛

吉野剛教育長。

○ 教育長 吉野剛

玉城議員のご質問にお答えします。まずは

じめに市町村教育委員会というのは、あくま

でも義務教育の小中学校の管轄でございま

す。高校というのは県立なので、できない部

分というのは県立学校のカリキュラム、教育

活動に関してはまったく権限がないわけでし

て、そこについてやるというのは教育委員会

の業務ではないのかなというふうに思ってい

ます。ただ、私たちはこの魅力化事業という

のは町の一大プロジェクトだというふうに思

っていますし、大きな企画だというふうに思

ってますので、それに対して協力できる部分

は協力していこうというふうな立場だという

ふうに思ってます。ですから市町村教育委員

会がそれを中心になって高校のことをやると

いうのは、少し違うのかなというふうに思っ

ています。

話は変わりますが、今回、町長の方からあ

りましたが、これだけ、４割以上の生徒が今

年度、島外を希望して受験をしております。

こけには理由がいくつかあると思われます。

３つ考えられます。１つ目は大学進学を目指

した進学校を受ける子、２つ目は商業とか工

業とか、久米島高校にない学科を選んで受験

をする。３つ目はスポーツ強豪校で自分の技

術を高めたいといった、この３つの理由で多

分受験を決めると思うんですが、後ろの２つ

目、３つ目に関しては実際どうしようもない

のかなというふうに実際は思っています。た

だ１つ目の進学に関しては、これについては

いくらでも努力はできるのかなというふうに

思っています。それが昨日も喜久里議員の方

の再質問にもお答えしましたが、いかに久米

島高校が魅力ある素晴らしい学校であるかと

いうこと、特に久米島高校で学ぶことの優位

性、アドバンテージというのをどの程度伝え

られるかというようなことが大事なのかなと

いうふうに思っています。そのために今年度

は小学生から、そのへんのところを入学説明

会の方では説明をしているわけなんですが、

ちょっと時間が少なくて十分な説明はできな

かったということですので、今後は学校行事

の中で、６年生、そして保護者を参加してそ

ういう行事の中で、もっともっと時間をとっ

て説明できないかとか、あるいは今回、久米

島高校の進学の実績というのが、とても素晴

らしくて国公立大学、難関の私立大学に数名

入っています。そういったことを強調して、

久米島高校でもやれるといったようなことを

もっともっと周知させる必要があるのかな

と、そういったところに、教育委員会は今の

小学生中学生に対していっぱい情報を与えて
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いきたいなと。そしてその保護者、そしても

う一つは、中学校と高校の先生方にこの中味

を十分に理解させたいなといったところで今

後は頑張っていけたらというふうに思ってい

ます。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

教育長の教育委員会としての立場を伺いま

した。どうしたらいい方向に進むか、適材適

所、各課、役場内部でもしっかり議論してい

ただいて、いい方向に繋げていくように、こ

の久米島高校の魅力化含めて、じんぶん館学

習センターの運営等もありますが、しっかり

取り組んでいただきたいということを要望し

て、この件につきましては終わります。

続きまして、環境美化についてなんですが、

この県道の、環境美化についてはいろいろ苗

畑の草花の苗の育成とか提供して、各町のあ

ちこち、花が咲いていますが、これについて

は今後、十分に団体とか、一般に提供できる

ぐらいの苗をつくっていただきたいと思いま

すが、現在、予算が543万円ですかね、緑化

推進事業というのが、それですかね、543万

計上されているんですが、この予算でこの草

花の提供とか、十分でしょうか。

○ 議長 幸地猛

吉田政也環境保全課長。

○ 環境保全課長 吉田政也

ただいまのご質問にお答えします。この予

算の範囲内でつくった草花の苗、現在かなり

の数残っています。ですから十分足りている

と判断しております。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

十分ですね、ぜひ、素晴らしい花をたくさ

んつくってもらいたいと思います。それと県

道の管理についてなんですけど、県道の管理

は町が県の方から受託して、入札して島内の

業者が請け負っているわけなんですが、2千4

00万円でやっているんですが、これは年３回

ということでゃっているんですが、現状とし

て追いついてない状況なんですが、この予算

についても増額要請とか厳しい状況でしょう

かね、増額して回数を増やすとか、規定があ

ってそうなっているのか、そこらへん回答で

きればお願いします。

○ 議長 幸地猛

新里剛建設課長。

○ 建設課長 新里剛

ただいまの玉城議員のご質問にお答えいた

します。本町が管理として受託している業務

なんですが、こちらの方、県の管理する県道

となりますが、業務の委託仕様書に基づいて

路面清掃、植栽管理、道路パトロールを行っ

ているところでございます。植栽枡の管理含

めた道路清掃なんですが、夏場の雑草の生育

期に追いつかないということでこれまでも県

の方に要望しておりますが、県の方も南部市

町村一括りにして予算の配分をしているとい

うことで、なかなか増額が厳しいという状況

にございます。ただ、今年度昨年については

大雨、台風とか、土砂崩壊、赤土の県道への

流出等がございました。こういった際には災

害時につきましては増額が可能ということに

なっております。引き続き通常の管理業務の

中で増額要求、要望を進めていきたいと考え

ています。

○ 議長 幸地猛
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10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

しっかりその件については、要求をお願い

します。それと空港線の話なんですが、空港

線、年３回で追いつかないという話なんです

が、時期的に非常に見苦しい時期もあります。

空港内は非常に高校生だったりとか、空港の

職員だったりということで、草花とか咲き誇

って非常にいいんですけども、一旦空港でる

と時期によっては非常に見苦しい状態である

ということもあります。たまに帰郷する方々

からもそういう話聞きますので、ましてや観

光客はもっと感じていることだと思います。

逆に、この空港線の区間を区切って、清水小

学校の前、ドームの前だったりとか、具志川

庁舎の前だったりとか、低木を、ロードパー

クみたいに大きいところはいいんですが、松

があって低木で草が生い茂るところ、そこら

へん低木を思い切り取っ払って草花植えたら

どうですかということで、提案したいんです

が、実は以前にも県道だからできないという

話もありましたが、山城見れば、街灯もでき

ないという話もあったんですが、街灯ではな

いんですが防犯灯というかたちでできてま

す。危険箇所の木も取っ払われています。そ

ういうことも要請すれば可能になってくると

思いますので、ぜひ、そういうところ今後の

課題として、要請する考えありますかね、町

長でも。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

ただいまの議員の質問にお答えします。毎

年、南部土木所長と我々の要望事項を文書化

して事前協議をやっております。その中でも

今回のいろんな取り組みについては実現した

のもありますし、今後においても僕としては

沖縄県においては年６回草刈らないと追いつ

かないよということを主張していますが、か

れらは全国レベルの話してくるものですか

ら、３回では追いつかない、それをもう少し

改善して、例えばパッカー車を県が買って、

それを委託させて、草の短いうちに、定期的

に刈れるような常時雇用でもっていったらど

うかと提案をしています。そういうのも含め

ていまおっしゃるようなことを改善していく

要望をしていきたいと思っています。

○ 議長 幸地猛

新里剛建設課長。

○ 建設課長 新里剛

ただいま低木の撤去、その後の花の植栽と

いうことで、町長の方から県との懇談会の中

での要望という話でございますが、まず、低

木を撤去してそこに花を植えるとなると、お

そらく肥培管理、それから手作業による草の

除草作業とか出てきます。台風とかの災害等

に弱いということで年間通して管理が非常に

煩雑になるんじゃないかというところもござ

いますので、そのへん、実際、県道の管理を

受託している事業者、それから花をいろいろ

とボランティアで植栽している地域がござい

ますので、そのへんの意見を確認しながら検

討して必要であれば、県の方にもその旨調整

していきたいと考えております。

○ 議長 幸地猛

10番玉城安雄議員。

○ 10番 玉城安雄議員

植栽撤去後の草花のことについてあったん

ですが、私も友だちに造園業者とかいまして､

一度植え付ければ半年くらい続く、水さえか
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ければ半年ぐらい持つ花もあると聞いていま

すので、これを選定して、情報収集して久米

島の玄関をきれいにしていただきたいと思い

ます。今後もずっと要請していってください。

以上、終わります。

（10番玉城安雄議員降壇）

○ 議長 幸地猛

これで10番玉城安雄議員の一般質問を終わ

ります。

休憩します｡（午前11時45分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午後１時30分）

休憩前に引き続き会議を開きます。

次に、６番赤嶺秀德議員。

（６番赤嶺秀德議員登壇）

○ ６番 赤嶺秀德議員

通告に従いまして４件12項目について質問

をしていきたいと思います。まず１点目、道

路環境の整備について。その１、安全対策に

ついて、平成30年３月定例会において、字儀

間在の宮平商店から儀間漁港までの間と県道

89号から旧久米島中学校までの区間の安全対

策について質問しました。執行部から安全対

策の標識・看板の設置が可能か、警察・公安

委員会との調整を進めているとの答弁でし

た。３点について伺います。（１）二区間の

現場調査は実施したか。（２）警察・公安委

員会との協議は行ったか、その結果は。（３）

この二区間は町道と認定されているか、認定

されているのであれば道路法上、道路管理者

が危険防止のため、通行を制限することが可

能と思うが、その対策を講ずることはできな

いか。

その２、カーブミラーの設置について。車

で町内を移動していると、カーブミラーの設

置が必要であると思われる箇所が数多く見受

けられる。交通事故の多発地点である県道89

号の沖縄電力久米島支店前の久米島製糖入口

の交差点や山手側の農道から県道89号バイパ

スを横断する危険な交差点が数ヵ所ある。こ

の様な場所を把握してカーブミラー等の安全

対策が必要である。このことは、一部の地域

だけではなく町全体全域の危険箇所の点検と

対策が必要となるが、どの様な対策を講ずる

事ができるのか伺う。

その３、側溝及びグレーチング等の整備促

進について、この質問については、以前にも

同僚議員からの質問がありました。車が通る

たびに側溝やグレーチングが軋み、その音が

付近住民に多大な迷惑をかけている。側溝や

グレーチング等の問題について住民からの要

望についてどの様に対策を講ずる事ができる

のか伺う。

２件目、儀間漁港の整備について、この質

問についても、平成30年12月定例会において

も儀間漁港の拡張について質問しました。町

は、儀間漁港の拡張について検討する必要が

あるとの見解でした。しかし、儀間漁港の拡

張がこの先、何年を要するか検討もつかない

状況を鑑みると港内設備の施設整備を優先す

るべきと考える、よって３点について伺う。

（１）浮き桟橋の設置について。（２）風防

壁の設置について。（３）防暑施設の設置に

ついて。この３件の設備は漁港における必要

不可欠な設備である。特に浮き桟橋は潮の干

満の差が大きい程、その必要性を痛感するも

のである。現在、個人個人でアンカーを投入

してロープで係留している状況であるが、浮

き桟橋が設置されると泊地の狭隘も確実に解

消されるものと思う。町の見解を伺う。
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パークゴルフ場の稼働状況について、パー

クゴルフ場の稼働状況について３点伺う。

（１）パークゴルフ場全体の年間の稼働状況

について。（２）新設されたコースの状況に

ついて。（３）新築された避難所の現在の状

況と今後の利用についてどの様な計画か。

４件目、平成30年度の施政方針について、

平成30年度の町長の施政方針がありました。

どの様な成果をあげられたか伺います。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

（大田治雄町長登壇）

○ 町長 大田治雄

それでは、６番赤嶺秀德議員の質問にお答

えいたします。まず、道路環境の整備につい

ての１番、安全対策については、現場調査を

行い警察と調整を行った結果、両区間とも車

の通行量が多いとは認められないため、通行

制限は厳しいとの回答でした。現場の状況か

らは、注意喚起の看板設置やパークゴルフ場

利用者への漁港関連道利用などを呼びかける

方法で対策を進めていきます。なお、二区間

とも町道の認定路線であります。

その２、カーブミラー設置については、危

険個所の把握に努めると共に、予算の範囲内

で計画的に整備していきます。

その３、側溝及びグレーチングの軋み音に

関しては、住民から寄せられた要望や情報等

があれば速やかに状態を確認しております。

金属音の原因の殆どが経年劣化による損壊や

歪みによって生じた空隙が原因となっており

ます。空隙への緩衝材の取り付けや欠落した

ボルトの再固定など、予算の範囲内において

対策を講じているところでございます。

２点目の儀間漁港の整備について、ご質問

の３施設につきましては、漁民の漁業活動の

負担軽減や安全性の向上に資する施設だと考

えております。施設の必要性につきましては、

3月に地元漁民を対象に儀間漁港内における

漁船の隻数や大きさ、陸揚げ作業の状況や漁

船及び漁具の修繕状況など実態調査を実施す

る予定でございます。調査結果に基づきまし

て事業計画を策定し、国及び県の事業採択に

向けて取り組んでまいります。

続きましてパークゴルフ場の稼動状況につ

いて（１）年間通して稼働した平成29年度実

績は24,072名のプレー人数でございます。

（２）新設のコースのみのチケットはなく、

全コースに使われたため、このコースのプレ

ー人数は把握できていません。（３）休憩所

の現在の状況としては、各種団体等の会議室

と大会等の休憩所として利用しております。

今後の利用の推進は引き続き休憩所としての

位置づけをして各種団体等への多目的会議室

としても周知を行い。利用率を上げるよう努

力いたします。

続きまして、平成30年度の施政方針につい

て、平成30年度の施政方針で述べました各種

施策について、ソフト事業からハ－ド事業ま

で幅広く目標を掲げ取り組んでおりますの

で、主な成果としてご報告させていただきま

す。農業機械等支援事業では８台のハーベス

ターの導入や小中学校の全国学力学習状況調

査での総合正答率の向上、ファミリーサポー

トセンターの開設、継続要請してまいりまし

たフェリーの更新決定、兼城港旅客ﾀｰﾐﾅﾙ整

備事業の採択など平成30年度に掲げた目標は

一定の成果を上げているものと考えておりま

す。

（大田治雄町長降壇）
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○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

それでは、いま答弁いただきましたけど、

その答弁内容から再質問していきたいと思い

ます。まず、道路環境の整備について、その

１の安全対策について質問いたします。安全

対策については現場調査を行い、警察と調整

を行った結果、両区間とも車の通行量が多い

とは認められないため、通行制限は厳しいと

の回答を得たと答弁してますね、それでは伺

いますが、現場調査は何回行いましたか、調

査した時間は何時頃から何時間程度行った

か、その２点について伺います。

○ 議長 幸地猛

大城学総務課長。

○ 総務課長 大城学

ただいまのご質問にお答えします。昨年度

一般質問であって調査しているんですが、そ

の時の時間とかは把握してませんが、今年に

入って、私、１度調査を行っています。時間

的には30分程度だったんですが、現場の確認

をして両区間とも調査を実施しました。

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

30分程度の調査ということなんですが、朝

ですか、昼ですか、夕方ですか、答えてくだ

さい。

○ 議長 幸地猛

大城学総務課長。

○ 総務課長 大城学

昼間であります。それ以外にもパークゴル

フ場の利用時とか、仕事以外で利用するとき

もありますので、そのときも状況は確認して

おります。

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

調査はしたということですが、今の答弁を

聞いていると、交通量が少ないからこういう

ことは必要ないんじゃないかというふうにも

聞こえます。交通量が少なかろうが何しよう

が事故というのはいつ発生するかわかりませ

ん。ですから、交通量にかかわらずできるも

のはやってほしいなと思います。

次に現場の状況から、注意喚起の看板やパ

ークゴルフ場利用者への港湾関連道路利用な

どを呼びかける方法で対策を進めると答弁し

ております。このパークゴルフ場をつくる際、

進入路として嘉手苅側からも計画もあったよ

うですね、ところが嘉手苅からの反対にあっ

て、その計画が頓挫したため、儀間川沿いか

らの進入路、つまりは漁港関連道路に変更に

なったと聞きました。儀間の住民からですね、

その件については承知していたのかどうか。

○ 議長 幸地猛

新里剛建設課長。

○ 建設課長 新里剛

ただいまの赤嶺議員のご質問にお答えしま

す。その計画の際、平成21年度ぐらいかと記

憶していますが、その際、嘉手苅地区、儀間

地区、公民館において住民説明会をしており

ます。その際に、進入路の方は、その時点で

は嘉手苅からという部分では示してなかった

かと記憶しています。ただ、嘉手苅から進入

路を反対されたから儀間に移したというの

は、私の記憶の中でははっきりとしておりま

せんが、なかったように記憶しております。

○ 議長 幸地猛
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６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

これはあくまでも儀間の住民から聞いた話

なんで、どこに根拠がそう言っているのかち

ょっとわかりませんが、私も調べてないので。

とにかくそういう話があったということなん

ですね。それからすると、漁港関連道路利用

するのであれば、宮平商店の横の電柱にパー

クゴルフ場の案内板があります。そういう状

況であるのであれば、その看板もとった方が

いいのではないかと思いますが、そのへんい

かがでしょうか。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

お答えしますが、看板の設置についてはこ

れまだ利用者、島外、県外から来た皆さんが

入り口がわからないということで、その設置

を要望されたがために設置しております。そ

れを取り除くとなるとまたいろいろと利用者

の皆さんに不便を与えるかなと思いもありま

すので、そのへんは慎重に検討したいと思い

ます。

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

そういうことでこの道路も利用していると

いうことなのかなと思いますが、やはり向こ

うは非常に交通量が多いところです。ただ30

分の調査ではわからないところです。見てい

ると仲里側から来る人も製糖工場の通りを利

用しないで、直接そこへ走ってくるという状

況です。観光客等利用する人がいるんでそこ

に案内板をつけているということなんですけ

ど、そうであれば、町長、この区間というの

は答弁にもありますけど、町道として認定さ

れているわけですよね、町道と認定されてい

る場合には、道路管理者が交通を止めないか

ぎり看板を設置したり道路標示をしたりする

ことは可能だと思うんですよ、その点いかが

ですか。

○ 議長 幸地猛

大城学総務課長。

○ 総務課長 大城学

ただいまのご質問にお答えします。警察と

の調整の中で、この区間徐行にできないかと

いう調整の中で、徐行をするぐらいの交通量

が認められないという話でありまして、この

集落の宮平商店側と漁港から入ってくる側、

集落内徐行とか、注意喚起の看板を設置して、

当面これで様子を見て、それでも改善されな

ければ、徐行にしていこうということでの調

整をやっています。

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

大城課長が言っているのは、ここの交番署

長とやった話ですよね、専門は那覇署の交通

課の企画課です。ちゃんとそこに電話入れて

聞かないといけないと思います。それで私、

昨日一昨日かな、電話入れて聞きました。道

路管理者が交通の危険を抑止するために路面

に表示するとか、立看板を立てるとか、そう

いったものは構わないと。那覇あたり行って

狭い道に段差つけているのがありますね、こ

ういったのも構わないということを言われた

んです。道路管理者が行うそういったあれに

は公安委員会が意思決定がないので、交通違

反にもならないし、取締りにも対象にもなら

ないわけですよ。それからすると住民の安全
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安心を守るためにも、これはやった方がいい

んじゃないかと思うんですが、町長そのこと

について見解述べてください。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

我々もそこを常時つかっておりますが、ほ

んとにスピードは出せません。大体、集落内

というのは、徐行がお互いの認識のもとで走

っていると思うんですが、これは他の集落に

おいても同じことがいえて、これを例えば那

覇の団地にある段差とか、もしそれを地域が

希望すれば、そういう方法も一つの選択かと

思います。これはまた地域とも協議しながら

判断したいと思います。

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

確認した結果、公安委員会の意思決定もな

いんでね、交通違反にもならないと、ただし、

事故起こせば、それは安全運転義務違反とか、

そういうのがついてくると思うんですが、取

締りにも対象にならないということですね。

ほんとに島民は、というか島民の一部ですよ、

一部は安全運転に走行しております。だけど

そうでない方もいます。電気の調査員からも、

ちょっと赤嶺さんこれお願いしてどうにかで

きませんかというふうなことも言われており

ます。もう一度調査して、そのへんを立看板

でも構いません。ただ、道路標示する場合に

は管轄署である那覇署と協議してほしいと、

というのは道路のペイントの色で規制になっ

てしまう場合があるそうなんですね。黄色ペ

イントとかの場合は規制になってしまうと、

そうなってくると公安委員会の意思決定も必

要だということになるもんで、ペイントをす

る場合には連絡して相談してくれというふう

に、言っておりましたので、そのへんも含め

て早急に対処してもらいたいなというふうに

思います。これでこの質問を終わります。

次に、カーブミラーの設置について再質問

したいと思います。答弁で危険箇所の把握に

努めるとのことでありますが、この危険箇所

の把握について、どのような態勢と方法で把

握するのか、伺います。そして予算の範囲内

で計画的に整備するとのことなんですが、そ

の予算については確保されているのかどう

か、この２点について伺います。

○ 議長 幸地猛

大城学総務課長。

○ 総務課長 大城学

ただいまの質問にお答えします。このカー

ブミラー危険箇所の把握については建設課が

道路管理者でありますので、道路管理者、建

設課からの要望とか、あとは区長を通じての

要望とかで把握しております。予算について

は交通安全交付金が交通安全特別交付金が12

3万、新年度はそれがついているんですが、

その予算の範囲内で毎年カーブミラーとか、

設置してます。ちなみに28年度が４件設置し

ています。29年度が７件、今年度30年度が新

規で４基の設置を予定しています。

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

私は以前からカーブミラー議員というふう

に言われているところもあるんですが、この

カーブミラーを直してくれということもなか

なか直せなかったんですよね、製糖工場の南

側のカーブミラーとか、簡単に直るのも直せ
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ない、２年かかって直したという状況もあり

ます。いま、大城課長が要望があればやると

いうことなんですが、各字から立ててほしい

というふうに要望すれば優先順位をつけてで

きるのかどうか、そのへんちょっと答えてく

ださい。

○ 議長 幸地猛

大城学総務課長。

○ 総務課長 大城学

要望があって、実際現場確認して、カーブ

ミラーが実際必要という箇所については優先

順位を決めて取り組んでいます。中には一時

停止をしないためにカーブミラーを要望する

という箇所もありますので現場を確認しなが

ら計画的に取り組んでいます。

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

そうですね、いま大城課長が言っているよ

うに、一時停止をしないがためにカーブミラ

ーを付けてほしいというのもいると思いま

す。一時停止線がずっと道路の中側に入って

いるので、そのまますっと通り過ぎていくの

がいます。これは必ず一時停止で止まりなさ

いよと、それからスタートしてゆっくり出て

いけば事故は起こりませんということなんで

すよね、そういうふうなことも含めて、早目

に危険箇所というのは把握して、事故が起き

ないようにカーブミラーを設置できるように

努力してもらいたいというふうに思います。

この件についてはこれで終わります。

次に側溝、グレーチングの軋み音について

質問します。軋み音に関しては住民の要望や

情報等があれば速やかに状態を確認して予算

の範囲内において対策を講じているとの答弁

です。予算がなければ何もできないことは誰

も知っているわけです。カーブミラーでもし

かり、側溝やグレーチングの軋み音でもしか

り、たった一つの質問で２度にわたって予算

の範囲内と答弁しています。この予算の範囲

とは、予算採択の何％程度の予算かお答えで

きますか。

○ 議長 幸地猛

新里剛建設課長。

○ 建設課長 新里剛

ただいまのご質問にお答えします。予算と

いうのは当初の予算の中で補修費として修繕

費としてまず確保した予算となっておりまし

て、こちらの方は対前年度の実績等、あるい

は新たに補修しないといけないという部分が

明確に見えている中において、その見積額を

加算して確保した予算でございます。その中

で補修をして行っていくわけなんですが、ど

うしてもその危険性、もしくは対象とする中

で、必要とあれば、そのへんの予算の調整を

しながら追加して補修している状況もござい

ます。

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

予算の枠組みの中で、そういった危険箇所

については優先順位をつけてやるということ

で理解してよろしいですか。

また、この側溝の件なんですが、私がここ

で言っているのは県道89号から旧久米島中学

校までのことを言ってます。向こうは非常に

車がようやく２台通過できるかなというぐら

いの道幅です。そこの側溝の軋みを調査した

ことありますか。

○ 議長 幸地猛
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新里剛建設課長。

○ 建設課長 新里剛

今年度、今のお話のありました現場につい

ては、初めて確認したところでございますの

で、実際の現状というのは私の方では確認し

ておりません。

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

ぜひとも確認してくださいね、入り口から

最後まですべてがらがらがらいいますよ、そ

ういうことで確認して、この軋みについて、

早目になくすように、ひとつ努力方よろしく

お願いします。これでこの質問は終わります。

次に、儀間漁港の整備について、再質問し

たいとの思います。施設の必要性について、

３月に地元住民を対象に実態調査を実施する

とのことですが、これについては早目に実施

してもらいたいと、新年度予算も決まってく

ると思いますので、それと浮き桟橋の調査は

大潮で最も干満の差が大きい激しいときに、

時間帯に実施することで、その必要性が実感

できると思います。そういうことで、干満の

差の激しいときに、調査をお願いしたいと思

います。

また、答弁の中で調査結果に基づき事業計

画を策定し、国県の事業採択に向けて取り組

むとあります。漁港施設整備について町とし

て、どのようにいつ頃から取り組むか、町長

の見解を伺いたいと思います。

○ 議長 幸地猛

新里剛建設課長。

○ 建設課長 新里剛

ただいまのご質問にお答えいたします。ま

ず、地域、儀間漁港の漁民の皆さんとの意見

交換なんですが、今週の金曜日15日に予定し

ております。その中でいまございました施設

の必要性、それから希望でありますとか、さ

らにいろいろ要望も確認しながら計画をまと

めていきたいというふうに考えております。

整備計画をまとめ次第、まずは2020年度、再

来年度の事業採択目指して、新年度、31年度

において県、国とのヒヤリング、説明をしな

がら取り組んでまいりたいというふうに考え

ております。

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

たびたび儀間漁港の整備については質問も

してきているんですが、久米島全体、同じ漁

民でありながら県管理と町管理の漁港の施設

に大きな差がある。ということは新里課長も

ご存じかと思います。町にはその差を早目に

埋めてもらいたいことを要望して、この質問

については終わります。

いま手元にお配りしているのが、宮古島の

浮桟橋です。私、宮古に行ったときに写真撮

してきました。これも参考にしながらほんと

に素晴らしいところです。そこに漁師さんが

帰って来ていたので、これは係船料は出るの

かと聞いたら、いやこれは国から作っている

から出ませんよと。風速50ｍでも船は陸揚げ

しないでもすみますよというふうに話してお

りました。こういうふうにして整然と留める

ことができ、泊地として留めることができれ

ば、拡張しなくても済むんではないかなとい

うふうな気もします。儀間の漁民とも話し合

ってほしいんですが、早目にやってほしいな

と。これ平成29年にも質問しております。そ

の時の答弁と今日の答弁がよく似ているんで
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すね、努力しているんだなというふうに伺え

ます。それこそ早目にこの格差を、不公平さ

をなくすように、町長ひとつよろしくお願い

します。これでこの質問を終わります。

続きまして、パークゴルフ場の稼動状況に

ついて再質問します。平成29年度のプレー人

数は2万4千72名と承知しました。伺いますが

29年度赤字なのか黒字なのか伺います。

○ 議長 幸地猛

吉田政也環境保全課長。

○ 環境保全課長 吉田政也

ただいまのご質問にお答えします。平成29

年度においては2万4千余りのプレー数でござ

います。歳入が1千48万8千560円と歳出が合

計で1千212万9千305円、これからすると赤字

という結果になっています。

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

ゴルフ場の職員もよく頑張っているんです

が、これがこれぐらいの赤字だったらどうに

かできると思いますが、赤字をなくすように

ひとつ頑張ってもらいたいなと思います。

次に新設コースのチケットがなくて、プレ

ー人数等の把握ができてないという答弁です

ね、この施設というのは国の補助事業ででき

た施設、このようなずさんな管理で問題はな

いか伺います。町長、答えてください。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

お答えします。ずさんな管理というのが、

私、認識できませんが、お互いプレーした方

はわかると思うんですが、一つのスコアカー

ドの中にすべてが入っているわけですね、そ

れを２枚に分けて区分すること自体がプレー

する側からするとどうかなと思いますので、

利用者としては今のかたちが一番望ましいと

いうことでやっているかと思います。

この間の本間カップ大会、そしてＪＡＬ町

長杯のセットの中でもプレーヤーからは非常

に喜ばれました。今後、一つの健康増進にも

繋がりますし、また、単独での決算では赤字

ということですが、波及効果が計り知れない

ものがあると思います。あれだけのプレーヤ

ーが来ますので、飛行機賃、宿泊費、飲食費、

すべてを加味しますとこれつくって良かった

かなという施設だと思っています。

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

私も波及効果についてよくわかっておりま

す。北海道からも来るし、日本全国から来ま

す。ただこのずさんな管理というのは、その

営業管理について、数字で残すべきではない

かということなんですね、もしこれ国の業務

監査、それから町民からの情報公開請求され

た場合に十分な対応ができるかどうか、その

へん伺います。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

お答えします。この施設については防衛予

算をつかいまして、実際に防衛小野寺大臣現

職のときに来島されたり、係の者も一緒に随

行で来ました。彼らとしても有効につかって

いるなということで感想を述べておりまし

た。この施設、建物については、これから利

用方法、そこで営業行為ができるようなかた

ちで今後、指定管理にまわして、直営でさせ
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るような仕組みを、この31年度で検討させて

民間委託してやっていこうかなと内部での検

討はしております。

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

防衛大臣も喜んでいたということなんです

が、事務方が来て監査とかやるというふうに

なった場合には、非常に困るんじゃないかと

思いますね。大臣はそれはもちろん、上等が

でたなと言うはずですよ、しかし、事務方が

来てやった場合に、実際、どうなっているの

と言われた場合に､数字もなくして、これを

ちんと答えることができるのかどうか。これ

から数字を残して管理する必要はないかどう

か、そのへんちょっと伺いたいと思います。

○ 議長 幸地猛

吉田政也環境保全課長。

○ 環境保全課長 吉田政也

お答えいたします。この施設については、

勿論防衛局の補助事業でつくっております。

監査、あるいは検査というのは稼働状況でご

ざいまして、ここは一年中365日無休でやっ

ておりまして、台風とか天気に左右されない

限りは現場としては稼動しています。そうい

うことからすると検査が来ても我々としては

プレーの数は押さえておりますので、まった

く問題ないと認識しております。

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

自信を持って回答しておりますので、それ

でいいんじゃないかなと思いますが、町長は

町長杯ももっていると思うのでパークゴルフ

もやっていると思うんですが、執行部の皆さ

んで新設されたコースでプレーしたことがあ

りますか、何名かいます？ 保全課長何回ぐ

らいまわりました？ 新しいコースまわりま

した？ 昨日、１番から９番までまわりまし

た。まず９ホールの中で実際いいコースだな

と思うのは４番だけでした。１番から芝が枯

れたり、フェアウェイの芝が枯れていたらグ

リーンは上等、フェアウェイが良かったらグ

リーンがだめ、特に８番なんかは窪地になっ

て、砂がむき出しというふうになっています。

そこで伺いますが、これ補修する場合にまだ

１年も経ってないですよね、補修する場合に

町がやるのか、業者がやるのか、そのへん答

えてください。

○ 議長 幸地猛

吉田政也環境保全課長。

○ 環境保全課長 吉田政也

基本的には、工事というのは瑕疵期間とい

うのは１年ぐらいだと考えておりますが、特

に指摘された部分については、たまに水はけ

が悪いということで、現場においては、一部

芝生を切り取って排水がよくなるように手立

てをしております。おっしゃるとおりいま砂

も、砂がやや多いというのも、その部分をち

ょっと嵩上げするために砂を増やしていっ

て、もうちょっと嵩上げしたら水はけもよく

なるんじゃないかなというふうな対策は講じ

ております。１年ほどの瑕疵期間と考えてお

りますので、そろそろ我々役場の方で対応し

ております。

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

補修費用は役場で出すということで理解し

ていいですか。
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○ 議長 幸地猛

吉田政也環境保全課長。

○ 環境保全課長 吉田政也

補修費はほとんど出ていませんので、現場

の皆さんがやっています。一部砂の分ぐらい

は、全体的に砂は常時まいてやってますので、

それほど補修費というのは高額には至ってお

りませんので、役場で出すということになり

ます。

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

私もゴルフもやっているんで、それに対し

ては非常に気になるわけですね、そしてこれ

私だけの考えじゃないんです。ここをまわっ

たお年寄りが「ハッシャミヨー クマーヌ

歩ッチグリーサヨー」と外側に傾いていると

か、どちらか一方下がっているとか、非常に

歩きにくい状態です。前にも質問しました。

なぜこのようなものつくったか、答弁である

人の魅力のあるコースをつくりなさいという

ことでできましたと言っているんですけど、

やはり今後こういうのをつくる場合はです

ね、住民がほんとに喜んで使えるような施設

づくりに邁進してほしいなというふうに思い

ます。これはあくまでも反省事項だというこ

とですね、つくってしまったものは取り壊し

はできませんので、反省事項だということで

今後の町行政の指針にしてもらいたいなとい

うふうに思います。これで一応この質問につ

いては終わります。

もう一点、避難所、避難所を休息所利用し

ていると、各種団体の会議室と大会等の休息

所として利用しているとのことなんですけ

ど、平成30年中何回の利用がありましたか。

伺います。

○ 議長 幸地猛

吉田政也環境保全課長。

○ 環境保全課長 吉田政也

平成30年中については、たいへん少ない数

で10件程度でございます。その内、料金が発

生しているのは１件だと。なぜかというと、

ここでの大型大会で休憩所として使っていた

だくと、あるいは修学旅行、沖縄本島から来

る小学生とか、そういった皆さんの弁当を食

べる場所がないので提供していただきたいと

いうものについては無償提供しています。あ

とは我が役場関係の会議等については使って

いるところでございます。

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

ほんとに、実に宝の持ち腐れですね、みん

なに使わせてくれればいいのに。これ当初、

軽食提供するようにしたいというふうに、さ

っき町長がおっしゃっていましたが、これか

らやりますということなんですが、最初の計

画どおり町民も言っております。なんでこれ

使わさないのかなって、みんな後手後手にま

わっているわけですよね、町行政は先手先手

でやってください、なんでも。そういうこと

で、早目にここが使えるように町民が楽しく

使えるようにやってほしいなと思います。そ

こを使うときに、利用料金というのが出るの

かどうか。

○ 議長 幸地猛

吉田政也環境保全課長。

○ 環境保全課長 吉田政也

基本的には、午前、午後、４時間ずつで2

千円、料金が発生します。
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○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

これ料金が発生するということであれば、

要綱とか、そんなのもつくってあります？

○ 議長 幸地猛

吉田政也環境保全課長。

○ 環境保全課長 吉田政也

これについては要綱は条例化してつくって

おります。失礼しました。管理規程をつくっ

ております。

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

管理規程ですよね、条例じゃなくして、条

例可決した覚えもないし。そういうことであ

りますがちゃんとして横の連絡もとりながら

やってください。

あと１件、30年度施政方針について再質問

します。町長は30年度の施政方針で、総合計

画の推進からはじまり消防防災まで大きく分

けて９項目、約48の施策について図りますと

か、努めますとか、行います、取り組みます

などと表明しています。答弁ではソフト事業、

ハード事業の成果を何点か取り上げているわ

けですが、町長本人から見て達成度というの

は何パーセントぐらいと思うか伺います。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

お答えしますが、これはそれぞれの皆さん

のとらえ方もあると思いますが、私自身から

いくらというのは、口に出しにくいんですが、

各課を総合的に見た場合には、当初の予定ど

おり順調に進んできたかと思ってます。ただ

一番、議員の質問の中にもありました、私が

一番気になるのが久米島の人口減少問題で

す。これが歯止めが効かないというのが、私

としては点数をつけるには、その分が一番マ

イナス点が大きいかなという思いであります

ので、あと、評価については、それぞれの評

価にしていただいて、真摯にいろんなかたち

で受け止めていきたいと思います。

○ 議長 幸地猛

６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

いろいろと厳しいこと言いましたが、町長、

町長が一生懸命トップセールスを行っている

ことは十分に承知しております。しかし、外

から見て空回りしているような感がします。

トップセールスをするにしても十分に成果が

上がるように再度工夫する必要はないか、こ

の１点だけ伺って私の質問を終わりたいと思

います。

（６番赤嶺秀德議員降壇）

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

いまご指摘がありましたトップセールス、

これは非常に大事なことであります。動かな

ければものは進みません。それを先ほど申し

上げたとおり、各部門からそれぞれの立場で

評価していただければ、私が欠けている場合

においては、そのへんの注意をしていただい

て、今後の行政運営に臨んでいきたいと思っ

ています。

○ 議長 幸地猛

これで６番赤嶺秀德議員の一般質問を終わ

ります。

休憩します｡（午後２時18分）
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○ 議長 幸地猛

再開します。（午後２時30分）

休憩前に引き続き会議を開きます。

先ほどの６番赤嶺秀德議員の質問に対して

環境保全課長から訂正の答弁があります。

○ 環境保全課長 吉田政也

先ほど条例等は定めているかという赤嶺議

員の部分で、管理規程で定めてあるという部

分を久米島町多目的公園施設の設置及び管理

に関する条例で定めている。ことに訂正させ

てください。

○ 議長 幸地猛

次に、９番棚原哲也議員。

（９番棚原哲也議員登壇）

○ ９番 棚原哲也議員

９番棚原です。通告に従いまして順次質問い

たします。まず１点目、施政方針施策の交通

の確保について、本年７月より就航予定の新

造フェリーの買い取り支援について①新造船

の建造費は。②県、事業者、町村の負担割合

及び本町の予定支援額は、伺います。

２番目、町営バスの停留所の整備について、

町営バスの利用状況を調査し、高齢者の利用

が多いバス停留所へ座って待てるようなベン

チの設置と、イーフ情報プラザ前及び泊フィ

ッシャリーナ前の停留所は観光客の利用が多

く大きな荷物を持って待機する利用者が多い

ので、屋根付きの停留所の設置が必要ではな

いか。

３点目、公共施設トイレにおけるベビーチ

ェア及びおむつ交換台設置について、公共施

設におけるベビーチェアー及びおむつ交換台

の設置は必要ではないか伺います。

４点目、学校施設における設備点検と早急

な対応ついて、町内における学校等施設の安

全点検及び修理必要箇所の把握はされている

のか、子どもたちが過ごしやすい環境を常に

整える体制を。以上、４点をお伺いします。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

（大田治雄町長登壇）

○ 町長 大田治雄

９番棚原哲也議員の３つの質問の答弁をし

たいと思います。まず１点目、施政方針施策

の交通の確保について、①新造船の建造費に

つきましては、22億1千500万円で、②負担割

合が、国64％県８％町村８％事業者20パーセ

ントとなっております。本町の予定支援額に

つきましては、1億5千62万円となっておりま

す。

２点目の町営バスの停留所の整備につい

て、バス停の整備につきましては、利用状況

等を分析・調査しながら取り組んでおり、引

き続き取り組んでまいります。また、停留所

への上屋等設置につきましても同様に取り組

みながら、県へも要望を行っております。今

後、利用状況等の分析・調査結果を整理し、

整備計画の策定、予算の確保に努めながら整

備に取り組んでまいりたいと考えておりま

す。

３点目の公共施設トイレにおけるベビーチ

ェア及びおむつ交換台設置についてですが、

公共施設におけるベビーチェアー及びおむつ

交換台は必要だと考え取り組んできました

が、設置スペースの確保ができないことなど

から設置には至っておりません。しかしなが

ら最近の製品はコンパクトになり、小スペー

スでの設置も可能な製品がありますので、設

置に向け検討してまいりたいと考えておりま

す。
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（大田治雄町長降壇）

○ 議長 幸地猛

吉野剛教育長。

（吉野剛教育長登壇）

○ 教育長 吉野剛

棚原哲也議員の学校施設における設備点検

と早急な対応ついてお答えします。学校施設

の安全点検は、町内の全ての小中各学校にお

いて定期的に学校施設の安全点検表に基づい

て行っています。その際に修繕箇所が確認さ

れましたら、当該学校から修繕見積書及び学

校施設修繕要望書が教育委員会へ提出されま

すので、修繕内容を再度確認した上で、早急

に修繕を行っております。又、児童生徒及び

教職員に危険を伴うと思われる施設の修繕が

出た場合は、その都度、教育委員会で現場確

認をし優先的に修繕を行っております。

（吉野剛教育長降壇）

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

ただいまの答弁につきまして順次再質問さ

せていただきます。新造フェリーの買取船に

ついてでございます。答弁がございました建

造費等の数字は今回報告ありました数字につ

きましては、事業者である久米商船から提示

された数字なのか、お伺いします。

○ 議長 幸地猛

當間直也商工観光課長。

○ 商工観光課長 當間直也

ただいまのご質問についてお答えいたしま

す。今回の買取船、フェリー琉球の際も同様

ではあったんですが、沖縄県の方で一括交付

金を活用した沖縄県離島航路船舶更新支援計

画というものに基づいて買い取りは行われま

す。その中の離島航路運航安定化支援事業と

いう補助金を活用するわけなんですが、この

中で国県町村、そして事業者の負担割合が規

定されておりまして、そちら沖縄県の方で買

取費につきましては、事業費等確認した上で、

町の方に資料として送付された経緯になって

います。

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

昨日、同僚議員からの質問で船のトン数、

今回のフェリー海邦ですか、新造船、船のト

ン数については昨日報告ございました。1200

トンという報告がありましたが、船の長さ、

これも把握しておれば、聞いているところに

よると先に導入した琉球より船の長さが長い

というふうにも聞いておりますが、それが把

握できておれば答弁お願いします。

○ 議長 幸地猛

當間直也商工観光課長。

○ 商工観光課長 當間直也

ただいまのご質問につきましてお答えしま

す。新造船の概要につきましては、フェリー

琉球と同規模という情報の方しか、我々も確

認しておりません。全長等含めて、規模等に

つきましては今後確認も急ぎたいと思います

が、今確認できている新造船につきましては、

フェリー琉球と同等規模の新造船になるとい

う情報を持っております。

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

この沖縄県の離島航路確保維持改善協議会

という団体がありまして、その中で新造船建

造については、また事業者であります久米商
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船が主催して組織しています船舶建造検討委

員会というのを設置してあると思いますが、

この船舶建造検討委員会に渡名喜村含めて両

村の町村長、または担当課長等が参加してい

るかどうか、お伺いします。

○ 議長 幸地猛

當間直也商工観光課長。

○ 商工観光課長 當間直也

ただいまのご質問につきましてお答えいた

します。船舶のいまご質問があった建造検討

委員会の方には町の方からは出席がない、そ

の委員に該当しているかどうか確認させてい

ただきたいんですが、ただ、新船舶の更新に

ついては先ほど答弁の中でお話したか、別に

なるんですが、沖縄県離島航路確保維持改善

協議会という組織がございます。昨日の町長

の答弁でも出てきておりましたが、こちらの

全県的な会議と別で、分科会というのも設け

られておりまして、この分科会は本町で開催

されるわけなんですが、この会議の中で新造

船の計画についての説明ですとか、議論はさ

れております。

○ 議長 幸地猛

休憩します｡（午後２時42分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午後２時42分）

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

私もメンバーの一員として、年に１回だと

思うんですが、参加しております。

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

町長が年に１回その検討委員会に参加され

ているということなんですが、この検討委員

会、これはフェリー琉球を導入するときに、

出された資料なんですが、これちょっと読み

上げると関係市町村の役割ということで、船

舶建造検討委員会、この中で離島住民のライ

フラインである離島航路の確保維持と利用環

境の改善を図ることを本計画に基づき、航路

事業者と連携のもと離島航路の船舶更新を円

滑に支援することにより、離島の定住条件の

整備に取り組むと。また、船舶建造検討委員

会において、本事業の趣旨目的から建造する

船舶が地域のニーズを踏まえた適正な規模仕

様となるよう、欠損額、ランニングコスト等

を精査して意見を述べるということになって

おりますと、これ市町村の役割、新造船建造

について非常に大きい役割があるんじゃない

かと思います。その中にはやっぱり町長また

は担当課長が参加して、船舶の規模とか、こ

れに書かれています事業者の欠損金の確認と

か、そういう非常に大きい役割があって、前

回は前産業振興課長がこの委員会に参加して

いろいろと意見を述べていると、そういうこ

ともありまして、この検討委員会については

検討前から立ち上げてやっていると思います

ので、ぜひ参加するべきじゃないかと思いま

すけど、再度、答弁ございましたらお願いし

ます。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

必要な会議等については、私が参加すべき

ものについては、参加しておりまして、この

件に関しましてはとにかく今のニューくめし

まの更新においては、前から県、国にも買取

支援の２隻目についても認めてほしいという

全体の要請のもとでもやっておりまして、細
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かいものについては年に１回地元で開催され

る総合事務局も含めての会議が久米島町でや

っております。これが来月にも開催されるこ

とになっております。

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

町の関わり方なんですが、やっぱり県の委

員会、それから事業所が立ち上げる建造につ

いての委員会の中でいろいろと意見を言って

もらわないと、今回、1億5千万余りの町の支

援額があがっております。今年でフェリー琉

球が就航して５年か６年目になると思います

が、フェリー琉球の場合には建造費用が14億

1千万余り、今回のこの海邦については22億

ということで6億余り建造金額が増額されて

います。負担割合は先ほど説明ありました８

％ということで本町が1億5千万余り、これも

渡名喜村と久米島町で合算して８％の中でま

た負担割合、両村で協議して決めるというこ

とになっていると思いますが、その渡名喜村

と協議されて金額が出されてきたかどうか、

お伺いします。

○ 議長 幸地猛

當間直也商工観光課長。

○ 商工観光課長 當間直也

ただいまのご質問につきましてお答えいた

します。いま当初予算で計上している額を答

弁としてお答えさせていただいております。

こちらの当初予算につきましては、先ほど沖

縄県の方から今回の買取支援事業に係る事業

費含めて町村負担についても数値が示されて

まして、それをもとに当初として計上してお

りますが、今年の７月買取ということで総事

業費をベースに出した額ではあります。渡名

喜村との協議につきましては、協議書の内容

を遠隔地でもございますのでメール等でやり

取りしながら、フェリー琉球買取した際に、

積算した割合をベースに協議しているところ

で、その額につきましては当初で計上してい

る額を見込んでおります。

ただこの後、買取時期が、変動があった場

合、渡名喜との協議、前回のものをベースに

説明しておりますが、積算としましては、そ

の運航距離ですとか、あとは繰り上げ、そう

いった航路にかかった費用、あるいは収益等

をベースに積算しておりますので、渡名喜村

の方には前回と同様の割合で協議を求めてい

るところです。

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

次に、これは26年度６月の定例会の資料な

んですが、フェリー琉球の建造前です。フェ

リー琉球の建造当時まで本町として株主総会

にほとんど参加してないと、委任状対応でや

ってきて今後については努めて参加して町の

意見を述べると、当時の副町長の答弁であり

ます。議事録にちゃんと残っておりますが、

その後、フェリー琉球が就航して以降の事業

者の株主総会とか、そういう会合に本人出席

で町の代表を送っているかどうか、お伺いし

ます。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

その後の総会については、タイミング的に

こちらの会合等がかち合ったために前回は委

任状を出した覚えがあります。

○ 議長 幸地猛
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９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

次に、久米商船の株式なんですが、町が保

有している久米商船の株は、株全体の何％を

保有しているか。それと株主が多数いらっし

ゃると思います。その中で株の保有順位、何

番目ぐらいの順位で位置づけされているか、

お伺いします。

○ 議長 幸地猛

大城学総務課長。

○ 総務課長 大城学

ただいまのご質問にお答えします。棚原議

員からの質問の株の件については手元に資料

がございませんので、後ほど回答したいと思

います。

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

先ほど資料確認しましたら26年度の答弁で

も株式の何％を保有しているかという質問に

対し、株の保有率については資料を持ってな

くて後ほど提示したいと思いますという答弁

でもう数年経っておりますが、その関係で質

問しましたが、早急にその資料を提示お願い

したいと思います。

○ 議長 幸地猛

大城学総務課長。

○ 総務課長 大城学

早急に確認して、早目に回答したいと思い

ます。

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

船舶更新後の取り組みについて、町の役割

について担当課の説明をお願いします。

○ 議長 幸地猛

當間直也商工観光課長。

○ 商工観光課長 當間直也

ただいまのご質問につきましてお答えしま

す。更新後の取り組みということで、一次の

ご質問であった趣旨をこちらの方で踏まえた

かたちでの答弁させていただきますが、買取

支援につきまして町が行う目的というのは町

民の生活路線というところで物資含めてそう

いったものへの負担軽減、町民生活の安定と

いう視点を持ちながらということになってい

ますので、そういった運航もそうですが、買

取支援後、そういった支援後につきましては

先ほど来申し上げているのは協議会の中で運

賃の負担軽減等について求めていきながら町

民の利用がしっかり負担を軽減できるような

取り組みを行っていきたいと思います。

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

課長から報告というか、説明ありましたが、

船舶更新後については、これは公営航路、市

町村が運営している航路、それと久米商船の

ように民間の事業所の運営している航路につ

いて、非常に基本的に違う部分がありまして、

議会も行政もみんなで共有して知っておかな

ければいけない部分があると思います。これ

読み上げて説明します。市町村が運営する公

営航路につきましては、船舶更新後に運航収

支が黒字になった場合には、次回の船舶更新

を円滑にするため基金を設置し、黒字分の積

立等について検討するものとする。これは公

営航路であります。当地区に就航している民

営航路事業者の久米商船とか、事業所が運営

している航路につきましては、沖縄振興特別
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推進交付金、交付要綱上、原則として法人の

資産形成は認められていないため、黒字の発

生を見込む場合には、旅客貨物運賃の割引等

による利用者への還元等を検討するものとす

ると。船舶買取支援事業を行って黒字が見込

まれる場合には旅客、それから貨物等の運賃

の割引等によって、利用者へ還元を検討する

ものとすると。これ明確にうたわれておりま

す。よって、前回、琉球を就航させた場合に

も琉球を就航させたために運賃が２割３割上

がって高くなって、町内の貨物を多く沖縄本

島との輸送につかっている事業者なんかは運

賃が高騰して非常に困っているという、そう

いう声も多く出ておりました。さらに今回フ

ェリーニューくめしまの代船としてフェリー

海邦が就航した場合にも逆に事業者から運賃

の値上げ等々が出てこないかと危惧される部

分もあります。今回、1億5千万余りも町から

支援するわけですから、運賃につきましては

公営航路民営航路の要綱にありますように、

赤字が出た場合には、一離島、一航路の場合

には赤字経営になった場合には航路補助とし

て国県の補助で赤字を埋めるとそういう取り

決めもありますので運賃の値上げとか、ぜひ

阻止していただいて赤字の場合には国県で協

力してもらうと、そういう意見を述べるため

にも先ほど質問しました総会への参加、それ

から検討委員会とか、組織での発言をぜひや

っていただきたいと思いますが、それについ

て答弁をお願いします。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

ただいま棚原議員からありましたとおり、

私としても地域住民の負担軽減のためには、

これだけ補助を買取支援ができるわけですか

ら、これを今後の総会とか会合には今の思い

を伝えていきたいと考えています。

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

この件につきまして、あと２点ほど質問い

たします。25年の９月の定例会のときの前町

長のこの案件についての答弁内容でございま

すが、黒字になった場合、うちは民営会社と

いうことでやっぱり民間ですので、黒字が出

ないようにすることもできるわけですと。今

の事業所が黒字が出ないようにすることもで

きるそこらへんはちゃんと監視しておかなけ

ればいけないという部分もあります。検討委

員会の方でいろいろ意見を述べていきたいと

いうふうに思います。というふうに非常に前

向きな、町長が直接、検討委員会とかそうい

うところに出向いて意見を述べるという答弁

もされております。そこで最後に町長に確認

したいんですが、現大田町長は多額出資の出

資先の株主総会等へ積極的に参加し、事業者

の決算状況等を把握し、支援団体である行政

の代表として、その結果を報告する必要があ

ると思いますが、どのように考えるか、お伺

いします。

○ 議長 幸地猛

大田治雄町長。

○ 町長 大田治雄

先ほども答弁申し上げたとおり、今後にお

いては、新しい年度の総会に参加して、内容

等をチェックしながら意見を求めるべきもの

については意見を出して、住民に還元できる

ような態勢を要望していきたいと思っていま

す。
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○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

次に２点目の町営バスの停留所の整備につ

いてでございます。バス停の整備につきまし

ては、利用状況等を分析・調査しながら取り

組んでおり、引き続き取り組んでまいります。

停留所への上屋等設置につきましても同様に

取り組みながら、県へも要望を行っておりま

す。今後、利用状況等の分析・調査結果を整

理し、整備計画の策定、予算の確保に努めな

がら整備に取り組んでまいりたいと考えてお

ります。という答弁であります。

今回、提案しています一番大きいのは本町

の観光の主要な地域でありますイーフビーチ

の情報プラザの前、それと泊フィッシャリー

ナの前、イーフ地区につきましては、イーフ

ビーチホテルの玄関先も停留所になっていま

す。それから久米アイランドの玄関口まで停

留所として使われています。奥武島について

はフィッシャリーナの玄関口で、雨降りでも

その軒先で待てるところがあるんですが、イ

ーフビーチホテルから久米アイランドの間の

宿泊業者何カ所かありますけど、そこのお客

さんは全部情報プラザの前で近いということ

で待つように指導もして誘導していますが、

情報プラザの場合には建物の玄関の軒先がち

ょっと奥に入っていて、バスが来るのも見え

ない状況にあります。県道沿いからは停留所

からは、ということで小雨降っていても検討

のそばに停留所の看板のそばに待っていた

り､非常に雨降りとか、風が強いときとか、

非常に不自由を来している状況にあります。

それから泊のフィッシャリーナ前なんです

が、屋根も何もありません。お客さんはハテ

ノ浜のツアーで行って、帰りはそのまま荷物

も持ってその停留所で県道沿いの停留所で待

っている状況で、あそこも路線の小屋とかだ

いぶ奥まっていて、県道のそばじゃないとバ

スが来るのが確認できないと、そういう状況

にあって、両方とも非常に利用頻度が非常に

高いと、観光客が非常に必要としている地域

ですので、ぜひそこに早目に上屋、屋根付き

の停留所の設置ができればと思っています。

用地については情報プラザの前も町の情報プ

ラザ用地の一画に設置は十分できると思われ

ます。フィッシャリーナの前についても用地

は確保できると思いますので、ぜひ、そこに

設置してもらいたい。というのは、今仲里総

合グラウンドの前に駐車場にできていますよ

ね、屋根付きの瓦屋根がついた非常に立派な

ものが、あそこは見てみるとお客さんはほと

んどいません。停留所の施設があるだけで、

そういう優先順位というのは多く利用されて

いる地域、そこらへんから先に設置していた

だきたいというのが、景観条例の重点地域で

もありますので、できたら総合グランドの前

にあるような、瓦屋根の見た目もいいものを

ぜひ、設置してもらいたいということで要望

しておりますが、これについて答弁お願いし

ます。

○ 議長 幸地猛

當間直也商工観光課長。

○ 商工観光課長 當間直也

ただいまのご質問にお答えします。棚原議

員からもご質問がありました以前からバス停

の件につきましては、各議員の皆さまからご

質問、ご要望をお伝えいただいているところ

で答弁の方でも利用状況、分析というか調査

していますということで、路線ごとあるいは
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停留所ごとの利用者、乗車人数等で確認をし

ています｡その他にバスの運転手４名おりま

すが、運転手の方と会議を持つ中でいろいろ

利用状況の情報を集めています。その中でや

はり、議員からあったように、実際の数字か

ら見えてくる部分と利用されている形態です

ね、お年寄りですとか、子どもたちの利用と

いうのが若干数字だけでは見えない部分もあ

りますので、そういった調査をしっかり行っ

てはやめにその結果を整理して、整備の計画

をつくって、その計画の中で優先順位とあと

はできる設置できる上屋、仲里球場前にある

ものというのはかなり事業費もかかります

し、なかなか町の財源のみでは厳しいところ

もありますが、ただ逆に50万、用地等除けば

整備にすぐとりかかれるような予算として検

討できるのもあるのかなと思いますので、設

置するものにつきましてはしっかり考えて進

めていきたいと思います。

あと、いまご質問の中にあった情報プラザ

につきましては、地域の自治会長さんはじめ

利用者の方からも情報が寄せられていますの

で、優先的に対応できるようにしていきたい

と思います。ただ、フィッシャリーナ前につ

いてですが、こちらの方の情報が、僕らの方

で調査している中では、向こうある程度遊漁

船の事業者の方々もマイクロバスをお持ちで

送迎につきましては、そちらの方である程度

行われているという状況も見えます。空港か

らすぐハテノ浜にいきたいということで町営

バスを乗られたり、あるいは事業者が対応で

きない場合は事業者の方が町営バスの営業所

までお送りするとかという形態が確認できる

状況もありますので、そういった利用状況を

しっかり見て努めていきたいと思います。

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

ただいま説明ありましたフィッシャリーナ

前の停留所の利用、これにつきましては、ハ

テノ浜で行かれるお客さん、民宿とか宿から

荷物を持ったまま、渡船の事業者が迎えには

来て、ハテノ浜行ってきて、帰りはそのまま

フェリーの時間、または飛行機の時間合わせ

て、その停留所をつかってくれという格好で

案内して、帰りはそういうかたちでバス利用

が多いと思いますので、一応調査して対応よ

ろしくお願いします。

それでは次に、公共施設トイレにおけるベ

ビーチェア及びおむつ交換台設置についてで

ございます。答弁の中では、設置スペースの

確保ができないことなどから設置には至って

おりません。しかし、最近の製品はコンパク

トになり、小スペースでの設置も可能な製品

がありますので、設置に向け検討してまいり

ます。の答弁でありますが、これは総務課の

方なんですが、いま、３年に１回、４、５年

１回、町の人事で課長職も大分代わられます

が、代わった場合に引き継ぎがちゃんとやら

れているかどうかということで疑問になる分

がありますので、それを含めて再質問します。

これは28年にも同じ質問をやってます。ベビ

ーチェアとおむつ交換台、これについて町内

の公共施設にベビーチェアやおむつ台の設置

が十二分に整備されておりませんと、早急菜

対応ができないかお伺いしますということで

私が質問してまして、当時の総務課長の答弁

では、確かにお子様ずれで、よく訪れる箇所

にそういったところが必要かと思われます。

現場を確認しながらできる限りできるよう検
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討していきたい。という答弁がございました。

それから私の質問なんですが、ベビーチェア

については、よくトイレの角におかれていま

す。小さい子どもたちを座らすのが、那覇空

港とか、そういう都市の空港とか、大型商業

施設なんかにも設置されていますが、おむつ

交換台については結構スペース、小さいベッ

トタイプですからとるんですが、このベビー

チェアについては、ほんとにコンパクトにい

まなっていて、現在の町内の公共施設のトイ

レにも設置可能かと思います。そのときの総

務課長の答弁、早急な対応ができるように検

討いたしますと、その後最後に、現場の確認

をしまして、多目的トイレが中心になってく

ると思いますが、そういったところを中心に

まずは整備を進めていきたいと思います。と

非常に前向きに設置をしていただけるような

答弁されております。これも４年目に入りま

すので、ぜひ早急に整備お願いしたいと思い

ます。これについて答弁お願いします。

○ 議長 幸地猛

大城学総務課長。

○ 総務課長 大城学

ただいまのご質問にお答えします。平成28

年の３月議会に棚原議員から同じ内容の質問

があって前向きに検討しますという回答で答

えているのは承知しております。そのときに

仲里庁舎と具志川改善センターに設置できな

いかという検討をして、そのときにスペース

が限られていますので、コンパクトな製品が

なかったということもあって、設置できない

ということで止まっている状況であります。

最近、カタログを見ると非常にコンパクトに

なっていて、那覇の商業施設等の設置状況も

見ておりますと、ほんとにコンパクトになっ

てますので、仲里庁舎の１階部分に設置がで

きないか、業者とも相談しながら進めていき

たいと、改善センターについてはどうしても

トイレの中のスペースに限りがあって狭いと

いうこともあって厳しい状況ですので仲里庁

舎の１階部分に設置できないか検討していき

たいと思っています。

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

現場確認されて早急に対応していただくよ

うにお願いします。

最後に、学校施設における設備点検と早急

な対応ついて、先ほど、教育長から答弁があ

りました。学校施設修繕要望については、学

校側から修繕見積書及び学校施設修繕要望書

が委員会へ提出されます。修繕内容を確認し

た上で、早急に修繕を行っております。それ

とその次には、児童生徒及び教職員に危険を

伴うと思われる施設の修繕が出た場合は、都

度、教育委員会で現場確認をし優先的に修繕

を行っております。という答弁でありますが、

これにつきまして、平成27年の12月の定例会、

幼稚園が統合する前の議会なんですけど、教

育長の答弁ですけど、これは統合した場合に

トイレとか砂場、これが仲里幼稚園では足り

ないんじゃないかという質問につきまして、

答弁で、トイレであるとか砂場であるとかと

いうことに関して、今の現状では足りないの

かなというようなことがありましたので、次

年度の計画の中でどのようなかたちで園舎を

改修していくのかというものについて準備委

員会の方でで説明をしております。という答

弁でしたが、その準備委員会等でこういう説

明をされて委員の方々から必要性があると
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か、そういう声があがらなかったのかどうか、

お伺いします。

○ 議長 幸地猛

吉野剛教育長。

○ 教育長 吉野剛

統廃合前の準備委員会だと思うんですが、

その中において、諸々の施設において話はし

た覚えがあります。砂場については仲里小学

校の砂場であるわけなんですが、そこで一緒

にできるものというふうに判断をしたものと

思っています。

トイレについては確かに、まず数について

は清水幼稚園と比べながら１つ少ないという

ようなところで、そこまで大きな必要はない

のではないかということで、設置をしてはお

りません。ただ、安全性の面において段差が

ありましたので、そこについては段差がなく

なるように板で補修をしたものをそこに設置

はしております。特に新しくそれをトイレを

設置したとか、砂場を設置したということは、

実はしておりません。

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

仲里幼稚園のトイレ砂場について､増設要

望しましたら、その当時、謝名堂川の拡幅が

あるとか、仲里幼稚園を取り壊さないといけ

ない状況になるんじゃないかとか、そういう

意見もありまして、先延ばしになっているか

と思いますが、謝名堂川の拡幅については計

画から完成まで20年かかるという県の説明も

あります。それから34年度には、こども園が

開設すると、それまで現状のままで対応して

くれという教育委員会の考え方なのかどう

か、お伺いします。

○ 議長 幸地猛

吉野剛教育長。

○ 教育長 吉野剛

１次答弁でもお答えいたしましたが、危険

箇所とか、修繕箇所があった場合には学校の

方からそういう要望がございます。それをも

とに修繕はしていっているところではありま

すが､今回、トイレ、あるいは砂場とかいっ

たようなものに関しては特にありませんの

で、現状のままでしております。ただし、今

後、そういうような危険箇所とか修繕箇所と

か出た場合においては、お答えいたしました

ように、すぐに対応はしていきたいなという

ふうに思っています。

○ 議長 幸地猛

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

最後に、このトイレとか、砂場の件なんで

すが、私のところに情報がきていますのは、

幼稚園のトイレが破損してドアが開いた状態

で幼稚園生が子ども達がつかっていて非常に

恥ずかしい思いをしていると、幼稚園、１年

生になると、特に女の子はそういう面で、人

に見られてやるというのはできない状況にあ

るかと思います。そういうことで小さいとき

はトイレも親が教えて早目にオムツがはずれ

るようにやっていると思いますけど、中には

幼稚園とか、小学校低学年については、まだ

まだ学校に慣れてない、休み時間トイレから

行くべきものを遊んで間に合わなくなると

か、お漏らししている子ども達もたまには聞

きます。

○ 議長 幸地猛

休憩します｡（午後３時19分）

○ 議長 幸地猛
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再開します。（午後３時19分）

９番棚原哲也議員。

○ ９番 棚原哲也議員

そういうトイレの利用で非常に不便を来し

ているという今は改善されているかも知れま

せんがそういう事例があったということで、

そういう修繕箇所等が出たら早急な対応をお

願いして、私の質問を終わります。

○ 議長 幸地猛

吉野剛教育長。

○ 教育長 吉野剛

さっそく来週以降に現場を確認して補修が

必要かどうかも含めて修理を前向きに考えて

いきたいというふうに思っています。

○ 議長 幸地猛

これで、９番棚原哲也議員の一般質問を終

わります。

以上で本日の日程は終了しました。本日は

これにて散会します。

お疲れさまでした。

（散会 午後３時20分）
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（午後 ２時00分 開議）

○ 議長 幸地猛

こんにちは。

これより本日の会議を開きます。

日程に入る前に総務課長、それから商工観

光課長から答弁があるそうですので、よろし

くお願いします。

大城学総務課長。

○ 総務課長 大城学

こんにちは。一般質問において棚原議員か

ら質問のありました久米商船の株式に対する

町の株式比率なんですが、14.8％となってい

ます。ご報告します。

○ 議長 幸地猛

當間直也商工観光課長。

○ 商工観光課長 當間直也

私の方も一般質問の際に、まず、喜久里猛

議員のご質問の中でありましたフェリー琉球

買取支援の際の負担軽減についてというご質

問についてなんですが、こちらにつきまして

は当時フェリーの運賃の改定を久米商船さん

の方で準備していたというところで、そちら

に町の方で買取支援に伴う要請を行いまし

て、運賃には貨物、車輌及び旅客という形態

があるんですが、そのうち貨物と車輌の乗用

車、事業以外の車については運賃を改定せず

に据え置くということで町との協議になって

おります。

もう一つ、棚原哲也議員のご質問の中にあ

りました新造船の船長についてなんですが、

資料をいただきまして確認しました。全長が

83.9ｍになります。

同じく棚原議員からございましたが、建造

検討委員会についてということで確認いたし

ました。こちらの方につきましては、平成28

年度に２回、平成29年度に１回開催されてお

ります。委員としましては、町の方は町長が

委員に入られていらっしゃいます。

以上になりますが、続きまして、すみませ

ん、本日提出しております議案の訂正をお願

いしたいと思います。申し訳ございません。

まず、議案の第20号、久米島町イーフ情報

連絡施設の指定管理者の指定についてという

議案になりますが、こちらの資料として添付

しています申請書、指定管理申請者からの申

請書になりますが、こちらの中の１番の施設

の名称をイーフ情報プラザというふうに申請

書に記載されておりますが、正式には議案の

方で出している久米島町イーフ情報連絡施設

という名称になります。申し訳ございません。

後日、申請者の方に差し替えをさせたいと思

います。よろしくお願いします。

続きまして、議案の21号、久米島紬伝統工

芸産業振興施設の指定管理者の指定について

という議案になりますが、こちらも添付資料

で付けております申請者からの申請書の中

に、３番で担当者連絡先というのがありまし

て、担当者の氏名が申請者である理事長と同

名になっておりますが、こちらはちょっと確

認させていただいていて、誤り、担当が別と

いうことであれば、こちらも差し替えの方を

したいと思います。

続きまして、すみません、次は議案として

追加で説明資料ということで配布させていた

だきました資料の中になりますが、新興通り

から提出がされている公共駐車場の指定管理

についての資料になりますが、その中の平成

30年度の新興通り駐車場収支状況予算書とい

うのがあるかと思います。すみません、資料

の方にページを付すのをもれておりました。
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申し訳ありませんが、平成30年度新興通り駐

車場の収支状況予算書というのがあるかと思

いますが、そちらの収入の部の右側に増減と

いうのがあるかと思います。項目としては１、

２、３ということで繰越金だとか、契約車輌

の利用料、そして雑収入というふうにあるん

ですが、この増減の合計額の方が6万4千円と

記載されておりますが、こちらの計算誤りに

なりまして、マイナス4万4千45円なりますの

で、そちらに訂正をお願いいたします。

同じく通り会から出ている申請に対しての

説明資料で、通り会の組織図と会員名簿を添

付させていただいております。この組織図の

中で役員として入られている方が次のページ

の会員の名簿の中には入っておりません。こ

ちら申請時に我々の方も確認は取っておりま

したが、議員の皆さまに配布する段階で資料

の準備が間に合わずにちょっともれている方

がいる状態で配布しております。この役員の

方につきましては会に入っておりますが、新

しい資料をまた今提出を求めておりますの

で、しっかり提出を受けて書類を管理してい

きたいと思います。以上になります。

○ 議長 幸地猛

休憩します。（午後２時05分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午後２時07分）

それでは、改めて会議を開きます。

本日の議事日程は予めお手元に配布したと

おりであります。

日程第１ 会議録署名議員の指名

○ 議長 幸地猛

日程第１、会議録署名議員の指名を行いま

す。

本日の会議録署名議員は、会議規則第120

条の規定によって、議席13番饒平名智弘議員、

１番喜久村等議員を指名します。

日程第２ 平成31年度久米島町一般会計予

算

平成31年度久米島町国民健康保

険特別会計予算

平成31年度久米島町後期高齢者

医療特別会計予算

平成31年度久米島町水道事業会

計予算

平成31年度久米島町下水道事業

特別会計予算

○ 議長 幸地猛

日程第２、議案第７号、平成31年度久米島

町一般会計予算。

議案第８号、平成31年度久米島町国民健康

保険特別会計予算。

議案第９号、平成31年度久米島町後期高齢

者医療特別会計予算。

議案第10号、平成31年度久米島町水道事業

会計予算。

議案第11号、平成31年度久米島町下水道事

業特別会計予算について。

以上のことにつきましては審査を予算審査

特別委員会に付託してありましたので、予算

審査特別委員長の報告を求めます。

安村達明予算審査特別委員長。

（安村達明予算審査特別委員長登壇）

○ 予算審査特別委員長 安村達明

おはようございます。予算審査特別委員会

委員長の安村です。委員長報告を行います。

３月11日の本会議に上程されました、議案第

７号、平成31年度久米島町一般会計予算。議
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案第８号、平成31年度久米島町国民健康保険

特別会計予算。議案第９号、平成31年度久米

島町後期高齢者医療特別会計予算。議案第10

号、平成31年度久米島町水道事業会計予算。

議案第11号、平成31年度久米島町下水道事業

特別会計予算については、本会議での質疑後、

議長を除く全議員で構成する予算審査特別委

員会に付託されました。

３月14日、15日の２日間にわたり、執行部

から関係職員の出席のもと、各款ごとに予算

科目を分割して審査を行い、各委員の自由討

議を経て採決を行いました。

採決の結果は、全会一致で原案のとおり可

決すべきものと決しました。

以下、審査のおもな内容を報告します。

はじめに、議案第７号、平成31年度久米島

町一般会計予算について報告します。一般会

計の歳入歳出の予算総額は、84億7千862万2

千円で、対前年度比、16億7千534万9千円(24.

6％)の増額になっています。

歳入について、１款の町税は、対前年度比、

24万1千円の増で、6億5千949万7千円を計上

しています。その中で、町民税、固定資産税、

軽自動車税は増額で、町たばこ税が対前年度

比、778万3千円の減となっております。その

要因は、近年全国的に喫煙人口の減少に伴い

たばこの製造本数も減ってきており、加えて、

本町の成人人口の減少も大きな要因となって

いることから、減額で算定をしているとの説

明がありました。

７款の自動車取得税交付金は、消費税の増

税に伴い廃止され、新たに環境性能割交付金

が新設されることから、502万4千円の減額と

なっています。

22款の町債は、対前年度比、4億700万円増

の8億360万円を計上しており、おもな事業別

の内訳は、過疎対策事業債ソフト事業、複合

型防災・生涯学習機能施設整備事業、風の帰

る森プロジェクト推進事業、兼城港旅客ター

ミナル整備事業、博物館機能強化事業となっ

ています。

次に、歳出について、２款の総務費につい

て、久米島町空き家活用事業は、町内の空き

家の実態について、所有者の意向確認と利活

用の方針策定に向け、建物の状態を分析でき

る専門的なスキルと技術を持った業者に委託

する方針です。

地域おこし協力隊起業補助金は、地域おこ

し協力隊が、３年の制度を終えた時に、起業

に向けた取組みの準備資金として助成する制

度で、特別交付税措置がなされます。

次に、３款の民生費について、久米島町健

康増進事業は、本町は糖尿病及び予備軍がか

なり多く、その原因が単なる生活習慣による

ものか体質的なものなのか、琉球大学に研究

調査を委託しています。

31年度に健康支援指導システムを完成さ

せ、町民が自由にデジタルデバイスを活用し

健康支援が受けられる体制づくりを目指して

います。

次に、４款の衛生費について、沖縄県海岸

漂着物地域対策推進事業は、海岸に漂着した

ごみを一部回収しその発生源などを調査分析

し、小中学生を対象にした漂着ごみに関する

知識を深めるための環境教育も含めた事業費

です。漁港などの漂着物については、漁協や

関係課と調整して対応していきます。

次に、６款の農林水産費について、堆肥セ

ンターの管理運営について、ゆいファームか

ら指定管理を終了したいとの申し出があり、
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町ホームページで公募しておりますが、現在、

農協と日本管財の２社から問い合わせがあり

ます。

次に、７款の商工費について、ウミガメ館

の管理運営については、施設や機器等の老朽

化で維持管理費や運営費に予算がかかってお

り、バーデハウスの指定管理の見直しと併せ

て、民間企業のノウハウを活用していきます。

次に、８款の土木費について、宇江城城跡

線の整備事業について、県道方面からの延長

は2.5㎞で、幅員は6.5ｍに拡幅します。実施

設計を予定しています。また、ラムサール条

約の流域に近いことから、環境に配慮しな

がら取り組んでいきます。

次に、９款の消防費について、平成30年４

月１日に、沖縄県の緊急消防援助隊「消火小

隊」として登録し、５名の消防職員を九州ブ

ロック訓練に派遣しました。訓練に参加して、

緊急消防援助隊用の車両や資機材が完備され

ているほか、常に各種災害訓練等にも参加し

ており、災害対応能力の高さを見ることがで

きました。消防隊員の技術の向上や災害現場

対応能力の向上を図るため、引き続き、県外

の災害訓練等への派遣を継続してほしいとの

要望がありました。

次に、10款の教育費について、前村幸秀人

材育成事業は、国公立の大学や偏差値50以上

の大学に進学する生徒に対し、授業料の半額

を補助する給付型の助成制度です。対象は本

町出身者で、久米島高校を卒業した生徒は授

業料の１分の１、島外の高校を卒業した生徒

は４分の１の交付割合となっています。

次に、議案第８号、平成31年度久米島町国

民健康保険特別会計予算について報告しま

す。平成31年度歳入歳出の予算総額は、9億4

千901万1千円で、対前年度比、391万5千円(0.

4％)の増額になっています。

平成30年度の特定健診の受診率は、年度途

中ではありますが、２月末現在で45.7％とな

っています。平成31年度の特定健診受診率の

目標を50％に設定しているので、受診率を上

げるためには早めに周知活動を行い、必要に

応じて電話での呼びかけなどをし、多くの町

民が受診できるよう努めてほしいとの要望が

ありました。

次に、議案第９号、平成31年度久米島町後

期高齢者医療特別会計予算について報告しま

す。平成31年度歳入歳出の予算総額は、7千7

25万8千円で、対前年度比、425万3千円で(5.

8％の増額)となっています。

沖縄県後期高齢者健康長寿訪問指導事業

は、後期高齢者医療広域連合と公立久米島病

院が委託契約をし、公立病院の看護師２名で

58件の訪問指導を実施しています。今後も、

広域連合、公立病院、久米島町が連携して、

引き続き継続して実施できるよう要望があり

ました。

次に、議案第10号、平成31年度久米島町水

道事業会計予算について報告します。平成31

年度の給水戸数は、3,891戸で、年間給水量

は95万8,936㎥の予定となっています。

水道事業収益は、2億4千933万円を予定し

ていて、そのうち営業収益は2億1千281万8千

円でおもに給水収益となっています。営業外

収益は、3千651万1千円となっています。

事業再評価作成委託料について、合併後こ

れまで水道管工事補助事業がなく、単価見直

しをしていなかったため、現在の単価を再評

価し水道事業の中長期計画を策定します。

水は、住民生活のライフラインであること
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から、施設や老朽化した機器等については計

画的に更新して、急な断水等が発生しないよ

う対策する必要があるとの要望がありまし

た。

次に、議案第11号、平成31年度久米島町下

水道事業特別会計予算について報告します。

平成31年度歳入歳出の予算総額は、2億6千81

4万3千円で、対前年度比、437万2千円の減額

となっています。

平成30年度の下水道の接続について、イー

フ地区で16戸、清水地区で８戸、合計で24戸

の接続数となっています。

下水道管工事をした後の舗装については、

面積が小さいため３、４カ月ごとに１回にま

とめて施行しています。今後、危険な箇所が

ないか点検をしできるだけ早めに対応してほ

しいとの要望がありました。

以上、予算審査特別委員会ではたくさんの

質疑が出ましたが、多くの面で割愛させてい

ただきましたことをご容赦下さい。

以上で報告を終わります。

（安村達明予算審査特別委員長降壇）

○ 議長 幸地猛

以上で、予算審査特別委員長の報告を終わ

ります。

委員長報告に対する質疑を省略したいと思

います。

ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○ 議長 幸地猛

異議なしと認めます。従って、予算審査特

別委員長報告に対する質疑は省略することに

決定しました。

日程第２、まずはじめに、議案第７号、平

成31年度久米島町一般会計予算についてを議

題とします。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから議案第７号、平成31年度久米島町

一般会計予算についてを採決します。

本案に対する委員長報告は、原案可決であ

ります。

本案について委員長報告のとおり賛成の方

は起立願います。

（全員起立）

○ 議長 幸地猛

全員起立です。従って、議案第７号、平成

31年度久米島町一般会計予算については委員

長報告のとおり可決されました。

日程第３、議案第８号、平成31年度久米島

町国民健康保険特別会計予算についてを議題

とします。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから議案第８号、平成31年度久米島町

国民健康保険特別会計予算についてを採決し

ます。

本案に対する委員長報告は、原案可決であ

ります。

本案について委員長報告のとおり賛成の方

は起立願います。

（全員起立）

○ 議長 幸地猛

全員起立です。従って、議案第８号、平成

31年度久米島町国民健康保険特別会計予算に

ついては委員長報告のとおり可決されまし
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た。

○ 議長 幸地猛

日程第４、議案第９号、平成31年度久米島

町後期高齢者医療特別会計予算についてを議

題とします。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから議案第９号、平成31年度久米島町

後期高齢者医療特別会計予算についてを採決

します。

本案に対する委員長報告は、原案可決であ

ります。

本案について委員長報告のとおり賛成の方

は起立願います。

（全員起立）

○ 議長 幸地猛

全員起立です。従って、議案第９号、平成

31年度久米島町後期高齢者医療特別会計予算

については委員長報告のとおり可決されまし

た。

○ 議長 幸地猛

日程第５、議案第10号、平成31年度久米島

町水道事業会計予算についてを議題としま

す。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから議案第10号、平成31年度久米島町

水道事業会計予算についてを採決します。

本案に対する委員長報告は、原案可決であ

ります。

本案について委員長報告のとおり賛成の方

は起立願います。

（全員起立）

○ 議長 幸地猛

全員起立です。従って、議案第10号、平成

31年度久米島町水道事業会計予算については

委員長報告のとおり可決されました。

○ 議長 幸地猛

日程第６、議案第11号、平成31年度久米島

町下水道事業特別会計予算についてを議題と

します。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから議案第11号、平成31年度久米島町

下水道事業特別会計予算についてを採決しま

す。

本案に対する委員長報告は、原案可決であ

ります。

本案について委員長報告のとおり賛成の方

は起立願います。

（全員起立）

○ 議長 幸地猛

全員起立です。従って、議案第11号、平成

31年度久米島町下水道事業特別会計予算につ

いては委員長報告のとおり可決されました。

日程第７ 久米島町老人福祉施設の指定

管理者の指定について

○ 議長 幸地猛

日程第７、議案第17号、久米島町老人福祉

施設の指定管理者の指定についてを議題とし

ます。

本案について提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。
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（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

こんにちは。議案を説明する前に字句に訂

正をお願いしたいと思います。上から４行目

の中ほどに、第244号の２、２条の６項とあ

るところを、第244号を条に変更お願いしま

す。そして２条の条を第に変更をお願いいた

します。

議案第17号、久米島町老人福祉施設の指定

管理者の指定について。

久米島町老人福祉施設の指定管理者の指定

管理を次の団体に指定したいので、地方自治

法第244条の２第６項の規定により議会の議

決を求める。

記

１．施設の名称及び位置

久米島町老人福祉センター

久米島町字大田584番地１

久米島町地域福祉センター

久米島町字仲泊587番地

２．団体の名称

社会福祉法人久米島町社会福祉協議会

住所 久米島町字儀間５番地

代表者 会長 太田喜功

３．指定の期間

平成31年４月１日から平成36年３月31

日まで

平成31年３月27日提出

久米島町長 大田治雄

提案理由

久米島町老人福祉施設の指定管理者の指定

が平成31年３月31日で終了するため、地方自

治法第244条の２第３項の規定により、上記

の者を指定管理者に指定することについて、

同条第244条の２第６項の規定により議会の

議決を求めるものである。これがこの議案を

提出するものであります。

なお、次ページの方に指定管理者申請の写

しを添付しております。

ご審議のほどよろしくお願いいたします。

（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

○ 議長 幸地猛

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから、議案第17号、久米島町老人福祉

施設の指定管理者の指定についてを採決しま

す。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（全員起立）

○ 議長 幸地猛

全員起立です。従って、議案第17号、久米

島町老人福祉施設の指定管理者の指定につい

ては原案のとおり可決されました。

日程第８ 海洋深層水温浴施設（バーデ

ハウス久米島）の指定管理者

の指定について

○ 議長 幸地猛

日程第８、議案第18号、海洋深層水温浴施

設（バーデハウス久米島）の指定管理者の指

定についてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。
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桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

議案第18号、海洋深層水温浴施設（バーデ

ハウス久米島）の指定管理者の指定について。

久米島町海洋深層水温浴施設（バーデハウ

ス久米島）の指定管理者の指定管理を次の団

体に指定したいので、地方自治法第244条の

２第６項の規定により議会の議決を求める。

記

１．施設の名称及び位置

バーデハウス久米島

久米島町字奥武170番地１

うらしま館

久米島町字奥武170番地２

２．団体の名称

株式会社オーランド

住所 久米島町字奥武170番地１

代表者 代表取締役社長 桃原秀雄

３．指定の期間

平成31年４月１日から平成32年３月31

日まで

平成31年３月27日提出

久米島町長 大田治雄

提案理由

久米島町海洋深層水温浴施設（バーデハウ

ス久米島）の指定管理者の指定が平成31年３

月31日で終了するため、地方自治法第244条

の２第３項の規定により、上記の者を指定管

理者に指定することについて、同条第244条

の２第６項の規定により議会の議決を求める

ものである。これがこの議案を提出する理由

であります。

次ページの方に指定管理者の申請書の写し

を添付しております。

ご審議のほどよろしくお願いいたします。

（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

議運の方で気づけばよかったんですけれ

ど、この第15期事業報告ということで平成29

年４月から30年の３月までということなんで

すが、これが町に対する提出書類にしてはち

ょっとおかしいんじゃないかと。内部資料じ

ゃないかと思うんですが。オーランドの名前

が入っていないんですよね。

○ 議長 幸地猛

當間直也商工観光課長。

○ 商工観光課長 當間直也

ただいまのご質問にお答えいたします。今

回申請するにあたって事業計画書ですとか収

支ということで、町の指定管理に関する条例

で定めた書類があって、そちらを出していた

だいておりますが、実際、申請のときには総

会資料ということで直近に一番分かるものを

中心にいくつか出していただきました。ただ、

私の方でその中から抜粋して今回説明資料と

して添付させていただいております。説明と

してちょっと不十分なところがあった点につ

きましてお詫び申し上げます。資料としまし

ては総会資料ですとか、あるいは今の時点の

30年度の利用状況等も含めて直近のものを申

請としては出させております。

○ 議長 幸地猛

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

これも事業報告の中で、28、29の入域客の
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比較なんですが、１年間で３千名減っている

と。その報告の中ではですね、計画どおり３

万人を超しているから良しということになっ

ているんですが、１年に３千名減る、確かに

目標値である３万人を維持しているから大丈

夫だということでまとめてあるんですが、こ

れ本当に大丈夫なんでしょうか、これ。その

へん判断をしているのかどうかというのと、

その減った原因というのが、空調設備が故障

しているということなんですが、そればっか

りの理由なのか、別の理由はなかったのか、

という１つと。

先だって、オーランドに関しては民間企業

が算入したいという話があったんですが、そ

のへんの話がどういうところまでいっている

のか、そのへん説明お願いします。

○ 議長 幸地猛

當間直也商工観光課長。

○ 商工観光課長 當間直也

ただいまのご質問にお答えします。本日添

付させていただいている書類の報告書の中で

も分かるように、利用者、入館者というのが

非常に減ってきております。要因としまして

は、こちらに記載されている他に、今、議員

からご質問もありましたが、その中でやはり

今経営が非常にオーランドさんという会社が

厳しいという状況にございます。町としても

いろいろ協議もしながらやっているところな

んですが、そういった中でやはりちょっと入

客をしっかり上げていけるだとか、収益を伸

ばしていくという取り組みをされているとこ

ろではあるんですけれど、施設の修繕も含め

てどうしてもスピードをもってしっかりやれ

ている状況がとれていない状態でございま

す。そういったところもリピーター含めまし

て、あるいは島外でのセールス等々も含めて

入域客の減につながっているのではないかと

考えております。

今後の指定管理についてなんですが、先だ

って、昨年ちょっと議会の皆さまにも当時の

状況をお話申し上げましたが、今非常にオー

ランド、第三セクターでの経営が非常に厳し

くて、今後は民間のそういった指定管理での

活用も町としても考えたいというところで、

今、町の方に実際提案として２社提案があり

まして、議員の皆さまに説明して以降もいろ

んな条件面も含めて協議を今継続していると

ころでございます。その中でオーランドさん

というのが今、債務超過でありますが、そう

いった状態の中で実際会社として今後どうす

るかというところも含めて議論させていただ

いております。

ですので、今後、民間に移管をしていく中

で、すぐ切り替えというのがいろいろ施設の

利用ですとか、運営の形態も含めて、経営面

ではしっかり民間の方ができると思うんです

が、深層水を活用した温浴施設ということで、

オーランドさんからのそういった技術ですと

かノウハウの伝承というのも取り入れながら

進めていきたいというふうに考えていて、で

すので、今回、指定管理の提案についてはま

ずは１年ということで提案させていただいて

おりますが、そういったかたちで、今単体で

は今後の見通しは厳しいのかなというところ

の中に、ただ、オーランドさんという会社も

しっかりその中で経営に関わっていただく中

で民間への移行、あるいは連携ということで

経営をしていけないかというふうに考えてお

ります。

○ 議長 幸地猛
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６番赤嶺秀德議員。

○ ６番 赤嶺秀德議員

議案第18号の団体の名称をオークランド、

代表者は副町長の桃原秀雄というふうになっ

ているんですが、これ本人が代表者になって

本人で提案しているんですが、この提案は大

田町長が読み上げるべきじゃないですか、な

んか問題ないですか。

○ 議長 幸地猛

休憩します。（午後２時38分）

○ 議長 幸地猛

再開します。（午後２時39分）

大城学総務課長。

○ 総務課長 大城学

ただいまの赤嶺議員の質問については確認

して報告したいと思います。

○ 議長 幸地猛

他に質疑はありませんか。

○ 議長 幸地猛

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから、議案第18号、海洋深層水温浴施

設（バーデハウス久米島）の指定管理者の指

定についてを採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（全員起立）

○ 議長 幸地猛

全員起立です。従って、議案第18号、海洋

深層水温浴施設（バーデハウス久米島）の指

定管理者の指定については原案のとおり可決

されました。

日程第９ 奥武島キャンプ場施設の指定

管理者の指定について

○ 議長 幸地猛

日程第９、議案第19号、奥武島キャンプ場

施設の指定管理者の指定についてを議題とし

ます。

本案について提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

議案第19号、奥武島キャンプ場施設の指定

管理者の指定について。

久米島町奥武島キャンプ場施設の指定管理

の指定管理に次の団体に指定したいので、地

方自治法第244条の２第６項の規定により議

会の議決を求める。

記

１．施設の名称及び位置

キャンプ場

久米島町字奥武170番地１

センターハウス

久米島町字奥武170番地１

多目的広場

久米島町字奥武170番地２

２．団体の名称

株式会社オーランド

住所 久米島町字奥武170番地１

代表者 代表取締役社長 桃原秀雄

３．指定の期間

平成31年４月１日から平成32年３月31

日まで

平成31年３月27日提出

久米島町長 大田治雄

提案理由
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久米島町奥武島キャンプ場の指定管理者の

指定が平成31年３月31日で終了するため、地

方自治法第244条の２第３項の規定により、

上記の者を指定管理者に指定することについ

て、同条第244条の２第６項の規定により議

会の議決を求めるものである。これがこの議

案を提出する理由であります。

次ページの方に管理者申請書の写しを添付

しております。

ご審議のほどよろしくお願いいたします。

（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

これはちょっと議員の皆さんに説明する必

要があると思うので質問します。議員の席で

は議長の方から質問あったんですよ。普通、

指定管理は５年ですね。これだけ１年ですよ

ね。その内容を説明しておかないと、どうし

てということになっちゃうので回答して下さ

い。

○ 議長 幸地猛

當間直也商工観光課長。

○ 商工観光課長 當間直也

ただいまの喜久里議員のご質問についてお

答えします。先ほどの18号議案でちょっと提

出させていただいた温浴施設とも関連するん

ですが、奥武島キャンプ場につきましては、

施設の設置の経緯としまして、町民の健康増

進であるとか、そういった交流者とのふれあ

いの場という目的もある中で、あるいはまた

隣接するバーデハウス久米島とうまく併用し

て施設の利活用を促進していくというところ

で整備も行われているところなんですが、そ

の運営についても各々分けてというかたちで

はなくて、バーデハウスと一体的に指定管理

が望ましいだろうということで、これまで指

定管理を指定して選定してきた経緯がありま

す。

今回につきましても、そういった経営の中

で、先ほどご説明も申し上げましたが、今、

民間の企業さんの提案もいろいろ意見交換し

ながら、今後、現指定管理者、あるいは民間

企業への指定管理の移行も含めて協議をして

いるというところもありまして、キャンプ場

につきましてもバーデハウスと同じように１

年という期間で今回の指定管理の契約の更新

については行っているところです。

○ 議長 幸地猛

他に質疑はありませんか。

○ 議長 幸地猛

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから、議案第19号、奥武島キャンプ場

施設の指定管理者の指定についてを採決しま

す。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（全員起立）

○ 議長 幸地猛

全員起立です。従って、議案第19号、奥武

島キャンプ場施設の指定管理者の指定につい

ては原案のとおり可決されました。
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日程第10 久米島町イーフ情報連絡施設

の指定管理者の指定について

○ 議長 幸地猛

日程第10、議案第20号、久米島町イーフ情

報連絡施設の指定管理者の指定についてを議

題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

議案第20号、久米島町イーフ情報連絡施設

の指定管理者の指定について。

久米島町イーフ情報連絡施設の指定管理者

を次の団体に指定したいので、地方自治法第

244条の２第６項の規定により議会の議決を

求める。

記

１．施設の名称及び位置

久米島町イーフ情報連絡施設

久米島町字比嘉160番地57

２．団体の名称

一般社団法人久米島町観光協会

住所 久米島町字仲泊962番地２

代表者 会長 比嘉護

３．指定の期間

平成31年４月１日から平成36年３月31

日まで

平成31年３月27日提出

久米島町長 大田治雄

提案理由

久米島町イーフ情報連絡施設の指定管理者

の指定が平成31年３月31日で終了するため、

地方自治法第244条の２第３項の規定により、

上記の者を指定管理者に指定することについ

て、同条第244条の２第６項の規定により議

会の議決を求めるものである。これがこの議

案を提出する理由であります。

後ろの方に申請書を添付しております。

ご審議のほどよろしくお願いいたします。

（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

２番盛本實議員。

○ ２番 盛本實議員

収支見てみると、収入が多くなっています

ね。今後、指定管理をやるとなると、その分

は例えば指定管理を減額していくのか、その

収支は収支で、収入は収入で多いかたちの中

で契約していくのか、そのへんの分と。

水光熱費が70万円ぐらいいっているんです

ね。70万円超している。水道は水道で毎月１

千円いくらぐらいなんでよく分かるんです

が、電気料がかなり大きい。夏場はクーラー

を使ってどうのこうので分かるんですが、冬

場も結構電気料が上がっているんですね、細

かいところを見てみると。それがどういうも

ので冬場も電気料が月６万円とか８万円とか

あるんですが、そのへんチェックしたかどう

か、確認します。

○ 議長 幸地猛

當間直也商工観光課長。

○ 商工観光課長 當間直也

ただいまの盛本議員のご質問にお答えしま

す。まず、指定管理料につきましてですが、

基本的には、今、この収支の中で人件費がは

いっておりません。７万円ほど収支の残とし

ては残るわけなんですが、私どもの方としま

してはそういった人件費にも充てていらっし
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ゃるというところも含めて、特に減額という

かたちで考えてはおりません。維持管理とい

うところで使用料で賄っていただいていると

いうことで、兼務の業務もしながらだと思う

んですが、その管理も案内所等の機能も含め

ながらやられているということで人も配置さ

れていますので、今はその指定管理料だとい

うふう考えております。

冬場の電気料等の額につきましては我々も

細かく分析はしていないところですが、今後

しっかり確認したいと思いますが、ただ、観

光協会さんに指定管理していただく中で、向

こうで業務等も管理の中で活用したりという

ところもみられますので、そういった職員の

方の業務ということもあるのかなと思うんで

すけれど、そこはまた今後確認してしっかり

進めていきたいと思います。

○ 議長 幸地猛

他に質疑はありませんか。

○ 議長 幸地猛

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから、議案第20号、久米島町イーフ情

報連絡施設の指定管理者の指定についてを採

決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（全員起立）

○ 議長 幸地猛

全員起立です。従って、議案第20号、久米

島町イーフ情報連絡施設の指定管理者の指定

については原案のとおり可決されました。

日程第11 久米島紬伝統工芸品産業振興

施設の指定管理者の指定につ

いて

○ 議長 幸地猛

日程第11、議案第21号、久米島紬伝統工芸

品産業振興施設の指定管理者の指定について

を議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

議案第21号、久米島紬伝統工芸産業振興施

設の指定管理者の指定について。

久米島紬伝統工芸産業振興施設の指定管理

者の指定管理を次の団体に指定したいので、

地方自治法第244条の２第６項の規定により

議会の議決を求める。

記

１．施設の名称及び位置

１．久米島紬真謝ユイマール館

久米島町字真謝1878番地１

２．久米島紬比嘉ユイマール館

久米島町字比嘉97番地７

３．久米島紬宇江城ユイマール館

久米島町字宇江城66番地

２．団体の名称

久米島紬事業協同組合

住所 久米島町字真謝1878番地１

代表者 理事長 松元徹

３．指定の期間

平成31年４月１日から平成36年３月31

日まで

平成31年３月27日提出

久米島町長 大田治雄
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提案理由

久米島紬伝統工芸産業振興施設の指定管理

者の指定が平成31年３月31日で終了するた

め、地方自治法第244条の２第３項の規定に

より、上記の者を指定管理者に指定すること

について、同条第244条の２第６項の規定に

より議会の議決を求めるものである。これが

この議案を提出する理由であります。

次ページの方に申請書の写しを添付してお

ります。

ご審議のほどよろしくお願いいたします。

（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑はありませんか。

○ 議長 幸地猛

質疑なしと認めます。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから、議案第21号、久米島紬伝統工芸

品産業振興施設の指定管理者の指定について

を採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（全員起立）

○ 議長 幸地猛

全員起立です。従って、議案第21号、久米

島紬伝統工芸品産業振興施設の指定管理者の

指定については原案のとおり可決されまし

た。

日程第12 新興通り駐車場の指定管理者

の指定について

○ 議長 幸地猛

日程第12、議案第22号、新興通り駐車場の

指定管理者の指定についてを議題とします。

本案について提案理由の説明を求めます。

桃原秀雄副町長。

（桃原秀雄副町長登壇）

○ 副町長 桃原秀雄

議案第22号、新興通り駐車場の指定管理者

の指定について。

久米島町新興通り駐車場の指定管理者の指

定管理を次の団体に指定したいので、地方自

治法第244条の２第６項の規定により議会の

議決を求める。

記

１．施設の名称及び位置

新興通り駐車場

久米島町字仲泊1155番地、1158番地、

1160番地

２．団体の名称

新興通り会

住所 久米島町字仲泊1154番地

代表者 会長 島袋大夢

３．指定の期間

平成31年４月１日から平成36年３月31

日まで

平成31年３月27日提出

久米島町長 大田治雄

提案理由

久米島町新興通り駐車場の指定管理者の指

定が平成31年３月31日で終了するため、地方

自治法第244条の２第３項の規定により、上

記の者を指定管理者に指定することについ

て、同条第244条の２第６項の規定により議

会の議決を求めるものである。これがこの議
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案を提出する理由であります。

次ページの方に申請書の写しを添付してお

ります。

ご審議のほどよろしくお願いいたします。

（桃原秀雄副町長降壇）

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

確認なんですが、29年度の収支報告書は契

約台数が14台のときもあれば、12台のときも

あれば、11台のときもあると。30年度はこの

駐車場11台で12カ月になっています。この変

化がどういうことなのかというところと。

あと、見守り巡回管理費というものの中身

ですね、そこを説明いただきたいと思います。

○ 議長 幸地猛

當間直也商工観光課長。

○ 商工観光課長 當間直也

ただいまの吉永浩議員のご質問にお答えし

ます。こちら私ども申請時に聞き取りも行い

ましたが、昨年度29年度につきましては月毎

の契約になるんですね。その中で長期間とい

う方がないというか、いろんな利用形態があ

るということで、こういう状況なんですが、

ただ、平成29年度の最後の方からはある程度

一定の台数の契約があるということで、現在

契約されている、29年度の終わりに契約され

ている台数をベースに、この計画書を策定さ

れたということでした。

ただ、今、年度30年度今月で終わりなんで

すが、そういった中の決算でいくぶん変更は

出る可能性はあるかもしれないというお話で

ありましたが、一応、30年度の予算というこ

とで１年前に利用していた状況での予算書の

添付になっています。

もう１点、見回り巡回管理費というのは、

こちらの管理につきましては、原則毎日です

ね通り会の会員の方で当番制で巡回をしてい

ます。駐車場に、基本的に契約車輌以外は12

時間以上の利用は制限していますので、そう

いった利用の状況を見回るというか巡回して

いることになります。簡潔に言えば、基本的

に駐車場内の巡回費ということになります。

巡回する中で利用の管理を行うということに

なります。

○ 議長 幸地猛

５番吉永浩議員。

○ ５番 吉永浩議員

毎日やっていると、その見回る方への報酬

というかたち、中身というのはそうなのかと

いうその確認と。あとは、30年度の実績でみ

ると、29年度の中には違法駐車あり、後日注

意という文言がありますけど、30年度はその

文言がないので、30年度は違法駐車は一応な

かったということなのかどうかということで

すね、ここだけ。

○ 議長 幸地猛

當間直也商工観光課長。

○ 商工観光課長 當間直也

この管理費については、今お話があったよ

うに見回りされる方への管理手当というかた

ちになるかと思うんですが、その運用につい

ては通り会という組織で我々も指定管理は行

っていますので、実際個人の方へこれを支給

されるのか、そこらへんまでまたしっかり確

認しながら、僕らの方は見回りした巡回の日

誌とか、そういったしっかり毎日管理してい

るかというところで確認を取りながらという
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ことでやっていこうということにしています

ので、ただ、聞き取りした中では管理費とい

うことで実際管理で当番で出られた方の費用

という説明を受けています。

あと、もう１つ、30年度については違法が

ないかということなんですけれど、添付させ

ていただいている資料が予算段階でありま

す。先だって今回の更新で聞き取りした場合

に、引き続きこういったそこの規定を守らな

いで駐車されている現況はあるというお話で

した。所有者をしっかり確認をして注意をし

たり指導をしたりということは行っていると

いうことで、今年度につきましても、まだ契

約駐車場外であれば12時間という長期、時間

を超えて駐車している方は今いる状況であり

ます。

○ 議長 幸地猛

他に質疑はありませんか。

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

さっきの訂正の中で議運で指摘した、この

ページにないな。平成29年度新興通り駐車場

収支状況報告書。備考欄で収入の部、２千円

×３カ月の14台、２千円×１カ月の12台、２

千円×８カ月の11台ということになってい

る。この台数の意味が分からんのよ。元々あ

の駐車場というのは２年、３年になるのかな。

１年契約でずっと契約している、毎日払わな

いといけない契約だよね。台数の１カ月、２

カ月の単位が出てくるわけがないんですよ、

我々の常識では。その説明と。

それと、これ実は全体的に最初から指摘し

ようかなと思ったんだが、皆さんの提案理由

の添付書類、申請添付書類、これは副町長が

詳しいと思う。各課に任せてあるんですか。

例えば、これを見ますと、社協はこんな丁寧

にやっているわけ。ところがユイマー館、紬

組合はね、あんな大きな組織が何回探しても

これ１枚しか見えないわけ。俺がどこかに紛

失したのか、これ１枚だけかな。これしかな

いんですよ。添付書類として内容として書か

れている分についての資料はここには届いて

ない。議会にどこまで出すかを皆さんで統一

して決めた方がいいと思います。そしたら我

々もそれ調べながらできるんですよ。そのへ

んこれは副町長の方から答弁していただい

て、さっきの台数の意味ね、課長。

○ 議長 幸地猛

當間直也商工観光課長。

○ 商工観光課長 當間直也

ただいまのご質問にお答えします。この駐

車場の設置した際に設定している条例上で、

月での利用が認められております。そういっ

た経緯もあって、供用開始して数年経つんで

すが、今指定管理をさせているところでは月

契約ということで使用の契約を締結して使用

させている状況にございます。そのへん今後

また検討してみたいと思います。年契とかも

含めてですね。

○ 議長 幸地猛

桃原秀雄副町長。

○ 副町長 桃原秀雄

ただいまの質問にお答えします。議会本会

議への提出は、議案書と後ろの方に公の施設

に係る指定管理者の申請書、この２枚だけで

す。議案に提出されるものは。その後皆さん

に配ってあるのは、議員の皆さんにこれを見

て参考にして質問等があれば質問して下さい

ということの添付資料ということになりま

す。
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詳しい決算書、予算書とかは、指定管理選

定委員会というのがありまして、副町長が委

員長ということと、他の総務課長、企画財政

課長、税務課長、８名の委員で審査して、そ

れを議会に提案しましょうということの流れ

となっております。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

質問の意味がちょっとズレたかな。提案理

由は、おしなべて第244の第２第３項、６項

とか書かれて同じような文章になっているん

ですよ。今日の議案。であれば、我々に提出

するものは同じような書類を揃えていただか

ないと、我々審査するときに非常に戸惑うわ

け。これは庁議でもってきて、次から私は統

一してほしいなと思う。それを要望します。

それと、さっきの當間課長の答弁なんです

が、私なりに関わってきた人間としてはちょ

っと納得できないので、再度調べてやってく

ださい。

それともう一つ、新興通り駐車場業務報告

書の中で、１台違法駐車あり、２台違法駐車

あり、何をもって違法駐車としているのかね、

あの駐車場で。そのへんちょっと教えて下さ

い。

○ 議長 幸地猛

當間直也商工観光課長。

○ 商工観光課長 當間直也

こちらにつきましては、この駐車場の管理、

公共駐車場条例というのがあって、それで利

用形態について定めておりますが、契約駐車

場については、常時駐車できることになるん

ですが、それ以外の車輌については12時間を

超えて駐車してはいけないという規定になっ

ているんです。実際、今、そこをしっかり管

理しきれていないところもあるんですが、違

法駐車というのは、その利用規程に違反して

いる方をそういうふうに今報告していただい

ている状況です。

この件については、駐車場の新興通り側か

ら入って右側、プランタンという店舗のフェ

ンス沿いに一応大きく看板ついているんです

が、１カ所であることですとか、あるいは向

きも含めてしっかりどの方面からの利用者に

も見えるところにないので、そこについても

先ほどの指定管理料等も活用して表示をしっ

かりするようにというふうにお伝えしている

ところです。違法駐車については規定に反し

ている方ということになります。

○ 議長 幸地猛

８番喜久里猛議員。

○ ８番 喜久里猛議員

課長をいじめるわけじゃないけどね、元々

あの駐車場をどうして向こうにつくったか

と。わざわざ保育所の跡を壊して、新興通り

の買い物客のお客さんのためが目的なんです

よ本来、当初の目的。我々侃々諤々しました。

お客さんが買物をする間はたとえ契約車輌で

もこれは遠慮して下さいよと。その後、店が

閉める時点に、自分の車はそこに置いて下さ

いが契約の元なんですよ、これ実は。ところ

が今状況把握していますか。

自分の名前を書いたところは、もう自分の

ものなんですよ、あれ。今の現状の使い方を

見れば。酷いのは、何かのイベントがあると

きに主がここは駐車しないで下さいと書かれ

ているんですよ、段ボールに書いて、こんな

話ある。大きな勘違いしているんですよ。そ

れは行政が説明していないからこうなるわ
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け。だからそれもう一回原点に戻って、どう

いうためにこれをつくったかと。あれだけ莫

大な金をかけて。

當間課長、ごめんだけど、もっと勉強して

から、ちゃんと契約書も見て、これおかしい

なと思えば改善していって下さい。いいです

か。

それともう一つ、この契約駐車場につきま

しては会員ですよね、新興通り会の会員です

よね。大事なところですよ、ちゃんと説明し

ないと。わからない人たぶんいるよ。会員に

なっていますか。

○ 議長 幸地猛

當間直也商工観光課長。

○ 商工観光課長 當間直也

ただいまのご質問にお答えします。会員の

方という確認は私の方でとっていますけど、

資料等で確認はしっかりとっておりませんの

で、こちらしっかり確認したいと思います。

専用駐車場に表示されている、現在付いてい

ないところもあるんですが、付いているとこ

ろを確認した範囲では会員の方のみになって

いますが、実際契約書の全ては見てはいませ

んので、そこはしっかり確認したいと思いま

す。

○ 議長 幸地猛

喜久里猛議員の本件に関する質疑は既に３

回になりましたが、会議規則第55条ただし書

きの規定によって、特に発言を許します。

○ ８番 喜久里猛議員

懸命な回答ですよ、内容分かるから言って

いるんですよ。健全な運営をして下さい、務

めて下さいね。新興通り会内でも実はちょっ

と問題出ているわけ。我々じゃなくて。だか

らそのへんはね、せっかくつくった駐車場だ

から、きれいに運営して、調べて、新興通り

の皆さんと話し合いをして、これこれ指摘が

町民からもクレーム付いているから止めまし

ょうとかね、あるはずだから、努力して下さ

い。

○ 議長 幸地猛

他に質疑ありませんか。

○ 議長 幸地猛

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから、議案第22号、新興通り駐車場の

指定管理者の指定についてを採決します。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（全員起立）

○ 議長 幸地猛

全員起立です。従って、議案第22号、新興

通り駐車場の指定管理者の指定については原

案のとおり可決されました。

日程第13 久米島町議会傍聴規則の一部

を改正する規則について

○ 議長 幸地猛

日程第13号、発議第１号、久米島町議会傍

聴規則の一部を改正する規則についてを議題

とします。

本案について提案者の説明を求めます。

翁長学議員。

○ 12番 翁長学議員

発議第１号、久米島町議会傍聴規則の一部

を改正する規則について。

上記の議案を地方自治法第112条及び会議
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規則第14条の規定により提出する。

平成31年３月27日提出

久米島町議会議長 幸地 猛 殿

提出者 久米島町議会議員 翁長 学

賛成者 久米島町議会議員 饒平名智弘

賛成者 久米島町議会議員 喜久村 等

提案理由、議会を傍聴する際の手続きに関し

て、傍聴人の個人情報保護のため、受付名簿

方式から受付票方式に変更する。

久米島町議会傍聴規則の一部を次のように

改正する。改訂前と改訂後を下線が引かれて

います。

附則、この規則は公布の日から施行する。

○ 議長 幸地猛

これで提案理由の説明を終わります。

発議第１号、久米島町議会傍聴規則の一部

を改正する規則に対する質疑は省略したいと

思います。

ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○ 議長 幸地猛

異議なしと認めます。従って、発議第１号、

久米島町議会傍聴規則の一部を改正する規則

についての質疑は省略します。

これから討論を行います。

討論はありませんか。

○ 議長 幸地猛

討論なしと認めます。

これから、発議第１号、久米島町議会傍聴

規則の一部を改正する規則についてを採決し

ます。

本案は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（全員起立）

○ 議長 幸地猛

全員起立です。従って、発議第１号、久米

島町議会傍聴規則の一部を改正する規則につ

いては原案のとおり可決されました。

日程第14 閉会中の議員派遣について

○ 議長 幸地猛

日程第14号、閉会中の議員派遣についてを

議題とします。

お諮りします。議員派遣については別紙の

とおり派遣することにご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

○ 議長 幸地猛

異議なしと認めます。よって、閉会中の議

員派遣については別紙のとおり派遣すること

に決定しました。

○ 議長 幸地猛

以上で本日の議事日程は全て終了しまし

た。

本定例会は３月11日から本日までの17日間

の会期日程で開催されました。議員並びに執

行部のご協力により無事終了することができ

ました。ここに深く感謝申し上げます。

これをもちまして平成31年第３回久米島町

議会定例会を閉会いたします。

お疲れ様でした。

（閉会 午後３時13分）
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地方自治法第123条第２項の規定により署名する。

久 米 島 町 議 会 議 長 幸 地 猛

署名議員（議席番号13番） 饒平名 智 弘

署名議員（議席番号１番） 喜久村 等


